
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　水着で始める学がつ校こう籠ろう城じよう　Melt_the_Asphalt.









　一二月七日。

　学園都市第七学区。

　だがしかし、ビルの壁かべに掛かかったデジタル表示の温度計は摂せつ氏し五五度のまま固まっていた。セミの抜ぬけ殻がらのようなものだから、今はさらにどれだけ上がっている事か。

　まるで余熱を溜める石いし窯がまに閉じ込められたような大熱波。

　冗じよう談だん抜ぬきに道路のアスファルトの表面さえ黒く滲にじませかねない猛もう烈れつな焦しよう熱ねつ地じ獄ごくの中に、上かみ条じよう当とう麻ま達たちは唐とう突とつに放ほうり出だされていた。

「ひい、はあ」

　荒あらい息を吐はいて額ひたいの汗あせを拭ぬぐう上かみ条じよう達たちは学校の制服など着ていない。そういうお利口さん達たちは最初の一日目が終わる前に揃そろって熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれる羽は目めになった。男子も女子も、みんな思い思いの水着を纏まとって少しでも熱が籠こもるのを防ごうとしている。

　彼かれらがいるのは無数に並ぶ雑居ビルの一つ、その屋上だった。

　誰だれも吞のん気きに地上を進もうなどとは考えない。

　地上に触れた者は死ぬからだ。

「冗じよう談だんじゃ、ないぞ……くそっ」

　ずしりと重たい感かん触しよくが背中からのしかかる。

　重量五〇キロ。ちょっとした女の子を背負うくらいの枷かせの正体は、大型ドラッグストアに残っていたミネラルウォーターだった。目に見える商しよう品ひん棚だなはとっくの昔に全ぜん滅めつしていたが、裏手の事務室にあったウォーターサーバー用のだるまさんみたいなプラスチックタンクがいくつか残っていたのだ。

　人間丸々一人分、と考えれば十分な量に思えるかもしれない。

　だがユニットバスのバスタブでも二〇〇キロは入る。そして避ひ難なん先さきとなっている一つの学校を潤うるおす事を考えれば全然間に合わない。この程度では焼け石に水だが、かと言って努力を放ほう棄きする訳にもいかない。

　はるか下方、直射日光で石いし窯がまみたいに炙あぶられている道路の方では、風力発電のプロペラがバチバチと火花を散らしていた。道路にはいくつか亀き裂れつがあり、消しよう火か栓せんも壊こわれていたが、もはや一いつ滴てきの水も溢あふれる気配はない。街路樹はどれもこれも冬ふゆ枯がれとは違ちがう理由で茶色く変色していた。

　とにかく熱だ。こいつが全部ダメにする。

　ガソリンだろうが水素だろうがバッテリーをやられるから車は使い物にならない。新型自転車のアクロバイクも以下略。清せい掃そうロボットなどの無人装置も役に立たない。

　隣となりでは、長い黒くろ髪かみにおでこを出した（あと巨きよ乳にゆうの）クラスメイト、吹ふき寄よせ制せい理りが同じように汗あせを拭ぬぐっていた。規則正しい優等生の彼かの女じよだが、北風と太陽の第二ラウンドには勝てなかったらしい。今は自前の黒いビキニを身に纏まとい、その上から毛糸のマフラーや手て袋ぶくろを着けている。

　アンバランスな着こなしにも当然理由がある。

　上かみ条じよう達たち男子グループが無む駄だに重たい水を抱かかえている間、手の空いている女子にはルート構築をしてもらわなければならないからだ。

「とりあえず隣となりのビルまでは脚きや立たつね。次は大通りになるから『綱つな渡わたり』を使わなきゃダメでしょうけど」

「またかよ、おっかない」

「一応、脚きや立たつを使った谷たに越ごえはエベレストのクレバス突とつ破ぱでも使われている由ゆい緒しよある方法よ？」

　背の低い雑居ビルとはいえ、四階から五階分くらいの高さはある。

　ここに折おり畳たたみ式の脚きや立たつを広げて渡わたし、ビルからビルへ横断しろという訳だ。しかも五〇キロの水を背負った不安定な状態で。

　吹ふき寄よせ達たちが手て袋ぶくろやマフラーを着けていたのもこれが理由だ。摂せつ氏し五五度以上。お笑い芸人の熱ねつ湯とう風ぶ呂ろでも五〇度の世界だ。熱を吸った金属パーツはさらにきつい。素す手でで長時間は触さわれないので鍋なべ摑つかみのような手て袋ぶくろは必ひつ須す、マフラーについては脚きや立たつを肩かたで担かついで運ぶためのものだった。足回りはストラップ付きのサンダルが多い。スニーカーやブーツの方が動きやすいだろうが、やはりこの暑さだ。風通しの悪い靴くつだと中に汗あせばかりが溜たまり、すぐに水虫でぐじゅぐじゅになるのは予想できた。

　正直、谷たに越ごえは何度やっても慣れるものではない。

「行くわよ。一人ずつ、慎しん重ちようにね」

「……くそ、もっと頑がん丈じような橋があれば良いのに」

「安全なルートを選びすぎると、貴様が背負っている水を狙ねらってくる輩やからの待まち伏ぶせを受けるかもしれないけど？」

　ハーフパンツのような水着を穿はいた上かみ条じようは恨うらめしそうに凶きよう器きと化した太陽へ目をやる。

　ほんの三日で世界は変わった。あまりにも不自然過ぎる猛もう烈れつな大熱波が学園都市を襲おそい、電気と水道はいとも簡単に落ちた。学力や収入で階層分けされていた価値基準も崩ほう壊かいし、代わって別のものが台頭してきた。

　すなわち、水と日ひ陰かげ。

　時には札束や金きん塊かいのように、奪うばい合あいさえ発生しかねない勢いで。

「電子機器とかネット回線とか軒のき並なみ熱でやられちゃったから他ほかの学校の様子は分からないけど、干ひ上あがっていないだけ私わたし達たちは随ずい分ぶん幸せな方だと思うわ」

「実際、あると思うか？　一いつ滴てきもなくなって干ひ上あがっちまった学校」

「想像もしたくないわね。それじゃ私から行くわよ」

　谷たに越ごえの時は身軽な人間が先行して、『向こう側』の安全を確保するのが常になっていた。今の状じよう況きようだと水を背負っていない女子グループになる。

　ビルからビルに脚きや立たつを渡わたしてある。距きよ離りは五メートル未満。だが、普ふ通つうの橋や綱つな渡わたりのように立ってバランスを取るのでは命取りだ。自然と四よつん這ばいになり、両手両足を使ってがっちりホールドしながらじりじりと進むしかない。

　……極きわめて大おお真ま面じ目めな生死の関かかわった場面だが、何だか吹ふき寄よせの黒ビキニに包まれた柔やわらかいお尻しりを天に突つき上あげるような格好。しかもこの熱波のせいで内うち腿ももにたくさん汗あせが伝って非常にジューシーな絵え面づらになっていた。

　隣となりで同じくウォーターサーバーの予備ボトルを背負った青あお髪がみピアスがシリアスな顔で言った。

「ごめんカミやん。今ボク水着やから誤ご魔ま化かし切れんかもしれん」

「げふんげふん！　耐たえろ男の子!!　多分彼かの女じよ達たちにこの苦しみは分からない!!」

　二人して思わず目の前の誘ゆう惑わくから視線を逸そらすと、自然と切きり離はなされた灼しやく熱ねつの地上部分を見てしまう。

　猛もう烈れつな熱に炙あぶられて軽く溶とけそうになっているアスファルトに、蜃しん気き楼ろうじみた透とう明めいな景色の歪ゆがみ。

「……また増えてるんと違う？」

「さあな。数える気力もないよ」

　うんざりしたように応こたえる上かみ条じようは、無事谷たに越ごえを成功させた吹ふき寄よせがこちらに手を振ふっているのを見る。向こう側の安全を確かく認にんすると、他ほかの女じよ子し達たちも次々に脚きや立たつを渡わたしていく。

「まともに電気使えないから火を使うしかないんだけどさ」

「うん」

「こんな状じよう況きようで火事だけはやめてほしいよな、マジで。消しようがないぞ」

「昔は砂とか掛かけてたらしいで」

　実際、灼しやく熱ねつの街のあちこちから黒々とした筋が青空に向かっていた。あれが料理のためのものなのか、ＳＯＳを知らせる狼煙のろしなのか、あるいはコミュニティの壊かい滅めつを知らせる黒こく煙えんなのかは確かめようがない。

　常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのお嬢じよう様さまの顔が脳のう裏りに浮うかぶ。

　彼かの女じよはこの地じ獄ごくの中でも大だい丈じよう夫ぶだろうか。それは学園都市第三位の超レ能ベ力ル者５ではあるが、直接的な腕うでっ節ぷしと水やスタミナの話はまた別の問題のように思えるのだ。

（……人の心配をしていられるって事は、俺おれはまだ人間か）

　やれやれと首を振ふって、上かみ条じようは目の前の現実にピントを合わせる。

　今はおよそ一学年分三さん桁けた単位の人間が水を求めて行動していたが、ルートについては小分けしてある。ここにいるのはせいぜい一クラス分くらいのものだが、それでも一人一人脚きや立たつで谷たに越ごえをしていくとかなりの渋じゆう滞たいが起こるものだ。

　上かみ条じようと青あお髪がみピアスは二人して、平行に渡わたされた脚きや立たつへ前のめりに、四よつん這ばいになって挑いどんでいく。焼け付くような金属の熱。隣となりの悪友はこんな風に言ってきた。

「ほな、いつも通りに。落ちたとしても恨うらみっこはナシや」

「ああ」

　正直、ギシリと軋きしむ頼たよりない脚きや立たつと背負った水の重さを考えると軽口なんて叩たたいていられる精神状態ではないのだが、真ま面じ目めに沈ちん黙もくしている方があっさり心はパンクしていくのもこの短い間の経験だけで十分に心得ている。

　四階から五階。

　下は死のアスファルト。落ちれば即そく死しか、あるいはもっともっと長く苦しむ羽は目めになる。

（……大だい丈じよう夫ぶ、大だい丈じよう夫ぶ。エベレストでもやってる方法。登山家の荷物は五〇キロなんて話じゃない。だから大だい丈じよう夫ぶ……）

　ぎし……みし……と不安定に金属の軋きしむ音が連続する。まるで一歩一歩進むたびに時じ限げん爆ばく弾だんのカラフルなコードでも千ち切ぎっているような気分だ。

　額ひたいに浮うかぶ汗あせが鬱うつ陶とうしい。掌てのひらを炙あぶる熱も邪じや魔まだ。

　一いつ滴てきの水も惜おしいのに、手足の指の間までぐっしょり濡ぬれていて、今にも滑すべりそうだ。

　瞼まぶたに汗あせが入る。

　涙なみだに濡ぬれたように景色が滲にじむ。かと言ってこの不安定な状じよう況きようで、手ての甲こうを使って拭ぬぐう訳にもいかない。頭の中をぼんやり空白に埋うめ尽つくされながら、手先の感覚だけを頼たよりに五メートルの地じ獄ごくをにじり寄るように進むしかない。

「……じょう、上かみ条じよう！　もう大だい丈じよう夫ぶよ、貴様は渡わたり切きった!!」

　耳元で吹ふき寄よせにそう叫さけばれて、上かみ条じようは肺いっぱいに吸すい込こんでいた過呼吸気味の酸素をまとめて吐はき出だした。焼けるような熱も気にせず、そのまま横よこ倒だおしに倒たおれる。大地の安定感を全身で受け止める。

「はあっ、はあー……ッッッ!!!???」

「今回もお互たがい何とか生き残ったようやな。ロシアンルーレットみたいなもんやろうけど」

　青あお髪がみピアスも尻しり餅もちをついて額ひたいの汗あせを拭ぬぐっていた。

　後続が渡わたり終おえるのを待つ間、上かみ条じようはのろのろと起き上がって黒ビキニの吹ふき寄よせに話しかけた。

「次は『綱つな渡わたり』って話だったよな」

「ええ。固定ルートは正直待まち伏ぶせが怖こわいけど、脚きや立たつで渡わたせるのは五メートルが関の山だもの。どうしても大通りを渡わたる時は『綱つな渡わたり』が必要になってくるわ」

　この暑さだと電子機器は使い物にならない。

　吹ふき寄よせはカラフルなマーカーでいくつものラインを引いた紙の防災マップを、電車の中で新聞を読むように小さく畳たたんで目を通していた。道路の流れを無視してビルからビルへ渡わたすような線が全すべて『綱つな渡わたり』となる。

「なんやくノ一漫まん画がとかやとこういうのって張力だの何だのの問題で橋はし渡わたしにならんゆうてたはずなんやけどな」

「世界一危険な通学路とかいうので、確か一キロだか二キロだかを延々と一本のワイヤーで下り続けるっていうのがあったはずよ。それに比べれば全然マシ」

　全員渡わたり切きったのを確かく認にんすると、吹ふき寄よせ含ふくむ女子グループは脚きや立たつの回収に乗り出した。上かみ条じよう達たちもまた立ち上がって、再び重たい水の重量と格かく闘とうする羽は目めになる。

　ビルの屋上から遠くへ目をやると、見知った街並みにおかしなものがいくつもあった。

　ビルからビルへ、何かが渡わたしてある。

　あるいは屋上から屋上へ、あるいは途と中ちゆう階かいの窓から窓へ、非常階段の踊おどり場ばと繫つながっているものもある。

　その全すべてが『綱つな渡わたり』だった。つまりワイヤー式の滑すべり台だい。様々な太さのワイヤーをビルからビルへピンと張り、そこにガレージで大型の工具を吊つるす太いＳ字の金具を少し折り曲げてからローラースケートやスケボーなどの小さな車輪のホイールを取り付けた『滑かつ車しや』をかけて、後はぶら下がる格好でワイヤー伝いに下り道を一直線に滑すべり降おりる。とは言っても基本的には安全基準も何もないハンドメイドだ。命の保証はどこにもない。

　だが、それでも不安定な脚きや立たつやギャンブルみたいな棒ぼう高たか跳とびに挑ちよう戦せんするよりはずっと安心できる。……こんなものは大昔にどうやってフグの安全な部位を調べたのかと同じだ。公式が分かるまで、どれだけの失敗があったかはもう想像もしたくない。

　他ほかには屋上のあちこちにレンガやコンクリートのブロックの山が積んであったが、こちらは『綱つな渡わたり』を作るためのものとは別べつ枠わくだろう。

　このビルからも色々な高さ、階層で何本もの太いワイヤーが伸のびていたが、上かみ条じよう達たちの学校へ向かうものはかなりオンボロな印象だった。まず金属を使っていない。合ごう成せい繊せん維いのロープを結んだ後に、手巻きのウィンチか何かを使って強ごう引いんに張っているだけだ。しかも『綱つな渡わたり』は高低差を使った片かた道みち切きつ符ぷなのに、帰り道が用意されていない。向こうへ行くのは良いいが戻もどれない。帰りは全く別のルートを探すしかないのだ。

「おいおいおいおい……」

「ガス弾だん投とう擲てき器きでも使ってロープだけ先に射出したのね。互たがい違ちがいに交差させていないって事は、途と中ちゆうで諦あきらめたのかしら」

　そもそも『綱つな渡わたり』は必要に応じて勝手に増えていくものだ。途と中ちゆうで諦あきらめたという事は、どこの学校か知らないが、これを作っていた連中にも何かしら不測の事態でも発生したのか。

　ともあれ、いつまでももたもたしていられない。

　延々と遠回りする訳にはいかないのだ。早く学校に帰って安全を手に入れたい。それは上かみ条じようだけではなく、この場の全員の本音だろう。

　おっかないが行くしかない。

　今度は脚きや立たつと違ちがって一人ずつ渡わたる必要はない。

　まず上かみ条じようが頭上のワイヤーに、ガレージで大型工具を吊つるすＳ字の金具やローラースケートの車輪のホイールなどを組み合わせた手製の『滑かつ車しや』を嚙かませ、持ち手を両手で摑つかむ。後は握あく力りよくが続く限りぶら下がるだけだ。この高さは身がすくむが、一番怖こわいのは途と中ちゆうで動きが止まってしまう事だ。だから行く時は思い切り助走をつけて。

　そして上かみ条じようが渡わたり切る前に、後続の吹ふき寄よせも脚きや立たつに腕うでを通して固定したまま、『滑かつ車しや』を使って器用に『綱つな渡わたり』へ乗ってきた。

　固定ルートは足場が頑がん丈じような代わりに待まち伏ぶせの可能性も高い。最初に渡わたる人員も複数いた方が安全だ。

　そのはずだった。

　が、いきなりがくんと『綱つな渡わたり』が揺ゆれた。真下に向けて。

「うわあ!!」

「カミやん!?」

　千ち切ぎれた、『綱つな渡わたり』を支える合ごう成せい繊せん維いのロープが。

　やはり高温でへたっていたのか。あるいは滑かつ車しやありとはいえ摩ま擦さつ熱ねつを生んでいたのか。

　どうにもならなかった。全体重を預けるＳ字の『滑かつ車しや』なんて何の効果もなくて、千ち切ぎれたワイヤーをなぞるように上かみ条じようの体が落ちる。同じ『綱つな渡わたり』上にいた吹ふき寄よせとぶつかる。掌てのひらが火傷やけどするのを覚かく悟ごでワイヤーを摑つかみ直し、もう片方の手で振ふり落おとされそうになっていた黒ビキニの少女の手を握にぎる。

　垂直落下というより、巨きよ大だいな振ふり子このようだった。

　だがそれが功を奏し、横向きにベクトルを整えられた事で墜つい落らく死しだけは免まぬがれる。上かみ条じようと吹ふき寄よせの二人は灼しやく熱ねつの大地を転がされるように落下したのだ。

「ぐううっ!!」

　路面ではなく、乾かわき切った花か壇だんの方へ飛ばされたのも救いだっただろう。おかげで露ろ出しゆつした肌はだをアスファルトでヤスリ掛がけされるような事態も避さけられた。

　抱かかえ込こんだ吹ふき寄よせの頰ほおを叩たたく。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか、吹ふき寄よせ！　俺おれ達たちは生きてる!!」

「あ、あう……？」

　落ちた、という精神的な衝しよう撃げきだけで意識が真っ白に飛びかけていたのか、ややおぼつかない調子で腕うでの中の吹ふき寄よせが呻うめいていた。

　そして助かった事に安あん堵どしている場合ではなかった。

　ここは地上。

　落ちた者は死ぬ場所。

　屋上から青あお髪がみピアスが両手をメガホンのように口に当てて叫さけぶ。




「早く逃にげえやカミやん!!　エレメントが来る!!」




　ふっ、と上かみ条じようの上から巨きよ大だいな影かげが差した。

　振ふり返かえれば至近、二メートル以内。

　優に三メートルに届く、水すい晶しよう体たいでできた半はん透とう明めいの異形。巨きよ大だいなカマキリにも似た『それ』が、前まえ脚あしの大おお鎌がまを大きく振ふり上あげているところだった。

　ついさっきまで絶対に見えなかった。

　そしてエレメントは元々半はん透とう明めいの肉体構造の上、擬ぎ態たいする動植物を真ま似ねている事が多い。

　この場合はクラス１、ハナカマキリ。

[image: ]

「っ!!　吹ふき寄よせェェェえええええ!?」

　とっさに、思い切り腕うでの中の少女を突つき飛とばした。

　反動で上かみ条じよう自身も反対側へ揺ゆらぐ中、恐おそるべき一いち撃げきが真上から振ふり下おろされた。ついさっきまで少年少女が惚ほうけていた枯かれた花か壇だんを容よう赦しやなく真っ二つにし、基部のコンクリートまで深々と半はん透とう明めいの大おお鎌がまが突つき刺ささっている。

　芒ぼう、と。

　その透とう明めいな胸の真ん中に、赤い人ひと魂だまのようなものがぼんやりと浮うかぶ。

（火のエレメント、スタンダードだけどヤバいっ!!）

　続く逆の大おお鎌がまには色しき彩さいが伴ともなっていた。

　溶よう鉱こう炉ろじみたオレンジ色の輝かがやき。

　炎ほのおが酸素を喰くらう低い轟ごう音おんと共に、一ひと振ふりに極ごく悪あくな火か炎えんが絡からみ付つく。ねばつく重油のような炎ほのおが半円状にまとめて噴ふき出だされる。

　少年の右手。

　幻想殺しイマジンブレイカーがなければ消し炭は避さけられなかった。

「あっ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　条件反射のように突つき出だした右手が、長さ二〇メートルに届かんばかりの炎ほのおの放射をまとめて砕くだいて消し去る。それでもジリジリと頰ほおを炙あぶる余波だけで心臓を鷲わし摑づかみにされる。

　死ぬ所だった。

　いいや、明確な意志をもって殺される所だった。

　直後、

「カミやん!!」

　真上から青あお髪がみピアスの大声が飛んできた。違ちがう、声だけではない。ゴン！　ガン!!　という重たい響ひびきと共に、屋上から飛来したコンクリートブロックやレンガの塊かたまりがハナカマキリのエレメントに直ちよく撃げきしたのだ。

「『エレベーター』は一〇〇メートル西のビル壁かべ！　こっちで時間稼かせぐさかい、吹ふき寄よせ連れてさっさと上まで上がってきいや!!」

　振ふり返かえれば、確かにビルの壁かべに沿って一本のロープがある。絞こう首しゆ刑けいのように下か端たんが輪の形になっていた。そこに足を乗せ、手でロープを摑つかんだ状態で屋上待機組が砂を詰つめたドラム缶かんを落とせば、滑かつ車しやの原理で屋上まで一直線という訳だ。

　エレメントは階段くらいなら昇のぼってくるが、梯はし子ごやロープは扱あつかい切れないらしい。同じく、ドアや窓は破は壊かいするが鍵かぎをこじ開けたりノブを回したりするほどの知性はない。

　つまり高所に逃にげるなり耐たい爆ばくドアの向こうに隠かくれるなりで、ある程度はやり過ごせる。

（……だけどっ）

　もう一度振ふり返かえる。

　三メートル大のハナカマキリを挟はさんで、その向こうに無防備にへたり込こむ黒ビキニの吹ふき寄よせ。エレメントと同じ空間にいる、という死の感覚で完全に惚ほうけている。ハナカマキリをやり過ごし、彼かの女じよと合流して、さらに離はなれた場所のエレベーターまで逃にげ切きれるか。

　背中をやられる可能性の方が高い。

　それが見知ったクラスメイトのものだったら最悪だ。

「青あお髪がみ!!　そのままレンガを投げ続けろ!!」

「おいおいおい！　エレメント相手にまともにやり合おうなんて考えるなやカミやん！　いくらやってもキリがないで、くそ!!」

　全ぜん滅めつや掃そう討とうなんて上かみ条じようも考えていない。

　この一体、火のコアを抱かかえ込こむハナカマキリのエレメント。

　こいつさえ排はい除じよすれば吹ふき寄よせと安全にエレベーターまで向かえる。誰だれも失わずに済む。そしてエレメントの炎ほのおには幻想殺しイマジンブレイカーが通用するのは証明済み。

　実際、右手で触さわれさえすればエレメント本体も一いち撃げきなのだ。

　ただその動きが殺人的過ぎて、まともな一対一だと下へ手たに手を出した途と端たんにこっちが八やつ裂ざきにされかねないというだけで。

　これまでも何度か、下に落ちた生せい徒と達たちを助けるため、投石で時間を稼かせいでその間に上かみ条じようが肉にく薄はくする、というやり方で小型のエレメントを仕留めてきた事もあった。

　クラス１、三メートル大なら……何とか。

「うぐうえああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　恐きよう怖ふで両足が地面に縫ぬい止とめられないよう、ハンマー投げの選手が頭のリミッターを解くのに使うような激しい雄お叫たけびを上げながら、上かみ条じようは半はん透とう明めいのハナカマキリへ走る。どれだけ無ぶ様ざまでも良いい、とにかく掌てのひらで本体のどこかに触さわれれば電池が切れたようにエレメントは動きを止めるはずだ。

　が。

　そこで、ハナカマキリの表面が蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらいだ。

　いいや違ちがう。景色が揺ゆらぐのは背景に溶とけているエレメントが動く時だ。元々半はん透とう明めいで、さらに擬ぎ態たいも得意な彼かれらが重なり合っている時だけだ。

　揺ゆらぎの原因ははっきりと攻こう撃げき意い志しを示すハナカマキリではない。

　その、手前。

　そこに、もう一体、別の……っ!?

「かっ、上かみ条じよう、待てえ……ッッッ!!!???」

　灼しやく熱ねつのアスファルトにへたり込こんだ吹ふき寄よせが、両目を見開いて慌あわてたように叫さけぶ。

　だがもう遅おそい。

　ハナカマキリに照準し飛びかかっていた上かみ条じよう当とう麻まは、今から方ほう向こう転てん換かんする事もできない。

　そして。

　クラス２。ハナカマキリの倍、六メートル規模のエレメントは菱ひし形がたの甲こう羅らに巨きよ大だいなハサミを備えた、ヒシガニを模したものだった。

　一番の武器を、そのエレメントは出だし惜おしみしなかった。




　刃は物ものというより、まるでボディブロー。

　巨きよ大だいなハサミの先せん端たんが勢い良く上かみ条じよう当とう麻まの腹の真ん中にぶち込こまれる。




　どうにも、ならなかった。

「ぶっ」

　呼吸というより、血けつ塊かい。

　せり上がる液体の感覚を喉のど奥おくで体感しながら、飛びかかった勢いの倍以上の速度で真後ろへ吹ふき飛とばされる。落下と激げき突とつの衝しよう撃げきなどいちいち知覚できなかった。手足どころか眼球まで痙けい攣れんして、自分が今どこにいるのか、上と下はどちらにあるのかも把は握あくできなくなる。背中を濡ぬらしているのは激げき突とつの衝しよう撃げきで背負っていたウォーターサーバーのタンクが破れたからか、あるいは単純に自分の血だまりか。

　そこから先は断だん片ぺん的てきだった。

　とにかく意識を埋うめる血の匂においと味、吹ふき寄よせ制せい理りの悲鳴、屋上から投なげ込こまれる小こ瓶びんの閃せん光こう弾だんや煙えん幕まくの雨あられ、何度も何度も自分の頰ほおを叩たたいて名を呼ぶ声、体を引きずられる感かん触しよく、滑かつ車しやを利用したエレベーターの浮ふ遊ゆう感かん。

「上かみ条じよう、ねえってば、上かみ条じよう!!」

　どこかの屋上に連れて行かれた。

　どうやら自分の名前を呼んでいるのは吹ふき寄よせ制せい理りらしい。それだけ分かって、痙けい攣れんの止まらない上かみ条じようはうっすらと笑った。

　ああ、良かった、と。

　さっきの悲鳴は彼かの女じよがエレメントにやられたものではなかった。

　それが分かっただけでも僥ぎよう倖こうだった、と。

「ちょっと、何満足そうな顔しているのよ？　こんなの全然手打ちになっていないわ!!　まだ何も終わっていない！　気を抜ぬくんじゃないわよ、上かみ条じよう!!　絶対ダメ!!」

　声が遠のく、とは少し違ちがった。

　ぐわんぐわんと音の塊かたまりに鼓こ膜まくを叩たたかれているが、その内容が頭の中に入ってこない、といったニュアンスの方が近い。クラスメイトと話をしている言葉の羅ら列れつが、クラス全体のざわめきの中に消えていく感じだろうか。

　そこまで考えて、ふと上かみ条じようは何かに気づいた。

　そういう事か、と彼かれはある可能性に思い至った。




　これ、リアルの時じ間かん軸じくとは別べつ枠わくなんじゃないか。

　走そう馬ま灯とうっていうか、ベッドの上で直近の思い出を必死になって反はん芻すうしていないか、今……？








行間　一









　その日は朝から最悪だった。




　浜はま面づら仕し上あげはここのところ、早朝に外へ出かけていた。自分でも信じられない事にジョギングのためである。酒や煙草タバコでボロボロになった自分の体を少しでも取とり戻もどそうとか、そんな殊しゆ勝しような心がけではない。断じてピンクジャージの恋こい人びと、滝たき壺つぼ理り后こうから『なんかはまづらお腹なかが出てきたよね』とか平へい坦たんな口調で言われたからではない。

　武装無能力集団、スキルアウトから足を洗ったのは良いいが、空いた時間に何をするかがすっぽり抜ぬけ落おちたままなのも事実だった。自分の中にある空白を埋うめるための行こう為いというのが近いかもしれない。そもそも真っ当な人から見たら、完かん璧ぺきに心を入いれ替かえたというならまず学校へ行けと言われるだろう、というのも理解している。

　幸こうか不幸か、足の筋肉とスタミナはついてきた……ような気がする。

　全部で二三ある学区の内、最大クラスの面積を誇ほこる第七学区。自分のペースで良ければ、その外周をぐるりと一周休きゆう憩けいなしで走り切る事もできる。

　……はずだった。

「くそ……何なんだこの暑さは……？」

　走り始めて五〇〇メートルも保もたない。のろのろとした足を止めると、頭がふらついた。熱ねつ中ちゆう症しようか、睡すい眠みん不ぶ足そくか。真夜中にも近所で変な爆音があって目が覚めたのだ。が、近くのビルの壁かべに体を預けると、まるで焼けたフライパンのような熱さとも痛みとも取れる灼しやく熱ねつの感覚が全身を襲おそってきた。慌あわてて体を離はなす。

　携けい帯たい電でん話わに目をやると、表示がおかしなままうんともすんとも言わない。

　部屋から出た時は、まだ午前七時前だったはずだ。そして今は一二月の初め。本来だったら吐はく息は白く、歩道沿いの花か壇だんから霜しも柱ばしらが伸のびていてもおかしくない季節のはずなのに、その片へん鱗りんさえない。いいや、ここまで暑ければ沖おき縄なわのマングローブだって茶色く枯かれてしまうに違ちがいない。

「やあ浜はま面づら君くん」

「うす」

　ここのところ朝の日課の途と中ちゆうで顔を合わせるおじさんに浜はま面づらは頭を下げる。あっちは犬の散歩のはずだが、やはりこの暑さでやられたのだろう。バス停のベンチの上へ犬を乗せている。アスファルトの上ではもう座すわったり伏ふせたりする事もできないのかもしれない。

「何なんだろうねえ、この天気。浜はま面づら君くん、何か知らない？　ほら今の子はみんなネットで調べるとか言うじゃない」

「はあ」

　ネットがあれば何でも分かる、何でもできる、というのは逆に『公開日に合わせて情報の出し入れを調整している側』に踊おどらされているだけなような……と思わなくもないが、ここでいちいちそんな事を言っても仕方がない。

「分かりませんよ、何も。逆に新聞とかに何か書いていないんですか」

「はっは。歳としを食っていれば新聞を隅すみから隅すみまで熟読していると考えるのは若者の偏へん見けんだよ」

　お前もさっき全く同じ事を言っていただろうが、と喉のどまで出かかる。

「とはいえ、この調子だと今日はもう散歩はやめた方が良いいかなあ」

「ですね」

「この子、犬のくせにメタボだからさ。僕ぼくがおつまみあげてたのが原因だけど。抱かかえて帰るの大変なんだよね。でもこのアスファルトの上を歩かせる訳にもいかないし、どうしよっかなって」

「地下道でも使ったらどうです？」

「地下道？」

　疑問の声に、浜はま面づらは近くの下り階段を親指で指して、

「地下鉄の駅とデパート関係が連結しているから、割と遠くまで繫つながっているんですよ。まあきちんと目的の出口から出るには自分でコースを決めて迷めい路ろみたいに歩かないといけないんですけど」

「へえ、そんなもんかい」

　バス停のベンチに腰こし掛かけたままぐるりと首を回したおっさんの目線が、そこでビタリと張り付く。一点を見み据すえたまま固まる。

「？」

　浜はま面づらもまた、気になって振ふり返かえった時だった。

　わっ、と下りの階段から逆流するような格好で、背広のサラリーマン達たちが飛び出してきた。多い。まだ本格的な通勤通学ラッシュではないはずだが、結構な数がいる。

（大人になったらあの中で揉もみくちゃにされるのかあ……）

　まだ浜はま面づらはそんな風に考えていた。

　三秒後、認にん識しきは大きく変わる。

　きっかけはハンカチだった。この暑さのせいか、ハンカチを手にしているサラリーマンが多い。顔に当てたり、手ての甲こうに押おし付つけたり。

　最初は汗あせを拭ぬぐっているのかと思った。

　だが、布地から沁しみ出だしている赤色は一体何だ……？

「ぎゃあ！　わあ、わあ!!」

「がうがう!!　ざわざわざわ!!」

「おおおおおおーっ!!　おおおおおおおおおーん!!」

　……実際にそう叫さけんでいる訳ではないだろう。だがあまりにも多くの叫さけび声ごえが混ざり合い、浜はま面づらにはそんな風にしか聞こえなかった。

「まずいよう浜はま面づら君くん」

　気がつけば、ベンチのおっさんが立ち上がっていた。あれだけ重い重いと文句を言っていたでぶ犬を両手で抱かかえて。

「と、通とおり魔まか何かかな。最近は物ぶつ騒そうだから」

　最近っていつだ。もうここ五〇年くらい使い続けているような台詞せりふをおっさんは言う。

　そして彼かれの考えは間ま違ちがっていた。

　浜はま面づらの耳が、いいや頭が、徐じよ々じよに徐じよ々じよに怒ど号ごうや絶ぜつ叫きようの内容を嚙かみ砕くだいていく。人の分かる言葉に変へん換かんしていく。

「ぎゃあ！　なん、わあ！　むし……っ!?」

「がああっ!!　こっち、くる、ぎゃあああああああ!!」

　それに気づかなかったのは、本当に音の強弱の問題か、ひょっとしたら、浜はま面づらの頭が理解するのを拒こばんだせいでもあるのではないか。

「なん、あの、でっかい、むし!!」

「こっち、ざわざわ！　来るぞ、追ってくる!!」

　そんな風に疑いたくなるような言葉の乱らん舞ぶだった。

　だけど、きちんと聞こえてしまった以上は認めるしかなかった。




「ばっ、バケモノだ！　くそっ、逃にげろ、みんな早く逃にげろ！　殺されるぞお!!」




　ドォッ!!　と地下から階段を駆かけ上のぼろうとしていた人の群れが、左右へ大きく分かれる。いいや弾はじかれる。何か目に見えない、透とう明めいに近い、巨きよ大だいな質量が無理矢理に突つっ込こんだ。直後に景色の一部が蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらぐ。まるで空間全体から浮うかび上あがるような格好で、そう、巨きよ大だいなカマキリのようなモノが顔を出す。

　全長は三メートル大、材質は水すい晶しようのような半はん透とう明めいの何か。

　逆三角形の頭がキリキリと回り、昆こん虫ちゆう特とく有ゆうの感情の読めない瞳ひとみが一点に集中する。

　つまり、やや離はなれた浜はま面づら達たちの方へ。

「なん、なんだっ、何だありゃあ!?」

　思わず後ろへ下がろうとした浜はま面づらの背中に、何かがどんとぶつかった。

　そちらにももう一いつ匹ぴきいた。

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　叫さけんで全力で地面へ飛とび込こんだ直後、風の唸うなりが走る。日本刀より巨きよ大だいな大おお鎌がまが振ふるわれたのだと遅おくれて気づいて金玉が縮む。ヤバい、ワニとかクマとかと遭そう遇ぐうするのよりヤバい、と彼かれの頭の中で正しいのか間ま違ちがっているのか判断がつかないネイチャー知識が乱らん舞ぶする。焼けたフライパンのようなアスファルトの熱など気にしている場合じゃなかった。とにかく少しでも距きよ離りを稼かせぐために転がり続ける。

　その時だった。

「は、浜はま面づらくうん!!」

　おっさんの情けない声が響ひびいた。ヤバいと思って倒たおれたままそちらへ目をやると、例のおっさんが猛もう然ぜんとした力で引っ張られていた。……謎なぞの水すい晶しようカマキリではなく、でぶ犬にリードを引っ張られてあらぬ方向へと。

「……あのオヤジ、あと一〇〇年は生きるな」

　そんな風に呟つぶやいた浜はま面づらも浜はま面づらで、急いで起き上がる。

「やっべ!!」

　とにかく水すい晶しようカマキリからもサラリーマンの洪こう水ずいからも距きよ離りを取るように、全力でその場から走って逃にげていく。

「ああくそっ!!」

　後ろからガシャガシャという奇き怪かいな音が響ひびく。

　いちいち振ふり返かえる余よ裕ゆうなどなかった。

「な・ん・で！　いちいち俺おれ狙ねらいで突つっ込こんでくるんだあーっ!!!!!!」
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「ばはっ、がうあ……っっっ!!!???」

　ベッドの上というより、水を張ったバスタブの底から両手を伸のばしてもがくような感覚だった。分厚い水を挟はさんだように、周囲の声や音がくぐもって得え体たいのしれない響ひびきを作り出している。

　上かみ条じよう当とう麻まの視界が極ごく彩さい色しきに散らばる中、周りのざわめきは告げる。

「反応あった、でも弱い！　カウンターショック、もう一度!!」

「噓うそやろ。熱でパンパンに膨ふくらんだ車のバッテリーがたまたままだ動いたからええようなもんを、こんなん続けていたらカミやんの体爆ばく発はつするかもしれんで……」

「放ほうっておけばどっちみち死ぬわ！　下がって!!」

　バグンッッッ!!　という凄すさまじい衝しよう撃げきと共に、ハーフパンツのような水着を穿はいた上かみ条じようの全身が弓なりに反った。心臓を中心に灼しやく熱ねつの感覚が隅すみ々ずみまで駆かけ抜ぬける。まるで喉のどの奥おくに詰つめた真綿が外れたようだった。ようやくツンツン頭は幻げん覚かくのバスタブから抜ぬけ出だし、自分の意思で肺いっぱいに酸素を取とり込こんでいく。

「げぼっ、あうあ……ッ!?　なん、っだ、ここ……。保健室、か……？」

　まだぐらつく頭を振ふって辺りを見回すと、黒ビキニの吹ふき寄よせ、ハーフパンツの青あお髪がみピアスなんかの顔が見て取れた。そして何とも恐おそろしい事に、涙なみだ目めの吹ふき寄よせの両手には大きなワニ口ぐちクリップが握にぎられている。ケーブルで繫つながっているのは、黒ずんだメロンみたいに膨ふくらんだ車のバッテリーだった。
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「じ、冗じよう談だんだろ、こっちは環かん境きように優やさしいハイブリッド車じゃねえんだぞ……」

「こっちが!!　どれほど!!　心配したと思っているのよ!!　この勝かち逃にげ野や郎ろう!!」

「ぎゃーっ!!　感かん極きわまったのは分かったから抱だき着つくなら両手のクリップ離はなしてからにしてーっ!!」

　危あやうくもっかい涅ね槃はんへ旅立ちそうになった上かみ条じようだったが、何とかこんがり電気ローストだけはやめていただく。

　とりあえず、何とか生き残った。上かみ条じようも吹ふき寄よせも無事だった。

　となると、他ほかに気になるのは最初の命題だ。

「……水はどうなった？」

　コンコンコン、と保健室のドアが控ひかえ目めにノックされたのはその時だった。

　小さくドアを開けてひょっこり顔を出しているのは、ビクビクウサギとメガネ男子。とある事情で校舎を失った上かみ条じよう達たちが教室を間借りしている学校の生徒会の面々だ。やっぱりこの灼しやく熱ねつには耐たえられないのか、小こ柄がらなビクビクウサギはピンクのフリルのワンピース型、そしてメガネは何な故ぜだか気合のブーメランパンツでこの危機に立ち向かっている。

　彼かの女じよ達たちは五〇〇ミリサイズのペットボトルをいくつか抱かかえていた。

「お、お水は全員に行いき渡わたりましたがね。これは皆みなさんの分です」

「一番の功労者なので、他ほかの皆みなさんよりちょっぴり多めなのは内ない緒しよですよ」

　上かみ条じようは息を吐はいて、それからベッドの上からゆっくりと降りた。

　包帯の巻かれた下腹部にずきりと鈍にぶい痛みが走って顔をしかめると、青あお髪がみピアスが慌あわてたように声を出した。

「お、おい、カミやん……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺おれだけこんな豪ごう華かなとこでいつまでも寝ねてられるか。熱ねつ中ちゆう症しようにやられた人ひと達たちは蒸むし暑あつい体育館で雑ざ魚こ寝ねなんだろ。一人だけじゃ申し訳ない」

　月つく詠よみ小こ萌もえや黄よ泉み川かわ愛あい穂ほなど、いわゆる教きよう師し陣じんがこの場に一人もいないのもそういう事情だ。彼かの女じよ達たちは彼かの女じよ達たちで生徒の危険な火遊びは食い止めたいだろうが、大勢の看護に手を割さかれているため、まともに校舎内の見回りをする余よ裕ゆうすらないのだろう。そうしなければ、体育館組は冗じよう談だん抜ぬきに今すぐにでも命を落としかねない状じよう況きようなのだ。

　上かみ条じようは改めて周囲へ目をやる。

　一面が薄うす暗ぐらいのは天てん井じようのＬＥＤ照明に電気が通っていないから、だけではない。外に面した窓という窓が即そく席せきのバリケードで塞ふさがれているからだ。机や椅い子すを乱雑に積んだだけで、あのエレメント達たちが本気で大挙してやってきたらどれだけ保もつかは疑問だが、何もしないよりはマシだろう。

　上かみ条じようは生徒会が抱かかえていたラベルのないペットボトルを一本拝借しながら、

「一日に必要な水って何リットルだっけ？」

「スポーツ飲料のＣＭがガセでなければ、およそ二～三リットルらしいです」

　答えたメガネも苦く笑しようするしかないようだった。

　頭を振ふって水着のまま廊ろう下かへ出る。

　こちらもこちらで全すべての窓が塞ふさがれている他ほか、廊ろう下かもあちこちバリケードで寸断されていた。そこかしこの壁かべに寄より掛かかるようにして、同じ学校の少しよう年ねん少しよう女じよ達たちが思い思いに灼しやく熱ねつの時間をやり過ごそうとしている。全体的に覇は気きがなく、まるで野戦病院のような有り様だ。

　ただ、バリケードも完全ではない。

　所々にある隙すき間まから、お城の銃じゆう眼がんのように外の景色を覗のぞく事ができた。

　中庭に面した廊ろう下かから見えるのは、コンクリートの構造体だ。

　本来なら、冬場に脚きやつ光こうを浴びる機会は全くないはずのもの。

「……あのプールの水が飲めれば随ずい分ぶんマシになるだろうにな」

「元々、一二月の緑色になった水ですからね」

　水面は見えない。

　水がないのではなく、少しでも蒸発を防ぐため、大きなシートを張っているからだ。もの自体は体育館にあった。卒業式などで大量のパイプ椅い子すを並べる際、床ゆかを傷つけないようにするあの分厚いシートだ。

「煮しや沸ふつに小石や砂じや利りを詰つめたろ過装置、塩素系の化学消毒まで。化学部の方々を中心に色々試ためしていますが、やはり食中毒のリスクは減りません。ここ最近の雑ざつ菌きんは諸もろ々もろの耐たい性せい持もちも増えましたからね。これもみんな、安易な除じよ菌きんスプレーの弊へい害がいです」

　それでも飲料水以外の目的……例えば体を洗ったり、衣類を洗せん濯たくしたり、トイレの用に使ったり、といった目的なら十分に事足りる。どん詰づまりではあるが、飲料水『のみ』に注力すれば良い上かみ条じよう達たちはやはりまだまだ恵めぐまれた方なのかもしれない。

（……マジで御み坂さかのヤツとか大だい丈じよう夫ぶなのかね。ケータイがダメになったから全く連れん絡らくの取りようはないけど）

　ついついそんな事を考えてしまう。もう床ゆかに落ちたものは食べられない、なんて言っていられる次元じゃないのだ。こういう事態に陥おちいると、耐たい性せい的てきには庶しよ民みんよりお嬢じよう様さまの方が脆もろいような気がする。

　正体不明の大熱波に、地上を埋うめるエレメント。

　一二月の学園都市。その常識を、あまりにも呆あつ気けなく突つき崩くずしたモノ達たち。

　ピンクのふりふり水着のビクビクウサギが、何だかもじもじしながら話しかけてくる。

「そ、その、未み絵えちゃん達たちもこの先の事についてお話があるみたいで、もし動けるようでしたら、生徒会室までいらしていただけるとありがたいんですがね」

「……分かってる」

　別に上かみ条じようは『学校の代表』ではないのだが、メガネや秋あき川かわ未み絵えにとってはこれまでの経けい緯いからすれば一番話しやすいのも事実なのだろう（という事は、木き原はら唯ゆい一いつと入いれ替かわっていたビクビクウサギ『当人』は上かみ条じようとほぼ初対面のはずなのだが）。……逆に言えば、それくらいデリケートな話題でもある訳だ。

　黒ビキニの吹ふき寄よせが保健室の方から出てきた。

「私もついていくわよ。そいつ、一人きりだとまだまだ危なっかしくて見てられないし」

「肩かたを借りるほどじゃないんだけどな……」

　とはいえ、押おし問もん答どうをしている余よ裕ゆうもなさそうだ。

　おそらく女の子の髪かみか汗あせの匂においだろう。肩かたを借りた途と端たんに甘あまい香かおりが鼻び腔こうをついて、上かみ条じようは何とも言えない顔になる。おまけにビキニ女子との仁義なき密着。摂せつ氏し五五度オーバーの世界で体温まで無む駄だに上げないでいただきたいものだが、こればっかりはどうにもならない。あとバレたら多分病やみ上あがりでも容よう赦しやなく鉄てつ拳けん制せい裁さいが待っている。従って必死の我が慢まんである。

　……ちなみに、特に選せん択たくの幅はばが広い女じよ子し達たちの間では、根こん拠きよ薄はく弱じやくな『仮説』だけなら色々飛とび交かっていた。単純に水着の布面積が大きい方が怪け我がや紫し外がい線せんから身を守れるというもの。逆に布面積が大きいと破れるかもしれない箇か所しよも増えて、ストッキングの伝線みたいに小さなきっかけからすぐに亀き裂れつが広がって使い物にならなくなるというもの。ラッシュガードのように布面積が大き過ぎると熱ねつ中ちゆう症しようにやられるというもの。吹ふき寄よせが何を考えてビキニを選んでいるかまでは流石さすがに外からは窺うかがい知れない。

　一方で、沈ちん鬱うつな薄うす暗ぐらい廊ろう下かのあちこちから神経質な視線が突つき刺ささるのを感じているのは上かみ条じようだけではないだろう。正確には上かみ条じようや吹ふき寄よせに対するものというよりは、ペットボトルに入った水の方に視線が集まっているのだろうが。

　大前提を思おもい浮うかべれば良い。

　上かみ条じよう達たちは本来この学校を間借りしているだけで、元々いた生せい徒と達たちからすれば、抱かかえ込こむ必要のない食くい扶ぶ持ちなのだ。

　黒ビキニの肩かたを借りて上かみ条じようが生徒会室に入ると、ビクビクウサギを手伝う形で実質的に生徒会を切り盛りしているらしい（そしてその自覚は全くないような）イマドキ女子中学生、秋あき川かわ未み絵えが待っていた。彼かの女じよも彼かの女じよでスタンダードな学校の水着を纏まとっている。

　彼かの女じよは居並ぶメガネ、ビクビクウサギ、上かみ条じよう、そして最後に（秋あき川かわにとっては新顔の）吹ふき寄よせの顔を見た。メガネが手をひらひら振ふって『問題ない』と合図を送ると、秋あき川かわ未み絵えはこくりと頷うなずいた。

　そう、これだけ。

　おそらく吹ふき寄よせは知らないだろう。この場に欠けている存在がある事に。




　上かみ里さと翔かけ流る。

　とある右手を失った少年は、もうここにいない。




「……、」

　アスファルトを溶とかすほどの大熱波に正体不明のエレメントの発生。まさに常識を突つき崩くずすほどの大パニックだった。携けい帯たい電でん話わもインターネットも使えず、まともな連れん絡らくも取り合えない。ひょっとしたら上かみ里さとは上かみ里さとで混乱の中を走り回り、他ほかの学校、避ひ難なん所じよに身を寄せているだけなのかもしれない。

　だけど。

　もしも、そうではないとしたら。

（……これもお前の仕し業わざなのか？）

　根こん拠きよはない。

　だけど最も『聖域』を破は壊かいする立ち位置にあの少年がいるのも事実だ。

　憶おく測そくを重ねるだけでは何の意味もないかもしれない。

　今は目先の壁かべを乗のり越こえる必要がある。

　そしてそのハードルは、避ひ難なん所じよの事情や問題を吸い上げて整理しているイマドキ中学生、秋あき川かわ未み絵えが一番詳くわしいようだった。

　信しん頼らいできるメンバーだけを集め、彼かの女じよは率そつ直ちよくにこう切り出した。

「水が足りません」

「っ!!　こっちがどれだけ危険を冒おかしていると思って……っ!!　緊きん急きゆう避ひ難なんの煙えん幕まくも閃せん光こう弾だんももう手持ちはないっていうのに!!」

「吹ふき寄よせ」

　一発で激げつ昂こうしかけたクラスメイトの肩かたを借りながら、上かみ条じようが名前だけ短く呼んだ。

「……俺おれがヘマしたからだ。悪いのはこの子じゃない」

「っ」

　生徒会は生徒会で避ひ難なん所じよという小さな世界の秩ちつ序じよを守るために様々な書類仕事をしている。それも不可欠な事だ。が、ここにある種の格差が発生している。

　避ひ難なん所じよには二つ分の学校（元々中ちゆう高こう一いつ貫かんであるのを考えると、正確には三つ分か）の生せい徒と達たちがいて、片方は校舎を守り、片方は外に出て水を確保する。こうなった理由はシンプルだ。大熱波の発生した初日には、すでに取り決めていた。

　……後からやってきた上かみ条じよう達たちがただ同じように物資を受け取るだけだと、不公平感が蔓まん延えんしかねなかったからだ。一つの避ひ難なん所じよを真っ二つに分けての無用な激げき突とつを避さけるためには、上かみ条じよう達たちが自分で自分の価値を示す以外に道はない。

　危険な『外』へ率そつ先せんして出て貴重な水を手に入れてくる事で、避ひ難なん所じよ全体にとって必要不可欠な歯車になるしかなかったのだ。

　が、吹ふき寄よせは不信感丸出しの目つきで生徒会の面々を眺ながめて、

「……私わたし達たちは『平等』を得るために危険を買っているのよ。これで上下関係を錯さつ覚かくして、あいつらなら何でも言う事を聞くなんて思ってもらったら本ほん末まつ転てん倒とうだわ。私わたし達たちは、正直に報告している。その気になれば現場で見つけた水を飲み干して、少ししか手に入らなかったって言い張る事もできたのに、よ」

「もちろんです」

　秋あき川かわも秋あき川かわで即そく座ざに首しゆ肯こうした。この部分に関して異を唱えるつもりはないらしい。

　しかし一方で、

「ただ、じり貧ひんの状じよう況きようが続くとそういう間ま違ちがった上下関係にみんなの思考が流れかねないリスクがあるのも事実です。……水を手に入れる、というだけで十分なインパクトになると思っていたんですが、見み込こみが甘あまかったようで。この空気を打破するには、もっと大きなインパクトが必要になる。そういう話をしたいんですけど」

「……、」

「良いいよ。吹ふき寄よせも、聞くだけ聞いてみよう」

　上かみ条じようが促うながすと、吹ふき寄よせは唇くちびるを尖とがらせながらも不ふ承しよう不ぶ承しよう納なつ得とくしてくれたようだった。一番怪け我がをしているツンツン頭の存在は怒いかりのマスターキーだ。彼かれが生徒会を糾きゆう弾だんすると言えば周りも動くだろうし、彼かれが大だい丈じよう夫ぶだと言えば周りも立ち上がるきっかけを作れなくなる。

　すみません、と秋あき川かわは頭を下げてから、テーブルの上に大きな紙を広げた。

　中ちゆう高こう一いつ貫かんの学校の見取り図のようだった。

「これが？」

「学園都市全体がどういう風に決着をつけるかはさておいて、今の私わたし達たちにできる事ってひたすら『待ち』だと思うんです。正直、ここは動かせない。そして必要なのはとにかく水。それも何日保もつか分からない量を場当たり的に確保するんじゃなくて、一気に大量の、それこそ浴びるほどの水を手に入れる事ができれば、えと、上かみ条じようさん、あなた達たちはこの学校の英えい雄ゆうになれると思います」

　コン、とイマドキ中学生の人差し指が、見取り図の一角を軽くつついた。

　校舎とは別に四角く区切られた場所は、

「……プール、か」

「一二月の屋外プールなので、大量の苔こけと虫の死し骸がい、おまけに耐たい性せい菌きんまで繁はん殖しよくしているギャンブルスポットです。でもこの水が飲めるようになれば、状じよう況きようは一気に変わるはず」

「でもメガネが言ってなかったか？　色々試ためしているけど耐たい性せい菌きんはどうにもならなくて、直接飲むと食中毒のリスクがあるとか何とか」

「まあ、その、試ためしている内容は素人しろうとに毛が生えた程度ですから」

　割とにべもない秋あき川かわであった。

　趣しゆ味みは模も様よう替がえというか、捨てる時はバッサリ捨てる人間なのかもしれない。

　次に彼かの女じよが広げたのは、上かみ条じよう達たちのいる第七学区全体の地図だ。

「第七学区南部、この学校からも近い場所に学区単位の水道局があります。電気が落ちた事で無用の長物になっていますけど、運が良ければプロの浄じよう水すい設せつ備びが手に入るかもしれません。特に雑ざつ菌きんを食べる有ゆう機き微び生せい物ぶつ槽そうの培ばい地ち……つまりですね、ようは特とく殊しゆな泥どろを入手できれば、耐たい性せい菌きんだろうが何だろうが奇き麗れいサッパリなくなるはずなんです」

　上かみ条じようと吹ふき寄よせは思わず至近で顔を見合わせていた。

　電子系が熱でやられて使えないからだろう、図書室から引ひっこ抜ぬいてきたと思おぼしき付ふ箋せんだらけの分厚い書しよ籍せきの山を秋あき川かわは親指で示しながら、

「生徒会の皆みなさんと一いつ緒しよに全部調べました。もちろんみんなに配る前に試験管と顕けん微び鏡きようでテストしてみますけど、おそらく間ま違ちがいなし。耐たい性せい菌きんを微び生せい物ぶつに喰くわせてから、塩素、煮しや沸ふつ、ろ過の三段積みでダメ押おしすれば、プールいっぱいの水は飲めるようになるはずです」

「泥どろだけ？　ほんとに泥どろを持ってくるだけ？」

「ええ。当然、五〇メートルのプール全体に浄じよう水すい微び生せい物ぶつを行いき渡わたらせるとなると結構な量が必要なはずですが、これまでの『水みず狩かり』と同じ要領で行けると思います」

　ただし、と。

　秋あき川かわ未み絵えは警告した。

「……当然、誰だれかが『外』に出なければ達成不可能です。そしてこれは当面の水の問題を解決すると同時、あなた達たちの学校を英えい雄ゆうに仕立てるためのサプライズイベントでもあります。達成までの間、こっちから協力できる事は何もありません。それでもよろしければ」

　吹ふき寄よせは一秒も待たなかった。

　冗じよう談だん抜ぬきに腹全部に風穴が空くかもしれなかったツンツン頭に肩かたを貸したまま、

「相談させて」

「もちろんです」

　おい？　と戸と惑まどう上かみ条じようを引きずる格好で、吹ふき寄よせは一度生徒会室を出た。

　ドアに背中を預けて室内を封ふうじるようにしながら、黒くろ髪かみおでこは腕うでを組んでこう洩もらした。

「……都合の良いいデマで私わたし達たちを死地に送おくり込こんで、口減らしをしようとしている線は？」

「あの子はそこまで切れ者じゃないよ。ちらっと頭によぎる事はあるかもしれないけど、情に負けてそういう判断はできないはずだ」

「悪いけど、私はそこまで向こうの生徒会とお近づきになっている訳じゃないのよ！」

「なら大だい丈じよう夫ぶだ」

　上かみ条じようは両手を開いて、掌てのひらを吹ふき寄よせの方に見せながら、

「……吹ふき寄よせ。次の『水みず狩かり』、お前は辞退しろ。元々強制じゃなくて自じ薦せんなんだ。手を上げなきゃそれで済む」

「上かみ条じよう……？」

「俺おれは行く。この流れに乗っかるしかない。今のまま避ひ難なん所じよが分ぶん裂れつしたら追い出されるのは俺おれ達たちだ。向こうは中ちゆう高こう一いつ貫かんだから数は二倍近くいるし、勉強の成績でも能力の開発でも勝てない。いざ本気の衝しよう突とつなんか起きたら落ちこぼれ軍団なんかあっという間に駆く逐ちくされるぞ。持もち堪こたえたとしても足を引っ張り合っての共とも倒だおれが関の山だ。奇き麗れいに勝つなんて展開は絶対ない」

「貴様一回心臓が止まった事をもう忘れているの!?　どんな選せん択たくにしたって辞退するなら貴様が真っ先に決まっているじゃない!!」

　かもしれない。

　だが上かみ条じようは首を横に振ふった。

「……俺おれが抱かかえているのはみんなと違ちがって学校の問題だけじゃない。インデックスにオティヌス、後は三み毛け猫ねこもか。とにかく寮りようにいた居候いそうろうの分の食くい扶ぶ持ちも負担してもらっている。受け入れてもらえた時点で恩しかないんだ」

「……、」

「だから逃にげられない。家の事情みたいなもんさ、こればっかりは自分で勝手に抱かかえ込こんだもんだから、別に吹ふき寄よせが気にするような事じゃない」

「あーっ!!　もう!!」

　ガシガシと頭を搔かいて、黒ビキニのクラスメイトは絶ぜつ叫きようした。

　そして盛せい大だいに息を吐はいて、それから彼かの女じよは上かみ条じようの鼻先にお行ぎよう儀ぎ悪わるく人差し指を突つき付つけた。

「分かったわ、今回ばかりは私も貴様に付き合う！　水の問題も、学校間の力関係も一気に払ふつ拭しよくできるなら願ったり叶かなったりなのは事実だからね。ただ、こっちにとって都合の良過ぎる提案だっていうのが逆に引っかかっているのも本音だけど!!」

　良いい仲間を持った。

　率そつ直ちよくに上かみ条じようはそう思った。

　だから突つき付つけられた指先を搦からめ捕とるようにして、背中を預けるクラスメイトと握あく手しゆした。

　唇を尖とがらせた吹ふき寄よせがドアから背中を離はなすと、ビクビクウサギが顔を覗のぞかせた。

「で、ど、どうしましょうかね？」

「話には乗る。だけどサプライズって事は水面下でやらなくちゃダメだろ。お前の学校の方には伝わらないようにこっそり作戦会議して、口裏合わせて情報隠かくしながら事を進めるにはちょっと時間がかかる」

　先ほどよりはやや角の取れた声で、しかしやっぱり一いち抹まつの不信感は拭ぬぐえないのだろう、吹ふき寄よせは上かみ条じように向けるのより一段低い声こわ色いろで横よこ槍やりを入れてくる。

「加えて、水道局までのルート構築も必要になるわよ。こっちは吞のん気きに地上をハイキングできる訳じゃないんだから」

「……『勝算』を説明できない事には誰だれも協力してくれないよな。あの子の言っていたナントカ微び生せい物ぶつについても詳くわしく知っておきたい。ようは命を支し払はらう通つう販はん番ばん組ぐみの司会者になるっていうんだからな、限られた時間でプレゼンする商品については頭に叩たたき込こんでおきたいんだよ」

　そして吹ふき寄よせは人差し指を立てた。

「半日。最低でも準備にこれだけかかるわ。構わないわよね、少なくとも今日一日の水は私わたし達たちが確保してあげたんだから。命を懸かけて」

「え、ええ」

　ビクビクウサギは肩かたを小さくして甲こう羅らに首を引ひっ込こめようとする亀かめみたいな格好で何度も頷うなずいていた。

「もちろん。もちろん、準備はしっかりしてください。……私わたし達たちは、『外』に出たくても出られません。あなた達たちがどうなっても手を差さし伸のべる事はできない。助けにも行けない。そうなったら、あなた達たちの英えい雄ゆう神しん話わは途と切ぎれてしまう。だから、『それまで』に必要な事があったら何でも言ってください。どんな事でも絶対に協力しますから」

「……、」

　吹ふき寄よせは、むしろキョトンとしたようだった。

『外』に出たくても出られない。

　手を差さし伸のべてしまえば学校間の上下関係が確定し、決定的な重圧を押おし付つける事になる。

　そういう考え、可能性については思い至らなかったのかもしれない。

　上かみ条じようは軽く息を吐はいて、それからビクビクウサギの頭に軽く手を置いた。

　気安いかな、とも思ったが、言っておきたい事はあった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。心配すんなって、これで全部終わらせよう。プールの水を飲料水として使えるようになれば、俺おれ達たちは持もち堪こたえられる。後は肖しよう像ぞう画がの偉えらい人ひと達たちが根本的な解決策を放ほうり投なげてくれるさ。そのための、ええと、何だっけ？　高給取りの統とう括かつ理り事じ会かいなんだから」

「はい、はい……」

　こくこくと頷うなずくビクビクウサギは、上かみ条じようと吹ふき寄よせが生徒会室を離はなれて廊ろう下かを歩いていても、いつまでもこっちを見送っていた。

　階段を降りて、姿が見えなくなってから、吹ふき寄よせは疲つかれたように肩かたを落とした。

「……悪い事言ったかしら。ピリピリし過ぎていたかもしれないわ」

「それを当人に言ってやれれば完かん璧ぺきだ」

　違ちがいない、と黒くろ髪かみおでこのクラスメイトは呟つぶやく。

「上かみ条じよう、私は水道局までのルート構築を地図の上で済ませておく。不測の事態に備えて何パターンか欲ほしいしね。貴様は浄じよう水すい微び生せい物ぶつのスペックを調べておいて。……参さん加か者しや募ぼ集しゆうの根回しは小出しにするより一気に畳たたみかけた方が良いいわね。大量の情報をまとめてぶつければ精査する余よ裕ゆうはなくなるでしょうし」

「背中を預け合うんだ、騙だまし討うちみたいなのは嫌いやだぞ」

「貴様が命を支し払はらう通つう販はん番ばん組ぐみの司会者って言ったんじゃない。電話受付は放ほう送そう終しゆう了りようまでの三〇分限定です、なんていう謳うたい文もん句くと似たようなものよ。多少はみんなを急せかさないと」

　水道局の浄じよう化か槽そうから大量の泥どろをかき集めてくるには個人の蛮ばん勇ゆうだけでは駄だ目めだ。どうしてもある程度のまとまった人手は必要になってくる。

　そして今は上かみ条じようの心臓が一回止まった直後。あまり長い時間をかけて議論させてしまうと脅おびえの空気がにじり寄ってくるかもしれない。

「……これで終わるのよ。いいえ、私わたし達たちで終わらせるの。ならどんな手でも使わないと」

「ああ」

　上かみ条じようは頷うなずいて、吹ふき寄よせから遠ざかるように一歩大きく踏ふみ出だした。

「半日後って事は、日付は変わるか。真夜中、熱帯夜の戦争になりそうだな」

「貴様にとって一番大切なのは、仮か眠みんを取って少しでも体力を回復させる事かもしれないわね」

「それより先に、心残りを潰つぶさせてくれ。……最後の戦争に集中したいからな」
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「あっ、とうまだ！」

　そんな風にはしゃいだ声を上げたインデックスもまた、小こ柄がらな体を白いワンピース型の水着に包んでいた。一応シスターさんとしての矜きよう持じはあるのか、頭のフードだけはいつも通りである。

　とはいえ、こうでもしなければ倒たおれてしまうだろう。上かみ条じようがやってきたのは蒸むし暑あつい屋内ではなく、まんま直射日光が当たる校舎の屋上だったからだ。

「ってなんかお腹なかに包帯巻いてる!?　また何か怪け我がしたの!?」

「いつもの事だ気にすんな」

　二本の足で立って自由に動き回れるだけマシな方だ。摂せつ氏し五五度オーバーの地じ獄ごくの中だと、それだけでも十分に『才能』を感じるほどである。

「……何もこんな所で作業せんでも」

　直射日光は上かみ条じよう達たちの天敵だが、同時にある種のお守りでもある。

　エレメントと実際にかち合ってしまえばそれまでだが、彼かれらもまた暗所や冷所を好んで身を潜ひそめる傾けい向こうがあるのだ。だから比率で言えば、陽ひ射ざしの下は『まだマシな方』とも考えられる。

「つっても、他ほかはどこも空いていないのか」

　体育館は熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれた人ひと達たちが雑ざ魚こ寝ねしている緊きん急きゆう診しん療りよう所じよ、校舎の中の教室も生活物資が山積みしてあったり元々学校にいた生せい徒と達たちが鮨すし詰づめになっていたりで、大きな作業スペースは取れない。

　地じ肌はだに灼しやく熱ねつのコンクリートでは熱過ぎるのだろう、跳とび箱ばこに使うようなマットレスの上に座すわり込こんでいるインデックスの周りには日曜大工で使うような工具が散らばっていた。彼かの女じよの他ほかにもいくつかの小さなグループがまとまって、ベニヤ板や鉄パイプと格かく闘とうしている。

　まるで『大だい覇は星せい祭さい』や『一いち端はな覧らん祭さい』の準備期間みたいな有り様だが、彼かれらが作っているのはエレメントから身を守るためのバリケードや、ビルからビルへ渡わたす『綱つな渡わたり』などだ。ワイヤー式の滑すべり台だいに使われているのは細くても小指くらいの太さがあるが、なんか鋼線を使って組くみ紐ひもというかお財布防犯ワイヤーのお化けみたいなものを編あみ込こむと、手製でも何とかなるらしいのだ。太さが不均一になって『ダマ』ができると、ビルとビルの間で急停止する羽は目めになるので注意が必要でもあるのだが。

　ちなみに三み毛け猫ねこはマットレスの上で仰あお向むけになって伸のびていた。冗じよう談だん抜ぬきに何やら胴どう体たいが長い。そしていつも飼かい猫ねこから狙ねらわれている掌てのひらサイズの『魔ま神じん』オティヌスは、そんな三み毛け猫ねこのおでこに折おり畳たたんだハンカチを載のせていた。

「……猫ねこ畜ちく生しようめ。可愛かわいい見た目を使ってへばっているところを見せれば周りが甘あまやかしてくれるとでも思っているのか。というか元気が有り余っていてもおっかないが普ふ段だんと違ちがうと行動パターンが読めなくてそれはそれで厄やつ介かいなのだ」

　ぶつくさ言いながらも面めん倒どうを見るのはやめないらしい。

　そして上かみ条じようは少し遠い目になった。

「何でビキニになった方がまともに見えるんだオティヌス」

「人にん間げん如ごときの指標で神を測るからだ」

　でも不ふ遜そんなのは相変わらずのようだった。とりあえずこの大熱波の中でも普ふ段だんの調子のままだというのが分かれば安心だ。

「てかインデックスは何作っているんだ？　他ほかのバリケードとは違ちがうよな」

「んっ、頼たのまれていたブツを作っているんだよ！」

　何な故ぜだかインデックスはぺたんと座すわり込こんだまま胸を張っていた。

　首回りから伝う汗あせの珠たまが水着の中に入っていくのを見て、上かみ条じようは若じやつ干かん懺ざん悔げしたい気持ちになる。

　全く気づかないままインデックスはこう続けた。

「へへー、これはヒミツヘイキ!!　秘密だから後で正体が分かる！」

「そうなの？」

「これでとうまの戦いはずっと楽になるのだ」

　インデックスが格かく闘とうしているのは複数の金属パイプと合ごう成せい繊せん維いの布を繫つなげた……何だろう？　パラソルでもない、テントでもない、いまいち使い方が見えてこない一品だった。

　と、そこへ新たな人ひと影かげが横切った。

　おそらく日焼け止めのクリームを上うわ塗ぬりしたのだろう、微び妙みように艶なまめかしい照り返しのある肌はだを見せつける黒ビキニ吹ふき寄よせであった。

「うん？　貴様結局こっちに来たの？」

「つか吹ふき寄よせこそ地図と睨にらめっこしているんじゃなかったのか」

「必要なものを調達しているのよ」

　とだけ吹ふき寄よせは言った。

　それからマットレスの上で謎なぞのヒミツヘイキをガチャガチャいわせているインデックスを見下ろして、

「この子、最初は何もできなかったけどとにかく物覚えが良いいのよね。一度教えたら全部覚えてくれるっていうか、手がかからない感じで。こっちの工作関係では助かっているわ」

　まあ完かん全ぜん記き憶おく能のう力りよくがあるしな、と上かみ条じようは思う。

　使っているのは電動工具などではなく、昔ながらのスパナだのドライバーだのというのもプラスに働いたのかもしれない。

「ちゃんとヒミツヘイキ作ったよ！」

「よしよし、えらいえらい」

　なんか銀ぎん髪ぱつシスターが頭を撫なでられている。

　となると、あれはインデックスの思いつきなどではなく、吹ふき寄よせがきちんと図面を引いて計算したものなんだろうか。

　そうかもしれないし、別に合理性なんてないのかもしれない。

　こうやって誇ほこらしげな顔をしているインデックスの顔を見ていると、それだけで意味のある事のような気がする。少なくとも辛つらい境きよう遇ぐうの中何もできず、ただただお邪じや魔ましている重圧と戦い続けるよりはずっとマシだろう。

　誰だれだって役に立ちたい。

　居場所が欲ほしい。

「……、」

　正体不明の大熱波に地上を徘はい徊かいする謎なぞの存在、エレメント。

　改めて上かみ条じようは思う。抜ばつ本ぽん的てきな解決策なんてないけど、場当たり的な籠ろう城じようしかできないけど、それでも『ここ』は守まもり抜ぬかなくてはならない、と。そのためには同じ学校に避ひ難なんした人間同士でいがみ合ったり序列を決めたりなんてやっている場合ではない。団結するためにも、まずは水という一番大きなハードルを乗のり越こえる必要がある。

（……これで終わる）

　意外と馬が合うのか、笑いながら話し合っているインデックスと吹ふき寄よせを見ながら上かみ条じようは静かに覚かく悟ごを決める。

（居場所のあるなしなんて問題を考える必要もなく、切り捨てられるかもしれないなんて脅おびえを持つ必要もなく。ただただ当たり前にみんなが受け入れられる『余よ裕ゆう』ができる。そのためには、何としても水道局に行って浄じよう水すい微び生せい物ぶつの泥どろを手に入れなくちゃならないんだ。そうすればプール満まん杯ぱいの水が俺おれ達たちのものになるんだから）

「とうま、どうしたの？」

「いや」

　首を横に振ふって、上かみ条じようは意図して笑った。

「何でもないよ」

『外』に出るのは怖こわい。誰だれが作ったかも分からない手製の『綱つな渡わたり』はいつ落ちるか分からないし、巨きよ大だいな上に半はん透とう明めいで擬ぎ態たいまで好むエレメントなんぞとまともにかち合う気力もない。だけど、怖こわいから、だからこそ、立ち向かわなきゃいけないのだ。少しずつでも最悪の状じよう況きようを改善していって、最後の最後、その瞬しゆん間かんに辿たどり着つく前に力ちから尽つきてしまわないように。

　インデックスやオティヌスと話をして、相変わらず黒ビキニの吹ふき寄よせからは腹話術だと疑われたままで、それでも上かみ条じようは久しぶりに胃い袋ぶくろの中の重圧から解放されたような気がした。

　絶対守らなければならないものは、重荷にはならないのだ。

　それを見つけられる事は、大きな力を与あたえてくれるのだ。

　まだ作業があるらしいインデックス達たちとは別れ、上かみ条じようは屋内の方へ向かう。

　ドアの近くで、誰だれも望んでいない水着姿の青あお髪がみピアスが遠い目をしていた。

「……守らなあかんって思うよね、やっぱ」

「まあな」

「ほらボク達たちって女子の水着姿のためなら世界にケンカ売れるお年とし頃ごろやん？」

「少しでも共感できると思った俺おれが間ま違ちがいだった」
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　上かみ条じようは傍かたわらのクラスメイトに質問する。

「青あお髪がみさあ」

「何やのん」

　時刻は夕暮れ、場所はおざなりなバリケードで窓もドアも封ふう鎖さされた薄うす暗ぐらい校舎の中ではない。裏手にある職員用の駐ちゆう車しや場じようの辺りだった。すぐ近くは中ちゆう高こう一いつ貫かんのゴミ捨て場、そしてつい先日ちょっとした問題の火種となった焼しよう却きやく炉ろが切断されたまま放置されている。

　半はん透とう明めいのボディに擬ぎ態たいまで好むエレメントの脅きよう威いはあるが、彼かれらが危険を押おして屋外に出ている理由はシンプルだ。

「最高の贅ぜい沢たくって何だと思う？」

「このクッソ暑い炎えん天てん下かで、吞のん気きに戦利品のインスタントラーメン食っとる自分。へっ、摂せつ氏し五五度の地じ獄ごくの中でわざわざ限りある水を沸ふつ騰とうさせてお料理に勤いそしむだなんて、ボクらめっちゃ文明人やってへんか？　知識層やで」

　ようは料理していたのである。元々学校にはガスバーナーを使う化学室やダイレクトにガス台を備えた家庭科実習室など、火を取とり扱あつかう特別教室は複数存在する。他にも学食のカウンター奥おくにも大規模な業務用調理室があるはずだ。

　が、それらは使い物にならない。電気式の換かん気き扇せんは動かず、窓や扉とびらをバリケードで塞ふさいだ中で火を扱あつかうと、どうしてもある問題が浮ふ上じようしてしまう。

　つまり、一酸化炭素中毒だ。

「エレメントと戦うだけじゃ生き残れない、か。誰だれだって命を繫つなぐのに必死だ」

　はあ、と上かみ条じようも上かみ条じようで盛せい大だいに息を吐はいて、

「……ちくしょう、こんな一ひと袋ふくろ五パックの特価品に生きる喜びを感じてやがる。野菜どころか卵一個だって落としていないんだぞ。ほんとに俺おれってヤツは小さいなあ！」

「食欲あるだけマシやろ。なくなったらあっという間に体育館行きやで、これマジで」

　本来の一等地は屋外でありながら高所でもあるためエレメントの侵しん攻こうを受けにくい屋上や非常階段の踊おどり場ばなどだが、やはりスペースは限られる。生せい徒と達たちの大半は廊ろう下かの窓から双そう眼がん鏡きようでエレメントの有う無むを確かく認にんし、隙すきを見つけては危険な外に踏ふみ出だして時間勝負で食材を調理して胃い袋ぶくろに収めていた。当然、少しでも危険な兆候があれば全すべて放ほうり出だして校舎に逃にげ帰かえるしかない。

　今も、上かみ条じよう達たちとは別にちらほらと水着姿の男女が小さな班を作って料理に勤いそしんでいた。幸い、エレメントは食欲を持たないのか、あるいは人の味覚や嗅きゆう覚かくとかけ離はなれているのか、これらの匂においに反応して集まってくる事はない。

　上かみ条じよう達たちは青あお髪がみピアスがかき集めてきたキャンプ用品の取っ手を折おり畳たためる鍋なべやランプを使ってお湯を煮に立たてていたが、他ほかにも様々な工く夫ふうが見て取れた。コンクリートやレンガのブロックをコの字に組んで即そく席せきのかまどを作って使用済みの割りばしを大量に放ほうり込こんでいる者、カセットコンロのガス缶かんに技術室で加工した金属金具をつけてバーナーのような炎ほのおを鍋なべ底ぞこに当てている者。

　上かみ条じようはフォークで鍋なべをつつきながら、近くにいた見知った男子生徒に声をかける。

「何してんのメガネ？　衛星放送でも確かめてるとか」

「マジかっ！　深夜アニメインフラ復活の兆きざしなん!?　だとしたらボクはこの世紀末を絶対に生き残る!!」

　そんな風に言ったのは、常にビクビクウサギをサポートしている生徒会男子が難しい顔をして逆さまにした傘かさを太陽の方向に向けていたからだ。ちなみに傘かさの内側にはアルミホイルがびっちりと貼はってあった。何だかパラボラアンテナみたいだ。

「いや、この暑さでしょう？　太陽の光を集めてソーラークッカーでも作れればと思ったんですけどね」

「へえ」

「チッ、やっぱひきこもりライフの道は遠い……。けどまあ、そりゃええ。生徒会のインテリ様は考える事が違ちがうやん。事と次し第だいによっちゃ発電に手が届くかもしれへんで。うおおせめて視し聴ちよう覚かく室しつの機材直せりゃ光ディスクくらい再生できそうなんやけど！」

「あれだけの混乱の中どんだけ大荷物を抱かかえて生き延びたんだ青あお髪がみ。世界の覇は王おうを決める格かく闘とう大たい会かいにわざわざ錘おもりつけて参加する人かよ」

　そもそも多くの電子機器が熱でやられてしまっているため、単に電気を得ても状じよう況きようは改善しない。水質はどうあれ、タービンを回すには貴重な水を蒸気に変える必要がある。……そうは分かっていても、やっぱり電気は上かみ条じよう達たちにとって文明の象しよう徴ちようだ。再び自分の手にできるなら、これほど精神的な支えになるものはない。

　が、（誰だれも望んでいない）ブーメランパンツのメガネは肩かたをすくめると、

「ま、そう簡単にできれば良いんですけどね。ご覧の通り、実際にはあんまり成果はないようで。計算ではきちんと光を集めているはずなんですが……」

「突とつ貫かん工こう事じ、ハンドメイドの限界かあ」

「つか傘かさの取っ手に引ひっ掛かけてる鍋なべ、中に何入っとるん？」

「レトルトのカレーですよ。一から野菜を炒いためて作るより簡単ですし、汚よごれた水にパッケージを浸ひたして温めても美お味いしくいただけますからね」

「くっそ協力する！　だからカレーが無事に煮にえたらちょっと寄よ越こせ。キャンプ鍋なべのこいつをカレーラーメンにしてやろうぜ!!」

「はっは、割に合わないのでご遠えん慮りよします」

「しっかしカレーって、別口で水が欲ほしくなるもんよう選んだなあ」

「私は中ちゆう辛からまでなら水なしで平らげられるタチなので」

「あれメガネ、ひょっとして辛から党とうな訳？」

「いえ、単に料理を食べている最中は料理の味に集中したいだけです。スープやシチューなら問題ありませんけど、お水やお茶は口の中の味を薄うすめているような、混ぜているような、とにかく好きじゃないんですよ。飲み物は飲み物で飲めば良い、とでも言いますか」

　もう分け前とかは関係なしに、上かみ条じようと青あお髪がみピアスも交ざってああでもないこうでもないとソーラークッカー試作一号機をいじくり回す。やはり成果は出ないが、手を動かしている方がどん詰づまりの重圧から解放されるのも事実だった。

「メガネさ、カレーを煮にるのは良いいけどご飯はどうすんの。米を研といだり炊たいたりって、何だかんだで結構水使わない？」

「ああ、ですからパンにつけて食べようかなと」

「なるほど、欧おう風ふうカレーやね」

「ドヤ顔で間ま違ちがえてんじゃねえ青あお髪がみピアス、欧おう風ふうカレーは普ふ通つうにライスだよ」

　適当に言い合いながら作業を進めるも、やはり改善の気配はない。光を集めるには傘かさの骨の角度が悪いのか、そもそも布面積全体の大きさが足りないのか。その辺りから研究していくしかなさそうだった。

「失敗した割に嬉うれしそうだなメガネ」

「やるべき事を自力で見つけられるというのは幸運ですよ。部屋の掃そう除じをしている最中に漫まん画がを見つけて熟読してしまうようなものかもしれませんが」

「分かるけど、カレーどうすんだ」

「……もしよろしければ、そちらのキャンプ用品を貸していただければ」

「カレーラーメンな？」

　交こう渉しよう成せい立りつ。

　メガネは温かいカレーを、上かみ条じよう達たちは新たなトッピングを得て円満解決に導く。

「ヤバい、ざく切りのニンジンとかジャガイモが胸に沁しみる。ハッ！　嫌きらわれ野菜ワースト三の常連さん、ニンジンで感動だって!!　なあカミやん、肉が命の男子高校生ってこんな健康志向な生き物やったっけ？」

「ニンジンはチャーハンにもホワイトシチューにもかかせないだろ！　そもそも上かみ条じようさんはお豆とう腐ふとかメカブとかが普ふ通つうに好きなバランスの取れた現代人です!!　……つか、なんか俺おれ達たち、こういうの上う手まくなってきたよなあ」

「何がです？」

「交こう渉しよう事ごとっていうか、値切り合戦っていうか。たくましくなったっていうか、図太くなったっていうか」

「一番生存能力高いんは道具も食材も用意せずにメシにありついたカミやんやけどな」

「う……」

「まあ近ちか頃ごろの小学校じゃケーザイとか株取引とか教えとるみたいやし、悪い事やないんとちゃう？」

　各おの々おのの晩ばん餐さんを貪むさぼる。

　キャンプ用品のコンロと一人用の折おり畳たたみ鍋なべで適当に茹ゆでた麵めんに分けてもらったレトルトのカレーを少量ぶち込こんだだけのそれを、上かみ条じようと青あお髪がみピアスは適当にフォークでつつき合っていた。残ったスープについては調理器具の持ち主である青あお髪がみピアスへ譲ゆずる事に。何にしても資格持ちの栄養士が見たら絶ぜつ叫きようしそうな光景である。

　青あお髪がみピアスやメガネと別れて、上かみ条じようはバリケードで封ふう鎖さされた校舎の方へ戻もどる。

　夕方ではあるが、時間帯によって気温が下がる、なんて甘あまい期待は上かみ条じよう含ふくめて誰だれも抱いだいていない。どうせ陽ひが落ちてもそのまま地じ獄ごくの熱帯夜に移行するだけだ。そして灼しやく熱ねつの地じ獄ごくでは、とにかく『待つ』という時間が長い。それこそ熱で伸のびきったプラスチックみたいに、じりじりじりじりと神経を炙あぶられていく。摂せつ氏し五五度、大熱波のせいか機械類は軒のき並なみやられているため、動く時計を見つける方が大変、というのも時間感覚を狂くるわせる一因になっているのかもしれない。手巻きの腕うで時ど計けいとかオッサン臭くさいアイテムを手にした校長や教頭が何気に注目されているのもそのためであった。

（……あの時計貸してもらえれば、日時計とかも作れそうなんだけどな）

　でも自分はまだマシな方だ、と上かみ条じようは思う。

　少なくとも終わりが見えている。当面の目標が分かっている。

　水道局。浄じよう水すい微び生せい物ぶつ。

　これだけでも十分に大きい。延々と無限にループするような感覚で、ひたすら終わりのない炎えん天てん下かで耐たえ続つづけろと言われたら、すぐにでも精神は白旗を揚あげてしまう事だろう。

　そんな風に考えていた時だった。

　不意に声を掛かけられた。

「よお」

「？」

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かの壁かべに背中を押おし付つけて死んだように座すわり込こんでいる男子だった。おかげですっかり存在を見み逃のがしていた。そして見知った顔でもない。

　そいつはいくつものペットボトルを床ゆかに並べていた。典型的な五〇〇ミリ。本来ならコンビニのガラス扉とびらの向こうにあって、キンキンに冷えた炭酸飲料を満まん杯ぱいに入れていたものだろう。

　しかし今は見る影かげもない。

　ラベルを剝はがされ、砂場でも掘ほってきたのか、中には乾かわいた砂がみっちり詰つまっているだけ。

「……浄じよう水すい器きはいらねえか。これ一本でどんな泥どろ水みずだって奇き麗れいな飲み水に早変わりだ。今ならペットボトル一本分の水で融ゆう通ずうしてやる。いいか、一本だ。一本分で無限の水が手に入るんだ。安いもんだろ……」

　相手にしなかった。こんなものは三〇分で一億円稼かせぐ投資術を教えます、とかいう胡う散さん臭くさい情報起業のバナーと同じだ。本当にそんなテクがあるならわざわざ人に売うり込こむ必要はない。自分で活用すれば良いのだ。そういった場合、大たい抵てい儲もうけの構造は別にある。

　この手のデマは多い。

　表の校庭では布ふ団とんを干すような格好で、たくさんの透とう明めいなビニールが灼しやく熱ねつの風に揺ゆられていた。確かあれも、土の上に張っておけば土中から蒸発する水分をまとめて水すい滴てきの形でかき集められる、とかいう触ふれ込こみだったはずだ。校庭全体が干ひからびてひび割れるほどならどうにもならないというのに。今ではもう持ち主不明だが、少なくとも騙だまされてペットボトルと交こう換かんし、泣いた誰だれかはいるはずだ。

（御み坂さかのヤツとかも騙だまされていないと良いいけど……）

　そんな風に思っていた時だった。

　階段の上の方から、二、三人の少しよう年ねん達たちが降りてきた。

　体格は上かみ条じようと同じくらいだが……おそらく、学校は違ちがうだろう。男子の水着なんてどれも青系の海パンのようなものだが、微び妙みようにデザインが違ちがう。

　そして彼かれらは笑いながら口々に言い合っていた。

「でよ、そいつ水三本も持ってるっつーから話聞いてやったんだけどさ、何を頼たのんできたと思う？　水着、この海パンだってよ。頼たのむから売ってくれって」

「うっわ、何それ!?　野や郎ろうの水着なんて何で欲ほしがる訳、しかも中古とか!!」

「……やけに細部の条件にこだわるな。女子の水着なら買うのかお前」

「ちげーって！」

「リアルな話だと、うちの学校の生徒になりすましたいとかじゃね？　ほら、『向こう』の学校は悲ひ惨さんらしいから」

　くすくすと笑いながら少しよう年ねん達たちは上かみ条じようとすれ違ちがう。その内の一人は、露ろ骨こつに上かみ条じようへ肩かたをぶつける格好で。

「……、はあ」

　ここは世紀末か。

　しかもあくまで『お試ためし期間』としての。ああいう連中は、この騒さわぎが一〇年でも一〇〇年でも続くと思っているんだろうか。今が異常事態だからといって羽は目めを外すと、秩ちつ序じよが元に戻もどった途と端たんに袋ふくろ叩だたきにされるというのが分からないのか。

（……夜までどうするかな。こんな掃そう除じロッカーに閉とじ込こめられて外から蒸むし焼やきにされるような息苦しい中じゃ立ち止まっているだけで頭が壊こわれそうだし、俺おれもインデックスみたいに何か『お手伝い』でも探してみるか……）

　環かん境きようはほぼ最悪だが、それでも暴ぼう行こう沙ざ汰たが蔓まん延えんしないのは、きっとそういう理由もあるんだろう。何かしら手を動かして生産的な事をしていないと心がパンクする。危険な『水みず狩かり』に出ている連中も、本当にみんながみんな効率や合理性だけで出向いているのかは微び妙みような所だ。

　使い物になるんだかならないんだかジャッジの難しいソーラークッカーを楽しそうにいじくり回していたメガネを思い出す。

（となると、ビクビクウサギのいる生徒会か、あるいは……）

　と、適当に考えながら校内をうろうろしていた時だった。

　バリケードで窓を塞ふさがれた空き教室で、もぞもぞと動く影かげを見つけた。

　あれは……、

「雲くも川かわ先せん輩ぱい？」

　上かみ条じようの学校の先せん輩ぱいで、一体いつ授業に出ているんだか分からない自由人。肩かたまである黒くろ髪かみに前まえ髪がみはカチューシャで持ち上げ、どんな時でも大だい胆たん不ふ敵てきな笑えみを忘れないオトナ系女子（？）。彼かの女じよの生活スタイルが想像つかないので、男子高校生の上かみ条じようにとっては彼かの女じよ以い上じように年ねん齢れい層そうが上の女子大生とか女教師とかは完全に異世界の存在でもある。

　おう、と胸の大きな先せん輩ぱいもまた気づいてこっちを見た。

　ただし、




　何でか裸はだかに作業用のエプロン一丁で。




「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ん？　んんんっっっ!?」

　一いつ瞬しゆん、上かみ条じようはリアクションに困った。

　これはついに自分も熱ねつ中ちゆう症しようにやられて妙みような幻げん覚かくにでも囚とらわれたか。そんな可能性まで頭をよぎる。

「おいおいどうした目を丸くして。そんなに制服以外の私が珍めずらしいか？」

「ヤバい幻げん覚かくが話しかけてきた。ていうかこれ幻げん覚かくじゃないっ！　だとしても学校の中で裸はだかエプロンは別の意味で色々やばーい!!」

「何だどうした溜たまっているのか？　まあこんな状じよう況きようじゃ仕方がないとは思うけど」

　呆あきれたように息を吐はく雲くも川かわ芹せり亜あはわずかに体の向きを横にずらした。

　と、それでようやく分かる。

　彼かの女じよは吹ふき寄よせ達たちと同じ女子用の水着の上からエプロンをつけていた訳だ。正面から見るとかんっぺきに裸はだかにしか見えないのだが。

　そして雲くも川かわは水着姿にしてもエプロン姿にしても奇き妙みようなものを持っていた。

　ポリタンクから灯油を取り出すために使う、手て押おしのポンプだ。確か元々は発明家が作ったアイデアグッズで、当初は灯油じゃなくて醬しよう油ゆを移うつし替かえるために開発されたものだったはず……などというどうでも良いい雑学ばかりが頭を埋うめる。記き憶おくの引き出しの出し入れがちょっとおかしい。やっぱり軽く熱ねつ中ちゆう症しよう気ぎ味みなのかも、と上かみ条じようは警けい戒かいする。

「これか？」

「ええ。先せん輩ぱいは一体何を？」

　くいくい、と雲くも川かわは手て押おしポンプの先を軽く振ふって上かみ条じようを空き教室の中へ誘さそい込こむ。首をひねりながらも後ろ手で引き戸を締しめると、彼かの女じよは空き教室の隅すみをポンプの先せん端たんで指し、こんな風に言ってきた。

「これは何だと思う」

「えと、ストーブ……？」

「近いが違ちがう」

　にやりと疑ぎ似じ裸はだかエプロンもしくは水着エプロン雲くも川かわは笑って、

「温おん水すい暖だん房ぼうだ。沸わかしたお湯を配管で各教室に配って、その熱で空気を温める」

「おんすい……」

　上かみ条じようは適当に音をなぞるように口を動かしてから、

「あっ!?」

「気づいたか。つまり中にはお湯が入っている。今は電気がやられて使い物にならないから、水と言いい換かえても構わないけど」

　四角い機材のてっぺんにある蓋ふたはすでに取り外してあった。雲くも川かわが手て押おしポンプを差さし込こんでぎゅぽぎゅぽ押おすと、確かに透とう明めいな液体が吸い出されてくる。あっという間に二リットルのペットボトルが満まん杯ぱいになっていく。

「すっ、すごい……。これだけあったら……っ！」

「いや実際に飲めるかどうかは結構怪あやしいけど。暖だん房ぼう用ようって事は一度タンクに水を詰つめたら一ヵ月でも二ヵ月でも放ほったらかしだ。蒸発した分は補ほ充じゆうするかもしれないが、それだって総そう入いれ替かえじゃなくて足りなくなった分を少しずつ足していくだけ。……つまり、雑ざつ菌きん系けいについては何の保証もない。というか、腐くさっていない方がおかしいけど」

　くすくすと笑いながら、雲くも川かわは言う。

「ただ、飲めない水にもそれはそれで使い道はある。上かみ条じよう少しよう年ねん、君のクラスの石頭ちゃんはこういう所に気が回らないかもしれないが、人を死地に誘さそうなら大義名分以外に分かりやすいご褒ほう美びを用意するのも大切だ。出しゆつ撃げき前まえに思う存分シャワーを浴びれると分かれば、志願するヤツも増えるだろうけど。特に女子はな」

「そ、そんなにたくさん用意できるものなんですか……？」

　半信半疑、というかダメだった場合の心の予防線を張り始めた上かみ条じように対し、雲くも川かわは床ゆかに置いていた二リットルのペットボトルを一本、無造作に摑つかんだ。五〇〇ミリの四倍、今なら高級品扱あつかいのミント系のボディジェルや陽ひ射ざし除よけのテントと丸ごと交こう換かんできるレートの貴重品。

　それを何の気なしに、頭から被かぶる。

　まるで野球やサッカーの優勝記念のように、堂々と。

　ばしゃばしゃと音を立ててグラマラスな先せん輩ぱいの髪かみを、顔を、エプロンや水着を、太ふと股ももの間から足の先まで、透とう明めいな液体が瑞みず々みずしく伝っていく。

　ぶるる！　とお風ふ呂ろ上あがりの大型犬みたいに首を振ふる雲くも川かわは言う。

「ま、こんなもんだけど。水を見つけて具体的に取り出した私にも『ご褒ほう美び』の権利があっても構わないよな？」

「せ、先せん輩ぱい……」

　ごくりと喉のどを鳴らし、上かみ条じようは究極の無む駄だ遣づかいを見届けていた。

　いいや、

「透すけています、やっ、やだ、先せん輩ぱいすごくいやらしい……っ!!」

「ん？」

　怪け訝げんな顔をして、雲くも川かわは視線を胸むな元もとへ下げた。

　確かに、ぐっしょりと水を吸った作業用エプロンが透すけて、その奥おくの色しき彩さいが浮うかび上あがっているのだが……、

「いやだから、下は学校の水着なんだけど」

「分かっています！　分かっているんだけど、何なんだろうこのボーナス感。普ふ通つうに水着を見るのとはまた違ちがう、だと……ッ！　ち、ちょっと待ってください先せん輩ぱい、俺おれは自分の欲望を分ぶん析せきして正しい引き出しにしまわねばならない!!」

　プロ棋き士しに匹ひつ敵てきする集中力でゾーンへ突とつ入にゆうし、そのまんま宇宙の果てが見えそうなほど深く深く瞑めい想そうへ没ぼつ入にゆうするツンツン頭の求道者上かみ条じよう当とう麻ま。そして真正面に立つ雲くも川かわ芹せり亜あは、こちらはこちらで遠い遠い目をしていた。

　彼かの女じよは水着の中に入はいり込こんだ水分が微び妙みように気になるのか、水着のお尻しりの辺りに指を伸のばしながら、

「……うーん、男の子の生態はまだまだ謎なぞだけど」

「先せん輩ぱいそれもいやらしい!!　なに無造作に食くい込こみを直しているの!?」

「何だよあれもこれもいやらしいのか君は？」

「そうか、目の前の現象や行こう為いそのものじゃなくて、先せん輩ぱいそれ自体がいやらしかったという仮説も組み立てられるのかっ!!」

　カッ!!　と変な効果音が出そうな勢いで目を見開く上かみ条じよう。

　これには流石さすがの雲くも川かわも手て押おしの軽いポンプを振ふり上あげる運びとなった。




　　　　４




　真夜中、深夜二時。

　陽ひが沈しずんでも地じ獄ごくの大熱波は収まる気配を見せない。

　ただただ壮そう絶ぜつな熱帯夜が均等に空間を熱で埋うめている印象しかない。

　複数ある学校の校舎の内、最も外周フェンスに近い中等部の屋上に、上かみ条じよう達たち『水みず狩かり』のメンツが集まっていた。

　手すりの向こうには小指くらいの太さの金属ワイヤーが投げ出されていて、フェンスをまたいで隣となりの雑居ビルの屋上へ斜ななめに接続されていた。ガレージで大型の工具を吊つるす太いＳ字の金具を少し折り曲げ、先せん端たんにローラースケートやスケボーなどの小さな車輪のホイールを繫つなげた『滑かつ車しや』を嚙かませて、向こうまで一気に渡わたる『綱つな渡わたり』だ。ちなみに帰り道は雑居ビルの屋上から、一段低い中等部校舎の窓と接続されている。

　ここから出しゆつ撃げきする。

　地上に落ちれば即そく死しか嬲なぶり殺ごろし。かと言って高所ルートも安全とは言いい難がたい『外』へと。

　上かみ条じよう、吹ふき寄よせ、青あお髪がみピアス。他ほかにも水着に手て袋ぶくろやマフラーをつけたクラスの男子女子が集まる中、一人だけ学校の違ちがう、そもそも女子中学生が紛まぎれていた。

　秋あき川かわ未み絵えだ。

　やはり彼かの女じよも水着のままだが、熱を吸った金属などに触ふれるための手て袋ぶくろやマフラーはない。ある意味で装備を外した無防備な状態。そのまま彼かの女じよは上かみ条じよう達たちへ深々と頭を下げた。

「すみません、よろしくお願いします」

「任せとけ。水の確保はこっちにとっても急務なんだ」

　振ふり返かえらずに手を振ふって、そして上かみ条じよう達たちは闇やみの空へと身を投じていく。

　まずは屋上の手すりの向こうへ伸のびる『綱つな渡わたり』から隣となりの雑居ビルの屋上まで滑すべり降おりる。そのまま別のビルの途と中ちゆう階かい、壁かべに張り付いた非常階段へと続く別の『綱つな渡わたり』へと向かう。

　明かりはバットの先に包帯を巻き付け、消毒用のエタノールを振ふりかけた原始的な松明たいまつだった。無数のエレメントがひしめく中では自みずから光を発するのは恐おそろしいし、何より両手で松明たいまつとＳ字の『滑かつ車しや』の同時持ちだと自分の手を焼いてしまいそうだが、かと言って真まっ暗くら闇やみの高所を手て探さぐりで進んでそのまま墜つい落らくではどうにもならない。

　電気を失い、ＬＥＤ照明の死んだ街は恐おそろしいほど暗かった。

　濃のう密みつな墨すみで埋うめ尽つくされたような漆しつ黒こくの中、はるか遠くの方で上かみ条じよう達たちと同じように揺ゆらめく光源が輝かがやくのを見かける。

　松明たいまつを手にした上かみ条じようは非常階段の踊おどり場ばに足を着け、ようやっと周りへ気を配る余よ裕ゆうを手に入れる。

「……何だろう、別の学校のヤツかな」

　一いつ瞬しゆん、常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのお嬢じよう様さまが脳のう裏りに浮うかぶ。確か彼かの女じよも第七学区だったはずだ。

　しかし吹ふき寄よせは懐かい疑ぎ的てきに答えた。

「どうだかね。距きよ離りを考えると松明たいまつっていうより火か炎えん放ほう射しやに近いし、高さもおかしくないかしら。あれ、おそらく地上から炎ほのおが噴ふき出だしているわよ」

　つまりは『火』のエレメント。

　詳くわしく生態（？）を調べた訳ではないが、ヤツらは擬ぎ態たいを好む。つまり普ふ段だんは派手な動きをしない。あんな風に炎ほのおを噴ふき出だしているという事は、戦せん闘とう状じよう態たいにあるのかもしれない。

　何と？

　同じエレメントの共食いか、あるいは人間と？

「確かめている場合じゃないわよ」

「でも」

「案外、ああやって私わたし達たち人間を誘さそい出だすエレメントもいるかもしれない。擬ぎ態たいを使うって事は、私わたし達たちが何を見てどう判断するかを逆手に取るくらいの頭はあるんだろうし」

「……光で獲え物ものを集めるチョウチンアンコウみたいなもんだっていうのか、あれが？」

「大熱波の発生直後の混乱ならまだしも、もう七二時間経たっているのよ。ここまで来てエレメントと真正面から戦おうとするなんて逆に学習能力がなさ過ぎて怪あやしいとは思わない？」

　言われてみれば、奇き妙みようではあった。

　模も範はん解かい答とうではあるのだが、この異常な環かん境きようで模も範はん解かい答とうが出てくるのがおかしい、とでも言うべきか。

　そもそもエレメントは暗所や冷所に潜ひそむ。

　つまり基本的に夜行性なのだ。上かみ条じよう達たちのような明確な目的があったり、差さし迫せまる危機に背中を追われていない限り、わざわざ人間が『夜』に『地上』を出歩くのも変な話だ。直射日光はなくなってもうだるような熱気がなくならない以上、この時間帯を好んで活動するメリットは特にないはずである。

　何にせよ、数日前と違ちがって最さい短たん距きよ離りで地上を進んで合流できる訳でもない。この真まっ暗くら闇やみの中で不規則に渡わたされた『綱つな渡わたり』を闇やみ雲くもに進むのではいつまで経たっても距きよ離りは縮まらないだろうし、最悪、向こうまで行く『綱つな渡わたり』なんてないのかもしれない。

「てか吹ふき寄よせ、例の脚きや立たつはどうしたんだ。谷たに越ごえに使うヤツ」

「今回はパス。これは別物よ」

　そう言う吹ふき寄よせは肩かたに長物を担かついでいた。金きん属ぞく剝むき出だしではなく、合ごう成せい繊せん維いの布を上から巻いているものだ。

（……あれ、インデックスが昼間格かく闘とうしていた……？）

「すぐに分かるわよ」

「？」

　ちなみに怪け訝げんな顔をしている上かみ条じようは、前に手に入れたウォーターサーバーの予備のボトルを背負っている。一ひと抱かかえのだるまさんサイズ。今は軽いが、目め一いつ杯ぱい泥どろを詰つめれば地じ獄ごくの重圧を与あたえてくるだろう。

　外がい壁へきに張り付いた非常階段を最後まで登り切り、倍以上の高さの屋上から、さらにいくつかのビルを越こえる。

　水道局なんて普ふ段だん全く縁えんがないからピンとこないが、ルートを決めた吹ふき寄よせの話によると、そんなに遠くはないらしい。

「直ちよく線せん距きよ離りで五〇〇メートルくらいよ」

「直線でねえ」

『綱つな渡わたり』は各おの々おの勝手に張っていくだけで、全体の計画性はない。暗あん黙もくの了りよう解かいとして、せいぜい一度張った『綱つな渡わたり』は勝手に撤てつ去きよしない、なんていうルールが自然とできたくらいだ。最悪、散々遠回りした挙げ句、渦うず巻まきみたいにぐるぐる回りながら近づく羽は目めにもなりかねないのだ。

　移動しながらそんな風に上かみ条じようは心の予防線的に警けい戒かいしていた。

　甘あまかった。

「……おい」

　全員で立ち止まる。

　金属製の手すりに触ふれる事もできず、掠かすれた声を出したのは青あお髪がみピアスだった。

「直ちよく線せん距きよ離りも何も、水道局まで続く『綱つな渡わたり』があらへんやないか！」

　彼かれの言う通りだった。

　バットの先に包帯をぐるぐる巻いてアルコールを染しみ込こませた即そく席せき松明たいまつを振ふりかざしても、ビニール傘がさの内側にアルミホイルを張って作った即そく席せきのレフ板で松明たいまつの光をスポットライトのように集中させても、それらしいワイヤーは一本も見当たらない。

　そもそも水道局はフェンスで囲まれた平べったいコンクリの建物と、おそらく浄じよう化か槽そうを縦にいくつも重ねているのだろう、のっぺりした四角い高層建築が一つ寄より添そっているだけだった。そして屋上から見る限り、どこからも『綱つな渡わたり』が繫つながっていない。このビルだけの話ではない、東西南北どこにも接点がないのだ。

　直ちよく線せん距きよ離りで五〇メートル強。

　ワイヤー式の滑すべり台だいの高低差もあまりあり過ぎると速度がつきすぎる。

　つまり『高さ』も合わせなければ無事に渡わたれないが、今はどうでも良いいだろう。

「おいおい、こっちは本格的な『綱つな渡わたり』の構築どころか、一〇分の一の五メートルを渡わたるための脚きや立たつだって置いてきたんだろ。こんな中で挑ちよう戦せんもクソもない。指を咥くわえて見ているしかないじゃないか！」

「そうでもないわよ」

　地じ獄ごくの熱帯夜の中、吹ふき寄よせは肩かたに担かついでいたものをコンクリートの上へ下ろした。いつもの脚きや立たつの代わりに持ち歩いているもの。インデックスも一いつ緒しよになって手伝った、秘密兵器。

　複数の金属パイプと合ごう成せい繊せん維いの布を組み合わせた、パラソルともテントとも言えない形状の道具だったはずだ。

　そして吹ふき寄よせが金属パイプの関節を曲げて布を大きく広げ、いくつかの留め具を指で固定すると、それは全長二メートルほどの幅はば広ひろのエイのようなシルエットを作り出した。

　ようやく思い当たるものがあった。上かみ条じようは呻うめくように言う。

「ハンググライダー……」

　確かに高所から夜空を滑かつ空くうできるなら、『綱つな渡わたり』の有う無むは関係なくなる。

「でも正気か？　あれって言うほど小さなものじゃなかったはずだ。確か人間一人を浮うかばせる力を得るにはとんでもなく翼つばさを広げなくちゃならないんじゃなかったか!?」

「だから言ったでしょう、そうでもないって」

　想定済みだったのか、吹ふき寄よせは流れるように言った。

　彼かの女じよは手て袋ぶくろの甲こうで額ひたいの汗あせを拭ぬぐいながら、

「確かに普ふ通つうの環かん境きようなら揚よう力りよくを得るのに相当大きな翼つばさが必要になる。でも今はこの熱帯夜、空気だけで摂せつ氏し五五度。アスファルトが蓄たくわえている熱はもっと酷ひどいわ。……だから、暖められた空気は上へ上がっているのよ。街中で緩ゆるやかな上じよう昇しよう気き流りゆうが発生しているって言えば分りやすいかしら？」

「あ」

「私わたし達たちは、元からある力を借りるだけで良いい。それなら折おり畳たたんで持ち運びできるくらいのサイズに縮められるわ」

　あの大熱波を、忌いま々いましく思うだけでは済ませない。

　最大の障害さえ利用して先に進む力へ転てん換かんする。

　地形を無視して大空を舞まう具体策よりも、その考え方自体がある種の突とつ破ぱ口こうのように見えた。生いき埋うめにされた洞どう窟くつの中を散々歩き回った末に見つけた、出口の光のような。

　吹ふき寄よせは吹ふき寄よせで息を吐はいて、

「流石さすがに全員分は用意できなかったから基本はタンデム、二人乗りよ。端は数すうが出ちゃったら申し訳ないけど、ここで見張りをお願いする事になるわ。という訳で、不本意だけどほら行くわよ上かみ条じよう!!」

「えっ、ちょ、うわっ!?」

　他ほかの女じよ子し達たちが似たようなハンググライダーを広げていく中、お手本を見せるとばかりに水着の吹ふき寄よせが平行に渡わたした金属バーを摑つかんで走り出した。すぐ隣となりで付き合わされる上かみ条じようは堪たまったものではない。とにかくバットに包帯を巻いた松明たいまつを横に放ほうり捨すて、引きずられないようにバーを握にぎり込こんで足だけ動かしてついていくと、もうそこは屋上の端はし、金属の手すりだ。

　到とう達たつ前まえに全身がぶわりと浮うかび上あがった。

　靴くつ底ぞこが手すりの表面をわずかに撫なでる。絶ぜつ叫きようマシンに乗ったような、得え体たいのしれない浮ふ遊ゆう感かんで頭の中が真っ白になりかける。

「……飛んでる、ほんとに飛んでる!?」

「風っていうより上じよう昇しよう気き流りゆうを摑つかんでいるからね、計算が正しければ半永久的に飛んでいられるわよ」

　だとしたらすごい話だ。

　これまでの地形やエレメントに縛しばられていた行こう動どう範はん囲いがぐっと広がる。いいや、何だったら学園都市の外まで逃にげ切きってしまう事だってできるかもしれない。

　そう思っていた上かみ条じようだったが、そこでふと疑問に思った。

「……あれ？　じゃあ何であそこまでわざわざ普ふ通つうの『綱つな渡わたり』を使ってきたんだ。学校の屋上辺りから直接飛べば良かったじゃないか」

　上から下へ向かうだけの滑かつ空くうと違ちがい、高さも稼かせげるならまさしく自由自在……のはずだ。

　隣となりで汗あせをかく黒ビキニの吹ふき寄よせだが、何だかその汗あせに暑さ以外のものが混じっているように見えてきた。というか、明らかに少年の顔から目を逸そらし気味だ。

　そして超ちよう小こ声ごえで彼かの女じよは白状した。

「（……常に上じよう昇しよう気き流りゆうが発生しているって事は、上へ上がる事はできても下に下りる方法がないっていうか

「うわァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

「ゆっ、揺ゆさぶるな上かみ条じよう！　バランスを失う!!」

「だって、それ、だって!?　ようは腰こしに巨きよ大だいな風船つけてあてどもなく飛ばされるようなもんじゃねえか!!　ライト兄弟以前の発明家達どころじゃねえぞ、一〇〇％墜つい落らくするのが決まった遊覧飛行にわざわざ人を巻まき込こみやがってーっ!?」

「そこまで考えなしじゃ……っない!!」

　ガンッ！　と後ろの方で金属音が響ひびいた。

　吹ふき寄よせの踵かかとが何か蹴け飛とばした、と理解した時には、釣つりのリールが勢い良く回るような音が後を追っていた。

　視線を下に振ふってみれば、小指くらいの金属ワイヤーが地上に向かっていた。クレーンの先せん端たんにあるようなＪ字の金属フックをぶら下げながら。

　アスファルトにぶつかり、地上を引きずられ、何度か暗くら闇やみの中にオレンジ色の火花を散らす。

　そして唐とう突とつに、がくんっ!!　とグライダーの動きが引き止められた。

「ぐはあっ!?」

「両手離はなすな上かみ条じよう！　ブレーキが上う手まく引っかかっただけ!!」

　ようは地上の車くるま留どめなりガードレールなりにフックを引ひっ掛かけて強ごう引いんに縫ぬい止とめた訳だ。先ほどの風船のたとえなら、糸をつけて木の枝に縛しばり付つけたようなものか。

「ちょっと待て……もう飛行機っていうか人間くくりつけた巨きよ大だい凧たこじゃねえか！　あれって時代劇とか大河ドラマとかじゃなくてコントの世界の話のはずだろ!!」

「生きて帰ったら世界記録に申しん請せいしましょう。逆にここから墜つい落らくしたら笑い話にもしてもらえないわ」

　つまり永遠に飛んでいられるが、永遠に下りられないハンググライダーのリミットはこれだったのだ。グライダーの高度がワイヤーの上限を越こえてしまえば、もうブレーキは使えない。いつか必ず来る死の墜つい落らくコースに脅おびえながら、どこまでも上じよう昇しようを続けるグライダーに付き合わされる羽は目めになる。

「でも、ここからどうすんだ……？」

　今の状じよう況きようは『これ以上上がらない』だけであって、地上へ下りる手段にはならない。

　どうするのかと思ったら、吹ふき寄よせは金属バーにあった留め具を指先で弾はじいて外してしまった。関節部分が再び動くようになる。

　つまり、翼つばさを畳たためる。

　その面積が小さくなれば、当然、浮ふ力りよくなり揚よう力りよくなりも少なくなっていくはずだ。

　飛行機やヘリコプターの安定した下降とは程ほど遠とおい。一度落ち始めたら止まらない、緩ゆるやかな失速や不時着に近い。

「おっ、おおおおっ、おおおおおおおおおおおおお!?」

「変な声出すな！　集中途と切ぎれたら真っ逆さまなんだから!!」

「だから怖こわいっていう人の心も理解しようか!?　おおおおおおおわああああああっ!?」

　奇き麗れいに着陸とは行かなかった。

　水道局の平たい建物の屋根の上を、横よこ倒だおしギリギリの格好で何とかバランスを保ちながら足をつけていく。フックを中心に小刻みな円を描えがくような軌き道どうを取っていたので、速度も殺し切れない。いったん転べば屋上のコンクリートを延々雑ぞう巾きん掛がけさせられていただろう。散々振ふり回まわされ、おそらく元は職員用のものなのだろう物干し台を盛せい大だいに突つき崩くずす格好でどうにかこうにか速度を殺す。

　たっぷり熱を吸すい込こんだ灼しやく熱ねつの石の床ゆかも構わず、上かみ条じようはその場でへたり込こむ。

　背中から落ちる事はなかったので、泥どろを詰つめるための容器も無事だったようだ。

「……最近、命の値段が大暴落した気がする」

「もの自体がなくなるよりマシでしょ」

　言いながら、吹ふき寄よせは吹ふき寄よせで黒ビキニの胸の谷間から一〇〇円ライターを指で摘つまんで引ひき抜ぬいていた。おそらく職員室にあったものを拝借したのだろう。同じように、水着のボトムのヒップラインの縁ふちをなぞるように鉤かぎ状じように曲げた人差し指を差し入れると、そっちからはハンカチ程度のボロ布が出てくる。

「お、お前な……」

「仕方がないでしょ、水着にポケットはついていないのよ」

　本人は冷静に努めているつもりかもしれないが、流石さすがに顔が赤くなっている。

　ビキニの少女がその場で身を屈かがめ、恥はじをしのんで持もち込こんだ火種を使って明かりを点つけると、それが目印と合図になった。

　成功例がある、という情報も勢いをつけたのだろう。

　次々と向こうのビルからエイのようなハンググライダーが飛び出してくる。

　吹ふき寄よせは自じ分ぶん達たちが突つき崩くずした物干し台の長い竿さおを摑つかんで上かみ条じようの方へ放ほうり投なげながら、

「万が一って事もある。地上の留め具に掛かからないフックがあったら小こ突づくなり搦からめ捕とるなりして屋上の突とつ起きに引ひっ掛かけて!!」

「冗じよう談だんだろ……あんな重たいフック頭に当たったらこっちがやられるぞ！」

「それよりワイヤー下ろすタイミングが早過ぎて手前の地面に落ちる方がおっかないわよ」

　どこまでもぶっつけ本番で心臓への締しめ付つけが止まらなかったが、幸い、死の遊覧飛行に襲おそわれるクラスメイトはいなかった。屋上でコケたり引きずられたり、いくつか泥どろを詰つめるためのウォーターサーバーのタンクやペットボトルが潰つぶれたり破れたりする事はあったが、何とかして全員で水道局へ到とう着ちやくする。

「……最低でも帰りに一回、またあれをやらなくちゃならないのか。しかも浄じよう水すい微び生せい物ぶつの泥どろをしこたま背負って、バランスだって悪くなるだろうに」

「あかん、吊つり橋ばし効こう果かでも何でもええから隣となりの水着女子がドキドキしてくれへんかなーってドリームを抱いだいて心に麻ま酔すいをかけるくらいしかやる事あらへん」

　たくまし過ぎる最近の女子と萌もえの乖かい離りについて論説をぶたれたので、上かみ条じようは条件反射で青あお髪がみピアスの頭を引ひっ叩ぱたいて黙だまらせる。

　水道局の屋上の扉とびらは金属製で鍵かぎもかかっていたが、この程度なら人手を集めてしまえば何とかなる。上かみ条じよう含ふくむ男子五、六人の足裏で息を合わせて蹴けりを放つと、ドアは歪ゆがみ、そしてロック用の金具が弾はじけ飛とんだ。

　蹴け破やぶったドアの奥おくは暗い。そして何やらひんやりとした空気が漂ただよってきた。

　摂せつ氏し五五度の世界にさらされていれば感覚だっておかしくなるかもしれない。デジタル表示の世界なら四〇度オーバーで、相変わらずお風ふ呂ろより熱かったかもしれない。

　が、上かみ条じようの全身にぶるりとした震ふるえが走った。

　決して味わう事のない贅ぜい沢たくが不意打ちでやってきて、準備をさせてもらえなかった理り不ふ尽じんに嘆なげくような、そんな震ふるえ。

「……何だ、これ、どうなっているんだ？」

「飲めるかどうかはさておいて、まだいくらか水が残っているのかもしれないわね。気化熱で辺りの温度が下がっている、とか？」

　改めて応急手当用の包帯とエタノールを組み合わせ、物もの干ほし竿ざおを松明たいまつ代わりにする。持ち物の分担でもあるのかもしれないが、何でもかんでも水着の中から取り出す女の子達たちなので上かみ条じようはちょっと扱あつかいに困る。

　そして即そく席せきの明かりを頼たよりに水道局の中を歩いていくと、廊ろう下かの床ゆか一いち面めんが不自然に濡ぬれているのが分かった。

「ああ、スプリンクラーの留め具の易い溶よう部ぶ品ひんが熱でやられたのね。もったいない……」

　ビルからビルへ渡わたる関係で、あちこちの屋上にある貯水タンクを調べてみよう、というのは結構早い段階でみんな思いついた事だ。見ての通り、いったんスプリンクラーが誤作動を起こしてしまうとすっからかんになってしまうのだが。建物が丸ごと焼け落ちるよりはマシ、くらいの設備なので、節水などハナから考えていないのだ。

　上かみ条じようは贅ぜい沢たくの代だい償しように頭がくらくらしながらも、

「寄り道のつまみ食いのあるなしで嘆なげくより、まずは浄じよう水すい微び生せい物ぶつだ。向こうの水すい槽そうまで空っぽで泥どろがひび割れて固まっていましたじゃどうにもならないぞ」

　水道局の建物は平べったいのと高層建築の組み合わせだ。おそらく浄じよう水すい微び生せい物ぶつは多層構造で縦に積み上げられた浄じよう水すい棟とうのビルの方。上かみ条じよう達たちは渡わたり廊ろう下かを進んでそちらを目指す。

　進むにつれて、さらに周囲の温度がどんどん下がっていく。

　一いつ瞬しゆん、何もかも床ゆかにぶちまけられてご破算、なんてビジョンが上かみ条じようの脳のう裏りをよぎった。

　だが違ちがった。

「おお……」

　青あお髪がみピアスが思わず声を出す。

　フロアを区切る内ない壁へきはなかった。ビル全体の面積を使って、四角く切り取られた大穴があった。深さは五メートル以上、縦横は一辺が四〇メートルほど。水を抜ぬいたプールのようだが、底の方にはまだいくつかの水みず溜たまりがあった。

　そして不均一に水が残っているのは、底が整えられたコンクリートではないからだ。

　茶色い泥どろの層が敷しき詰つめられている。

　秋あき川かわ未み絵えと彼かの女じよ達たちがかき集めてきた資料本が正しければ、浄じよう水すい微び生せい物ぶつの培ばい地ち。

「助かった……何や、ほんまにあるやん！　あの濡ぬれてるトコの泥どろをすくって持ち帰れば、プール一いつ杯ぱいの水が全部ボクらのもんになるんやろ！　マジで何とかなるかもしれん!!」

　ぐるりと回って調べてみると、おそらく整備点検用のものだろう、四角い穴の壁へき面めんに沿って金属製の梯はし子ごが取り付けられていた。触さわってみると、いっそ痛みを感じるほど冷たい。何となく、キンキンに冷えたグラスと炭酸飲料をイメージしてしまう。

　ここから先は男子の仕事だ。

　ウォーターサーバーのタンクなりペットボトルなり灯油用のポリタンクなり、とにかく空き容器を体に括くくり付つけたまま梯はし子ごを降りる。一見乾かわいているように見えても、足元はずぶずぶと沈しずんでいく。つまりこの泥どろはまだ『生きて』いる。上かみ条じよう達たちは狂きよう喜きして両手で泥どろをすくって容器の中へ流ながし込こんでいく。

「はは」

　詰つめれば詰つめるだけ、帰りの梯はし子ごがきつくなる。

　そんな大前提さえ忘れて、気がつけば上かみ条じようは笑っていた。

「あはははは!!　はははははははははははっ!!」

　喉のどはカラカラで、汗あせの一いつ滴てきさえもったいない状じよう況きようなのに、全部放ほうり出だして目め尻じりに涙なみださえ浮うかんでいた。ここまで来ればもう大だい丈じよう夫ぶ。自じ分ぶん達たちは賭かけに勝った。そういう、とてつもない安あん堵ど感かんに全身を包まれる。例えば常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのお嬢じよう様さまが海外旅行に出かけてＶＩＰ待たい遇ぐうでカジノに入いり浸びたったって、こんな興奮は得られまい。自分の命を張って大勢の仲間の命を買かい戻もどす。そんな向こう見ずな大勝負ができるのは庶しよ民みんの上かみ条じよう達たちだけだ。クラスメイトの中には、冗じよう談だん抜ぬきに崩くずれ落おちて泥どろの上で横よこ倒だおしになっているヤツもいた。しこたま泥どろを詰つめた容器を背負ったは良いいものの、そのまま仰あお向むけにひっくり返ってケタケタ笑っているヤツもいる。ひんやりとした泥どろの感覚が気持ち良いのだろう。

「助かるぞ……」

　ずしりと重たくなったウォーターサーバーのボトルを背負って、上かみ条じようはいつまでも止まらない笑いの衝しよう動どうを無理に押おし留とどめながら呻うめいた。

　水よりも重たい。

　女の子一人分、さらにそれ以上。

　だけど全く苦にならない。背負っているのは『救い』だからだ。

「これで何とかなる。『居場所』を守れる！　ここから先はようやっとの上り調子だ!!　俺おれ達たちのレールは切きり替かわった!!」

　泥どろだらけの体を引きずって、滑すべりそうになる手で梯はし子ごを摑つかんで、上かみ条じようは歯を食いしばって一段一段登っていく。そのたびに胸が張はり裂さけそうなほど歓かん喜きが膨ふくらんでいく。地じ獄ごくに垂らされた蜘く蛛もの糸でも摑つかんでいるような気分だった。最後の段を踏とう破はし、無事に上層の床ゆかへ体を投げ出した時は、いっそ物足りなさを覚えたほどだった。

　黒ビキニの吹ふき寄よせが身を屈かがめ、横よこ倒だおしの上かみ条じようと距きよ離りを近づけながらこう言った。

「お疲つかれ様さま、上かみ条じよう。その分だとロープか何か探してきて、こっちで容器を引きずり上げた方が良かったかしら。綱つな引ひきみたいに」

「冗じよう談だんじゃない……。そいつはエベレストのてっぺんまで直行のエレベーターをつけちまうようなもんだ。やってみれば分かるよ、生きる楽しみを奪うばわないでやってくれ」

　へらへらと笑う上かみ条じようは、普ふ段だんであれば気味悪がられていたかもしれない。

　だが吹ふき寄よせも目を細めて笑えみを返してくれた。

　後から後から、泥どろまみれの亡もう者じやのような格好で青あお髪がみピアスやクラスメイトの男だん子し達たちが梯はし子ごを伝って這はい上あがってくる。どいつもこいつもへとへとなのに、心の底から笑っていた。一つの山を乗のり越こえた。そんな顔だった。

「帰ろう……。全部元通りにするんだ、何もかも」

「むしろまたあの熱帯夜と格かく闘とうすんのかって思うとうんざりするわな。体が慣れる前にはよ外に出た方がええかもしれへん」

　そんな風に言い合って、上かみ条じよう達たちはぞろぞろと渡わたり廊ろう下かへ向かう。

　水道局にはもう用はない。後の難所はあのグライダーくらいか。重たい泥どろを背負った状態でバランスを保てるかどうかは未知数だが、そこさえクリアできれば後は『ワイヤー』伝いに学校まで戻もどるだけだ。

　そのはずだった。

　だけど彼かれらは心ここ地ち良よい疲ひ労ろう感かんと達成感のせいで、こんな話を忘れていたのかもしれない。




　エレメントは暗所や冷所を好む。

　だから大熱波の中で人間に追い打ちをかけ、避ひ難なん先さきも限られたものになってしまう、と。




　物もの干ほし竿ざおの先せん端たんに火種をつけた炎ほのおが揺ゆらいだ。

　いいや、揺ゆれているのはその奥おくの景色そのものだ。

「まずいっ、エレメ……ッ!!」

　上かみ条じようが叫さけぶより早く。

　すぐ先、先頭に立つツンツン頭の五メートル以内。渡わたり廊ろう下かを塞ふさぐような格好で、何か巨きよ大だいな威い容ようがぬめるように浮うかび上あがる。

　八本の脚あしに複数の瞳ひとみを持つ異形の蟲むし。カチカチと口元を鳴らすそれは、やはり擬ぎ態たいが得意なマネキグモでも模しているのか。

　クラス２、六メートル規模の怪かい物ぶつ。

　その中心にぼんやりと黄色の人ひと魂だまのようなものが浮うかぶ。

（……黄色!?　いつも見る『火』のヤツじゃない、レアな『風』のコア!!）

　直後。

　放射されたのは得え体たいのしれない毒や糸ではなかった。

　暴風というより、いっそ衝しよう撃げきの壁かべ。

　両手が松明たいまつ代わりの物もの干ほし竿ざおで塞ふさがっていたのも災わざわいしただろう。とっさに右手ではなく、炎ほのおのついた竿さおの先せん端たんで化け物の目を突ついたが、まるで焼け石に水。

　わずかに軌き道どうが逸それた。

　上かみ条じようを含ふくめた少年少女、一〇人近くがまともに暴風にさらされた。足が床ゆかから浮ういたと思った後は早かった。体が吹ふき飛とばされ、渡わたり廊ろう下かのガラスが砕くだけて、上かみ条じよう達たちは冗じよう談だん抜ぬきに宙へ投げ出される。

「うおおおおおおおおおあっ!?」

　高さはせいぜい二階分くらいだった。

　背中は泥どろを詰つめた柔やわらかい容器。それも手伝ったかもしれない。

　だがぐしゃりという音と共に衝しよう撃げきを緩かん和わしてもらった上かみ条じようは、自分の命よりもウォーターサーバーのタンクが破れた事で目の前が真っ暗になりかけた。

　そして未いまだにマネキグモは渡わたり廊ろう下かの方にいる。

　幻想殺しイマジンブレイカーがなければエレメントにはトドメを刺させない。まだ使える泥どろを抱かかえたクラスメイト達たちが一いち網もう打だ尽じんにされてしまえば学校のプールは宝の持もち腐ぐされのままだ。避ひ難なんした全員が干ひ上あがるか、危険な水に手をつけて食中毒で衰すい弱じやくするか。そんな未来は絶対避さけないといけない。

　ぬめる泥どろの中でもたもたと起き上がって、そしてエタノールの力で未いまだに炎ほのおを灯ともし続つづける物もの干ほし竿ざおを摑つかんだ。

　それを、投なげ槍やりのように砕くだけた渡わたり廊ろう下かに向かって投げつける。

　有効打にはならない。

　だがマネキグモの注視が攻こう撃げき者しやである上かみ条じようの方へ向け直される。

　無視して上かみ条じようは叫さけんだ。

「お前まえ達たちは先に行け!!　何にせよ泥どろを持ち帰らないとどん詰づまりから抜ぬけ出だせない!!」

「カミやん!?」

　上から叫さけび返かえされて、青あお髪がみピアスは無事だったのかと息をつく。

　直後に六メートル大の蜘く蛛もが地上へ跳とんだ。

「ッッッ!!!???」

　全身泥どろまみれになって、半ば転がるようにして何とか距きよ離りを取る。爪つめとか牙きばとかではなく、単純にその重さでアスファルトに太い亀き裂れつが何本も走る。

「……ぐ、う……」

　一方、同じ地上で呻うめいているのは黒ビキニの吹ふき寄よせ制せい理りだ。

　泥どろの容器がなかった分、落下の衝しよう撃げきは彼かの女じよの方がきつかったのかもしれない。

「どうするのよ、上かみ条じよう。私わたし達たちは……？」

　上かみ条じようだって昼間にエレメント相手に前へ出て、手痛い不意打ちを受けたばかりだ。できれば一対一の正しよう面めん衝しよう突とつなんて避さけたい。適当にあしらって高所へ逃にげ延のびたい。

「さっきの無限グライダーはまだ持っているよな。どこの屋上を目指しても良い、とにかく空中に……」

　まだ衝しよう撃げきの抜ぬけ切きらないぐったりとした吹ふき寄よせの背中を支え、上かみ条じようがそう言った時だった。

　のそり、と地上を歩く別の影かげ。

　八本の触しよく腕わんと巨きよ大だいな頭を持つタコ。擬ぎ態たいを好むとなるとコモンオクトパス辺りか。そして丸く膨ふくらんだ頭の中心で光っているのは青い人ひと魂だま。

　全長一二メートル大、つまりクラス３。

　頭のてっぺんは渡わたり廊ろう下かを飛とび越こしてしまっている。

（『水』の……）

　最後まで考える暇ひまもなかった。




　ゴッッッガッッッ!!!!!!　と。

　レーザービームのような超ちよう高こう水すい圧あつの一いち撃げきが、頭上の渡わたり廊ろう下かを容よう赦しやなく裁断する。




　上から下へ、縦の一刀。

　あれだけ頑がん丈じようだった鉄筋コンクリートの渡わたり廊ろう下かが、出で来き損そこないの滑すべり台だいのように斜ななめに傾かしいで崩くずれていく。

　その中に人肉はない。

　幸い、青あお髪がみピアス達たちは何とか免まぬがれ、平べったい方の建物へ逃にげ込こめたらしい。

　だがあんなものが睨にらみを利きかせているとなると、大空へ逃にげるのは自じ殺さつ行こう為いだ。大熱波の上じよう昇しよう気き流りゆうを借りるグライダーは永遠に飛んでいられるが速度は出せない。のんびり屋上を目指している間にどれだけ撃うち落おとされるか分かったものではない。

　繰くり返かえす。

　ここで全ぜん滅めつはありえない。プールの水が使えなければ学校全員がじり貧ひんで干ひ上あがってしまうし、そもそもクラスから犠ぎ牲せいを出すなんて真っ平だ。

（くっ……）

　エレメント自身が轟ごう音おんに反応を示した隙すきに、上かみ条じようはすぐ近くに迫せまっていたマネキグモ、黄色の光を宿す『風』のエレメントへ右の拳こぶしを叩たたき込こむ。中心の光が消え、全身の関節が外れた積み木のロボットのようにマネキグモは動きを止めて地面へばら撒まかれていく。

　言葉が通じるはずもないのに、叫さけぶ。

「こっちだ化け物!!　お前を殺せる力を持っているのは俺おれだけだ!!」

「ちょ、上かみ条じよう貴様……ッ!?」

　吹ふき寄よせの返事も待てなかった。

　彼かの女じよともまた別の方角へ走り出す。途と中ちゆうで動かなくなったマネキグモの残ざん骸がい、頭部の辺りに一発蹴けりを加えて。エレメント同士に仲間意識があるのか、死し骸がいや残ざん骸がいへの冒ぼう瀆とくという概がい念ねんがあるのかは不明だ。

　だがコモンオクトパス、『水』のエレメントの動きが明確に変わった。

　逃にげるツンツン頭の背中を照準し、他ほかに目もくれず、複数の触しよく腕わんを動かして猛もう然ぜんと獲え物ものを追おい駆かけ始はじめる。

　普ふ通つうに走っていても振ふり切きれない。

　しかも向こうの得意とする一いち撃げきは、

「ッッッ!!!???」

　ゴッッッガッッッ!!　と、もう一度。

　超ちよう高こう水すい圧あつのレーザーじみた一いち撃げきが夜の街を襲おそう。右手を合わせている余よ裕ゆうもなかった。つんのめるようにして身を伏ふせ、何とかしてやり過ごす。

　後ろを振ふり返かえると、何か様子がおかしい。

　コモンオクトパスの背後、壊こわれた渡わたり廊ろう下かの吹ふき寄よせ達たちが生き残っているはずの辺りが、もくもくとした白くて巨きよ大だいな綿わた菓が子しのようなものに吞のみ込こまれつつあった。

（な、ん……？）

　直後に答えが来た。

　勢いを失った水の奔ほん流りゆうのいくつかが路面へ降り注いだのだ。

　それ自体はただの水。

　上かみ条じよう達たちからすれば恵めぐみの象しよう徴ちようとさえ言えるもの。

　だが石いし窯がまのようにたっぷりと熱を吸すい込こんだアスファルトと接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、猛もう然ぜんとした変化があった。液体は瞬またたく間まに性質を変え、白い蒸気となって辺り一面に広がったのだ。

「うわっ、げほっごほっ!!」

　体感温度がはっきりと変わる。

　サウナなどでは焼け石に水を掛かける事で見た目の温度調整を行う事がある。実際の気温は変わっていないのだが、気体と液体では肌はだで感じる熱さや消しよう耗もうの度合は変化するものなのだ。

　こんな調子で無む秩ちつ序じよに水をばら撒まかれたら、あっという間に体力を削けずり倒たおされる。

　コモンオクトパスの強みは対たい空くう砲ほう火かだけではない。

　広こう範はん囲いに水蒸気をばら撒まかれて体力を削けずり落おとされ、視界も塞ふさがれた上でトドメにあんな高こう威い力りよく、高速度の一いち撃げきをぶち込こまれたらおしまいだ。

（それ以前に……）

　ぬっ、と。

　自みずからが作り出した水蒸気の壁かべを破り、コモンオクトパスの巨きよ体たいが間近に迫せまる。

　鉄骨よりも太い触しよく腕わんが、少年の胴どう体たいを摑つかんでねじ切るために差し向けられる。

「うおおおおァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　巻き取られ、体を持ち上げられた途と端たん、上かみ条じようはほとんど反射的に右手を使って半はん透とう明めいの触しよく腕わんを殴なぐりつけていた。

　何であれ、エレメントなら幻想殺しイマジンブレイカーで動きを止められるはずだ。

　が、直後に触しよく腕わんの一本が根元から落ちた。

　いいや、力の伝でん播ぱを避さけるため、自みずから切きり離はなした……ッ!?

（まず……）

　残ざん骸がいとはいえ、胴どう体たいを巻まき込こむ形で絡からみつかれれば身動きは取れない。

　そこへ極ごく至し近きん、しかし手の届かないギリギリの距きよ離りから青い人ひと魂だまを宿すコモンオクトパスに照準される。

　あの超ちよう高こう水すい圧あつの一いち撃げきが容よう赦しやなく放たれる。

（……ここまで、なのか）

　水蒸気に巻まき込こまれた地上の吹ふき寄よせ達たちは、渡わたり廊ろう下かから逃にげ切きった青あお髪がみピアスは大だい丈じよう夫ぶか。彼かれらはきちんと浄じよう水すい微び生せい物ぶつの入った泥どろを持ち帰り、プールの水を確保できるか。学校のみんなは、インデックスやオティヌスは……。

　何一つ確定情報がない。

　ギリッと奥おく歯ばを嚙かんだ、その時だった。




　ドガドガドガドガッッッ!!!!!!　と。

　真上から撃うち落おとされた大量の光こう弾だんが、クラス３のコモンオクトパスを呆あつ気けなく貫つらぬいていく。




　何が起きたか理解できなかった。

　まるで数十センチ単位の精せい密みつ誘ゆう導どう爆ばく撃げき。コモンオクトパスの巨きよ体たいがガラス細工のように砕くだかれ、上かみ条じようの胴どう体たいを縛いましめていた触しよく腕わんもまた引ひき千ち切ぎられた。灼しやく熱ねつのアスファルトの上に投げ出された少年は起き上がる事もできず、仰あお向むけに転がって夜空へ目をやる。

　水蒸気のカーテンはごっそりと抉えぐられ、月まで見えていた。

　そして輝かがやく天体を切きり裂さくように、何か得え体たいのしれない影かげが上空を横切る。

（なんだ、あれ……？）

　一直線だった。

　侵しん攻こうルートをなぞるような格好で立て続けに爆ばく撃げきの雨が降り注ぐ。あるいは金きん属ぞく砲ほう弾だんのようなもの、あるいはレーザービームのような光条。狙ねらわれているのはコモンオクトパスと同じ地上のエレメントばかりだろう。あれだけ派手な爆ばく発はつがあって、辺りの建物が倒とう壊かいする様子もない。

　大熱波の影えい響きようで、警備員アンチスキルの使う装備を中心に電子化された次世代兵器は軒のき並なみダウンしているはずだった。

　だが上かみ条じようが一番驚おどろいたのはそこではない。

　第だい一いち撃げきで多数の獲え物ものを食い破り、悠ゆう々ゆうと夜空でターンを決める兵器を見上げながら、

（……戦せん闘とう機きでも攻こう撃げきヘリでもない。あのシルエット……人間!?）

　そう。

　手足に装そう甲こうを足し、背中から無数の砲ほうを突つき出だしているものの、全体としては人のシルエットに各種の部品を足しているのが一番近い。人型の巨きよ大だい兵へい器き、とも違ちがう。月の光に照らされたボディラインは、あくまでも少女らしい曲線を艶なまめかしく浮うかび上あがらせている。

　それは、茶色い髪かみをショートカットにした少女だった。

　それは、どこかの学校の競泳水着を纏まとった少女だった。

　それは、前まえ髪がみと言わず全身各部の兵装から青白い火花を散らす少女だった。

　上かみ条じようはようやく思い出す。

　この水道局に来る前、遠くの方で『火』のエレメントらしき火か炎えん放ほう射しやの光をうっすらと目もく撃げきしたのを。こんな時間にわざわざ地上を歩いて正面火力でエレメントの群れと戦うなんておかしい、だからチョウチンアンコウの光のように炎ほのおを使って人間を誘さそい込こんでいるのかもしれない。そういう風に警けい戒かいしていたが、真実は別の所にあったのだ。

　本当にいたのだ。

　正しよう面めん突とつ破ぱでエレメントを駆く逐ちくし、周辺一帯の安全を取とり戻もどそうとした能力者が。




「……御み坂さか、美み琴こと……ッ!?」




[image: ]

　学園都市第三位。

『超電磁砲レールガン』の異名を持つ文句なしのエース。

　だが、どこか違ちがう。

　大熱波対策であろう競泳水着の上から手足を装そう甲こうで覆おおい、背中から無数の大たい砲ほうを伸のばし、プラズマじみた青白い光を放って重力を振ふり切きる少女。月明かりを浴びて浮うかび上あがる彼かの女じよを見て頭に突つき刺ささるイメージは、救いの主というよりも……。

　そこまで考えた時、上かみ条じようの頭がくらりと揺ゆれた。

　まるで毒でも喰くらったような有り様だが、違ちがう。もっと単純な危機だ。

（ま、ず……水蒸気のせいで、頭が……）

　熱ねつ中ちゆう症しよう。

　脱だつ水すい症しよう状じよう。

　そう自覚した途と端たん、上かみ条じようの頭の奥おくから外に向けて猛もう烈れつな痛みが膨ふくれ上あがった。ろくに抗あらがう事もできず、ツンツン頭の少年の視界は黒くぼんやりと埋うめ尽つくされていく。

　最後の瞬しゆん間かん、上かみ条じよう当とう麻まは朦もう朧ろうとしたイメージに意識を支配されていた。

　月の光に照らされた少女。

　エレメントを屠ほふる規格外の戦力。

　だがその印象は、




（……まるで、翼つばさの生えた……悪魔みたいな……）




　そして意識が途と切ぎれた。

　まるでテレビの電源ボタンを押おしたように。








行間　二









「にゃあ、にゃあ」

　カンカン照りの第一三学区に、そんな小さな女の子の声が響ひびいていた。

「あーつーいー……」

　フレメア＝セイヴェルン。ウェーブがかった長い金きん髪ぱつに青い瞳ひとみの女の子だった。

　その学区は多くの小学校をまとめている、という特とく徴ちようがある。摂せつ氏し六〇度近い猛もう烈れつな大熱波と謎なぞの存在エレメント。この二つの板いた挟ばさみになれば真っ先に壊かい滅めつしてしまいそうなものだが、実際にはそうなっていない。学校の水着を着ているフレメアにも怪け我がらしい怪け我がはなく、着き替がえにも使える大きめのプールタオルを塩水の入ったバケツに漬つけて、バタバタと煽あおっている。気化熱を利用して少しでも冷やそうとしているのだ。

　彼かの女じよは傍かたわらのクラスメイトに向けて、

「にゃあ。アズミ、大体ほんとにこれで涼すずしくなるの？」

「な、なるはずだよ。だって教科書に書いてあったもの」

　メガネにお下げの女の子は恥はずかしがり屋なのか、自分のプールタオルをマントみたいに装着して、水着に包まれた自分の体を全部隠かくしながらそんな風に答えていた。顔色は赤いが、これは大熱波のせいではないだろう。肌はだや髪かみを見ても、栄養面の問題もなさそうだ。

　彼かの女じよ達たちが生存できた理由は主に二つ。

　一つ目は、問題発生直後に多くの小学校の生徒や教師が第一三学区にあるランドマーク『博覧百科ラーニングコア』へ早々に避ひ難なんした事。動物園、水族館、図書館、博物館、美術館、運動場、屋内プール……多くの学がく術じゆつ施し設せつを統合した園内は大きな敷しき地ちに高層で頑がん丈じような建物、そして多くの備び蓄ちくを有していた。特に水族館と屋内プールの存在が大きい。これがあるだけで、ちょっとやそっとでは干ひからびない。

　そして二つ目は、問題発生直後、すぐさま危機感を抱いだいて具体的な行動を取った者がいたからだ。当然、大量の人員を引き連れて危険な道中を護衛できるだけの戦力を伴ともなって。

　ライオンって百ひやく獣じゆうの王なのに暑さでバテるのな、あいつらアフリカから来たんじゃなかったっけ？　などと言い合う海パン一丁の男だん子し達たちが通路を通り過ぎ、恥はずかしがり屋のアズミが一層強くぎゅうとプールタオルで水着姿の全身をくるみ直している中で、

「にゃあ！」

　濡ぬれたプールタオルをマントみたいに羽織ったフレメアが、窓の外を見て何かに気づく。止まったエスカレーターを駆かけ下おりて出入口の方に走る。

　特にバリケードなどの措そ置ちは取っていなかった。

　強化ガラスの扉とびらを開けて入ってきたのは、彼かの女じよの友達だった。

「外どうだった？　大だい丈じよう夫ぶだった？」

「ん、問題ありません」

　言ったのは、フレメアよりほんの少しだけ背せ丈たけの高い女の子。だが大人から見れば五十歩百歩と考えるだろう。その長い白はく髪はつの少女はとりあえず押おし付つけられた水着を着ているが、特に汗あせをかいている様子もない。

　フロイライン＝クロイトゥーネ。

　学園都市の機密文書いわく、不死の少女。故ゆえにこそ、摂せつ氏し六〇度近い大熱波の中だろうが猛もう威いを振ふるうエレメントだろうが、彼かの女じよにとっては関係ない。単純な戦力としてはもちろん、（フレメア達たちには内ない緒しよだが）いくらでも囮になれるというのが強い。『博覧百科ラーニングコア』からエレメントを遠ざけ、周辺一帯の無人化した小学校や学がく生せい寮りようから物資をかき集めてくる係として、これほど心強いものはない。

　フロイラインはパンパンと白い水着についた汚よごれを手で払はらうような仕草をした。

　そのたびに華きや奢しやで小こ柄がらな体のあちこちから、割れたガラスの破は片へんのようなものが散らばる。

　言うまでもなく、『あるもの』の破は片へんである。

「見回りで三体やっつけてきました。ぶい」

「にゃあ。良いいなあ、私も外に出たい」

「フレメアはお勉強しないとダメです」

「にゃあ！　大体、別にそっちがお勉強をしなくても良いって訳じゃないのに!!」

　言い合いながら、彼かの女じよ達たちは止まったエスカレーターを昇のぼっていく。白くて真ん丸な鶏にわとりが通路を走ってくるところだった。あと後ろから恥はずかしがり屋のアズミがちょこまか逃にげる鶏にわとりを捕つかまえようと四苦八苦している。最終的に鶏にわとりはフロイライン＝クロイトゥーネの裸足はだしの脚あしにまとわりついていた。元々は彼かの女じよの同行者（？）らしい。

　彼かの女じよは無機質な瞳ひとみで白い鳥に目をやりながら、

「そういえば途と中ちゆうでカブトムシ見ました。でっかくて白いの」

「にゃあ！　あいつも外に出ているのか。大体やっぱりみんなずるい!!」

「私は三体やっつけましたけど、あいつは六体でした。あとなんか『いい迷めい惑わくだ』って言ってハナカマキリとかアリグモとか撃うちまくっていたような」

「？」








第二章　お嬢じようと進める拠きよ点てん攻こう略りやく　Tower_of_the_Crystal.









　　　　１




　ぐわんぐわんと頭が揺ゆれていた。

　ハーフパンツのような水着を穿はいた上かみ条じよう当とう麻まは自分以外の意志でどこかに寝ねかされているようだが、担たん架かに乗せられているような感じはしない。

「う……」

　朦もう朧ろうとする頭を振ふる。

　胸と言わず腹と言わず、灼しやく熱ねつの熱さを感じていた。だが大熱波の空気でも石いし窯がまのように熱を吸すい込こんだアスファルトやコンクリートでもない。経験が物語っていた。このぬめるようなまとわりつくような感覚の正体は液体だ。摂せつ氏し五五度の地じ獄ごくではペットボトルに入れた水を放ほうっておくだけで、お風ふ呂ろよりも一〇度以上高いお湯になってしまう。

　そこまで考えて、急激に意識のピントが現実に合わさった。

　水？　貴重な水が使われている？　口に入れるのではなく、それも胴どう体たいに振ふりかけるような格好で？

「うっ、うああっ、うわあああああっっっ!?」

　うろたえ、とにかく跳はね除のけようとして、しかし体はまともに動かない。

　ようやく知覚の追い着いた世界はどこかの屋上のようで、相変わらず周囲は深夜の闇やみ。

　そして上かみ条じようは仰あお向むけに転がされていて、すぐ近くに座すわり込こむ常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのお嬢じよう様さま、御み坂さか美み琴ことがこっちの顔を覗のぞき込こんでいた。

　競泳水着の彼かの女じよは透とう明めいな二リットルのペットボトルをこちらに傾かたむけながら、

「ほ、ほら、動くんじゃないわよ。というかアンタ達たち、あんな所で何していたの？　もうあちこちドロドロじゃない」

「みっ、御み坂さか、あれ、だって、それ、水……ッ!?」

「うん？」

　可愛かわいらしく彼かの女じよは小首を傾かしげる。

　その、背後。

　あの鋼こう翼よくを備えた悪あく魔まのようなシルエットがあった。戦せん車しや砲ほうのようなもの、ガトリング砲ほうのようなもの、レーザー砲ほうのようなもの、火か炎えん放ほう射しや器きのようなもの、掘くつ削さく用ようのドリルのようなもの……。とにかくありとあらゆる、思いつく限りの兵器を揃そろえて傘かさ立たてに突つっ込こんだ風に見えた。暑さ対策のためか水着姿の美み琴ことだが、ペットボトルを握にぎる手も鎧よろいのような装そう甲こうで指先から肘ひじまで覆おおわれている。柔やわらかい二の腕うでや太ふと股ももに絡からむケーブル類は制せい御ぎよ用のものだろうか。

　もう上かみ条じようは訳が分からない。

「なに、何だ、なんなんだ、それ……？」

「ああ、このバージョンはまだ見せていなかったっけ」

　気軽に彼かの女じよが答えた直後だった。

　チカチカッ、と深夜の闇やみに光が点つく。街灯や懐かい中ちゆう電でん灯とうとは違ちがうだろう。おそらく花火と同じで、金属の薄うすい膜まくを炎ほのおで炙あぶるような、青い輝かがやき。それを見た美み琴ことはペットボトルを横に置くと、汗あせで濡ぬれた前まえ髪がみを装そう甲こう付きの片手でかき上げ、

「っとっと、ちょっと待っててね、っと」

　呟つぶやいた直後だった。




　ッッッドン!!!!!!　と。

　翼つばさを構成する羽根の一枚、つまりは戦せん車しや砲ほうが恐おそるべき爆ばく音おんを発した。




　あまりの衝しよう撃げきに、何とかして起き上がりかけた上かみ条じようが再び屋上へ転がされる。

　オレンジ色の軌き跡せきを描えがく砲ほう弾だんは野球の遠投のように一度大きく撃うち上げられると夜空の一点で弧こを描えがき、そして黒々としたビル群の隙すき間まへと落ちていく。

　閃せん光こうと、一いつ瞬しゆん遅おくれての轟ごう音おん。

　まるで落らく雷らいのような現象は、着ちやく弾だんと爆ばく発はつを意味しているのだろう。

　おそらく火薬を使った照しよう明めい弾だんか、今度は緑色の光が瞬またたく。

「命めい中ちゆう確かく認にん、撃げき破は完かん了りよう、と」

　美み琴ことは光点の色を確かく認にんしながら、鼻歌よりもあっさりと言っていた。

「悪いわね。基本的に強制じゃないんだけど、それでも支し援えん要よう請せいが来た時はできるだけエレメントを倒たおすのに協力してあげたいのよ。初うい春はるさんとか佐さ天てんさんとかの無事も知りたいんだけど、やっぱり簡単には見つからなくて。だから知り合いを守る意味でもここら一帯のエレメントは可能な限り片かたっ端ぱしから排はい除じよする事にしているの。で、あれ？　どこまで話をしていたっけ？」

「……、」

　上かみ条じようは、言葉もなかった。

　御み坂さか美み琴ことが身に纏まとっているものの正体は未いまだに分からないが、こうまで違ちがうのか。学園都市に七人しかいない超レ能ベ力ル者５、第三位の超電磁砲レールガン。彼かの女じよがいるとここまで世界の色は変わるのか。

　エレメントを一体倒たおすどころか遭そう遇ぐうするのも怖こわくて、ビルの屋上から屋上へ張はり巡めぐらせたワイヤーを使って死の滑かつ走そうをしていた自じ分ぶん達たちとは違ちがい過すぎる。

　聞きたい事は色々あった。

　ふらつく頭を使って何とか手足を動かし、上体を起こしながら、上かみ条じようはこう質問した。

「……他ほかの、連中は？　吹ふき寄よせとか青あお髪がみピアスとかはどうなった……？」

「あのね、いきなり知らない名前どころかあだ名まで出されてハイその事ですねって答えられると思う？　一体どこの誰だれなのよ」

「俺おれのクラスメイト達たちだ。水道局の敷しき地ちの中でエレメントに襲おそわれていた……！」

「うーん」

　美み琴ことは雑学クイズを垂れ流すテレビの前でくつろぐように首を傾かしげて、

「それだけ言われてもちょっと分からないわね。ただ、辺り一面のエレメントは全ぜん滅めつさせたから、命が脅おびやかされる理由はあんまりないんじゃないかしら。普ふ通つうに考えれば自じ分ぶん達たちの拠きよ点てんに帰ったと思うけど」

　さらっととんでもない言葉が交じっていたが、おそらく噓うそはないだろう。

　思い出す。一直線に夜空を突つき抜ぬけた鋼こう翼よくを持つ悪あく魔まと、直後に鉄てつ壁ぺきじみた絶望を叩たたきつけてきたエレメントが目の前で蜂はちの巣すになっていったあの光景を。

　彼かの女じよなら、できる。

　一対一、どちらが死ぬか分からない白兵戦ではない。一方的に無数の砲ほう弾だんを撃うち下おろし、味方の損害ゼロで勝利をもぎ取る掃そう討とう戦せんを。

　ようやっと、上かみ条じようはそっと安あん堵どの息をついていた。

　吹ふき寄よせや青あお髪がみピアスは無事に学校へ帰った。水道局で手に入れた浄じよう水すい微び生せい物ぶつの泥どろを携たずさえて。プールいっぱいの水を飲料水として使えるようになれば、避ひ難なん所じよの中のギスギスした空気も吹ふき飛とばせる。インデックスやオティヌス達たちも無用な争いに巻まき込こまれる事なく、事態解決まで籠ろう城じようもできるようになる。

　助かった。

　彼かの女じよ達たちは助かったのだ。

　上かみ条じようがここにいるという事は、美み琴ことの手で回収されたという事は、あの混乱の中で上かみ条じようは置き去りにされたのだと判断できる。それでも衝しよう撃げきや憎にくしみのようなものは湧わいてこなかった。それよりも、事態が少しでも好転に向かっているのだという方がはるかに大きい。

「っ、そうだ。あいつらに連れん絡らくしないと……。おい御み坂さか、ここってどの辺りのビルだ？　俺おれの学校はどっちだか分かるか」

「ああー。アンタの学校？　そりゃ途と中ちゆうで寄ってみたけど校舎ガラガラ崩くずれていたじゃない」

　ッ!?　と上かみ条じようの喉のどが一いつ瞬しゆんで干ひ上あがる。

　見えない手で心臓を鷲わし摑づかみにされたような気分。

　自分が眠ねむっていた間に一体何が起きたのだ、エレメントの大だい侵しん攻こうでもあったのか、校舎にいたみんなは無事なのか。様々な想おもいが頭の中をぐるぐる回るが、

「バリケードもろくに張っていないし、電気がないのはともかく火を使った明かりの一つもない。ほんとにあんなトコで籠ろう城じようなんてしてるの？　とても機能しているとは思えないけど」

「あ」

　そうだった、忘れていた。

『魔ま神じん』の僧そう正じようが校舎を半はん壊かいさせてしまったため、上かみ条じよう達たちの学校の生せい徒と達たちは丸々ビクビクウサギの学校の空き教室を借りるようになっていた。だけど美み琴ことはその事実を知らない。二人の言う『学校』は別々の場所を差していて、少女は完全に行いき違ちがいをしたのだ。

　ぐしゃぐしゃと上かみ条じようは前まえ髪がみを片手でかいて、

「とにかくここがどこなのか教えてくれ。あいつらに無事を知らせに戻もどらないと」

「残念だけどパス」

　美み琴ことはあっさりと拒きよ否ひした。

「アンタ、自分で思っているより結構深刻な事になっているわよ、その熱ねつ中ちゆう症しよう。ちなみに今何時か分かるかしら？」

「さあ。夜中の四時くらいか？」

　携けい帯たい電でん話わは壊こわれているため、時間を計るものは手元にない。何となく上かみ条じようがそう言ったのは、水道局に向かったのが深夜二時くらいだったからだ。

　だが美み琴ことは首を横に振ふった。

「もう朝の六時過ぎよ」

「噓うそだろ……どんだけ気を失っていたんだ俺おれ!?」

「それは別にアンタの落ち度じゃない。でも自分が衰すい弱じやくしているのは分かった？　こっちも水を飲ませたり濡ぬれタオルを当てたり色々試ためしたけど、やっぱり厳しいわね。……となると、あそこは男子禁制なんだけど、もうちょい専門的な設備のある場所まで案内するしかないのよね」

「？」

「つまり元々アンタがどこに身を潜ひそめていたかは知らないけど、きちんと治ち療りようできる設備がないなら却きやつ下か。私の方についてきなさい。無事を知らせるにはまず自分が無事になるしかないでしょ」

「でも……ッ！」

　思わず身を乗り出しかけた上かみ条じようの体が、それだけでぐらりとふらつく。

　前のめりに倒たおれそうになった少年の両りよう肩かたを美み琴ことは装そう甲こう付つきの両手でそっと摑つかみ、体を支える。

　耳元で彼かの女じよはこう囁ささやいた。

「それに、私わたし達たちが今進めている内容を考えると、こっちについてきた方がアンタ達たちのお仲間にとっても良いかもしれない。結果的には彼かれらを助ける事になるかもしれないわよ？」

　何だ？

　何を言っている？

　上かみ条じようが目を白黒させているが、美み琴ことはそれ以上答えようとしない。競泳水着の少女は上かみ条じようの体を支えたままぐるりと辺りを見回し、

「……もうそろそろ日の出か。いったん帰りましょう。長話をするのも体調が戻もどってから」

「えっ、ちょ、うわっ!?」

　上かみ条じよう当とう麻まは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　少年の後ろへ回った美み琴ことは、まるで羽は交がい締じめでもするように少年の両りよう脇わきに腕うでを通した。あるいはジェットコースターの安全バーのような、とでも言うべきか。

　直後。




　飛んだ。

　鋼こう翼よくを備える悪あく魔まが、その本領を見せつける形で。




　一いつ瞬しゆんだった。

　たった一いつ瞬しゆんで、上かみ条じようの視界は検けん索さくエンジンにくっついている地図アプリや衛星サービスのようなものに切きり替かわっていた。

　ざっと見ても、地上までは一〇〇メートルか、二〇〇メートルか。

　金属ワイヤーを伝って雑居ビルの屋上から屋上へ渡わたっていたのを『高所』だなんて呼んでいたのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるようなスケール。

「どんな感じ？」

　丸みを帯びた腰こし回まわりのブースターを青白く噴ふかせながら御み坂さか美み琴ことがそう尋たずねてきた。

　なので、羽は交がい締じめにされたまま両足をぶらぶらさせる上かみ条じようは素す直なおに答えた。

「……さっきから女の子の匂においがすごく濃のう密みつなのと、あとなんか頭の後ろ辺りにぷにぷに当たっている感かん触しよくがとても気になるんだが。そうかあ、やっぱりお前水着なんだよなあ」

「ッッッ!!!???」

「ぐらつくな御み坂さか!?　あとお前に手を離はなされると俺おれは真っ逆さまだーっ!!」

「わっわた私だけが水着で街中うろうろしている痴ち女じよみたいに言うな！　アンタだって暑さに負けてるクチでしょうが!?」

　相変わらずうだるような熱帯夜の中だった。そして夜空から見下ろす街並みはやはり暗い。電気が死に、街としての機能が止まっている。だが一方で、あちこちにゆらゆらと不安定な光源がいくつもあった。『火』のエレメントが出しているものでなければ、あれは人間が熾おこした炎ほのおの光だ。

　まだ終わっていない。

　そして意外なほどに光点の数は多い。バリケードを作って大熱波やエレメントに抗あらがっていたのは上かみ条じよう達たちだけではなかったのだと、今さらながらに実感が湧わいてくる。

　不覚にも、涙るい腺せんが緩ゆるみそうになった。

　知らない街で散々迷子になった子供が、やっと母親を見つけたような。

　チカチカッ、とあちらこちらで青い瞬またたきが加わる。

「両耳塞ふさいで口は開けておきなさい。ちょっとうるさいわよ」

　美み琴ことがそう呟つぶやき、鋼こう翼よくを操る悪あく魔まの軌き道どうを変える。

　青い光点から光点へ線で結ぶようなジグザグのコースをなぞり、背中のアームを蠢うごめかせ、地上に向けて膨ぼう大だいな数の砲ほう弾だんや光条を叩たたき込こんでいく。

　一発でも逸それれば大だい惨さん事じになりかねないような有り様だ。

　だけど美み琴ことは決して外さない。ビルとビルの隙すき間まを正確に射い貫ぬき、地上を闊かつ歩ぽするエレメントの群れだけを撃げき滅めつしていく。

　青い光点の放たれた場所に、次々と緑の光点が追加されていく。

　命めい中ちゆう確かく認にん、撃げき破は完かん了りよう。

「一丁上がり」

「あっちの方でキラキラ光っているのは？　地上に懐かい中ちゆう電でん灯とうみたいな光があるけど」

「あれは蛍けい光こう灯とうね。ゴミ捨て場じゃないかしら」

「街灯……とは違ちがうよな？　様子を見に行かなくても良いのか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ、手持ちで不規則に動いているんじゃなければほぼ無人で間ま違ちがいなし。……あれ、ひょっとしてアンタ気づいていない？　まあここ最近は省エネだの何だのでＬＥＤに交こう換かんされていっちゃっている、っていうのもあるけど」

「？」

　さっさと素す通どおりしていく美み琴ことに怪け訝げんな顔をする上かみ条じよう。

　足元の光もそうだが、もっと根本的な疑問もある。

（この大熱波のせいで、ケータイだの何だの電子機器は軒のき並なみダウンしているんじゃなかったのか。御み坂さかの背負っているアレは、どうやって動いているんだ……？）

　彼かの女じよが優すぐれた発電能力者エレクトロマスターだから？

　そんなに単純な話でもないと思う。

　というか、

（……そもそも、一体アレは何なんだ……？）

　ぼんやりと霞かすみがかった頭に浮うかぶのは疑問ばかりだ。

　上かみ条じようの体についた泥どろを落とす。それだけのためにあれだけ貴重な水を惜おしみなく使っていたのも、少年の常識からはあまりにもかけ離はなれた行動だった。

　そして目先の問題としては、

「結局どこに向かっているんだ」

「決まっているでしょう、私わたし達たちのホーム」

　後ろから抱だき着つくような格好で、美み琴ことは上かみ条じようの耳元にこう答えを滑すべり込こませた。

「常盤ときわ台だい中ちゆう学がくよ」




　　　　２




　第七学区には、名門のお嬢じよう様さま学がつ校こうを五つも詰つめ込こんだ特別区画が存在する。

　いわゆる『学まなび舎やの園その』。

　常盤ときわ台だい中ちゆう学がくが、というより共有される敷しき地ち全体が彼かの女じよ達たちの籠ろう城じよう先さきらしい。元々一いつ般ぱんの立ち入りが禁止されていた関係で、敷しき地ちは高い壁かべに囲まれている。出入口のゲートをバリケードで固め、壁かべの内側から外を覗のぞき込こめる物見の塔とうを等とう間かん隔かくで建てていくだけで要よう塞さい化かは完かん了りようするのだ。

　当然、見張りとして高レベル能力者のお嬢じよう様さま達たちを代わる代わる立たせて。

　仮にエレメントが近づいても彼かの女じよ達たちが迎げい撃げきに入るし、それでも駄だ目めなら大空を自在に舞まう鋼こう翼よくを動かす悪あく魔まへ声がかかるのだろう。

　離り陸りくや着陸に滑かつ走そう路ろはいらないらしく、美み琴ことは二つのブースターの勢いを弱めて空中で減速するとヘリコプターのように上から学校の校庭へと降りていく。

　……実際のところ、『学まなび舎やの園その』自体には（土つち御み門かど元もと春はるの悪わる巧だくみで）放ほうり込こまれた事があったのだが、常盤ときわ台だい中ちゆう学がくは正しよう真しん正しよう銘めいこれが初めてになる。学校の校舎というよりは白はく亜あの館やかたといった風ふ情ぜいで、大外の『学まなび舎やの園その』全体をバリケード化しているためか、こちらは窓も扉とびらも塞ふさいでいない。こうして見比べてみると、今までの上かみ条じよう達たちがどれだけ原始的な生活をしていたのかを突つき付つけられる。

　何より驚おどろいたのは、

「……何だ、あれ？」

「？」

　校庭の地面に足を着けた途と端たん、上かみ条じようの体がふらついた。

　熱ねつ中ちゆう症しようのせい、だけではない。

　校庭の土は乾かわいてひび割れていた。だがそれが半ばで途と切ぎれている。校舎に沿う歩道を彩いろどる形で花か壇だんがあったのだ。それも茶色く枯かれ果てた雑草が風に揺ゆられているのではない。

　午前六時過ぎ。

　ちょうど日の出の頃ころであったか。

　困こん惑わくする上かみ条じようの目の前で、突つき刺さすような光が景色全体を照らし始めた。黒塗ぬりの夜に色しき彩さいがついていく。それは白はく亜あの館やかたも、歩道を彩いろどる花か壇だんも同じ。朝日の輝かがやきを受けた花か壇だんは、赤や黄や青など、色とりどりの色しき彩さいがちりばめられていた。

「噓うそだろう……枯かれていない？　この大熱波の中、今の今まで花か壇だんに水をやり続けていたっていうのか!?」

　それどころではなかった。

　花か壇だんの列が交差する辺りに、陽ひの光を照り返してキラキラと輝かがやくものがあった。

　控ひかえ目めな噴ふん水すいから垂直に飛び出した水柱であった。

「こんな……馬鹿な事って……」

「そんなに不思議な事？　複数の能力者がいれば地下水脈の探査くらいできるでしょ」

「……、」

「アンタが前にいた所がどんなレベルだったのかは知らない」

　啞あ然ぜんとする上かみ条じように、美み琴ことは呆あきれたように息を吐はいた。

「だけど水は飲むため『だけ』にあるんじゃないわ。一見贅ぜい沢たくに思えるかもしれないけど、でも、精神衛生には気を配らないと。長い目で見ればこっちの方が節約になる。人間ってストレス管理しないと欲求がどんどん簡略化されていくからね。つまり趣しゆ味みや娯ご楽らくで済ませていたストレス解消を、食事や睡すい眠みんで晴らそうとするって訳。やけ食いとか経験ない？　生きるために飲む水とストレスから逃にげるためにがぶ飲みする水、これを混同するようになったらもうおしまいよ」

　まさに上かみ条じようが身を寄せていた学校そのものではないか。

　誰だれよりも水を求め、節約に努めながら……実際には、頭の中には水しかなかった。他ほかの事を考えている余よ裕ゆうもなかった。

　あれが自じ縄じよう自じ縛ばくになっていた？

　かえって水の消費を早め、勝手にイライラを募つのらせ、そして対立の芽を作っていた？

　思わず上かみ条じようはこう呟つぶやいていた。

「……なんて報むくわれないんだ」

「その分だとそっちのホームはほんとにヤバそうね。アンタの体調が戻もどったら話を聞かせてちょうだい。すぐに助けに行かないと水不足か、エレメントか、あるいは内うち輪わ揉もめか。何で瓦が解かいを始めるか分かったもんじゃないわ」

　こちらでも交代で見張りを立てているのか、あるいは単純にお嬢じよう様さまの朝は早いのか。校庭に降り立った美み琴こと達たちを見つけ、白はく亜あの館やかたの方から女じよ子し生せい徒と達たちが集まってきた。こちらは想おもい想おもいの私物ではなく、美み琴ことと同じデザインの競泳水着をみんなで着ている。おそらく学校指定なのだろう。これだけで上かみ条じよう達たちのいた校舎とは『気質』みたいなものが違ちがうのだという事が見えてくる。

　ここは寄り合い所帯の避ひ難なん所じよではない。まだ統一された学校のカラーを維い持じしている。

　それくらいの余よ裕ゆうがある。

　集まってきた水着の少しよう女じよ達たちは、御み坂さか美み琴ことに向けてにこにこ微笑ほほえみながら、どこか体感時間の違ちがうのんびりした調子で話しかけてきた。

「おかえりなさいませ、御み坂さかさん」

「お疲つかれだったでしょう。上じよう空くう支し援えんご苦労様です」

「さあさ、お召めし物ものはこちらでお預かりします」

　言いながら、彼かの女じよ達たちは美み琴ことの両手両足の装そう甲こうや背中一面を埋うめ尽つくすような兵器類に手を伸のばしていく。自分一人で着ちやく脱だつするのは難しいのか、競泳水着の第三位は為なすがままだ。

　彼かの女じよは居い心ごこ地ち悪わるそうな顔で背中から装そう甲こうを外され、しかし上かみ条じように向けて口を開いた。

「新しい部活みたいなもんよ。ガレージを一つ用意してもらって、そっちに組み立てた機体を預けてもらっているの。整備くらいならこの子こ達たちだけでも何とかなるわ」

「……うわあ、あっちもこっちも女子の水着ばっかり。圧がスゴーイ……」

「人の話を聞けよ馬ば鹿か野や郎ろう!!　つーかこの危き機き的てき状じよう況きようで随ずい分ぶん余よ裕ゆうがあるわねえアンタ!!」

　列車の高こう圧あつ線せんが千ち切ぎれるような、結構凶きよう悪あくな炸さく裂れつ音おんと共に前まえ髪がみから青白い火花を散らすお嬢じよう様さま。

「と、いうか」

　話の矛ほこ先さきを目線で追おい駆かけた事で、お嬢じよう様さま達たちの注目が今さらながら上かみ条じようの方へ集中していった。

　男子禁制、お嬢じよう様さま学がつ校こうの中に入はいり込こんだ異物が一つ。

「……この殿との方がたは、一体どこのどなたなのでしょう？」

「殿との方がた？」

「まあ！　よくよく見れば殿との方がたですわ！」

「これが夢にまで見たあの……ッ!?」

　えらい騒さわぎになってきた。あと、何だか一人そうとは自覚のない潜せん在ざい的てきなビッチが交ざっているような気がする。

「おっ、おね……お姉様!?」

　と、恐きよう怖ふ心しんなんだか好こう奇き心しんなんだかまぜこぜになった集団の輪をかき分けるようにして、一人の少女が飛び出してきた。茶色の長い髪かみをツインテールにし、みんなと同じ競泳水着を纏まとい、太ふと股ももには革かわのベルトのようなものを巻いた少女。全身汗あせだくでツインテールの毛先が二、三本ぶわりと舞まい上あがっているが、何より注目すべきはその瞳ひとみだ。信じられないものを見たように瞳どう孔こうが開きっ放しである。

「なななななん何でどどどうしてお姉様がド腐くされ類るい人じん猿えんなんぞとランデブーをというか一体どこから拾ってきましたのそんなの駄だ目めに決まっているでしょう元の場所に戻もどしてきなさいメッ!!」

「くっ、黒くろ子こ？　まずは落ち着きなさいというか話せば長い事情があるんだけど……」

　言いかけた美み琴ことの口が、途と中ちゆうで止まる。

　その白しら井い黒くろ子この、すぐ後ろ。

　さりげなく輪の中に溶とけ込こみながら、しかし別個の存在感を放つ少女がもう一人。蜂はち蜜みつ色いろの長い髪かみに中学生とは思えないグラマラスなボディライン、競泳水着の上から斜ななめに細いビニールストラップを掛かけて小さなブランドバッグを下げた少女。常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの超レ能ベ力ル者５として、エースの御み坂さか美み琴ことの対ついとして君臨する女王。

　食しよく蜂ほう操みさ祈き。

　彼かの女じよは白い長なが手て袋ぶくろをはめた手の中で、くるん、くるん、と何か細長いものを回していた。

　テレビのリモコン。

　彼かの女じよの能力『心理掌握メンタルアウト』を自己管理するための『記号』だ。

　その瞳ひとみは柔やわらかく笑い、そして無言で語っていた。

　ぎゃあぎゃあと大おお騒さわぎする白しら井い黒くろ子この後頭部にリモコンを押おし付つけて。さっさと騒さわぎを収めないと『これ』で何とかすると。

「……っ」

　思わず身構える美み琴ことだったが、直後に食しよく蜂ほうは白しら井い黒くろ子この背後から耳元に向けて、そっと息を吹ふきかけるようにこう囁ささやいた。

「（……何かと話題力を集めるあの殿との方がたさえこちらに差し出していただければ、愛いとしのお姉様は好きにすると良いいわあ。どちらにとっても悪くない取引のはずでしょう？）」

「ふっ、ふおおおおおおお!!　おっ、お姉様を類るい人じん猿えんどころか同族までもから引ひき剝はがし我わが物とするまたとないチャンスーっっっ!!!???」

「熱波で頭が煮にえてる後こう輩はいに一体何を吹ふき込こんだあ食しよく蜂ほうォォおおおおお!?　ていうか、ちょっ、近……うわあーん汗あせがすごおい!!」

　謎なぞの三回転半ひねりを加えた怒ど濤とうのタックルを腰こしに受けて、御み坂さか美み琴ことと白しら井い黒くろ子この二人がごろごろと転がっていく。人の輪から外へと飛び出していく。お嬢じよう様さま学がつ校こうの斬ざん新しん過すぎるコミュニケーションに呆あつ気けに取とられる上かみ条じようだったが、そこでふらりと頭が揺ゆれた。

　介かい抱ほうしてもらったとはいえ、まだまだ万ばん全ぜんとは言いい難がたい。

　肩かたを借りていた美み琴ことの支えがなければ長い間自分の体重にさえ打うち克かてないのだろう。

　が、そのまま横よこ倒だおしに崩くずれそうになった所で、別の少女がそっと寄より添そってきた。

　蜂はち蜜みつ色いろの長い金きん髪ぱつにブランドバッグを下げた、競泳水着の少女。

「へっへへ。つーかまえたあ☆」

「……？」

　誰だろう、と上かみ条じようは眉まゆをひそめた。

　良く知っているような、何も知らないような。熱ねつ中ちゆう症しようのせいで頭が上う手まく回っていないせいか、あるいは美み琴ことと同じ競泳水着を着ているから既き視し感かんを得ているだけか。どこの回線がどう繫つながっているのか分からないが、とにかく間近でふと見せた少女の笑えみに、こんな風に思ってしまった。

　小さな子供みたいに屈くつ託たくのない笑えみ。

　それが、どこか懐なつかしいと。
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「ああ、どうせ覚えていられないと思うから気にする必要はないわあ」

　思わず出たといった感じの笑えみを引ひっ込こめて、金きん髪ぱつの少女はそう言った。

「でもって顔色を見れば大体分かる。聞きたい事は色々あるけど、まずは体調力を取とり戻もどしてからね。うふふ、成長したお姉さんが保健室まで連れて行ってあげる」

　ぐいっと腕うでを取られて少女の肩かたに回される。ふわりと髪かみから甘あまい匂においがして、火ほ照てった肌はだの熱が伝わってくる。が、ドキリとしている暇ひまもなかった。支えている金きん髪ぱつ少じよう女じよごとぐにゃりと潰つぶれそうになったのだ。

　どうやらあまり筋力はないらしい。

「っとっとと！」

「女王」

　横から介かい添ぞえのように……何だ？　豪ごう快かいな縦ロールの少女が手を差さし伸のべようとしたが、食しよく蜂ほうは空いた手で制する。

「気持ちだけ受け取っておくわ」

「ですが」

「お願い。……これだけは私にやらせてもらえるう？」

　静かだが、不思議と力の籠こもった声だった。

　縦ロールの少女はそれ以上拘こう泥でいせず、辺りに集まったお嬢じよう様さま達たちの誘ゆう導どうの方へ移っていく。

「わがままだっていうのは分かっているんだけど、でも、あれからちょっとは変わったんダゾっていう所も見せないと矜きよう持じ力りよくに関かかわるのよねえ」

「？」

　上かみ条じようは訝いぶかしむが、声に上げて質問を放っている暇ひまはなかった。

　ガラガラガラ、という大きな車輪で小石を嚙かむような音が響ひびいてきた。見れば、お嬢じよう様さまには似合わない木製の台車が引きずられてくる所だった。

　道を譲ゆずるようにしてすれ違ちがおうとしたが、そこで上かみ条じようの心臓が鷲わし摑づかみにされる。

　既き存そんの動植物に似た構造。

　半はん透とう明めいのガラスのような質感の物体。




　つまりはエレメント。

　天敵とも言える存在が、まるで廃はい品ひん回かい収しゆうみたいな手軽さで運うん搬ぱんされていた。




　おそらくはクラス１。全長は三メートルほど。ただし撃げき破は済ずみで胸の真ん中の人ひと魂だまのようなコアはなく、関節単位でバラバラに分解されていた。一目見ただけで、もう動かないと分かってしまう。

　台車を前から後ろから押おしたり引いたりしているお嬢じよう様さま達たちは、あまり緊きん張ちよう感かんのない声で金きん髪ぱつ少しよう女じよに笑いかけてきた。

「こちらはいかがいたしましょう？」

「んー。いつも通り体育館にでも回しておいて。まあ御み坂さかさんの整備場ハンガー優先なのも分かるけどお、いい加減、即そく席せき力りよくじゃなくてきちんとしたラボを造らないとダメよねえ」

「……というか、そちらの方は……まっ、まさか伝説に語かたり継つがれる殿との方がたという生き物……っ!?」

「これはラボには回さないわよお☆」

　お嬢じよう様さまにとっては正体不明のエレメントよりも、校内に入はいり込こんだ男の方が気になるらしい。つまり、それくらいの優先順位だった。彼かの女じよ達たちにとってエレメントは絶対の敵ではない。倒たおし、そして分ぶん析せきする。その程度の存在でしかないのだ。

（……これが、能力）

　改めて、上かみ条じようは思う。

（上位の能力がある程度集まると、それだけで、こんなにも世界は違ちがって見えるのか……？）

　ぐらりと視界が揺ゆれる。

　夜明けの校庭にいるのに、切れかけの蛍けい光こう灯とうみたいに光が不自然に瞬またたく。

　まずい、と思った。

　何かが、折れる。支えが、なくなる。このまま、落ちる。

　その寸前だった。

「気にする事じゃないわ」

　何も言っていないのに、そっと差さし込こむような一言があった。

　えっちらおっちら躍やつ起きになって上かみ条じように肩かたを貸している、正体不明の金きん髪ぱつ少しよう女じよだった。

「確かに物事には適性ってものがある。でも、適性を持たない事が挑ちよう戦せんしてはいけない理由にはならない。あなたはそれをようく知っているでしょう？」

「……？」

　改めて、思う。

　この子は一体誰だれだ？　こうまで自分の考えている事を見み抜ぬかれるほど近しい存在とは思えないのだが……。

「挑ちよう戦せんする気があるなら、何度でも、いくらでも、付き合ってあげるわ」

　わずかに寂さびしそうな息を吐はいて。

　それから至近の金きん髪ぱつ少しよう女じよは、明るく笑ってこう続けた。

「どうせ覚えていられるはずがない。それでも、挑ちよう戦せんしてはいけない理由にはならないものねえ☆」
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　寝ねちゃった。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　消毒液の匂においが漂ただよう保健室で、上かみ条じよう当とう麻まはベッドから身を起こしたまま固まっていた。

　両手で顔を覆おおっても事実は覆くつがえらない。

　すっかり陽ひは高く昇のぼっていた。お昼くらいだろうか。

　早くインデックスやオティヌスに生存を知らせないととか、青あお髪がみピアスや吹ふき寄よせ制せい理りの安否はどうなったとか、きちんと浄じよう水すい微び生せい物ぶつの泥どろを持ち帰って飲料水の問題は解決したのかとか、色々確かめないといけない事があった。なのにこの体ていたらくである。流石さすがにエアコンが復活しているほどではなく、この保健室もうだるような暑さに包まれていたが、ここには一つ悪あく魔まの道具が待ち構えていたのだった。

「くっ、くそ……。こんな水みず枕まくら如ごときに上かみ条じようさんの魂たましいが根こそぎ持っていかれるだなんて。自分が小さい、ちょっと死にたい！　でも反則だろこんなのちくしょおおおおおおおおお!!」

　ちなみに単純に水が入っているのではなく、何かしらの化学薬品の力を借りているようだった。冷蔵庫を使わなくてもキンキンに冷えた缶かんジュースくらいの冷気を持続しているし、何だかミントみたいな匂においがする。

　傍かたわらの丸まる椅い子すに腰こし掛かけ、すらりとした長い足を組み、同じような液体の入った金魚すくい的ビニール袋ぶくろを自分の額ひたいに押おし当あてながら、蜂はち蜜みつ色いろの髪かみの少女はくすくすと笑っていた。

「人の心っていうのは原始的な欲求ほど抗あらがいがたいようにできているものだから恥はじる事はないわあ。というかよっぽどお疲つかれだったのねえ」

「屈くつした！　俺おれは自分の欲望に屈くつしたんだ!!　うわあーん!!!!!!」

　何だか穢けがれてしまった気分の上かみ条じようだが、いっそここまでド派手に寝ね坊ぼうしてしまうと大おお慌あわてで間に合わせよう取り返そうとは思わなくなるから不思議だ。

　美み琴ことの話では、ひとまず水道局近辺のエレメントは全ぜん滅めつさせたから、変に長居さえしなければ青あお髪がみピアスや吹ふき寄よせ制せい理り達たちがやられる心配はなさそうだ。彼かれらが浄じよう水すい微び生せい物ぶつの泥どろを持ち帰れば飲料水の問題も解決し、学校同士で悪化していた人間関係も修復されるという。

　安否不明のままだと心配を掛かけっ放ぱなしになってしまうが、この際だ。どうせなら持ち帰る情報、収しゆう穫かくはできるだけ多くしておきたいという気持ちも出てきた。

「……聞きたい事がある」

「どこまで覚えていられるか分からないからおっかない部分もあるけれど、こちらとしてはどんと来いだわ。ただまあ、後で御み坂さかさんにも同じ質問をぶつけて『歯は抜ぬけ』を潰つぶして欲ほしいとも思うけどお」

「？」

「分からなくても良いわあ。とにかく複数のソースに当たっておきなさいってだけよ。そっちの方が正確力のある情報を手に入れられるでしょう？」

「ふうん、考えているんだなあ。最近の中学生ってそんなに落ち着いているもんなのか。いや、御み坂さかとはまた随ずい分ぶんと雰ふん囲い気きが違ちがうっていうか、何だかお姉ちゃんみたいだ」

「ふっ」

　と、一体何が琴きん線せんに触ふれたのか、唐とう突とつに大人びた少女が笑い出した。

「ふはっ、うふふはははははーっ!!　そうそうそうよ、あなたはそれで良いい。もうあの頃ころの私じゃないっ、こんな陳ちん腐ぷな胸はお姉様サポートの対象外だなんて言わせないわあ!!」

「？？？」

（……い、一体誰だれなんだ、ここまで恵めぐまれた娘こに堂々と陳ちん腐ぷだなんて言い放つ大変グルメなクソ野や郎ろうは。何にしてもそんなヤツは地じ獄ごくに落ちれば良い!!）

　何の事か理解のできない上かみ条じようだったが、何となく言こと葉ば尻じりから金きん髪ぱつ少しよう女じよの豊かな胸の方へついつい目線が動いてしまう。

　一方で、暑さが気になるのか、上かみ条じようの目線をしっかり把は握あくしているのか。競泳水着の少女は額ひたいに当てていた水みず袋ぶくろを水着の胸むな元もとにぎゅむと差さし込こんでしまう。

　思わず言葉が詰つまってしまう上かみ条じように、からかうように彼かの女じよは笑えみの質を変えて、両手を上へ伸のばして胸を反らす。ぐぐっと大きな膨ふくらみをさらに盛り上げるように。

「大きいと汗あせで蒸むれちゃうのよね。男の子には分からないお悩なやみかしらあ？」

「そっ、そんな事よりだな!!」

「ああ、ああ！　散々小こ馬ば鹿かにされた日々が今報むくわれている……っ!!　なんていう幸せなリベンジなのやら」

　ぶるるっ！　と彼かの女じよは緩ゆるみそうになる口元を必死に引ひき締しめながら背せ筋すじを不規則に震ふるわせ、

「はふう。できれば永遠にこうしていたい気分だけど、流石さすがにそうも言っていられないのよねえ」

「……御み坂さかのアレ、何だか知ってるか？」

　上かみ条じよう達たちの学校と常盤ときわ台だい中ちゆう学がくは様々な面で格差があるが、中でも大きいのがアレだ。美み琴ことが操あやつる正体不明の飛行機械。あの存在のあるなしだけで、ここのお嬢じよう様さま達たちは『エレメントによる死の恐きよう怖ふ』から解放され、熱波の方に集中できる環かん境きようを整えているような気がする。

「さあ？　知らないわあ」

　が、生存の要かなめであるはずのアレを、金きん髪ぱつ少しよう女じよはあっさりとそう評した。

　知らない、と。

「いきなりの大熱波やエレメントの件もそうだけど、御み坂さかさんのアレもメチャクチャ唐とう突とつだったもの。一いつ匹ぴき狼おおかみ気取っていた彼かの女じよがいきなり新しい部活の申しん請せいを出したと思ったら、あてがわれたスペースを利用して機械工作にのめり込こんで……」

「ちょっと、待て」

　上かみ条じようは思わず遮さえぎってしまった。

「……アレは、エレメントがやってきたから対たい抗こうするために仕方なく組み上げたものじゃなかったのか？」

　だったら、御み坂さか美み琴ことは元々平和な世界であそこまでの戦力を組み上げて、一体何をしようとしていたのだ。

　ゾンビ溢あふれる街の中で拳けん銃じゆうを持った暴走族が矢や面おもてに立ってくれたら、頼たのもしいとは感じるだろう。でも疑問に思わなくてはならない。その拳けん銃じゆうはどこから出てきた？　そして何のために温存していた？　と。

　水着の少女は再び大きな谷間から水みず袋ぶくろを取り出し、今度は腋わきで挟はさみながら、

「だーかーらー、知らないって言ってるでしょう？　ま、流石さすがに御み坂さかさんとエレメントが手を組んで八や百お長ちようやってるとまでは思わないしい、今は使えるものは何でも使わないと乗り切れないような局面だからお目こぼししているんだけどねえ」

　空いた手でバトンのようにくるくるとテレビのリモコンを回しながら、金きん髪ぱつ少しよう女じよは呆あきれたように続ける。

「あのエレメント、私の『心理掌握メンタルアウト』で支配できたら簡単だったんだけど。どぉーも野や蛮ばん力りよく全開の物ぶつ理り攻こう撃げきの方が相あい性しよう良さそうなのよねえ。おかげでこっちは裏方っていうか、学校単位の小さな組織が破は綻たんしないように見張る委員長ポジションにされちゃってるしい。このクソ暑い中表に駆かり出だされるのも真っ平だから別に良いいんだけどお」

「あいつ、要よう請せいがあれば爆ばく撃げきするって感じだったけど、ぶっちゃけどれくらいの範はん囲いをカバーしているんだ？」

「これも分かんないわねえ。とりあえず『学まなび舎やの園その』がある第七学区南部一帯って感じなんでしょうけど。でも御み坂さかさんだって食事も睡すい眠みんも必要だから、結局ボランティアの域を出ないわ。二四時間フルサポートで全すべてのエレメントを撃げき滅めつできる訳じゃない」

　現に、同じ第七学区南部に位置する上かみ条じよう達たちの学校はエレメントに脅おびえて暮らしていた。だけど、あれだけ地じ獄ごくに思えた日々でも、まだまだ守られていたのだ。もしも美み琴ことが散発的にエレメントの数を減らしていなかったら、怪かい物ぶつ達たちの洪こう水ずいに校舎ごと吞のみ込こまれていたかもしれない。想像するだけでゾッとする可能性だが、そこから連想した。

「……そういえば倒たおしたエレメントを回収してたな。あれって一体何なんだ？」

「解かい剖ぼう、というか。分解、というか」

　競泳水着の少女はさらっととんでもない事を言ってきた。

「相手の体構造を知る事で急所を調べたり、感覚器官の有う無むからコミュニケーション方法を学ぼうとしたり、っていうのが主な目的ね。例えば喉のどを調べれば発声できる帯域が分かるから、似たような音波を放って混乱させられないかなとか、そんな感じ」

「……、」

　レベルが違ちがう。

　ビルの屋上から煉れん瓦がのブロックを投げ落として、怯ひるんだ隙すきに幻想殺しイマジンブレイカーの右手に頼たよって死しにもの狂ぐるいで突とつ撃げきして……なんて段階ではない。ここには、常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのお嬢じよう様さま達たちには、まだまだ人間としての理性が残っている。

「でも今も死し骸がいを集め続けている事から分かる通り、ぜんっぜん道半ばって感じだけどねえ。やっぱり生態を調べるなら生きたサンプルが必要っていうか。ただ、流石さすがにあのエレメントを安全に閉とじ込こめておける檻おりには心当たりがないしい？」

　金きん髪ぱつ少しよう女じよは冷たい水みず袋ぶくろをいったん太ふと股ももに載のせ、膝ひざの裏まで滑すべらせながら、

「御み坂さかさんも闇やみ雲くもに撃げき破はするんじゃなくて、バードウォッチングみたいに遠目からながーく観察してくれれば良いんだけどねえ。あっちからすりゃ細かい生態なんて分からなくても片かたっ端ぱしから薙なぎ倒たおせると思っているから、そういう面倒な情報共有に付き合ってくれないのよ」

「……とんでもないな」

「そう？」

　金きん髪ぱつ少しよう女じよは謙けん遜そんでもなく、素のままで切り返したようだった。

「……私としては、限られた資材と人材を使つかい尽つくして、計算しても計算してもじり貧ひんで、それでも希望を捨てずに今日まで抗あらがい続つづけたあなた達たちの方がよっぽどすごいと思うけど。だって、私わたし達たちは『できる』から『やっている』だけだもの。全すべて奪うばわれてゼロになって、そこから這はい上あがれるかって言われたらかなーり疑問なのよねえ」

「そんな良いいものじゃないよ」

　こちらも、飾かざらずに返した。

　だって、大熱波とエレメントの板いた挟ばさみにされてすり減り続けた上かみ条じよう達たちは、もうほとんど盗とう賊ぞくの道に片足を突つっ込こんでいた。水を手に入れるため、浄じよう水すい微び生せい物ぶつを手に入れるため。誰だれの許可も取らずに建物へ忍しのび込こんだ事は何度もあるし、それに、もしもあそこで他ほかの学校の生せい徒と達たちとかち合っていたらどうなっていた。穏おん便びんに話し合いで解決した？　あるいは自分の分を切り取って譲ゆずり渡わたした？　……そんな訳はない。あれだけカリカリしていた状じよう況きようだったら、きっと上かみ条じようは拳こぶしを握にぎっていた。そこで本当に最後の一線を越こえていた。

　なのに、金きん髪ぱつの少女はくすりと笑ってこう言った。

「……でも、それでも、あなたは最後の一線を越えなかった。違ちがうかしら？」

「……、」

「ふふ、だから強いと言っているのよ。頭に思おもい浮うかばないほど馬ば鹿かじゃない、仮定の話ならいくらでも並べる事はできる。でも、やらない。どれだけ自じ分ぶん達たちが窮きゆう地ちに立たされても、いざ実際の局面では絶対に一線を守り続ける。結果不利になろうとも、その不利すら吞のみ込こんで。それはきっと、尊いわ。できるからやっている『だけ』の私わたし達たちに同じ選せん択たく肢しを選べるかどうかも分からないくらいにねえ」

　劣おとっていると思った。原始的で、非人間的で、あるいは恥はずべきだとも。

　だけど、上かみ条じようはこう思って良いんだろうか。

　みんなと一いつ緒しよに死しにもの狂ぐるいで命を繫つないできた数日間に、胸を張っても。

「決まっているわ。生きているっていうのはね、それだけでとても尊い事なんだから」

　金きん髪ぱつの少女は、こちらの顔を覗のぞき込こむようにしながらそう言った。

　ここだけは、奇き妙みようなくらい芯しんの通った声で。

「だから、今日まで生きる事ができたあなた達たちは、その努力の分まで報むくわれるべきなのよ。大だい丈じよう夫ぶ、後の事はお姉さん達たちに任せておきなっさい☆　こんな騒そう動どうはあと数日で片かたがつくから」

「かたが……？」

　ポカンとした顔で、ただ上かみ条じようは繰くり返かえしていた。

　それからやや遅おくれて、彼かれは金きん髪ぱつ少しよう女じよの両りよう肩かたを摑つかんでいた。

「きゃっ」

「片かたがつくって、終わりが見えているって事なのか!?　このどうしようもない問題に!!」

「ちちちち近い近いっ！　ま、まあ悪くないっていうかいいえそんなに安売りしてはいけないわ食しよく蜂ほう操みさ祈き、理想の状じよう況きようだからって甘かん受じゆしないでもっとクールに努めるのよお!!」

「っ!?」

　逆にベッドへ突つき飛とばされた。

　こほんと咳せき払ばらいして、丸まる椅い子すに座すわり直なおした金きん髪ぱつ少しよう女じよは顔を赤らめながらもこう続けた。

「さ、流石さすがに浮うかれてちょっとオーバーに盛ってしまったかしら。厳密には今、二つの問題があるわよね。大熱波とエレメント」

「あ、ああ……」

「ぶっちゃけ大熱波の方は厳しいんだけど、エレメントなら話は別。ヤツらはもうじき根本的に壊かい滅めつできるかもしれない。散発的に数を減らすんじゃなくて、まさしく正しい絶ぜつ滅めつって意味で。そういう話をしているのよお？」
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　上かみ条じようがきちんと一人で立って歩けるようになるまで、かなりの量の水を使ったはずだ。つい前日まで、バリケードに覆おおわれた薄うす暗ぐらい校舎の中では純金に匹ひつ敵てきする価値観を誇ほこっていた、水を。

「……、ふう」

　保健室で一息ついた上かみ条じように、競泳水着の金きん髪ぱつ少しよう女じよは呆あきれたように息を吐はく。

「あなたってほんとに目が離はなせないわよねえ。病人に与あたえた水なのに自分では飲まないで、隙すきあらばどこかに隠かくしちゃおうとするんだもの」

「い、いや、それはその、色々あるんだよ」

　ベッドで寝ねているだけの自分が運ばれてくるだけの水をがぶがぶ飲んでいても良いんだろうか。そんな気分にさせられるのだ。上かみ条じようの学校の方でも浄じよう水すい微び生せい物ぶつを使ったプールの飲料水化は進められているだろうが、具体的にどれだけ待てば奇き麗れいな水になるのか、またそれを証明できるのかは未知の部分も多い。今は回復に努めないといけないとは分かっていても、ペットボトルの水を見るとついつい温存し、溜ため込こみ、みんなで分け合いたくなる。

「……ほんと、尊いわよね」

「？」

　柔やわらかく目を細める少女の呟つぶやきの真意が、上かみ条じようにはいまいち見えてこない。

　ともあれ、動けるようになったのならいつまでも保健室のベッドは占せん有ゆうできない。上かみ条じよう達たちの学校ほど深刻ではないだろうが、常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのお嬢じよう様さまだって不意の熱ねつ中ちゆう症しようや怪け我がくらいするかもしれないのだ。

「エレメント討とう伐ばつについて詳くわしい話を知りたかったら、御み坂さかさんに聞いてみると良いいわ。ま、正直に言って癪しやくな部分もあるけれど」

「御み坂さかに？」

「見ての通り、『外回り』はみーんな彼かの女じよの領分だもの。おかげで随ずい分ぶんカリスマ力持っていかれちゃっているのよお、私って」

　金きん髪ぱつ少しよう女じよはひらひらと手を振ふって、

「それに、あんまり一人で独どく占せんしているとあらぬ噂うわさを立てられそうだし。こんなので能力を使うのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいしい、適度にみんなのガス抜ぬきをしてあげてちょうだいな。……『適度』にな」

　何な故ぜだか念ねん押おしされてしまった。

　いったん金きん髪ぱつ少しよう女じよとは別れて保健室を出て、廊ろう下かを歩く。御み坂さか美み琴ことは一体どこにいるのだろう。近くを歩く水着のお嬢じよう様さまに声を掛かけようとしても小さな悲鳴と共に立ち去られるし、かと言って辺りを見回すと柱の陰かげからチラチラ見ている人もいるしで、歓かん迎げいされているんだか拒きよ絶ぜつされているんだかいまいち理解が難しい光景だった。

　散々迷ってあちこち歩き回って、ようやくそれらしい施し設せつに辿たどり着つく。

　白はく亜あの館やかたとは別べつ枠わくの建物。

　おそらくは部ぶ活かつ棟とう……か何かだろうか？

　全体の雰ふん囲い気きを束ねる西洋建築と比べると、空港の倉庫というか何というか、えらく現代的なデザインの四角いハコモノが敷しき地ちの一角を占せん拠きよしていた。サイズは普ふ通つうの教室四つ分くらい。

　誰だれだったか、顔も思い出せない少女は、部活の申しん請せいを出した、とか言っていた、ような。

　書類一枚で学校の敷しき地ちにこれだけのものを用意してもらえるというのだから、やっぱりお嬢じよう様さま学がつ校こうは色々と破格だ。

　壁かべ一いち面めんそのものがスライドするような巨きよ大だいな搬はん入にゆう出しゆつ口こうの横に、人が出入りするための小さなドアがあった。一応ノックしてから中を覗のぞき込こむ。

　広大な空間の床ゆかを埋うめ尽つくすのは、大小無数の兵器類。

　戦せん車しや砲ほう、レーザー砲ほう、火か炎えん放ほう射しや器き、ガトリング砲ほう、対たい特とく殊しゆ鋼こう用よう大おお型がたチェーンソー、対たい壕ごうドリル、空対空ミサイルコンテナ、精せい密みつ誘ゆう導どう航こう空くう爆ばく弾だん、重金属分解式プラズマ砲ほう、電でん磁じ波は焼しよう尽じん兵へい器き、超ちよう高こう周しゆう波は音おん響きよう砲ほう、電でん気き溶よう断だん式しきブレード、そして要よう塞さい攻こう略りやく用よう大だい口こう径けいレールガン……。

　上かみ条じようは次世代兵器のマニアではない。ぶっちゃけ鉄の外殻と内臓を組み合わせたような塊かたまりを見ただけでそれが何であるか正確に分かる訳ではない。

　すらすらと言葉が出てきたのは、まるで現場検証のようなプラスチックのプレートが床にいくつも並べられていたからだ。

「あれ？　アンタもう動き回って大だい丈じよう夫ぶなの？」

「御み坂さか」

　兵器の山の中心に、競泳水着の少女は佇たたずんでいた。

「やっぱりお前、水着なんだなあ」

「う、うるさいわね！　べべべっ別に私だけじゃないでしょうが!!」

　彼かの女じよは彼かの女じよで顔を真っ赤にしながら、あらゆる武器をジョイントする、華きや奢しやな体に直接接続するための、背中を中心とした基幹パーツ相手に工具で格かく闘とうしている。

　何で御み坂さかの水着だけこうも気になるんだろうか、と上かみ条じようは首をひねる。

　ゴツい装備と水着の間で防ぼう御ぎよ力りよくに落差があり過ぎるからかもしれない。ただまあ、もちろんこの大熱波の中で全身を分厚い装そう甲こうで覆おおったら熱気にやられるのは目に見えているから、適者生存ではあるのだが。

「……というか、何なんだ、こりゃ？」

「A.A.A.。由来は私も知らないけど、前に一度見せているはずよ。こいつは私なりにアレンジしてみた改良版。って言っても、まだまだ『中身』まで再現できているとも思えないんだけどさ。ブラックボックスは見よう見まねだし」

「？」

　前に？　と上かみ条じようは眉まゆをひそめる。

　対して彼かの女じよは、一つの名前を付け足した。

「木き原はら唯ゆい一いつ」

「……、」

　ようやく思い出す。まだ大熱波とエレメントが学園都市を覆おおい尽つくす前、上かみ条じようはそんな名前の科学者と一戦交えていた。いいや、あの時点では完敗だった。正体不明の一いち撃げきが横よこ槍やりを入れたおかげで、どうにかこうにか生き延びられたと言った方が正しい。

　あれをやったのが、御み坂さか美み琴ことだった？

　それも、『こんなもの』の力を借りて……？

「エレメントを学園都市から追おっ払ぱらうなんて話が出ているみたいだけど、詳くわしい話は知ってるか？」

「ああ、『水すい晶しようの塔とう』の事ね」

「うん？」

「私は見ての通り自由に空を飛んであちこち広く見て回る事ができたから、『外』の状じよう況きようについては他ほかの人より詳くわしいのよ」

　御み坂さか美み琴ことは額ひたいの汗あせを拭ぬぐいながら、

「でもって、街のあちこちから湧わいているエレメントだけどさ、あれ、どこからどうやってやってきているものだと思う？」

「知るかよ。そもそも生き物なのか機械なのかも分かっていないんだ」

「ま、普ふ通つうに考えたらそうよね。ちなみにあれ、どうやら機械じゃなくて生き物みたいだけど」

「生き物……？　じゃあ土の中とか水の中で卵でも産みつけているっていうのか？」

　地下鉄駅の階段や道路の下に広がる暗あん渠きよからエレメントがわらわら出てくる場面は見た事があるが、そう思うと指先がぞわぞわする。こうしている今も街の地下には得え体たいのしれない巨きよ大だいな卵が山のように積み上げられているんだろうか。

　が、美み琴ことは首を横に振ふった。

「違ちがう違ちがう。ヤツらはね、向こうからやってくるのよ」

　言われても、上かみ条じようには理解できなかった。

　何な故ぜなら美み琴ことは人差し指を真上に向けたからだ。そして彼かの女じよはこう続けた。

「冗じよう談だんで言っているんじゃないわ。夜や間かん警けい戒かい飛ひ行こうやってる途と中ちゆうで見つけたの。オレンジ色の光の雨を。ヤツら、人の目を盗ぬすんでは流れ星みたいに降り注いできているのよ。空から」

「……マジ、かよ」

「大マジ。ほんとに宇宙から飛来したのか、地球で生まれたものをいったん宇宙に上げてから落としているのかまではまだまだ分かんないけどさ」

　途と方ほうもない話になってきた。

　今の今まで上かみ条じよう達たちは学校の校舎のドアや窓を塞ふさぐ形でバリケードを作ってきた。地上を這はい回まわるエレメントから距きよ離りを取るため、できるだけビルの屋上伝いに移動してきた。だけどその安全性は絵に描かいた餅もちに過ぎなかった。落らく雷らいや隕いん石せき直ちよく撃げきくらいの低確率ではあるが、屋上にいようがバリケードの中だろうが、いきなり頭上にエレメントが落ちてくる可能性だってゼロではなかったのだ。平面的な防ぼう御ぎよ『だけ』では意味がない。

　あるいは、美み琴ことが身に纏まとうような超ちよう高こう火か力りよくの対たい空くう迎げい撃げきシステムでも睨にらみを利きかせていれば話は変わるのかもしれないが。

　美み琴こと自身も呆あきれたように息を吐はいて、

「で、雨あま粒つぶみたいに無限に降ってくるなら全ぜん滅めつなんて夢のまた夢みたいに聞こえるかもしれないけど、実は一個だけ何とかなりそうなポイントがあるのよ」

「それは？」

「宇宙からエレメントを落とすって言っても簡単な事じゃないわ。大たい気き圏けんへの突とつ入にゆう角かく度どがほんの少しでもずれたら外側へ弾はじかれるか燃もえ尽つきるかだし、そもそもこの広い地球の中で東京西部の学園都市だけをピンポイントで狙ねらい続つづけるっていうのもかなり難しいのよ。地上側から誘ゆう導どうでもしない限りはね」

「ちょっと待て。それってつまり……」

「そ。宇宙で待機している有う象ぞう無む象ぞうのエレメント達たちを誘ゆう導どうするための何かが、この学園都市のど真ん中に建っている。それが断続的に天空へ光信号を放っている『水すい晶しようの塔とう』よ」
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　時間は昼下がりから夕暮れの始まりくらいの間。

　御み坂さか美み琴ことと食しよく蜂ほう操みさ祈きは同じ食堂に集まっていた。

　というか、丸いテーブルを挟はさんだ向かいには例のツンツン頭の少年、上かみ条じよう当とう麻まが居い心ごこ地ち悪わるそうに座すわっている。

「……そもそもの話なんだけどお」

　隣となり合あって座すわっている割にあんまり仲良くはなさそうな感じで、競泳水着の金きん髪ぱつ少しよう女じよが口を開く。いかにも不ふ機き嫌げんそうに頰ほお杖づえをつきながら、

「あれだけ時間を与あたえたのに、まあーだそんな所で説明止まっている訳え？　御み坂さかさんってそんなに口くち下べ手ただったかしらあ」

「うっ、うるさいな。前提情報のインプットに手間取っただけよ」

「私から説明しても彼かれ忘れちゃうんだからしっかりしてよねえ」

　彼かの女じよ達たちがこんな所にいる理由はシンプルだ。まず整備場ハンガーでの説明の途と中ちゆうに上かみ条じようのお腹なかが鳴った。食べ物を与あたえてやると御み坂さか美み琴ことの手で食堂に引ひっ張ぱり込こまれたら、優ゆう雅がにアイスティーを嗜たしなんでいる金きん髪ぱつ少しよう女じよと出くわした。大体こんな感じである。

「……水だけでも高級品なのに、ここじゃお茶になって出てくるのか……？」

「半ば安全対策の名な残ごりよねえ。もう煮しや沸ふつする必要はないって分かっていても、ついついお茶の形にしてしまうっていうか」

　合理性があるんだかないんだか。

「学園都市に一体いくつの『水すい晶しようの塔とう』があるのかは把は握あくできていないわ。でも、あれだけ巨きよ大だいなものが簡単に見つからないって事は、そんなに数はないはず。多くても両手の指で数えられる程度。少なければあれ一つだけって可能性も普ふ通つうにありえる」

　言いながら、競泳水着の美み琴ことは金きん髪ぱつ少しよう女じよのコースターを脇わきにのけて、テーブルの上に地図を広げる。第七学区の詳しよう細さいが描えがかれたもので、大きなバツ印と、そこに向かういくつかの矢印がカラフルな油性ペンで書かき込こまれている。

　一方、金きん髪ぱつ少しよう女じよの方はのけられたコースターをなぞる格好で、椅い子すごと横に移動する。一見すると従順な素そ振ぶりだが、彼かれらが着いているのは丸いテーブル。そして円周上をなぞって移動すればツンツン頭のクソ馬ば鹿か野や郎ろうが待っている。

「……食しよく蜂ほう、今、私はすごーく真ま面じ目めな話をしているんだけど……？」

「自分勝手な人ねえ、私はあなたに追い立てられて、仕方なぁーく場所を譲ゆずっただけなんですけどお？　ごめんなさいね上かみ条じようさん、テーブルが狭せまくて窮きゆう屈くつでしょうけど我が慢まんして？」

「何も隣となりから密着するほど椅い子すを寄せてくる必要はないと思うんだ！　あと……」

「あと？」

「上かみ条じようさん？　名前って教えたっけ？？？」

　金きん髪ぱつ少しよう女じよは最初驚いたように両目を丸くし、それからわずかに目を細めた。

「……本当に、些さ細さいな一言から人の琴きん線せんを刺し激げきしてくれるわねえ、あなたは。そういう所はあの頃ころのまま」

「？？？」

　首を傾かしげる上かみ条じようだったが、ここで美み琴ことが横よこ槍やりを入れた。

「ストーップ!!　本題ッッッ!!」

「はいはい」

　上かみ条じようではなく金きん髪ぱつ少しよう女じよの方が応じた。横から寄りかかり、触ふれ合あっていた肩かたと肩かたをわずかに離はなす。

　美み琴ことはこほんと咳せき払ばらいし、

「復習。どこまで話していたっけ？」

「え、ああ、ええと」

「この煩ぼん悩のうの化け身しんめ、アンタは目の前に差さし迫せまった危機よりも無む駄だにデカイ脂し肪ぼうの塊かたまりの方が大事なのかーっ！　ほら思い出して、真ま面じ目めにして!!」

「あっ、ああ！　水すい晶しようの塔とう、だったか？」

　それでよし、と美み琴ことは鼻から息を吐はいて、

「一体いつの間にこんなのができたのかは誰だれも知らない。私わたし達たちは普ふ通つうに『生えた』って呼んでるくらい。でも、ここを叩たたけば状じよう況きようは大分変わってくる」

「まあ……そいつが管かん制せい誘ゆう導どうのためのアンテナみたいなもんだとしたら、壊こわせばエレメントはここにやってこられなくなる、のか？」

　宇宙から石ころ一つを投なげ込こんで、無事に一つの街の中に狙ねらって落着するのがどれくらい難しいか、上かみ条じようには正直ピンと来ていない。少なくとも『じゃあやってみろ』と言われてぶっつけ本番でできるような難易度ではなさそうだ、くらいのものである。

　金きん髪ぱつ少しよう女じよはくすりと笑って、

「具体的な計算式が欲ほしい？」

「うるせえこのクソ暑い中そんなもん押おし付つけられてみろ、頭が完全に茹ゆだっちまうよ」

『上』にどれくらいの数のエレメントが待機しているかは知らないが、落着の成功率が千分の一、万分の一に落ちるものだと考えれば、確かに状じよう況きようはかなり変わる。

「……学園都市と全然関係ないトコに落ちて被ひ害がいを出すかもしれないってのがちょっと怖こわいけどな」

「具体的な計算式が……」

「お願いだから結論だけ言ってくれ！」

「大たい気き圏けんの力は偉い大だいなのよ」

　美み琴ことは簡単に言ってのける。

「地上から一いつ切さい管かん制せい誘ゆう導どうなしでエントリーしたって大たい気き圏けんに弾はじかれるか途と中ちゆうで燃もえ尽つきるかの二に択たくよ。知られていないだけで石ころだのデブリだの、毎日とんでもない数の異物が地球に向かって落ちてきてはいるんだから」

　つまり『水すい晶しようの塔とう』とやらさえへし折ってしまえば、当座の危機は乗のり越こえられる。

　全部でいくつあるかは不明、との話だったが、それでも目に見えている一本を野放しにするメリットは何もないだろう。

「場所は第七学区ほぼ中央、ここからだと五キロくらい北ね。『生えた』のがドーム球場だったのは幸こうか不幸かどっちなのやら。下からぶち抜ぬいているって感じよ」

「うへえ」

　確かにそれだと『建てた』というより『生えた』の方がイメージしやすい。人の手でやると考えると、わざわざそうする理由が全く思いつかないからだ。

「概がい算さんだけど、全長二〇〇メートル、基部は直径三〇メートルで、上へ行くほど先細りになっていくって考えて。材質不明、でも遠くから見た感じじゃエレメントとそっくりね。耐たい久きゆう度どの基準にできるかもしれないわ」

「……冗じよう談だんだろ」

　上かみ条じよう達たちだって拙つたないなりにエレメントと命いのち懸がけで戦ってきた。

　ビルの屋上から煉れん瓦がを投なげ込こんだり、ロープで吊つるした鉄骨の束を落としたり。普ふ通つうの自動車くらいならひしゃげて大だい爆ばく発はつを起こしてもおかしくないくらいの事を。それでもクラス１、一番小さな三メートル大のエレメントさえ動きを止められなかった。幻想殺しイマジンブレイカーというジョーカーがなければ対処不能だったはずだ。

　それが長さ二〇〇メートル？　太さ三〇メートル？

　途と方ほうもなさ過ぎる。『潰つぶす』と『折る』では事情が違ちがうだろうし、高ければ高いほどやりやすいのかもしれない。でも、例えば、有名な電でん波ぱ塔とうの真ん前に立たされて『さあどんな手を使っても良いから折ってみろ』と背中を押おされて、ただの学生に何ができる？　倒たおれていくところを想像するのさえ難しい。

　そう。

　上かみ条じよう当とう麻まの右手以外は。

「……運が回ってきたかもしれない」

　御み坂さか美み琴こともそう呟つぶやいた。

「私のA.A.A.があってもあれだけの大質量を完かん全ぜん破は壊かいするのは厳しいかもしれない。だから今まではどこかに弱点や重量の集中するポイントはないかって遠目に観察を続けてきた。だけど、アンタ、水道局の敷しき地ちの中でエレメントを一いつ発ぱつ撃げき破はしていたわよね？　未いまだに良く分からないけど、その、私とは違う方法で。あれがあれば、手順を飛ばせるかもしれないわ。私わたし達たちは、アンタを『水すい晶しようの塔とう』の根っこまで連れていく事だけ考えれば良いい」

「あ、ああ……」

「……、」

　上かみ条じようとしても願ったり叶かなったりだ。

　大熱波の問題は解決しないが、それでもエレメントを全ぜん滅めつに追おい込こむチャンスが回ってきたのなら、手を取らない理由はない。にも拘かかわらず返答がわずかに濁にごったのは、美み琴ことの隣となり、上かみ条じようの正面を陣じん取どる例の金きん髪ぱつ少しよう女じよのせいだった。

　彼かの女じよは無言で目を細めている。

　手にしたアイスティーの味が丸ごと漢方の根っこにでも変わったような顔で。

「こっちの学校もいっぱいいっぱいで余よ裕ゆうがないけど、エレメントさえいなくなれば大分閉へい塞そく感かんも薄うすらぐかもしれない。自由に地上を歩いて水や食しよく糧りようを探せるようになるだけでも随ずい分ぶん違ちがうはずだ。いいや、学校に留とどまる必要なんかない。エレメントがいなくなれば、もっと、こう、地下街とか何とか、陽ひの光が当たらない冷たい所へ本ほん拠きよ地ちだって移せるかもしれないんだから」

　学園都市全体の共きよう通つう認にん識しきだと思っていた。

　が、水着の美み琴ことはキョトンとした顔でこう返した。

「あれ？　アンタ気づいてない？」

「？」

「エレメントさえ倒たおせば、大熱波の方も何とかなるかもしれないって話。というか、まさかあれがただの異常気象だなんて考えてはいないわよね？」

　……また見えなくなってきた。

　上かみ条じよう達たちと常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのお嬢じよう様さま達たちの間では、どれくらい文明に開きがあるのだ。

「というか、暑さの理由は太陽光じゃないのよ」

　美み琴ことはそんな風に言った。

　彼かの女じよはパチンと指を鳴らして、指と指の間に小さな紫し電でんを走らせると、




「マイクロ波。宇宙から膨ぼう大だいな電磁波を浴びて、学園都市全体がでっかい電子レンジみたいになっているの」




　噓うそみたいな話だった。

「夜でも全く気温が下がらないのは、単純に熱帯夜って訳じゃなかったのよ。つまり、逆に言えば……」

　だけど直後に、水着一枚の上かみ条じようの全身にぶるりとした震ふるえが走る。摂せつ氏し五五度。蒸むすような茹ゆだるような地じ獄ごくの熱気が遠のき、今の今まで忘れていた一二月の冷気が容よう赦しやなく上かみ条じようの地じ肌はだに襲おそいかかってきたのだ。

「わっ、あ……はっくしゅ!!」

「とまあ、こんな感じ。私の能力で電磁波を逸そらしちゃえば熱はすぐに引ひっ込こむ。アスファルトなんかが吸収した熱もあるから、どこでも同じ事ができる訳じゃないけど」

　美み琴ことがそう言うと、上かみ条じようの身に起きていた異常現象（いや、あっちが『正しい』のか？）が引ひっ込こみ、すぐにでも灼しやく熱ねつの中に放ほうり込こまれる。

「だけど耐たい熱ねつコートに能力を割さき続つづけると、あっという間にこっちがへばっちゃう。だから暑いのは我が慢まんして、A.A.A.の運用に集中せざるを得ないって感じなんだけどね」

「マジかよ……」

　異変を肌はだで知ってなお、にわかには受け入れられない上かみ条じよう。

　だがこれ以外にもサインはあちこちにあったような気もする。

　例えば……、

「上う手まくいかなかったソーラークッカー……」

「？」

「それにゴミ捨て場にあった、蛍けい光こう灯とう……」

「そ。蛍けい光こう灯とうは新品だろうが割れていようが、強い電磁波にさらされると光を発する。電子レンジに突つっ込こむ実験なんかもあったわね。学園都市全域を摂せつ氏し六〇度近くまで吊つり上あげる出力よ？　それくらいの事が起きても不思議じゃない。ま、最近はＬＥＤ化が進んでいるから、あんまり騒さわぎにはなっていないけど」

「まったく、ＬＥＤもＬＥＤで目に悪いブルーライトとかバンバン出すから、あんまり教育現場を埋うめ尽つくさないでほしいんだけどねえ」

　今までだって、大熱波は人の命や寿じゆ命みようをすり減らす悪あく魔まのような存在だった。

　だけど電磁波、マイクロ波という単語は、もっと別の意味での震ふるえを上かみ条じようにもたらす。別に彼かれは電でん磁じ波は恐きよう怖ふ症しようという訳ではないが、それでも自分の体の水分を外から常じよう時じ振しん動どうさせられていると考えるのはあまり気持ちの良いい話ではない。

「きちんとシールドされている病院や研究機関なんかは逆に異常ナシかもね。まあそういう冷所暗所はエレメントが優先的に狙ねらうみたいだから、一長一短ではあるんだけど」

「……にしても、また宇宙、か」

「うん。『連中』がどういう目的で膨ぼう大だいなマイクロ波を撒まいているのかはいまいち見えないわ。エレメントの動力源かなって思っていた時期もあったけど、いくつか『死し骸がい』を回収して開いた限りだと、そういう受電器官はなさそうだし」

「となると、単純に俺おれ達たちを苦しめるためなのか？」

「かもね。屋外は大熱波、屋内の冷所暗所はエレメント。そう考えると脅きよう威いの役割分担がぴったり当てはまるっていうのも気になるし」

　……でも、そもそもどうしてエレメントは学園都市を均等に襲おそうんだろう？

　根本的な所が見えない。

「ともあれ、光明が見えてきたのは事実だわ。アンタがいるかいないかだけで、『水すい晶しようの塔とう』への道のりは大分変わってくる。力を貸してもらえると助かるんだけど」

「分かった。こっちの学校はそろそろ限界だし、みんな大変なのに一人だけただ飯を食っている訳にもいかない。大熱波もエレメントも根っこが同じなら、その『水すい晶しようの塔とう』ってのを倒たおせば事態は一気に動いてくれるかもしれない。それなら一いつ緒しよに行くべきだろ」

「よし!!　これならすぐにでも……」

　パン、と美み琴ことが自分の開いた掌てのひらに握にぎり拳こぶしを軽く叩たたき込こんだ時だった。

　それは起きた。

「やだあ御み坂さかさん、鼻血が出ているみたいだけど」

「えっ、あっ？」

「殿との方がたの前でコーフンするのは良いいんだけどお、流石さすがに品性が足りないんじゃなあい？」

「ちっ、違ちがうっての！　この熱気で頭がのぼせていただけだって!!　お風ふ呂ろよりも二〇度くらい暑いんだからしょうがないじゃない。ううー、ティッシュティッシュ……」

「ああほら御み坂さか、これ使えって」

　わたわたあちこち手を動かし、上かみ条じようから渡わたされたテーブル上の紙ナプキンを摑つかみながら美み琴ことは何な故ぜだか顔を背そむける。鼻に詰つめ物ものをしている所を見られるのはお好みではないらしい。

（……脱だつ水すい症しよう状じようとか熱ねつ中ちゆう症しようとかは見てきたけど、鼻血なんてのもあるんだな）

　上かみ条じようは妙みような感心をしていた。

　ひょっとすると直前のデモンストレーション、街に降り注ぐマイクロ波を逸そらしたのが地味に負担を掛かけていたのかもしれない。無レ能ベ力ル者０の上かみ条じようには縁えんのない話だが、気張って頭に血が上るものなんだろうか。

　と、テーブルを回まわり込こんで美み琴ことの介かい抱ほうを続ける上かみ条じように、横から囁ささやくような声があった。

　競泳水着の金きん髪ぱつ少しよう女じよだった。

「（……何だかトントン拍びよう子しで話が進んでいるけど、一応は気をつけておきなさい）」

「？」

　怪け訝げんな顔をする上かみ条じように、蜂はち蜜みつのように甘あまい匂においのする少女はこう付け足した。

　あるいは、少年よりも少年を知っているような口くち振ぶりで。




「（だってあなた、不幸な体質なんでしょう？　何もしないで上う手まい話がポンポン転ころがり込こんでくるなんて、逆に怪あやしいと身構えた方が良いいわよねえ）」










　　　　６




　灼しやく熱ねつ地じ獄ごくは相変わらず。

　だけどじりじりと神経を炙あぶるような、あの重圧からは不思議と解放されていた。

　美み琴ことの話では、方針は決まったが準備に少し手間がかかるらしい。あのA.A.A.とかいうヘンテコな機械の塊かたまり……と見るのが妥だ当とうだろうが、鼻血の件もちょっと引っかかる。大熱波でのぼせて頭に血が上った、という話だったからさほど気にする事ではないかもしれないが。

（……うーん、前の学校の時はどうだったっけ。体育館で寝ね込こんでいる人ひと達たちの世話は先せん生せい達たちに任せきりだったからな）

　庭園の花か壇だんには薔ば薇らとか百ゆ合りとか育てるのが難しそうな花がたくさん咲さいていて、中央には小さな噴ふん水すいまである。なみなみと循じゆん環かんする水は、ひょっとしたら上かみ条じよう達たちの学校で死しにもの狂ぐるいでかき集めてきた命の飲み水よりも透すき通とおっているかもしれない。

　両手ですくったらそのまま飲めそうな水。

　それを惜おしみなく使える環かん境きよう。

　そう、余よ裕ゆう。

　新世界（笑）のルールの中でも、やっぱり常盤ときわ台だいは常盤ときわ台だいというか、相変わらずセレブな立ち位置をキープしているようだった。水が全すべてを決める世界なら、ここはそれこそ油田クラスの財を貯ため込こんでいる事になる。

　元の学校はどうなっただろうか。

　インデックスや吹ふき寄よせ達たちも浄じよう水すい微び生せい物ぶつの泥どろを手に入れ、プールに溜ためた水の飲料水化に成功して、あの重苦しい吊つり天てん井じようのような重圧から脱だつしていれば良いのだが……。

　と、窓の外の庭園に目をやりながら、上かみ条じようがそんな風に考えていた時だった。

「……そーっと、そーっと」

　なんか真後ろから少女の声があった。

　ていうか、自分の口で言っちゃっていた。

「？」

　怪け訝げんに思って思わず振ふり返かえると、見知らぬ競泳水着の女の子がすぐ近くまで迫せまっていた。そして目と目が合うと、いきなり向こうの肩かたがびくーん!!　と跳はねる。みるみる内に顔が真っ赤になり、口はパクパク開くが何の声も出ず、そしてそのまま勢い良くＵターンしてしまう。

「や、や、やっぱりわたくしには無理でしたわーっ!!」

　ずだだだだだだだーっ!!　とものすごい勢いで廊ろう下かを爆ばく走そうし、角を曲がって階段の方へ消えていく謎なぞの水着女子。品行方正なお嬢じよう様さまは廊ろう下かを走るなという基本ルールがお分かりではないらしい。

「何だったん……」

　言いかけた言葉が、止まる。

　一体いつの間に接近されたのか、またも真後ろから。ぴとっ、と柔やわらかい指の腹で背中を押おされる。

「えいっ、えいっ」

　振ふり返かえる暇ひまもなかった。

　やはりこちらも高速で去っていく足音が。ようやく遅おくれて背後を確かく認にんすると、ポニーテールの女の子（やっぱり競泳水着着用）が遠く離はなれた場所にいる二、三人の女友達の所へ合流するタイミングだった。

「や、や、やってやりました!!　人生初殿との方がたタッチに成功ですうーっ!!」

「なっ、七なつ海みさんが真っ先にオトナの階段を駆かけ上あがってしまうとは予想外ですわ……ッ！」

「や、やはりわたくし達たちも勇気を振ふり絞しぼるべきかしら（ちらっちらっ）。でっでも怖こわい！　まるでライオンさんのようなプレッシャーっっっ!!」

　怖こわがられているのか、遊ばれているのか。

　上かみ条じようは首をひねって、

「……お嬢じよう様さまは分からん」

　呆あきれたように言い捨て、とりあえず上かみ条じようはその場を離はなれる事にした。

　……のだが、

「ひそひそ（……あれかしら、噂うわさの殿との方がたというのは）」

「ぶつぶつ（……聞いた所によりますと、殿との方がたとの試練を乗のり越こえた勇気ある婦女子には自みずからの派は閥ばつを作る資格が与えられるのだとか）」

「こそこそ（……そっ、それで御み坂さか様さまや食しよく蜂ほう様さまはあんなにも躍やく進しんを!?　こっ、こうしてはおれませんわ。私は将来七万人の従業員を支える会長直系の血筋、安あん堂どう冷れい凍とう食しよく品ひんグループの未来に栄光あれーっ!!）」

　ぶるるっ!!　と上かみ条じようの背せ筋すじになんか嫌いやな震ふるえが走る。

　慌あわててキョロキョロと周囲を確かく認にんするも、そこにはにこやかに微ほほ笑えむ競泳水着のお嬢じよう様さま方がたばかり。だがわずかにでも目を離はなすと再び獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのような例のアレが突つき刺ささってくる。

（……ええーと、ヤバいんじゃないか）

　大おお阪さかの某ぼう電でん波ぱ塔とうにある一風変わった福の神の像は開運の象しよう徴ちようなんだけど、観光客みんなで足の裏を触さわるもんだから年々金属製の像がすり減っているのだ、といういらん豆知識が脳のう裏りをよぎる。

　つまり、

（生身の体であんな扱あつかいを受けたらあっという間に全身の肌はだや肉をこそぎ取られるのではなかろうか!?）

「ちょっとそこの貴方あなた!!」

　間近の爆ばく発はつみたいなキンキン声に、びくーん!!　と上かみ条じようは真上に跳はねる。両手を使って変なポーズを取るように体を守りながら、それでも必死に人の理性に訴うつたえかけようとする。

「ま、待って待って！　せめて擦こするならほっぺたからにして！　もうこうなったらやり過ぎた少しよう女じよ漫まん画がみたいな逆三角形鋭えい角かくアゴ男子を目指してやるんだからーっっっ!!」

「……一体何を言っていますの？」

　完全に呆あきれ果はてた声こわ色いろから察するに、相手は興奮しきったお嬢じよう様さま学がつ校こうのケダモノ（？）ではないらしい。複雑に交差した両りよう腕うでの間から覗のぞき見みてみれば、それは発育不良な肢し体たいを常盤ときわ台だいの競泳水着で包んだ小こ柄がらな女の子で、茶色い髪かみをツインテールにし、太ふと股ももの辺りにベルトを巻いて、そこにダーツやピストルクロスボウに使うような金属矢をしこたま突つき刺さした女子中学生であった。

　ゆっくりと両りよう腕うでを広げ、徐じよ々じよに徐じよ々じよに視界を確保していく上かみ条じようは、

「し、白しら井いさんでございましたっけ？　ほ、ほら、御み坂さかひゃんのお近くにいらっしゃるというあの伝説のすぺひゃるにゃ……」

「何で今にも泣き出しそうになっているんですか、口振りも狂くるっていればろれつも回っていない殿との方がたですわね。ちょっと失礼。とにかくっ、校内でいらん台風の目にならないでくださいませ！　わたくしはこれでも風紀委員ジヤツジメント……ああもう、水着だと肩かた出だしだから腕わん章しようをつけられないのが憎にくいっ!!　とにかく治安を守る側としては、貴方あなたのようなトラブル発生装置にウロチョロされると困るんですの！」

　言いながら、白しら井い黒くろ子こは上かみ条じようの腕うでを摑つかんでぐいぐい引っ張り、あっという間に肉食系（？）の群れから脱だつ出しゆつしていく。『流石さすがは御み坂さか様さまの懐ふところ刀がたな、やりますわ……っ！』『やはり次代のエースは彼かの女じよで決まりなのかしら』『確か白しら井いさんはコンビニや輸入雑貨スーパーまわりのホワイトスプリングホールディングス関係でしたわよね？　株価をチェックですわーっ！』などなどのざわざわ声は完全に無視である。

「……今なんか中学生の口からカブカとか出てこなかったか？」

「勝手に言わせておきなさい。それよりこっち」

　ずんずん歩く白しら井いに引っ張られる形で放ほうり込こまれたのは、奇き妙みような部屋だった。特別教室よりも大きな空間を、まるで高級チョコの箱みたいに細かく間仕切りで区切った部屋。ネット喫きつ茶さよりもしっかりした造りだが、雰ふん囲い気きとしては近い。

　白しら井い黒くろ子こは怪け訝げんな顔をして、

「自習室くらい見た事はありませんの？」

「なぁ……っ!?　ま、まさか、本気で自習なんてする子いたの……？」

「み、民度が知れていますわよ」

　ツインテールの水着少女は勉強机と椅い子すを一つ入れたら満まん杯ぱいですといった小部屋に上かみ条じようを放ほうり込こむと、後ろ手にドアを閉める。

　カチリという金具の音に、上かみ条じようは眉まゆをひそめる。

「あの、白しら井いさん？」

「何ですの。もうここ防音ですから好きに話していただいて構いませんよ」

「今なんか鍵かぎをかけませんでしたか？　お嬢じよう様さま学がつ校こうで鍵かぎのかかる防音の密室ってナニ!?　い、いやらしい……っ!!」

「民度っっっ!!　何を見てもピンクな連想にしか繫つながらないお年とし頃ごろなんですの貴方あなたは!?」

　そんな事を言われたって目め一いつ杯ぱい壁かべに背中を押おし付つけようが何しようが常に一メートル以内に水着の女の子がいる環かん境きようを強要されている訳だ。あと大熱波のせいですんごく蒸むし暑あついんだけどこれが部屋の暑さなのか女の子から滲にじみ出でる体温的なものなのか段々区別がつかなくなってくる。

「いかん目が回りそうだ……」

「水」

　簡単に差し出されたペットボトルを、しかし上かみ条じようは受け取れない。意識が回復するまででも、かなりの量を無む償しようでもらってしまっているはずだった。

　白しら井いは白しら井いで、宙ぶらりんなペットボトルを勉強机に置いてから、

「言っておきますが、わたくしだって類るい人じん猿えんとべったり密着したい訳ではないのであしからず。あのまま放置しておくと年末年始のバーゲンみたいな感じの暴動が発生しかねなかったから、先んじて回かい避ひしたまでですわ」

「……そっちの方がありがたい。何だ？　ここに来てから調子が狂くるわされっ放しだ。お前まえ達たちにとっちゃ男ってそんなに珍めずらしいもんなのか……？」

「ま、色々苦労なさっているようで。今の立ち位置で調子に乗らなければ構いませんけど」

　ツインテールの少女は両手を挙げてひらひら振ふりながら、本当に適当な調子でそれだけ言った。

　もののついでだ。

　まともに話せる相手に恵めぐまれたのもあって、上かみ条じようはついつい尋たずねていた。

「ところで」

「はい？」

「前にここじゃエレメントの、解かい剖ぼう？　分解？　とにかくそういうのにも手を出しているって耳にしたんだけど」

　ああ、と白しら井いは適当な調子で息を吐はいて、腕うで組ぐみした。

　上かみ条じようはちょっと身を乗り出して、

「ぶっちゃけ、どれくらい分かったんだ？　あいつらの事。じっ、弱点とか急所とかが分かれば！　ええとほら特定のガスとか酸とかに弱いとか、得意とする感覚器官はやっぱり視覚なのかな。それ次し第だいじゃ街を出歩く時にも有利不利がはっきりと……っ!!」

「近い近い！　ぶっ飛ばしますわよ貴方あなた!!」

「わっ、悪い」

「はあー、はあー。まったくオトコというものは隙すきあらばこんな感じですわ。それで、ええと？　ええ、そうでしたわね。エレメント。確かにお姉様が奇き麗れいに片づけてきたものの中から、比ひ較かく的てき小さな個体を台車で運はこび込こんでいる子こ達たちもいるようですけれど」

　一番小さい。

　となるとクラス１、三メートル大か。とはいえ、あれだって担かついで持ち運べるような重さのものではないはず。大型バイクよりもずっと大きいんだから当然だ。

「とはいえ、分かっている事は少ないですわよ。どうやら機械部品を使っている訳ではなさそうな事。非効率的ながら生物の構造を真ま似ねているらしき事。後は金属やケイ素ではなく炭素ベースの素材を使っている事、くらいでしょうか」

「炭素……？」

　上かみ条じようは怪け訝げんな顔をして、

「じゃあ半はん透とう明めいのアレ、やっぱり生き物って事で良いいのか？」

「それもまた、何とも言えませんわね。貴方あなたはカーボン素材でできたマネキン人形を見たらあれは生き物だと仰おつしやるんですの？」

「それは……」

「そもそも！　解かい剖ぼうの真ま似ね事ごとをしているのはお姉様一人にお株を奪うばわれたくない細々とした派は閥ばつの連中が、何とか成果を上げたくて躍やつ起きになっているだけですもの。まず新発見という事実ありき、後から新聞やネットニュースに載のせられるものはないかと取とり繕つくろっているだけ。きっと彼かの女じよ達たちはエレメントの歯と歯の間にトウモロコシが挟はさまっていただけで大々的に発表するでしょう。誇こ張ちようだらけで信用ならないので、あまり期待しない方がよろしくてよ」

「……そんなもんか」

　こんな大熱波だのエレメントだのが猛もう威いを振ふるっている最中に……と思わなくもないが、ある意味ではやはり理性的とも受け取れる。上かみ条じよう達たちの学校なんかじゃすっかり世紀末モードになっていて、元の世界が戻もどったらかえって困りそうなヤツも少なくなかった。

「それと」

　ピッ、と白しら井い黒くろ子こは人差し指を立てて、

「どれだけ『表』で好きにやっていようが、ここは常盤ときわ台だい中ちゆう学がくです。ルールには従ってもらいますわ。ええ、ええ、それはもう厳重に！　……お姉様とほいほい同じテーブルに着く事がどれだけ恐おそれ多おおいか、そこからみっちり教育しなければならないようですしね!!　人が寝ね不ぶ足そくになってまで校内を巡じゆん回かいし治安の維い持じに努めているのに横から全部ぶっ壊こわさないでくださいませ!!」

「うん？」

「ああもう！　そのナチュラルな疑問が一番腹立つ!!　良いいでしょう、今日はこの『露つゆ払はらい』白しら井い黒くろ子こがお姉様という人類の至宝についてとことんみっちりとレクチャーしてあげまひゅるわ……」

　なんかろれつがおかしくなった。

　そしてくわんとツインテールの頭が揺ゆれたかと思ったら、水着に包まれたその背中が壁かべにぶつかる。そのままずるずると真下へ崩くずれていく。小さなお尻しりがぺたりと床ゆかにつく。

　こんな時までお上品な座すわり方かたであった。

　上かみ条じよう当とう麻まは眉まゆをひそめ、やがて気づいた。

「ヤバい熱ねつ中ちゆう症しようだ！」

　ただでさえ猛もう烈れつな気温の中で、しかも鍵かぎのかかる密室に二人きりなので自前の体温でさらに室温は上がる。その言動から寝ね不ぶ足そくらしい事も窺うかがえるし、極きわめ付つけに一人で勝手にヒートアップして頭に血を上らせたのがまずかったのか。

　上かみ条じようは勉強机の上にあったペットボトルの水を摑つかむ。肘ひじや膝ひざの裏、腋わきの下したなど太い血管の走る場所に当てると良いい……という話だが、元々お風ふ呂ろのお湯より熱せられているのではあまり効果はないだろう。キャップを外して、逆の手で少女の後頭部を支えながら、小さな唇くちびるを割わり裂さくようにしてペットボトルを傾かたむけてみるも、自力で水を飲める感じでもない。そのまま唇くちびるの端はしから水が溢あふれて顎あごを伝い、水着を濡ぬらしていくだけだ。

　発ほつ端たんは間ま抜ぬけだが笑ってもいられない。

　やっぱり保健室にでも運んで、先生なり保健委員なりに診みせた方が良さそうだ。

　となると、

「……おんぶ？」

　シミュレーションスタート。

　何をどうしたって背中に胸が当たる。バレたら殺されるぞ。

「……米俵？」

　顔の高さでバズーカ砲ほうのように水着女子の尻しりを突つき出だしながら移動するのもいかがなものか。

　そして首をひねって、上かみ条じようは一つの答えに辿たどり着ついた。

「……お姫ひめ様さま抱だっこ？」







　でもって。

　バサバサバサバサ！　と御み坂さか美み琴ことの足元で鳥が羽ばたくような音が響ひびき渡わたった。

　彼かの女じよの手元から落ちたA.A.A.のメンテナンスレポートの紙束であった。
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　学園都市第三位の超レ能ベ力ル者５は見たのだ！

「あ、あああ、ああああああああああああああああああああああああああああーっ!!」

　びくっ！　と全身を震ふるわせた上かみ条じようの両手にあるもの。

　というか人。

　何でか白しら井い黒くろ子こがお姫ひめ様さま抱だっこされている。

「なななんななん何でそれ何でそれどうしてそんな……」

「こいつ熱ねつ中ちゆう症しようなんだよ」

「つまり身動きも取れない意い識しき混こん濁だくの後こう輩はいが抵てい抗こうできないのを良いい事にお好きなスタイルでどこへ運はこび込こもうとしてんのアンタ！　やっやだ、こんなのでナニ得え体たいのしれない敗北感に包まれているのしっかりしろ私いーっ!!」

　うーん、と上かみ条じようは長めに考えてから、

「後こう輩はいのお姫ひめ様さま抱だっこを取られたくらいでそんな取り乱すなよ。つかずっと前にももう一人の空間移動テレポート系能力者が関かかわった事件でやってなかったっけ？　やっぱり女子校っておっかないなあ……」

　くしゃみよりも反射的に前まえ髪がみから青白い火花が散った。

　それはすぐさま槍やりの形を取る。

「そっちサイドの敗北感じゃねえんだよっっっ!!!!!!」




　　　　７




「それー」

「ナイスサーブですわ、婚こん后ごうさあん」

　校庭の方からはそんな黄色い声が上がっていた。上かみ条じようが廊ろう下かの窓へ目をやると、競泳水着の女の子達たちがテニスコートでボールを追い駆かけているのが見える。どうやら二対二、ダブルスの試合で遊んでいるらしい。

（……とんでもない光景だな）

　というのがバリケードで校舎の窓や扉とびらを全すべて塞ふさぎ、薄うす暗ぐらい屋内に汗あせだくでうずくまっていた上かみ条じよう達たちの常識だった。だけど本当は、どっちが健全で正しいのか。確かに適度な運動をして心の安定を保っていた方が、かえって心身の消しよう耗もう速そく度どは低く抑おさえられるのかもしれない。

　とはいえ。

　それはもちろん、額ひたいの汗あせを拭ふく彼かの女じよ達たちが何の気なしに飲んでいる飲料水の供給について不安がないからだ、というのももちろんあるんだろうが。

　事態はそんな夕暮れ時に動いた。

　お嬢じよう様さま学がつ校こうにただ一人の少年である上かみ条じようは、どこに行っても目立つ。興味があるんだか恐きよう怖ふの的なんだか良く分からない注目を浴びるのも何だったのであまり人ひと気けのない廊ろう下かの一角で時間を潰つぶしていたのだったが、そこへ競泳水着の美み琴ことが声を掛かけてきた。

「おい抱だっこ魔ま」

「すげー新世代の犯罪者みたいな扱あつかいになってるけども、俺おれはそれで『雷らい撃げきの槍やり』を五発も撃うち込こまれたんだ！　何に怒おこっているか知らないけどそろそろチャラにしてもらって構わないんじゃないか!?」

　半泣きの上かみ条じようだが美み琴ことは気に留とめない。

「『話し合い』が終わったわ。『学まなび舎やの園その』周辺のエレメントも一応片づけておいた。連続になるけど、これからA.A.A.のメンテナンスとコンディションチェックが終わったらすぐに出る。『水すい晶しようの塔とう』まで一直線よ」

「つまり」

「早ければ今夜にでも終わる。サンタクロースとホワイトクリスマスを待つ学園都市の一二月が戻もどってくるわ」

　朗報だった。

　いつかそんな日がやってくる事を願っていたのに、あまりにも急展開過ぎて、かえってついていくのがちょっと怖こわくなってくるくらいに。

「アンタも準備しておいて。多分今度の作戦で要かなめになるのは私とアンタよ」

「了りよう解かい」

　去り際、上かみ条じようは美み琴ことの背中にこう告げた。

「ところでお前こそ大だい丈じよう夫ぶなのか」

「おっ、お姫ひめ様さま抱だっことかは気にしてにゃいし!!　じぇんじぇん平気!!」

「うん？　何を言っているんだお前、さっきの鼻血だよ」

「っ」

　軽く言ったつもりだったのに、美み琴ことの肩かたがわずかに跳はねた。

　そんなに気にならなかったが、お嬢じよう様さまとしては思い出したくもない醜しゆう態たいだったんだろうか。

「問題ないわ。熱ねつ中ちゆう症しようや脱だつ水すい症しよう状じようみたいな深刻な感じじゃないんだし」

「そっか」

（……あれ？　でもじゃあ何が原因だったんだ？）

　会話はそれだけだった。上かみ条じようと美み琴ことはいったん別れた。

　出しゆつ撃げき準じゆん備びと言っても上かみ条じよう側がわにやるべき事は特にない。今回は水道局の時と違ちがって、何かを回収してくる訳ではないからだ。

　校庭に出ると、美み琴ことが例のゴテゴテにした機材を身に纏まとって背後に二つあるブースターを軽く噴ふかし、青白い閃せん光こうを放っている所だった。

　しかも彼かの女じよだけではない。全く同じ競泳水着を着たお嬢じよう様さま達たちが、五〇人から六〇人くらい集まっている。

「さあ、『水すい晶しようの塔とう』に参りますわよ」

「総力戦になりますもの。気合を入れていきますわ」

「というか殿との方がたもご一いつ緒しよなんですのね。これから日も暮れるというのに、ドキドキ」

　何となく彼かの女じよ達たちから水の入ったペットボトルだけ受け取りながら、上かみ条じようは美み琴ことの方へ目をやった。

　彼かの女じよも彼かの女じよでやや困ったような顔をしていた。

「私がアンタを摑つかんで一直線に『水すい晶しようの塔とう』まで飛んでいく……って選せん択たく肢しもあったんだけど。でもこっちの狙ねらいにエレメント側が気づいたらどれだけ抵てい抗こうされるか分かんないからね。念には念を入れて、高火力の能のう力りよく者しや達たちを引き連れた方が確実ってのも事実よ」

　基本的にはエレメントは地上を這はい回まわるだけで、高所は苦手な節ふしがある。だけどそれも『基本』は、だ。上かみ条じようも水道局で超ちよう高こう水すい圧あつの水のカッターをレーザーのように射出するエレメントを見ている。

　そんな志し願がん兵へい達たちとは別のグループがもう一つの山を作っていた。

　中心にいるのは金きん髪ぱつ少しよう女じよだ。

「御み坂さかさんも含ふくめて高火力組が『水すい晶しようの塔とう』に向かえば、当然こっちの防衛が手て薄うすになる。そこんとこ忘れるんじゃないわよお？　だから道草なんか食っていないでできるだけ早く済ませて帰ってくる事。基本よねえ」

「分かっているわよ」

　と、金きん髪ぱつ少しよう女じよは別の女の子の背後から両りよう肩かたに手を置いていた。

　茶色い髪かみをツインテールにした少女だった。

「ぐぎぎぎぎぎぎ！　な、何であの類るい人じん猿えんとお姉様を一いつ緒しよにさせなければならないのか今こそ『露つゆ払はらい』たるわたくしが身をもって盾たてとなるべき場面ではああもう聞いた話ではお姉様の前で身動きの取れないわたくしをお姫ひめ様さま抱だっこしたとかなんという恐おそろしい事を……」

「戦力配分の都合もあるのよお。あなたまで出ていかれるとほんとに無防備になりかねないしい。ほら頭の中いじくり回されたくなければこっち来る☆」

　全すべてがオレンジ色に染まる中、『水すい晶しようの塔とう』に向けての進軍が始まった。

　最初に攻こう勢せいへ打って出たのは、青白いブースターの力を借りて大空を舞まう御み坂さか美み琴ことだった。彼かの女じよが学園都市の真上を一直線に突つき進すすむと、地上にいくつもの爆ばく炎えんの華はなが重なり合うように咲さいていく。その全すべてが的確に半はん透とう明めいでカムフラージュまで得意とするエレメント達たちを撃うち抜ぬき、バラバラに吹ふき飛とばしているのだ。

　普ふ通つうに考えれば、一回の探たん索さくで五キロも進むなんて自じ殺さつ行こう為いも良いい所ところ。

　だけど今回の上かみ条じよう達たちは違ちがう。そもそも屋上なんて昇のぼらない。灼しやく熱ねつに焼けたアスファルトを踏ふみ、恐おそる恐おそるではあるけれど、上かみ条じようを先頭にお嬢じよう様さま達たちの一群は地上を歩いていく。ほんの数日前まで誰だれもが当たり前に歩いていた、人の作った道を。

「すごい……」

　頭上でＵターンして巨きよ大だいな戦せん車しや砲ほうを小さく振ふる美み琴ことを見上げながら、上かみ条じようは呟つぶやいていた。

　桁けたが違ちがう。これまで上かみ条じよう達たちが築いてきた常識や前提は、このお嬢じよう様さま達たちの前では通用しないのだ。道みち端ばたに転がってぶすぶすと煙けむりを上げている半はん透とう明めいのエレメントの成れの果ての横を通り過ぎながらそんな風に思う。あれだってクラス２、六メートル級。上かみ条じよう達たちだったら五ご分ぶ五ご分ぶの刺さし違ちがえみたいな感覚で挑いどまなければ活路が見えないような相手のはずなのに。

　五キロ。その縮尺の長さ自体が変わったようだった。

　命いのち懸がけの旅路の中で襲おそわれる、時間感覚を無限に引き延ばされたようなあの感じが、今回はない。それも落ちた時点で人じん生せい終しゆう了りようとまで言われてきた地上を歩いているのに、だ。

　競泳水着の少しよう女じよ達たちは吞のん気きに上空へ手を振ふって黄色い声を上げている。

「御み坂さかさあん。通りの路地に撃うち漏もらしがいますわよお」

「この程度、お手を煩わずらわせる必要もありません。わたくし達たちだけで済ませてしまいましょう？」

「そおーっれ」

　何とものんびりした掛かけ声ごえと共に、ドカドカドカッ!!　と凄すさまじい爆ばく音おんが連続した。お嬢じよう様さま達たちが手をかざすと、路地の出入口辺りが爆ばく炎えんや氷の槍やりで埋うめ尽つくされていく。

　煙けむりの向こうがどうなったかなど、いちいち確かく認にんするまでもない。

　狩かる側と狩かられる側が逆転している。

　彼かの女じよ達たちが水や食しよく糧りようの問題を自力で解決できていて良かったと、上かみ条じようはそんな風にさえ考え始めていた。

　だって、彼かの女じよ達たちとの争そう奪だつ戦せんはあまりに無む謀ぼうだ。

　もしもスーパーやドラッグストアでかち合っていたら、あんな目に遭あっていたのは上かみ条じようや青あお髪がみピアスの方だった……。つくづく、学園都市というのは能力者の子こ供ども達たちを適切に管理していたものだと逆に感心してしまう。

「この辺りも懐なつかしいですわあ」

　ウェーブがかった茶色い髪かみのお嬢じよう様さまがそんな風に呟つぶやいていた。

「？　いつもこの辺りで買い食いしてたとか？」

「ひゃいっ！　え、えとえと、違ちがいますというかわたくしは学校側の寮りよう暮ぐらしですので『学まなび舎やの園その』から出る機会そのものがないというかええとえと、泡あわ浮つきさあん!!」

　何気なく合いの手を入れたつもりだったのに、何な故ぜだか顔を真っ赤にした女の子から逃にげられてしまった。あれだけの高火力を振ふり回まわすお嬢じよう様さま達たちなのにとてつもなくアンバランスだ。

　A.A.A.とかいう飛行機械を纏まとう美み琴ことが青白いプラズマを弱める形でゆっくりと降下してきて、すぐ近くをホバリングしながら呆あきれたような声を出していた。

「……何でアンタが目下最大の脅きよう威いになってんのよ？」

「俺おれにも理由を教えてくれ。ただあの子こ達たちが、ここが懐なつかしいなんて言っていたから話を聞きたかっただけなのに」

「ああ……」

　珍めずらしく、美み琴ことは疲つかれたようなため息をついていた。

「大熱波とエレメントが現れた初日の終わりくらいには、もう私わたし達たちは今の防衛体制を築いていたの。水も食しよく糧りようにもかなり余よ裕ゆうはあった。だから、よその学校にも分けてあげようとしたのよ。特に自力で基き盤ばん構こう築ちくするのが難しそうな、小学校とかにね」

「それでか。良いい事じゃないか。じゃあその小学校ってこの辺にあるのか？」

「……、これは、全体の士気に関かかわるからあの子こ達たちにも話していない事だけど」

　片手で額ひたいを押おさえるような格好で、彼かの女じよは言う。

「争そう奪だつ戦せんになったのよ。水も食しよく糧りようも」

「……、」

「武器も能力も何でもあり、複数の学校でね。幸い、早い段階で気づいて良かったわ。急いでＵターンして空中から何発か威い嚇かく射しや撃げきしただけで、ゾンビの群れみたいに集まってきた大人おとな気げない連中は追おっ払ぱらえた。小学校の子こ達たちも無事だったと思う。……だけどそれで怖こわがられちゃってね。結局、補給物資は誰だれも手に取らなかった。みんな逃にげちゃったのよ」

　確かに、聞いていて面おも白しろい話ではなかった。

「……なあ。一体どれくらいの数の学校が『孤こ立りつ』していると思う？」

「分からないわ。防災やセキュリティ関係については小学校の方が厳重だから、地下の備び蓄ちく庫この存在に気づいて水や食べ物を分け合ってくれていたら、まだ数日は保もつって考えているけど」

　リミットが近いのは上かみ条じよう達たちの学校だけじゃない。

　そういう意味でも、早い所『水すい晶しようの塔とう』を破は壊かいする必要があった。無数のエレメントさえいなくなれば、大熱波の中でも人々は自由に外を往来できる。点と点の『孤こ立りつ』状態は解除され、みんなで手を取り合う事ができる。

（……それに、小学校の備び蓄ちくなんて、今まで気づかなくて良かった）

　そう思っている自分を上かみ条じようは隠かくせなかった。

　今でこそ正常なジャッジはできるが、あのバリケードに包まれた、先の見えない暗がりの中でうずくまっている中でも同じ事ができたか。上かみ条じよう一人ができたとして、他ほかのみんなが沸ふつ騰とうする状じよう況きようで押おし留とどめる事ができたか。正直に言って完全な自信がある訳ではない。

『水みず狩かり』。当初はみんな『水借』という字を当てていたはずだ。だけど今もなおその字じ面づらを思おもい浮うかべられる人間は、流石さすがにいないだろうから。

　ごくりと喉のどを鳴らして、自分がいかに紙かみ一ひと重えの状じよう況きようにいたかを改めて思い知らされる上かみ条じよう。でも、だからこそ、彼かれは自然とこうこぼしていた。

「ここで決めなきゃな」

「ええ。もう終わりにしましょう、こんなのは」

　再び美み琴ことがブースターを噴ふかし、高度を上げていく。

　その後も基本的には同じ事の繰くり返かえしだった。戦場と化す街の中、まず美み琴ことがA.A.A.を使って上空を旋せん回かいし、主立ったエレメント達たちを空くう爆ばくで削けずり取とっていく。残った撃うち漏もらしをお嬢じよう様さま達たちが自前の高火力の能力で吹ふき飛とばしていく。わざわざ凶きよう暴ぼうなエレメントに接近する必要はない。安全な距きよ離りから一方的に殲せん滅めつして、相手の反はん撃げきを許さない。

　こちらに傷らしい傷は何もない。

　飛び散ったガラスのようなエレメントの破は片へんに少しよう女じよ達たちの柔やわ肌はだが傷つく事さえ。

「見えてきましたわ」

　黒くろ髪かみのお嬢じよう様さまがそんな風に呟つぶやいていた。

　答えるとまた顔を真っ赤にして逃にげられそうなので、上かみ条じようは彼かの女じよが指差した方へ無言で視線を投げる。

　夕暮れから夜に差さし掛かかる、紫むらさきっぽい空の下。

　かろうじて残る陽ひの光の名な残ごりを受けて、ビルとビルの間から何か巨きよ大だいな構造物がキラキラとした光を照り返していた。……確かに『水すい晶しようの塔とう』。粗あらく削けずった氷柱つららを逆さに突つき出だしたような格好だ。

　あまりにも大き過ぎて逆にスケール感を忘れてしまいそうだが、太さは三〇メートル、高さは二〇〇メートル、ざっと電でん波ぱ塔とうくらいのサイズの大質量が、内側からドーム球場をぶち抜ぬいている、という話らしい。上かみ条じようが近くの歩道橋に上がってわずかに『高さ』を稼かせぐと……確かに、ぺしゃんこに潰つぶれたエアバッグみたいなものがのたくっているのが見える。

　いや。

　いいや。

「……何だ、あれ？」

　ズズン!!　という重苦しい震しん動どうが、わずかに遅おくれて地面全体を伝い、焼け付く金属製の歩道橋をギシギシと揺ゆらしていた。

　問題の『水すい晶しようの塔とう』の根元、潰つぶれたエアバッグのようなドーム球場のなれの果て。

　それだけではない。

　何かいる。『水すい晶しようの塔とう』の根元から絡からみ付つくような格好で。哺ほ乳にゆう類るいとは決して分かり合えない縦長の瞳どう孔こうを持つ爬は虫ちゆう類るいじみたシルエット。四本の脚あしと胴どう体たいよりも長い尾お。それを見た時、上かみ条じようの頭の中から現実感が吹ふき飛とんだ。

　竜りゆう、と。

　そんなフレーズが頭をよぎったが、エレメントのルールだと違ちがう。おそらくトカゲか何かを模したものだろう。だけど上かみ条じようが思わず地を這はう竜りゆうをイメージしたのは、その大きさにある。

『水すい晶しようの塔とう』を抱だき抱かかえるような格好のエレメント自体、その塔とうの半分ほどにまで達していた。そして遠目に見るとスケール感を忘れてしまうが、『水すい晶しようの塔とう』は二〇〇メートル大の、電波塔とうに匹ひつ敵てきする巨きよ大だい構こう造ぞう物ぶつだ。

　その半分、全長一〇〇メートル。

　ワニや熊くまを前にしたのとはレベルが違ちがう。真っ当な危機のシグナルが吹ふっ飛とぶのも当然だ。

　クラス１で三メートル、クラス２で六メートル、クラス３で一二メートル、そして考えられてきた中で最大のクラス４でも二四メートル。

　ではあれは何だ？

　理論上にしか存在しなかったクラス５を突つき抜ぬけ、クラス６辺りに位置していないか!?

「警けい戒かい……気をつけろ、ヤバい。あれはなんかこれまでのヤツと違ちがう!!」

　思わず上かみ条じようが叫さけんだ時だった。

　地を這はう竜りゆうと見み紛まがう巨きよ大だいエレメントの胸の真ん中には、やはり核かくとなる人ひと魂だまのようにゆらめく光があった。その色は青。水道局で見たコモンオクトパスと同じ色。あまりにも大き過ぎるため、この距きよ離りからでもはっきりと見えてしまうその色が示すものは。




　水。

　直後に竜りゆうの一いち撃げきじみた超ちよう高こう水すい圧あつの噴ふん射しやが空中に解き放たれ、御み坂さか美み琴ことに直ちよく撃げきした。




　　　　８




「あ」

　上かみ条じようの頭の中が真っ白になっていた。

　上空の様子は分からない。激げき突とつ地ち点てんを中心に蒸気の大だい爆ばく発はつで包まれ、詳しよう細さいが見えないのだ。御み坂さか美み琴ことはどうなった？　まだ空中に留とどまっているのか、それとも落ちたのか。

　ぶわりと得え体たいのしれない悪お寒かんに胃い袋ぶくろ全ぜん体たいが持ち上がるようだった。

　そう、少年は思い出した。ここが落ちたら死亡確定とされる、エレメント達たちの支配する『地上』である事を。

　軍神の加護はもうない。それを直感で知った。

　そして『水すい晶しようの塔とう』の側面に張り付くあまりにも巨きよ大だいなトカゲの瞳ひとみが、無機質にギョロリと蠢うごめいた。その目は確かに無防備に地上を歩く生肉どもを睥へい睨げいしていた。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　地上までの高さなんて気にしていられなかった。

　灼しやく熱ねつの手すりを摑つかんで歩道橋から身を投げた直後、第二射が学園都市を引ひき裂さいた。金属製の歩道橋そのものが超ちよう高こう水すい圧あつのカッターに削けずり取とられ、吹ふき飛とばされる。

　何とか着地し、だが勢いを殺し切れずに灼熱の車道の上を転がる上かみ条じようは周りのお嬢じよう様さま達たちに向けて全力で叫さけんだ。

「建物の中へ!!　見える位置にいるのはまずい！　一方的に削けずり殺ころされるぞ!!」

　しかし周りの反応は鈍にぶかった。

　いっそキョトンとするほど、向こうの時間の流れは遅おそい。

「え、だって？」

「エレメントは御み坂さか様さまが……」

「わたくし達たちは何の心配もいらないって」

　なまじ今の今まで快かい進しん撃げきが続いていたのが裏目に出た。彼かの女じよ達たちは『エレメントに敗北する事が何を意味しているか』を理解していない。この数日、守られるばかりだったので何も学んでいない。

　そして相手は待たない。

『水すい晶しようの塔とう』に張り付いたまま、巨きよ大だい過すぎるトカゲはもう一度口を開く。

「く……ッッッ!!!!!!」

　持ち上がっていた胃い袋ぶくろがそのまま裏返るかと思った。

　だが起き上がり、とっさに踏ふみ出だす。前へ。この歪いびつな現実から完全に置き去りにされた、競泳水着の少しよう女じよ達たちの前へ。

　ッッッゴ!!!!!!　という爆ばく音おんと上かみ条じようの右手が、かろうじて重なる。

　爆ばく撃げきめいた飛沫しぶきが辺り一面に散乱するが、誰だれも手足は失っていない。命も無事だ。だが油断はできない。コモンオクトパスの時にも味わった。水の攻こう撃げきはその直接的な破は壊かい力りよくのみならず、辺りに散らばればたっぷり熱を吸収したコンクリートやアスファルトに反応して、大量の蒸気を生み出す。それは濃のう霧むのように視界を遮さえぎり、サウナみたいに人間の体力をごっそりと奪うばっていく。

　ようやっと、間近の爆ばく音おんと震しん動どうで『現実』を取とり戻もどしたらしい。

　弛し緩かんした空気が取とり払はらわれる。いっそ生々しいほどの恐きよう怖ふが空気に染しみ渡わたっていく。それが混乱や恐きよう慌こうになるより先に、上かみ条じようはもう一度指示を飛ばした。

「早く中へ!!　ヤツから見える位置に居続けるのはまずい!!」

　わたわたとお嬢じよう様さま達たちが動き出す。

　上かみ条じようも上かみ条じようで顎あごの汗あせを手ての甲こうで拭ぬぐい、すぐ近くでへたり込こんで泣き出している女の子の手を強ごう引いんに摑つかんで、手近な雑居ビルへと飛とび込こんでいく。

　中もエレメントだらけだった。

　クラス１、三メートル大の蜘く蛛もやタコが冷所暗所を求めてひしめいている。

「やれ!!」

　上かみ条じようが叫さけぶと、手を引っ張られていた泣きじゃくる少女がほとんど反射で手をかざした。ドカドカドカッ!!　と爆ばく音おんが連続し、小型のエレメントがひしゃげて奥おくの壁かべにぶち当たっていく。エレメントというより自分の攻こう撃げきの余波を受けたらしく、競泳水着の胴どうにあちこちストッキングの伝線のような小さな裂さけ目めが生まれていた。

　……ズン!!　という低くて重たい震しん動どうが、屋外から伝って建物全体を揺ゆさぶる。

　いちいち窓から外を覗のぞかなくても分かる。『ヤツ』が『水すい晶しようの塔とう』から降りた。何のために？　不ふ遜そんな下げ手しゆ人にんを狩かり出だすため、目に見える位置まで接近するためにだ。

「……、」

　まるで骨組みを忘れた人形みたいに、手を摑つかむ水着の少女が小さなお尻しりをぺたりと床ゆかに押おし付つけ、再び座すわり込こんでしまう。

　上かみ条じようも上かみ条じようで、空いた手で額ひたいに浮うかぶ汗あせを拭ぬぐいながら考える。

　お嬢じよう様さま達たちの火力は破格だ。クラス１くらいのエレメントなら指示出し一つで瞬しゆん殺さつできる。だけどこれで一〇〇メートルに届く大トカゲを仕留めるとなると、表面から削けずり取とってもかなりの時間がかかる。その間にどれだけ超ちよう高こう水すい圧あつのカッターが噴ふき出だし、犠ぎ牲せいが増えていくかは考えたくもない。というより、間近まで迫せまられたら体当たりだけでビルが倒たおれる。こちらの犠ぎ牲せいは避さけられない。

　やるなら一いち撃げき必ひつ殺さつ。

　そして美み琴こととの連れん絡らくがつかなくなった今、それができるのは一人しかいない。

「なあ」

　上かみ条じようはへたり込こんで小さな子供のように喉のどを鳴らして泣きじゃくる少女の両りよう肩かたに手を置いて、そして屈かがみ込こんだ。無理にでも目線を合わせて彼かれは言う。

「……アンタから伝えてくれ。みんなには、絶対に屋外には出るなって。『ヤツ』はこっちで引きつける。そのためには、『ヤツ』から見える獲え物ものは一人きりの方が誘ゆう導どうしやすい。分かったか？」

「で、でも、ひっく、あの、そしたら、あなたは……」

　上かみ条じようは答えなかった。

　そのまま少女の細い両りよう肩かたを軽く押おすような格好で、その反動で、両手を離はなす。

　再び立ち上がり、ビニール紐ひもの束を摑つかんで非常階段の扉とびらを目指す。

（支し援えんはない。俺おれ一人じゃ地上をうろつく小さなエレメント相手にも四苦八苦だ。そうなるとやっぱり元の屋上伝いに逆ぎやく戻もどり、か）

　扉とびらを開け放つ。

　そのまま外に出た。外がい壁へきに面して張り付く形の金属階段が上まで続いていた。上かみ条じようは適当にビニールロープを摑つかんで引き出す。本来ならビルからビルへ結ぶ金属ワイヤーを滑すべるにはガレージで大型工具を吊つるす太いＳ字の金具とローラースケートの小さな車輪のホイールを組み合わせた『滑かつ車しや』がいるが、贅ぜい沢たくは言っていられない。ビニールロープを逆Ｕ字にしてワイヤーに絡からめれば、少なくともぶら下がるくらいはできる。

　屋上まで上がると、地上の一角が砂すな煙けむりで埋うまっていた。

　ボッ!!　とそちらから巨きよ大だいなトカゲの頭が突つき出だす。時に街路樹をへし折り、時に打ち捨てられた車の残ざん骸がいを踏ふみ潰つぶし、あちこちのビルに激げき突とつして壁かべを突つき崩くずしながら、『ヤツ』は猛もう然ぜんとこちらへ迫せまってきている。

　距きよ離りは三〇〇から五〇〇メートルほど。

　屋上の上かみ条じようと歪いびつな半はん透とう明めいの地ち竜りゆうとが、明確に目線を合わせる。

（……まずいっ!!）

　ほとんど飛びかかるような格好で上かみ条じようはビルからビルへ繫つながる金属ワイヤーへ逆Ｕ字にしたビニールロープを引ひっ掛かけ、全力で身を乗り出す。石油製品の焼けるような嫌いやな匂においに上かみ条じようは顔をしかめる。摩ま擦さつの熱でビニールの表面が溶とけ始はじめているのだ。しかし一度乗り出してしまった以上、もう『綱つな渡わたり』は中断できない。

　そこへ。

　ゴバッッッ!!!!!!　という爆ばく音おんが背中を削けずりそうになる。例の超ちよう高こう水すい圧あつの攻こう撃げきだった。一発目は何とか回かい避ひし、二発目が背後のビルの屋上を薄うすく削けずり取とった。金属製の手すりが舞まい飛とび、貯水タンクを支えていた鉄骨が削けずり取とられ、そして上かみ条じようの全体重を支えている金属ワイヤーが不気味にぐらつく。

　千ち切ぎれるか千ち切ぎれないか。

　ギリギリのタイミングで上かみ条じようはビニールロープから手を離はなす。

　隣となりのビルの屋上へ倒たおれ込こむと同時、三発目が真ん中から金属ワイヤーを吹ふき飛とばす。蛇へびのようにのたくるワイヤーに背中を叩たたかれた上かみ条じようがさらに二度、三度と灼しやく熱ねつの屋上の上を転がっていく。

「があああああっ!?」

　激痛を我が慢まんしきれずに少年は絶ぜつ叫きようする。

　だがそれで、『ヤツ』は明確にこちらを照準するのが分かった。無人兵器とは違ちがう、殺意の粘ねん着ちやくを感じる。ビルそのものに執しゆう着ちやくし、中にいるお嬢じよう様さま達たちをほじくり返す真ま似ねはしないだろう。のろのろと起き上がり、次のワイヤーを目指す。一ヵ所にいても狙ねらい撃うちされるだけだ。

　大トカゲまでは三〇〇メートル前後、『水すい晶しようの塔とう』までは一キロ未満。

　大おお雑ざつ把ぱに立地条件を思おもい浮うかべ、そして上かみ条じようは死の匂においに包まれた『地上』の支配者に向けて自分から大声を放った。

「きやがれ化け物!!　この街が誰だれのものか思い知らせてやる!!」

　相手に言葉など通じるはずがない。

　それでも煩わずらわしそうに首が振ふり回まわされ、そして大口が開いた。

　何度も何度も吹ふき飛とばされそうになりながら、上かみ条じようは建物から建物へ金属ワイヤーを伝って移動し続ける。途と中ちゆうでいくつものワイヤーや非常階段が断たち切きられているため、もう引き返す道はない。そもそも高低差を利用した『綱つな渡わたり』は常に一本道だ。向かった先にワイヤーがなく、行き止まりならそれまで。先の見えない迷めい路ろの中でのフルアクセルが続く。

（元々あれだけの高初速だ。距きよ離りの長い短いで回かい避ひの難しさが変わる訳じゃない。さっさと近づいて右手を当てられる懐ふところまで突つっ込こんだ方がマシだ。遠くに離はなれても嬲なぶり殺ごろしにされる!!）

　エレメントはこちらのルートを先読みするつもりはないようだった。移動先を事前に読まれていた場合、まず周辺のビル東西南北全すべてを破は壊かいされ、一つの屋上で孤こ立りつ、立たち往おう生じようする上かみ条じようをゆっくりと狙ねらい撃うちにしていた事だろう。

　互たがいの距きよ離りは一五〇メートル前後。

　ざっとビルを四つ五つ挟はさんだ向こう。

（やれる。金属ワイヤーのルートは繫つながっている！　今なら交差で仕留められる!!）

　そんな風に思っていた。

　だけど彼かれは基本的な事を忘れていた。エレメント対策については平面的なバリケードを築き、高低差のある屋上へ逃にげ込こむだけでは足りない。落らく雷らいや隕いん石せき衝しよう突とつくらいの可能性ではあるが、場合によってはこんな悲劇もありえるのだという事を。

　すなわち。




　エレメントは『水すい晶しようの塔とう』のリクエストに応じて宇宙から降ってくる。

　勝ち目の見えた上かみ条じようの真上から、猛もう烈れつに巨きよ大だいな影かげが差しかかる。




「な」

　思わず、金属ワイヤーにビニールロープを絡からませるのも忘れて、上かみ条じようは頭上を見上げていた。そこにあるのはあまりにも巨きよ大だいな質量。先ほどまでの大トカゲ、地を這はう竜りゆうにも匹ひつ敵てきするモノ。

　クラス６、一〇〇メートル規模。

　左右に大きく開く顎あごにずらりと並ぶ無数の牙きば。

　ビルの屋上どころか雑居ビル丸ごと嚙かみ砕くだきかねないそれを見て、やっと、ようやく、上かみ条じようは自分を襲おそうモノの正体を思おもい浮うかべる事ができた。

　死の正体は、あまりにも巨きよ大だい過すぎる……、

（……わ、に……？）

　直後の出来事だった。

　恐おそるべき大だい震しん動どうが、学園都市第七学区を丸ごと揺ゆさぶった。




　　　　９




　どうにもならなかった。

　直ちよく撃げきの前から、すでに恐きよう怖ふに摑つかまれた心臓は数秒早く止まっていたかもしれなかった。

　だけど実際には、上かみ条じようの命は潰ついえなかった。

　では轟ごう音おんと震しん動どうの正体は何だったのか。

　目の前に答えはあった。




　ドドドガスガスガスッッッ!!!!!!　と。

　地上からいくつもの光の筋や砲ほう弾だんが解き放たれ、大質量のワニの口内へと容よう赦しやなく投じられていったのだ。




　自由落下で一〇〇メートル大の質量が真まっ直すぐ落ちていたら、それだけで学園都市にクレーターができていたかもしれない。だが実際にはそうならなかった。地上から撃うち込こまれた無数の対たい空くう砲ほう撃げきが逆に巨きよ大だいなワニを押おし戻もどし、何もない空中でバウンドしたように跳はねる。宙返りを失敗したように背中から街の中へと倒たおれ込こんでいく。

　あんな事ができるのは一人しかいない。

　どれだけ熱を吸すい込こんでいるかも分からない金属製の手すりを摑つかみ、上かみ条じようは思わず身を乗り出して地上へ目をやった。蠢うごめくのは機械の塊かたまりに包まれた、

「御み坂さか!!　生きていたのか!?」

「アンタこそ！　あの子こ達たちを庇かばってもらったのはありがたいけど無む茶ちやし過ぎ!!」

　最後まで会話もしていられなかった。

　上かみ条じようは身を伏ふせるように屋上へ倒たおれ込こむ。まだ水の大トカゲもそのままだ。ゴッッッ!!　という爆ばく音おんと共に、学園都市の夕空、屋上ギリギリのラインを超ちよう高こう水すい圧あつのカッターが突つき抜ぬけていく。

　改めてビニールロープを摑つかみ直なおし、身を起こした上かみ条じようは叫さけぶ。

「ワニのヤツは『黄』のコアだった！　おそらく『風』だ、気をつけろ!!」

「……冗じよう談だんでしょ、上うわ顎あご吹ふっ飛とばしたのにまだ動くのかよう!!」

　生物としてのワニなら脳みそをなくしている所だが、エレメントはその生態を模も倣ほうしているだけだ。何となく、中央のコアの光がなくならない限りは動き続ける印象がある。

　ズン……ッ!!　という低い震しん動どうがまたあった。

　やはり水の大トカゲや風のワニとも違ちがう方向だ。金属ワイヤーを伝って別のビルへと移動する上かみ条じようは、空中を行いき交かいながら目もく撃げきする。

　ビル群から頭を突つき出だし、周りのワイヤーを千切って、同じレベルの威い容ようがもう二体。

　赤い『火』のコアを宿すダイオウサソリに、緑の『土』のコアを宿すコノハカマキリ。これで合計四体、確かく認にんできている全種類のコアが揃そろい踏ぶみだ。

（……それだけ『水すい晶しようの塔とう』がヤツらにとっても重要って事か！）

　エレメントに対して絶大な破は壊かい力りよくを持つ美み琴ことの実じつ効こう支し配はい圏けんが『水すい晶しようの塔とう』へ一定以上近づいたのがトリガーとなったのかもしれない。普ふ段だんからあんな巨きよ体たいが自由に街を闊かつ歩ぽしていたら、上かみ条じよう達たちの学校なんて為なす術すべもなく踏ふみ潰つぶされていたはずだ。

　そしてやるべき事も変わらない。上かみ条じようとしては最も接近しやすい『水』の大トカゲから優先して狙ねらう。『ヤツ』に右手で触ふれてバラバラにしてから他ほかのエレメントを目指せば良い。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　叫さけび、今にも千ち切ぎれそうなワイヤーを逆Ｕ字にしたビニールロープを伝って最後のビルへ。ちょうど大トカゲがそのビルの壁へき面めんにぶつかり、動きを止めている。おっかないが、今なら飛び降りれば『ヤツ』の背中に乗れる！

　ビルから顔を引ひっこ抜ぬいた竜りゆうが、頭を真上に振ふる。

　上かみ条じように向けて大口を開ける。

「っ」

　喉のどが干ひ上あがったが、直後に別の動きがあった。

　爆ばく音おんの連続と共に、全く同じ規模のワニが吹ふき飛とばされ、大トカゲの背中を押おし潰つぶしにかかったのだ。言うまでもなく、黒こく煙えんを噴ふき出だし続けるワニを放ほうり投なげたのは常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのエースだろう。

　照準が狂くるい、超ちよう高こう水すい圧あつの一いち撃げきは全く関係ない夕空を引ひき裂さく。

　チャンスは二度も三度もやってこない。上かみ条じようは金属製の手すりを乗のり越こえ、そのまま一気に飛び降りる。拳こぶしを叩たたき込こむなんて格好良い事は言っていられなかった。ずり落ちそうになる自分の体を支えるため、思わず手をついてしまったといった方が近い。

　それでも効果は絶大だった。

　ビシリと亀き裂れつが走るような音が鳴なり響ひびく。大トカゲの関節が次々に外れていく。まるで組み立てる事を忘れた人形のように、その巨きよ体たいが大通りに散らばっていく。胸の真ん中にあった青くて巨きよ大だいな人ひと魂だまさえ、吹ふき消けされる蠟ろう燭そくのようにあっさりと失われていく。

　と、地上からの美み琴ことの声があった。

「伏ふせ!!」

　いくつものレーザー光が空気を焼き切り、上に乗っていたワニの方へと激げき突とつした。極きわめ付つけに要よう塞さい攻こう略りやく用ようの大口径レールガンが唸うなる。もう爆ばく発はつとかそういうのではなく、ワニの胸の中心、黄の人ひと魂だまのある辺りがごっそりと貫かん通つうし、消し飛ばされる。

　半はん透とう明めいの残ざん骸がいの上を滑すべり台だいのように降り、上かみ条じようは灼しやく熱ねつの地面に足を着ける。

　御み坂さか美み琴ことはそこにいた。ドリルや音おん響きよう砲ほうなどいくつかの砲ほう身しんが折れ曲がっているのは、とっさに水のカッターの盾たてにしたからか。それでも彼かの女じよは無事に生き残っていた。

「これで二匹ひき、残るも二匹ひきね」

「御み坂さか、どれだけやれる？　飛べそうか」

「アンタが水の対たい空くう砲ほう火かを黙だまらせてくれたおかげでね。行くわよ!!」

　ブースターを噴ふかして、御み坂さか美み琴ことが再び垂直に飛ぶ。

　速度の面では上かみ条じようはどうやっても美み琴ことには敵かなわない。先行して上空から大量の砲ほう弾だんやガトリングの鉛なまり弾だまを撃うち下おろしている美み琴ことを眺ながめるような格好で、後追いで上かみ条じようはアスファルトの上を走っていく。

『火』のダイオウサソリに、『土』のコノハカマキリ。

『水』のトカゲと違ちがって直接的な打だ撃げき力りよくはなさそうだが、美み琴ことの方も安心はできない。サソリが地上を火の海にすれば極ごく悪あくな熱を伴ともなう上じよう昇しよう気き流りゆうが彼かの女じよの全身を叩たたく羽は目めになるし、そこへ鋭するどく尖とがった大量の小石を乗せれば柔やわ肌はだを引ひき裂さくシャワーと化す。大小ランダムな径で八の字を描えがいているのも、狙ねらいを絞しぼらせないためだろう。

　そして、極大のエレメント達たちが空中へ集中している間に、上かみ条じようは光も音も出さずに地上を走る。その足元まで迫せまる。

　美み琴ことが直接的な打だ撃げきの応おう酬しゆうなら、上かみ条じようは毒針のようなものだった。

　気づかれれば踏ふみ潰つぶされておしまいだが、接近さえできれば一発で終わらせられる。

　びくんっ!!　とダイオウサソリの動きが止まる。

　むしろ関節をバラバラにした巨きよ体たいの土ど砂しや崩くずれのような残ざん骸がいに巻まき込こまれないよう、上かみ条じようは必死になって逃にげる必要があった。

　コノハカマキリはようやく地を這はう毒虫の存在に気づいたようだが、大おお鎌がまは振ふるえなかった。残るは一つ。御み坂さか美み琴ことの照準が集約され、これまでなかった密度で膨ぼう大だいな火線が学園都市へ降り注ぐ。為なす術すべもなく半はん透とう明めいのシルエットが突つき崩くずされ、胸に宿る人ひと魂だまが消えていく。

　四体全ぜん滅めつ。

　だが安心はできない。

　フル装備の御み坂さか美み琴ことは真上を見上げ、そして声を張り上げた。

「また来てる！　同じ規模のものが六匹ぴき!!　このままだと宇宙から無限に増ぞう援えんを送おくり込こまれるわ!!」

「ならどうしろってんだ!?」

　上かみ条じようの疑問に、競泳水着の少女は右手で鉄てつ砲ぽうのジェスチャーを作った。そのまま一方を指差す。例の『水すい晶しようの塔とう』だった。

「落着前にビーコンを吹ふき飛とばせば、ヤツらは着地に失敗する。全すべては時間との戦いよ!!」

「くそっ!!」

　上かみ条じようは吐はき捨すて、特大のランドマークに向けて走り出す。

　速度の面では勝まさるはずの美み琴ことだったが、彼かの女じよは彼かの女じよでより高く、真上を目指してブースターを噴ふかしていた。落着前、向こうが本調子を出す前に吹ふき飛とばせるだけ吹ふき飛とばしておきたかったのだろう。しかもワニの時のような『空中バウンド』ができない場合、落着イコールクレーター発生の危険性だってゼロではない。最初の大トカゲがどうやって地に足を着けたのか不思議なくらいだった。

　落ちると言っても何しろ大たい気き圏けん外がいからの話なので、目に見えてからも結構な時間がかかる。『水すい晶しようの塔とう』までは七〇〇から八〇〇メートル前後。全ぜん力りよく疾しつ走そうでもやれるかどうかはギリギリだ。真上から迫せまる吊つり天てん井じようのような猛もう威いに心臓を摑つかまれながら、それでも上かみ条じようはとにかく両足だけと言わず両りよう腕うでも上体も全部振ふり回まわして走り続ける。

　ほとんど前のめりに倒たおれ込こむような格好でドーム球場の敷しき地ちに飛とび込こむ。外から見てもゲートは吹ふき飛とばされていた。この手のドームは柱を持たず空気の力で支えているらしいのだが、『水すい晶しようの塔とう』が内側から突つき破やぶった時にその内圧が暴走でもしたんだろうか。

　ガラスも金属もひしゃげたゲートを踏ふみ越こえ、さらに奥おくへ。

　観覧席にある当たり前の下り階段もマウンドの広さも何もかも鬱うつ陶とうしかった。天てん井じようがべしゃりと潰つぶれても、それでもトンネル程度の高さは確保されている。とにかく、走って、走って、走って、走って、不気味な『水すい晶しようの塔とう』の根元まで飛とび込こんでいく。

　右の拳こぶしを握にぎる。

　空が塞ふさがれているため、かえってリミットは見えない。

　あと四メートル、三メートル、二メートル、一メートル……。

　その時だった。

　横合いから、いきなりカミキリムシを模したエレメントが上かみ条じようの横っ腹を狙ねらってきた。

　半はん透とう明めいにカムフラージュ。

　人の目ではほとんど見えないようなその脅きよう威い。クラス１、三メートル。美み琴ことと共に倒たおした一〇〇メートル規模のものと比べれば雲うん泥でいの差さ。それでもまともに一発もらえば人の命など容易たやすく散るのは何も変わらない。

　上かみ条じようは歯を食いしばって。

　間近に迫せまる大おお顎あごをじりじりと睨にらみつけて。

「あ、あああ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　恐きよう怖ふ心しんの全すべてを振ふり払はらった。

　そのまま身を捻ねじるようにして前へ。『水すい晶しようの塔とう』を思い切り殴なぐりつける。

　死の大おお顎あごが、脆ぜい弱じやくな胴どう体たいを挟はさみ込こむ。

　まさにその一いつ瞬しゆん手前で、膨ぼう大だいな質量に亀き裂れつが走った。ドーム球場を内側から突つき破やぶるほどの威い容ようが、あまりにも呆あつ気けなく突つき崩くずされる。その破は片へんの一つ、それでも観光バスよりも大きな塊かたまりが布の天蓋を破り、カミキリムシの真上に落ちた。もう右手を振ふるう必要もなかった。キイキイと鳴くエレメントの上へ、立て続けに主からの裏切り行こう為いが降り注いでいく。

「う、うわあっ、うわあああああっっっ!!!???」

　上かみ条じようもただでは済まなかった。

　最初は人じん工こう芝しばの上へ飛とび込こんで身を伏ふせていたが、次々に降り注ぐ岩石じみた破は片へんは全く安心感を与あたえてくれなかった。それどころか、『水すい晶しようの塔とう』全体が明らかにぐらりと揺ゆれていた。それはこちらに向かって倒たおれ込こんでくる。

　伏ふせているだけでは駄だ目めだ。ここにいたら死ぬ。

　心臓どころか全身の内臓が死の恐きよう怖ふに荒あれ狂くるっていた。上かみ条じようは慌あわてて起き上がり、もう全力で走り出す。出口へ。ドーム球場の出口へ向けて。

　途と中ちゆうで小さなエレメントを何度か目もく撃げきしたが、戦っている暇ひまもなかった。

　雨あられのように降り注ぐ半はん透とう明めいの残ざん骸がいが、そうした回かい避ひ・防衛行動を取らないエレメント達たちを次々と押おし潰つぶしていく。

　死しにもの狂ぐるいで走はしり抜ぬけ、どうにかこうにか潰つぶれたドームから転がり出た時、ちょうど『水すい晶しようの塔とう』が倒たおれ込こむ所だった。

　ヤツは最後の最後まで人類の敵だった。

　よりにもよって、方ほう向こう転てん換かんしたはずのこっちに向けて巨きよ人じんの剣けんが振ふり下おろされてくる。

「冗じよう談だんじゃねえぞっ、くそ!!　どこまで不幸なんだ!?」

　身も世も、恥はじも外聞も、何から何まで全部捨てた。つんのめり、転がり、這はいずるようにして、何としても横方向へ距きよ離りを取る。逃にげ続つづける。

　直ちよく撃げきは避さけた。

　だが倒たおれ込こんだ途と端たんに猛もう烈れつな粉ふん塵じんが舞まい上あがり、砕くだけ散ちったコンクリートやアスファルトの細かい破は片へんが砂すな嵐あらしのような密度で四方八方へ撒まき散ちらされた。慌あわてて伏ふせようにも、全身を叩たたかれた上かみ条じようの体が何度も何度も地面を転がる。

　すぐ近くに、無造作にコンクリートから飛び出した鉄筋が突つき刺ささった。

　倒たおれ込こむ上かみ条じようの首からわずか数センチ離はなれたアスファルトの地面に、容よう赦しやなく。

「はぁー……、はぁー……ッッッ!!!!!!」

　生きた心ここ地ちがしなかった。

　自分が何をやって、それがどんな結果に結びついていくのかも。

　イメージが連結したのは、頭上で鳴なり響ひびく立て続けの爆ばく音おんを耳にしてからだった。

　オレンジ色の上空をしばらく飛とび交かっていた美み琴ことが、こちらに気づいてブースターの青白い閃せん光こうを弱めてホバリング状態のままゆっくりと下降してくる。

「三匹びきは空中で撃げき破は。残りは大空を流れていったわ。角度から考えると太平洋は間ま違ちがいなし。『死し骸がい』を見た限りだと比重もかなり大きいから、水に入ったらそのまま浮うかび上あがってはこられないでしょうね」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのか？　何ヵ月も経たってから東京上陸なんて怪かい獣じゆう映えい画がみたいな目には遭あわないだろうな」

「そこまでは分からないけど、大人おとな達たちも衛星で調べたり探たん査さ艇ていを送おくり込こむくらいの頭があるものだとは思いたいわね」

　どっちみち、学園都市の『中』にいる上かみ条じよう達たちには今すぐできる事は何もない。

　とりあえず『中』の混乱を収めない事には『外』の問題には対処できない。

「……ひとまず、何とかなった、のか？」

「みたいね」

「実感は全ぜん然ぜん湧わかないけど」

「でも確かに、あれから追加のエレメントはやって来ないわ。さっきまで虎とらの子この一〇〇メートルクラスを大おお盤ばん振ぶる舞まいしていたのに、ぴたりと止やんでる」

「……、」

　思わず夕空を見上げてしまうが、人間の目では宇宙まで届かない。世界がこんな風になっているともっと早く分かっていたら、天体望遠鏡の一つでも調達していたかもしれなかったのに。

　競泳水着の美み琴ことは額ひたいの汗あせを籠こ手てで拭ぬぐいながら、笑ってこう言った。

「ひとまずこれからも上じよう空くう監かん視しを強めてみるけど、この分だと本当に『水すい晶しようの塔とう』はこれ一つきりなのかもしれないわ。だとすれば追加の増ぞう援えんはほとんどないと見て良い。地上に残っているエレメントを一いつ掃そうすれば、人の流れは元に戻もどる」

　言われて、その『意味』に気づくまで、上かみ条じようの脳には時間が必要だった。

　じわじわと、ややあって、ようやく認にん識しきが追い着く。

　気をつけなければ、思わず涙るい腺せんが決けつ壊かいする所だった。

　間に合った。この街は、あちこちに点と点として『孤こ立りつ』している様々な人ひと達たちは、間に合った。上かみ条じようの学校も、生せい活かつ基き盤ばんを自分で作るのも怪あやしい小学校なんかも、みんなみんな助かる。もちろんこれからも油断はできない。大小無数のエレメントの総数なんて誰だれも統計を取っていないんだから、一いつ掃そうしたと思っていた所でいきなり不意打ちを受けるリスクも当然しばらく残る。それでも一帯を丸ごと支配されていた頃ころに比べれば全然マシだ。こんなのは冬ふゆ越ごしもできないセアカゴケグモが港の自じ販はん機きの裏でひっそりと息づいているのと同じ。もうヤツらの好きなようにはさせない。今度はこちらから見つけ次し第だい叩たたき潰つぶしていく番だ。

　頭の中で爆ばく発はつ的てきに広がっていく情報の渦うずに翻ほん弄ろうされ、そして、上かみ条じよう当とう麻まは一言だけ洩もらしていた。

「……良かった」

「ええ、本当に。良かったわ」

　御み坂さか美み琴ことはそんな少年の肩かたに、そっと装そう甲こう付きの手を置いていた。

「ひとまずうちの生徒と合流して、常盤ときわ台だいまで帰りましょう。落ち着いたらアンタの避ひ難なん先さきまで送り届けてあげる。エレメントの脅きよう威いが去った事さえ分かれば、どんな学校だって絶対に内圧は下がるはずよ。それで取とり戻もどせるはず、元の人間ってヤツをね」

「ああ、ああ。そうだな、その通りだ……」

　むしろこんな話を信じてもらえるかどうか。そんなどうしようもない悩なやみさえ頭に浮うかんでしまう。その余分や余計こそが、ひりつくような死の恐きよう怖ふを脱だつした証しよう拠こなんだろう。

　元来た道を歩きながら、上かみ条じようはこんな風に呟つぶやいていた。

「にしても、大熱波の方はそのまんまか。これも全部『水すい晶しようの塔とう』が指令を出していたって話だったら簡単だったのに」

「……そこまで上う手まくはいかなくても、今後は人の流れが活発化するから、みんなで力を出し合って乗のり越こえられるわ。大熱波の正体は膨ぼう大だいなマイクロ波なんだから、逆にシールドさえしっかりしていれば温度は上じよう昇しようしない。化学や物理の先せん生せい達たちとも協力して、ディスカウントストアとかホームセンターで材料を集めて、避ひ難なん所じよごとにシールド区画を用意できるようになれば。生せい活かつ圏けんは少しずつでも増やせる。医務室から熱を遮しや断だんできれば、ダウンしていた人ひと達たちの回復も早くなるはず」

「噓うそみたいな話だな」

「そのとんでもない事を成なし遂とげたのよ。私もアンタも」

　隣となりをゆっくりとホバリングしながら、機械に包まれた美み琴ことは笑う。

「余よ裕ゆうができればこっちから宇宙に目を向けられる。そもそも上で何が起きているのか。エレメントやマイクロ波を生んでいるのは何なのか。……第二三学区の備品や設備は無事かしら。宇宙開発関連に特化した向こうさえ息を吹ふき返かえせば、元げん凶きようそのものに手が届くかもしれないんだけど」

「……そういや、僧そう正じようの時もマスドライバーとか使っていたよな、俺おれ達たち」

　全くイメージは湧わかないが、仮に衛えい星せい軌き道どう上じように巨きよ大だいＵＦＯみたいな母ぼ艦かんやステーションがあるとしたら、マスドライバーで大量の爆ばく薬やくを飛ばして撃げき墜ついできるかもしれない。それもまた、『これから』だ。人口の八割に届く子こ供ども達たちが散発的に生き残る事へ執しゆう着ちやくしてきた『これまで』とは違ちがう。宇宙関連は残る二割の大人おとな達たちの都合で回っている。上かみ条じよう達たちの事情と彼かれらの事情は嚙かみ合あわず、衝しよう突とつする事だってあるかもしれない。

　そこまで考えて、上かみ条じようは笑ってしまった。

　これから。二四時間以上先の事を考える余よ裕ゆうができた事に、笑ってしまった。

　時代は変わったのだ。

「帰りましょう」

「ああ……」

　周辺の雑居ビルに残してきたお嬢じよう様さま達たちとは簡単に合流できた。衝しよう撃げき波はで割れたガラスで競泳水着の胸むな元もとやお腹なかの辺りが切れたり、指先に怪け我がをした子もいたようだが、主立った被ひ害がいはその程度だ。超ちよう高こう水すい圧あつの水のカッターや崩くずれ落おちるビルの残ざん骸がいに押おし潰つぶされるような事がなくて本当に良かった。上かみ条じようにはそれしかない。

「ふええ、御み坂さかさまあー……」

「あー、よしよし。『水すい晶しようの塔とう』は何とかしたからもう大だい丈じよう夫ぶよ。さっさと帰ってシャワーでも浴びましょう？　圧縮空気のポンプとかじゃなくて、じきに電気も回復すると良いいんだけど」

　泣きじゃくる競泳水着の少しよう女じよ達たちをあやしている美み琴ことを見ていると、やはり、なんだかんだで頼たよりにされている精神的な柱、お姉様をきちんとやっているらしい。

　そんな風に思っている上かみ条じようへ、別口で何人かの女の子達たちがおずおずと声を掛かけてきた。相変わらずおっかなびっくりといった感じだったが、

「あっ、あの……っ」

「？」

「わたくし達たちと、えと、御み坂さか様さまも守っていただき、ええと、ありがとうございました！」

　面と向かって言われると、なんて答えて良いのか頭に浮うかばなくなる。

　実際にはこっちが助けられる方が多かった。上かみ条じようがやったのは最後の最後に右手一つ当てただけで、残りの道を築いたのはお嬢じよう様さま達たちだ。彼かれ一人だったら『水すい晶しようの塔とう』は見えていても、攻せめあぐねている間に殺されていただろう。

　だからこれだけ言った。

「こちらこそ」

　たったの一言で、刺し激げきは与あたえないつもりだったのに、彼かの女じよ達たちはきゃーきゃー言いながら元の女の子軍団へと飛とび込こんでしまった。相変わらず、距きよ離りが縮んだのか広がったのかいまいち判断が難しい。

　ともあれ、ひとまずは常盤ときわ台だい中ちゆう学がくへ。

　帰るまでが遠足とは良く言ったものだが、幸い、途と中ちゆうで『残党』となるエレメントとかち合う事はなかった。

　だけど『学まなび舎やの園その』へ、元のホームへ近づいていくごとに、彼かれらの口数は減っていった。

　おかしい。何かがおかしい。

　近づくにつれてピリピリと肌はだを刺さすような空気に包まれていく。『水すい晶しようの塔とう』は折れ、エレメントの脅きよう威いは去ったはずなのに、死の感覚が少しずつ少しずつ濃のう度どを増して、上かみ条じようや美み琴こと達たちの全身に絡からみついてくる。

「なに、あれ……？」

　誰だれかが呟つぶやいた。

　見えたのは、夕暮れの空に立たち昇のぼる汚よごれのようなものだった。それは一筋の黒こく煙えんだった。それも上かみ条じよう達たちがこれから戻もどる『学まなび舎やの園その』、いいや常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの方だった。

「何あれ!?」

　そして明確な悲鳴が混じった。

『学まなび舎やの園その』。男子禁制のお嬢じよう様さま学がつ校こうを複数まとめた特別区画。故ゆえに元から分厚い壁かべで覆おおわれ、出入口のゲートさえ塞ふさげばバリケードの構築は終わってしまうはずだった。

　なのにそのバリケードが、ダンプカーでも突つっ込こんだかのようにメチャクチャに破は壊かいされていた。ゲートの内側には背の高い見張り台があり、仮にエレメントが近づいても高火力の能のう力りよく者しや達たちが一方的に迎げい撃げきできるようにしていたはずだ。その見張り台もない。絶句しながらぽっかりと空いた大穴を潜くぐると、あちらこちらで見張り台が倒たおれているのが分かる。

　鉄骨に足を挟はさまれたまま呻うめく少女を見つけ、上かみ条じよう達たちは慌あわてて駆かけ寄よる。

「……刺ささってはいない。挟はさまれているだけだ。どうにかして鉄骨を持ち上げる方法は!?」

「私のA.A.A.でやってみる。隙すき間まを広げたらアンタが引きずり出して！」

　元から使い物にならなかった、くの字に折れたドリルを地面と鉄骨の間に挟はさみ込こんで、強ごう引いんにスペースを確保する。上かみ条じようは少女の両りよう脇わきに腕うでを通してその体を引ひき抜ぬいた。

「ぐうう……っ！」

　足の角度はおかしく、色も紫むらさき色いろになって、すっかり腫はれていた。この分だときっと折れている。

「木の枝とビニールロープだけでも添そえ木ぎは作れる。でも内出血はお手上げだ。どうすれば良い!?」

「うちの子こ達たちの中から募つのりましょう。何も破は壊かい力りよくだけが能力者じゃないわ。……それより一体何が起きたっていうの……っ!?」

　大おお慌あわてで競泳水着の少しよう女じよ達たちが動き回る。鎮ちん痛つう、止血、消毒、溜たまった血の除去に、そして骨の固定。あっという間にテキパキと状じよう況きようが進んでいく。

　正直、上かみ条じようの学校だったらここまでできたかは分からない。場当たり的にベッドで寝ねかせる以外にしてやれる事は思おもい浮うかばない。

「え、エレメントが……」

　手当てを受けている間、途と切ぎれ途と切ぎれになる意識を必死に繫つなぎ止とめるような声で、見張り役の少女は掠かすれた声を絞しぼり出だす。

　エレメント。

　やっぱり『学まなび舎やの園その』はヤツらに襲おそわれたのか。これだけの防衛態勢を築いていても？　上かみ条じようにはイメージできない。それは、まあ、一〇〇メートル規模の大トカゲの前では、流石さすがに為なす術すべもなかった。だけど普ふ通つうのサイズのエレメントが散発的に襲おそってくるくらいなら、高火力のお嬢じよう様さま達たちだったらあっさり返かえり討うちにできたはずなのに……。

　そう思っていた。

　だけど話には続きがあった。

「エレメントが、『あの野や郎ろう』に引き連れられて……」

「あの野や郎ろう……？」

　思わず聞き返していた。

「何だそれ？　あの野や郎ろうって誰だれだ!?」

　だがそこまでだった。少女の肩かたが大きく震ふるえる。話して、報告してしまった事で気が緩ゆるんだのか、彼かの女じよの意識がぱったりと落ちていく。

「大だい丈じよう夫ぶ、大だい丈じよう夫ぶです！　心しん拍ぱくはしっかりしています。このまま寝ねかせてあげましょう」

　横から別のお嬢じよう様さまにそう言われて、上かみ条じようはそれ以上強く言えなかった。ある程度は鎮ちん痛つう作さ用ようのある能力の恩おん恵けいを受けているとはいえ、流石さすがに足が折れた少女を無理にもう一度起こすのは酷こくだ。

「それにしても、あの野や郎ろう、って何だ……？　エレメントを引き連れている……？」

　今の今まで、司し令れい塔とうは『水すい晶しようの塔とう』で、あくまでも命令系統のてっぺんは無機質なものだと思っていた。でも、それだと今のやり取りは説明がつかない。機械や無機物に対して『あの野や郎ろう』とは呼ばない。

　とはいえ、上かみ条じよう自身も強敵に対しては『ヤツ』と位置付けたりもする。ひょっとすると、エレメントの中でも特別な個体と遭そう遇ぐうしたのかもしれない。

　そう思いたい。

　それ以上は流石さすがに想像が追い着かない。

　……もしも、『あの野や郎ろう』が上かみ条じよう達たちと同じ人間だったら？　しかもその誰だれかには多数のエレメントを引き連れる、統とう率そつする、支配する力があるらしい。だとしたら『水すい晶しようの塔とう』を破は壊かいしたくらいでエレメントの危機を乗のり越こえられたと言えるのか。人間が窮きゆう地ちに立ったら団結するように、『あの野や郎ろう』とやらは今まさに残存勢力を結集し、起死回生の一手を打っているのではないか。

　考えたくもなかった。

　そっちに進んでほしくなかった。

　故ゆえに、上かみ条じようはそれ以上の連想を避さけた。脳の働きを遮しや断だんした。そしてのろのろと御み坂さか美み琴ことの方へ目をやった。

　競泳水着の最強戦力は、静かな声でこう判断を下した。

「……とにかく戻もどりましょう。私わたし達たちがいない間に、一体何があったのかを確かめないと」

「あ、ああ」

　多くのお嬢じよう様さま達たちはここへ置いておく事にした。この先にどんな危険があるか分からず、また負傷者の数も不明。みんなで先に進むよりも、応急手当のための拠きよ点てん、ポータルを作ってもらった方が安心できたためだ。

　美み琴ことと二人で進む。

　ヨーロッパの街並みを模した『学まなび舎やの園その』の通りは、メチャクチャになっていた。あるいはガラスが割れ、あるいは壁かべそのものが崩くずれ、あるいは石いし畳だたみの道路が掘ほり返かえされ。だけど一方で不思議な事もある。散発的な被ひ害がいはあるものの、絨じゆう毯たん爆ばく撃げきのような徹てつ底てい的てきな破は壊かいには至っていない。それこそ、暴れる猛もう獣じゆうの手た綱づなを誰だれかが握にぎって、ある程度の規則正しい流れを作って進軍したかのようだった。

　あちこちで脅おびえたような視線があった。

　上かみ条じようが目をやると、崩くずれかけた建物の窓にカーテンが引かれる。もう嫌いやだ、これ以上は何も関かかわりたくない。そんな拒きよ絶ぜつのサインだった。『水すい晶しようの塔とう』を破は壊かいし、エレメントから街を解放したはずなのに。『あの空気』が再び蔓まん延えんしようとしていた。

「一体、何が……？」

　誰だれも彼かれもが回答を拒きよ絶ぜつするため、疑問は宙ぶらりんとなる。

　美み琴ことも美み琴ことで、上空を飛んで調べればものの一いつ瞬しゆんなのに、それをやらない。いいや、高度を上げようとしない。道幅を大きく埋うめる形で地上近くを進む。あの『水』の大トカゲにやられた直後と同じだった。彼かの女じよは明らかに不意打ちを警けい戒かいしている。今までの勝かち戦いくさのムードを手放し、そうせざるを得ない『何か』を肌はだで感じている。

　時刻は夕暮れから、夜になる所だった。

　辺りが闇やみに包まれる頃ころ、上かみ条じよう達たちは絶望の学校へと戻もどってきた。

　学園都市の名門、常盤ときわ台だい中ちゆう学がく。

　比べ物にならなかった。これまでの街並みとは破は壊かいの密度が違ちがう。敷しき地ちに一歩踏ふみ込こむのさえ躊躇ためらわれた。何か、見えない圧のようなもので先に進むのを阻はばまれる。

　そして上かみ条じよう達たちは見た。

　意を決して一歩を踏ふみ出だした直後、正門の裏側、崩くずれかけた壁かべに背を預けるようにしてへたり込こんでいる一人の少女。

　長い金きん髪ぱつに競泳水着、斜ななめに細いビニールストラップで掛かけたブランドバッグ、蜂はち蜜みつのような甘あまい匂においのするお嬢じよう様さまを。

「は、はは。やられちゃったわあ」

「食しよく蜂ほう!!」

　慌あわてたように言ったのは、名前を知っている美み琴ことだった。

　だけど何な故ぜだか彼かの女じよは、起き上がる事もできないまま、立てかけられた人形のような格好で、上かみ条じようの方を見上げていた。

　額ひたいから溢あふれた血が目に入り、その片目は開いてすらいなかった。鋭するどい爪つめでも振ふりかぶられたのか、競泳水着もあちこち派手に裂さけている。

「ま、御み坂さかさんに王子様を預けた時点で、『奇き跡せき』のストックは向こうに預けた事になるものね。だから、これは私の選せん択たく。あなたが胸を痛める必要はないわあ……」

「お、前……」

「馬ば鹿かね。こういう時だけ無理に思い出そうとしなくても良いのよ。あなたは何も覚えていないし、覚えていられない。今はそれを強みに考えても良いくらいなのに」

「何があったんだ。一体何が!?」

　肩かたを摑つかんで揺ゆさぶる事さえ躊躇ためらわれるような惨さん状じようだった。

　同じ敷しき地ちの中にある白はく亜あの館やかただって無事ではない。テニスコートも部ぶ活かつ棟とうも惨さん澹たんたる有り様だった。そして何より、御み坂さか美み琴ことの整備場ハンガー。そこが特に集中的に破は壊かいされているような気がする。

「つまり、『水すい晶しようの塔とう』はエサだった……」

　金きん髪ぱつの少女は囁ささやくように、いいや、それでも全力を振ふり絞しぼって、喉のどに血が詰つまったような声でそう告げていた。

「あれに辿たどり着つける者を見つけ、逆に辿たどって殲せん滅めつするための。宇宙からやってくるエレメントも、これみよがしに突つき出でた『水すい晶しようの塔とう』も、多くの人間が簡単に目もく撃げきできる環かん境きようを整えるためのデコレーションだった……。『あの野や郎ろう』は笑っていたわ。笑いながら、エレメントに命じて全すべてを破は壊かいした。散発的な『個』と、統とう率そつの取れた『全』で、同じ数でも全然印象が違ちがうのね。主力の高火力組の大半が出で払はらっていた事も手伝って、白しら井いさんも、婚こん后ごうさんとやらも……私わたし達たちには為なす術すべもなかったわあ……」

　何だ？　誰だれだ？

　ここでも出てきた。『あの野や郎ろう』という言葉が。

「気をつけて。先に本人ではなくホームを襲おそったのは、補給の線を断たち切きるため。『あの野や郎ろう』は今も立ち去っていない。あなた達たちを狙ねらっているはず」

「誰だれなんだ……？」

　全部終わったはずだ。

　なのに前提は覆くつがえった。『水すい晶しようの塔とう』はデコイで、しかもトリガー。上かみ条じよう達たちが到とう達たつしてしまったからこそ、『あの野や郎ろう』とやらは常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの大戦力に気づき、大量のエレメントを引き連れて、打って出た。だとすれば本当の相関図はどこにある。『あの野や郎ろう』は誰だれで、どんな思おも惑わくで動いている。

「『あの野や郎ろう』っていうのは一体誰だれなんだ!?」

　対して、金きん髪ぱつ少しよう女じよの目が不自然に開かれた。

　今まで血が入はいり込こんでろくに開かなかったはずの片目さえも、強ごう引いんに。

「あ、あ……」

　彼かの女じよの垂れた右手がひくひくと痙けい攣れんする。腕うでを持ち上げようとしているが、思ったように手が動かないのだろう。

　だけど上かみ条じようには、金きん髪ぱつ少しよう女じよが何を言いたいのか伝わってきた。

　いいや、それは映っていた。

　大きく見開かれた、彼かの女じよの瞳ひとみの中に。




「───、……ッッッ!!!???」




　上かみ条じよう当とう麻まと御み坂さか美み琴ことは同時に振ふり返かえった。

　だが間に合わなかった。

　音もなく忍しのび寄よっていた真なる脅きよう威いが、世界の全すべてを丸まる吞のみして……。








行間　三









　学園都市危機的防災マニュアル第一一〇九号

　仮か想そう崩ほう壊かいファイル名めい『オペレーション・ブラックアウト』




　言うまでもない事ですが、一定以上の人口を有する大都市では電でん力りよく依い存ぞんの傾けい向こうが高まります。例えば五〇万台以上の防犯カメラを設置したニューヨークやロンドンでも、完全な電でん源げん喪そう失しつが発生した場合は瞬またたく間まに暴動に発展していく事でしょう。

　この暴動の発生条件には、地域レベルでの社会性、個々の経けい済ざい状じよう況きよう、そして手持ちの武器の強さなど、いくつかの段階が存在します。

　比ひ較かく的てき経けい済ざい状じよう況きように優すぐれ、拳けん銃じゆうの携けい行こうなども許されない一いつ般ぱん東とう京きよう都と内ないでは、本格的なブラックアウトが起きても暴動には発展しない、という『安全神話』が存在しますが、それもここから算出された予想結果に過ぎません。

　そして、東京の一部分でありながら特とく殊しゆな環かん境きようを備えた学園都市は、このブラックアウトに対して非常に弱い。

　まず学園都市で暮らす住人の八割は学生であり、個々の精神性や地域レベルでの社会性はどうしても成せい長ちよう途と中ちゆう、つまり言いい換かえれば未熟な側面があります。

　また、未成年であるが故ゆえに、自力での収入はほとんどありません。親からの仕送り、学校からの奨しよう学がく金きんなどで見た目は潤じゆん沢たくであっても、自覚なき意識下では常に『誰だれかの金で生かされている』息苦しいコンプレックスを抱いだいています。この独立志向は底辺のスキルアウトから最上位のお嬢じよう様さままで、ほとんど全すべての学がく生せい達たちに大なり小なり当てはまるでしょう。

　そして武器。言うまでもなく学園都市の子こ供ども達たちはその全員が無能力レベル０から超能力レベル５までの能力者であり、最初から殺傷力のある武器を有している（またはそう詐さ称しようできる）状態と言っても過言ではありません。また優すぐれた科学技術は３Ｄプリンターで拳けん銃じゆうの自作を許すように、氾はん濫らんするテクノロジーを大人が管理しなくては様々な悪用が可能な状じよう況きようにさらされます。

　以上三つの観点から、東京都内にありながらブラックアウトを引き金に大規模な暴動へ発展する可能性が高く、非常に危険な状態にあります。

　現在、統とう括かつ理り事じ会かいを中心とした学園都市体制側では、無数の風力発電によって発電装置を極力分散化させるなどして電でん源げん喪そう失しつ、ブラックアウトの危険性を可能な限り排はい除じよしようとしているようですが、ここにも落とし穴はあります。

　大規模な停電状態は、何も発電装置の有う無むだけで決まるものではないからです。

　例えば、大たい気き圏けん近くで核かく兵へい器きが起き爆ばくし、大量の電磁パルスが地表へ降り注ぎ、街中の電子機器が破は壊かいされた場合。

　仮に地下深くに頑がん強きような予備発電機を備えていたとしても、その電気を使う機材がまとめて破は壊かいされた状じよう況きようであれば、それはブラックアウトと何も変わりません。

　さらに、能力者の大多数が暴動に参加した場合、ブラックアウト状じよう況きよう下かではその収しゆう拾しゆうが極きわめて困難になるでしょう。警備員アンチスキルを中心とした大人側の戦力は次世代兵器……つまりライフル一丁から無人の戦車や戦せん闘とう機きに至るまで、その全すべてがハイテク機材となりますので、そもそも現有の兵器の何割が使用可能な状態を維い持じできるのかも不明です。

（別紙資料に学園都市第三位、超電磁砲レールガンとの仮か想そう戦せん闘とうデータがあります。電子機器を内包する次世代兵器の脆ぜい弱じやく性せいについての参考に）

　また、完全なブラックアウト状じよう況きよう下かでは各研究機関で保管されている細さい菌きんや薬品類の管理にも影えい響きようが出てきます。こちらが無む秩ちつ序じよに漏ろう出しゆつした場合、暴動の憂うき目めなど考える間もなく、半日以内に学園都市は死の街と化すでしょう。

　ブラックアウトで特に影えい響きようが出るのは冷れい却きやく管かん理りされている危険物です。ひとまずこちらには予備として電気に依い存ぞんしない化か学がく冷れい媒ばい系けいの冷れい却きやく装そう置ちの併へい設せつを徹てつ底ていする事。そして警備員アンチスキルなどに支給する次世代兵器にはハイテク照準装置の他ほかに、一〇〇年前から使われているアイアンサイトの取り付けを強く推すい奨しようします。

　加えて、コールドスリープ装置などは全体を魔ま法ほう瓶びん化かした上で、液体窒ちつ素そやヘリウムなど化か学がく冷れい媒ばいと共に封ふう印いんすると良いいでしょう。ただし、これらは密閉容器に入れたまま常温にさらすと、気化時の体たい積せき膨ぼう張ちようにより大だい爆ばく発はつを起こすのでご注意を。魔ま法ほう瓶びん化かはもちろん、気化したガスを抜ぬく栓せんも必要です。

　重要なのは、非常時でも『大人の力』を持続できるか否いなか、です。

　そのためには最さい先せん端たんのみならず、ハイ＆ローの組み合わせもまた有益ではないかと。





学園都市仮想崩壊計画演算担当責任者　木き原はら唯ゆい一いつ






（以下は手書きの文字）




　えっへん。きちんと締しめ切きり通りです、褒ほめてください。

　採点が終わりましたらご飯にしましょう、先生。








第三章　宿敵と交かわす協きよう力りよく要よう請せい　Double_Enemy.









　　　　１




　今度こそ、今度の今度こそ……死んだと、そう思った。

　むしろ生き残るために必要な道が、一つも見えていなかった。

　なのに。




「かはっ、あ……ッッッ!!!???」

　ハーフパンツのような水着を穿はいた上かみ条じようは自分の咳せき込こむ音の大きさに鼓こ膜まくを叩たたかれるような格好で目を覚ましていた。視界も意識も混こん濁だくし、自分が一体どこで寝ねかされているのかも分からない。必死に首を回して辺りの視覚情報をかき集めようとしているのに、それがかえって目の前の像のピントさえかき乱していく。猛もう烈れつな光の乱らん舞ぶに、３Ｄ酔よいじみた吐はき気けさえ襲おそいかかってきた。だけどその苦しみが、自分はまだ生きていると教えてくれた。

「なんっ、うぐえ、何が……ぐわっ!!」

　のた打ち回っている間にバランスを崩くずしたらしい。

　寝ねかされていた上かみ条じようはどこかへ落ちた。おそらく腰こしの高さくらいから冷たい床ゆかへ。そしてまた疑問が脳のう裏りをよぎる。ここの床ゆかは冷たい。摂せつ氏し五五度の灼しやく熱ねつの大気に……いいや、美み琴ことの話が正しければ宇宙から降り注ぐマイクロ波によって焼かれていない……？

（いつもと、違ちがうぞ……）

　ようやく焦しよう点てんが合ってきた。

　バクバクと未いまだに暴れる心臓を強く意識しながら、上かみ条じようはごくりと喉のどを鳴らす。

（本当に、今回はボーダーを渡わたり歩あるいているんだ。何かのきっかけ一つで向こうに行ったきり戻もどってこられなくなるんだ。今だって、本当に心臓は動いていたのか……？）

　床ゆかは冷たいタイル。そして今まで上かみ条じようが乗せられていたのは銀色のステンレスの台のようだった。全体的には業務用の厨ちゆう房ぼうみたいな部屋だが、ガス台はなく、代わりに大型の冷蔵庫が壁かべ際ぎわにいくつも並んでいる。極きわめ付つけに、血の匂においというか、脂あぶら身みの匂においというか。とにかく生肉が放つ臭しゆう気きに部屋全体が包まれていた。

　一いつ瞬しゆん、ホラー映画に出てくる陰いん惨さんな処しよ刑けい室しつを思おもい浮うかべる上かみ条じようだったが、答えは違ちがう。

　それらは『こっちの方』をモチーフに構築されているのであって、分厚い刃は物ものも大きな冷蔵庫も、本来なら『こっちの方』がオリジナルだ。

（食肉、加工、場……？）

　床ゆかにはいくつかのビニール袋ぶくろが落ちていた。その表面には同じロゴが入っている。

　ショッピングセンター・ホワイトスプリングと描かかれていた。

　セールの値引きがあんまりお得じゃないので上かみ条じようはお世話にならないが、学園都市では有名なハコモノだった。デパートとスーパーが平面で合体したような、食料品から結けつ婚こん指ゆび輪わまで何でも買える大型のショッピングセンターだ。

　当然、上かみ条じよう当とう麻ま一人でこんな所まではやってこられない。

『あれから』何かが起きて、誰だれかがショッピングセンター裏手の食肉加工場、その調理台の上まで運んできた。だけどそれは誰だれだ？　そもそもここに至るまでの記き憶おくの道筋が完全に途と絶だえている。常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの敷しき地ちに入った所までは覚えている。彼かの女じよ達たちはどうなった。御み坂さか美み琴ことと、もう一人……？　誰だれかがいたはずなのに、どうしても顔や名前が出てこない。引き出しが開かないというより、棚たなと壁かべの隙すき間まに手が入らないといったような感じなのだが……。

　倒たおれて、転がり、呻うめいて、必死に頭を動かそうとする上かみ条じよう。

　だが答えは向こうからやってきた。




「やあ上かみ条じよう当とう麻ま。相変わらずその右手に愛された数すう奇きな人生を歩んでいるようで何より」




　真上から降り注いだ少年の声には、覚えがあった。

　もう一つの右手、理想送りワールドリジエクターを持つ少年。

　いいや、その右手を別の誰だれかに切り取られ、『資格』を剝はく奪だつされたはずの少年。

　上かみ里さと翔かけ流る。

「……お前、何で……ッ!?」

　起き上がる事もできないまま、意外なほど近くにいたこの場の主あるじから体を引きずるような格好で距きよ離りを取ろうとする上かみ条じよう。

　対して、上かみ里さと翔かけ流るはこの店の中から調達したのか水着を着ていたが、汗あせ一つなくこう答えていた。

「何でも何も、君が『あの野郎』にやられそうになっていたから、やむなく手を貸しただけだけど？　まあ、実際に動いてくれたのは去鳴サロメや府フ蘭ランなんだから、ぼくの口から感謝をしろなんて言うつもりもないけどさ」

「……、」

　上かみ里さともまた、その言葉を口にした。

『あの野や郎ろう』。

　そう、多くのエレメントを統とう率そつし、『水すい晶しようの塔とう』を犠ぎ牲せいに捧ささげて敵を見つけ出し、実際に常盤ときわ台だい中ちゆう学がくを襲おそった『あの野や郎ろう』は上かみ里さと翔かけ流るではない。

　上かみ条じよう当とう麻まは無言で、不気味なものを見るような目で上かみ里さとの右手を見た。

　右手は切り取られたはずだが、そこには何事もなかったように掌てのひらがある。

　ただしそれは『理想送りワールドリジエクター』を宿していない。それどころか、少年の手首ではない。いかにも女性らしいしっとりとした質感の、細い五指。剝はがれかけたマニキュアがそのまま残ったそれは……。

「ああ、これ？」

　どこにでもいる平凡な高校生は、何の気なしに顔の前で右手を握にぎって開いた。明らかに、彼かれの意志が指先まで行き届いている証あかしだった。そして対極的に、手首の辺りはぬいぐるみを補修するように太い糸で乱雑に縫ほう合ごうしてあった。

「くそったれのオモチャを取とり戻もどすまで傷口に『蓋ふた』をしておく必要があったからさ。意い趣しゆ返がえしの意味も込こめて拾っておいただけだよ」

「……、」

　上かみ条じようは、自分は臓器移植に理解はある方だと思っている。それで難病が治って自由にお陽ひ様さまの下を歩いていけるなら悪い事ではないと。

　だが、『奪うばった』器官をそのまま繫つなげるというのは全くの別物なのだ。そんなどうしようもない事を、彼かれは肌はだ身みで知った。

　ある少年と、ある女性。

　あたかもお互たがいの右手を交こう換かんし、フラッグに見立てるような格好で向き合う二人の狂きよう人じん。

　つまり『魔ま神じん』をダース単位で殲せん滅めつする理想送りワールドリジエクターは、その女が所有している。

　上かみ里さとは、何かのネジが外れている。

　それは彼かれにとって忌いま々いましい象しよう徴ちようだった理想送りワールドリジエクターから解き放たれたからか？

　解放されて『こう』だとしたら、こいつにとっての『普ふ通つう』で『平へい凡ぼん』の定義とは何なのだ。

「木き原はら唯ゆい一いつ」

　吐はき捨すてるように、女の右手を持つ男はそう告げた。

「理想送りワールドリジエクターを取とり戻もどす必要はない。切り取った後あとは金かな槌づちで全部潰つぶしてしまっても構わない。だけど、『あれ』があの女の持ち物になっているのが気に喰くわない」

「木き原はら……」

　繰くり返かえすように、上かみ条じようもまた呟つぶやく。

　見知らぬ手で脳みそを搔かき回まわされるような吐はき気けに襲おそわれながらも、

「木き原はら唯ゆい一いつ、そう、そうだ、『あの野や郎ろう』が……っ!!」

　断だん片ぺん的てきだが、それでも記き憶おくが繫つながる。

　誰だれかからヒントをもらい、そして御み坂さか美み琴ことと一いつ緒しよに振ふり返かえった。そこにいたのは、無数のエレメントを従えた悪あく魔ま。この上かみ里さとと同じく、右手を別のものと付つけ替かえた一人の女。

　ぶるりと背せ筋すじが震ふるえる。

　記き憶おくの欠けている部分が重たくのしかかる。

「あれから何があった？　俺おれはどうしてここにいる!?　一いつ緒しよにいた女の子達たちはどうなった……っ!?」

「一度に質問するな。順番に行こう。それから自分の足で立つ事は？　ここが一番シールドしやすい場所だからとりあえず寝ねかせておいたけど、ぼくとしては逆に風か邪ぜでも引きそうだよ。場所を移しても構わないかい？」

「……、」

　のたのたと要領の悪い動きで、それでも誰だれの手も借りず、上かみ条じようは自分一人の力だけで何とか起き上がる。

　警けい戒かいしながら上かみ里さとの後をついていくと、扉とびら一枚挟はさんだ向こうは巨きよ大だいな生せい鮮せん食しよく品ひん売り場だった。気温はむっとするほど上がるが、電気は供給されているらしく壁かべ際ぎわの野や菜さい陳ちん列れつ棚だなからはひんやりとした冷気が流れてきている。そもそもこの手の大おお型がた店てん舗ぽは基本的に窓がないため、停電になると昼夜関係なく真っ暗になってしまう。さっきの食肉加工場含ふくめ、視界が確保されている時点で電気の存在は証明されていたはずなのに、上かみ条じようはそんな事にさえ頭が回っていなかった。

　陳ちん列れつ棚だなには野菜の他ほかにも肉や魚、パック詰づめの惣そう菜ざいなんかも普ふ通つうに並んでいて、略りやく奪だつされたような歯は抜ぬけの場所もなかった。奇き麗れいなものだったが、先を歩く上かみ里さとは振ふり返かえりもせずにこう語る。

「ゾンビ映画とかだと定番のショッピングセンターだけど、実際はそんなに良いいものじゃないんだね。大量の食しよく糧りようはあっても食べきれない。生せい鮮せん食しよく品ひん関かん係けいはそろそろみんな腐くさり始はじめる頃ころじゃないかな。あれが病びよう原げん菌きんの温おん床しようになると面めん倒どうな事になりそうだ」

　暗がりでうずくまっていた上かみ条じようの学校や、知ち恵えと技術で生活物資を生み出していた常盤ときわ台だいともまた違ちがった意見だった。こちらの場合は、多過ぎて持て余す。食べる事ができなくて腐くさらせてしまう。悩なやみの種類が全く違ちがう。

「まあ倉庫いっぱいのミネラルウォーターはキャップを開かい栓せんさえしなければ常温保存で一年以上保もつみたいだし、缶かん詰づめとかレトルト、フリーズドライなんかに頼たよればしばらく籠ろう城じようは続けられるんだろうけど、やっぱり生から遠ざかるほどに潤うるおいは消えていくものだよね」

　いくつかの野菜の隙すき間まには、板チョコや飴あめ玉だまの菓か子し箱ばこが突つき刺ささっていた。おそらく高温で溶とけてしまうのを避さけるための措そ置ちなのだろう。

「微び妙みように困ったのが熱系の安全装置でさ。この高温のせいで、問題ないのに異常ありって判断してガスを閉じちゃうんだよね。おかげで何度料理が生焼けになった事か。やっぱり計算だけじゃ駄だ目めだ。きちんと実地で学ばないと、起死回生の一手を打ったつもりが自分の手を嚙かまれる羽は目めになる」

「なん、だって？」

「ははっ！　失礼、右手はあの女の借り物だったね」

「違ちがう、どういう意味だ？　一手を打った、自分の手を嚙かまれるってのは!?」

　元げん凶きようは『あの野や郎ろう』、木き原はら唯ゆい一いつだったはずだ。

　大熱波で人を追おい詰つめ、逃にげ込こんだ冷所暗所にエレメントをけしかけて、隙すき間まを埋うめるように学園都市のみんなを苦しめ続けた。さらには『水すい晶しようの塔とう』を利用して抵てい抗こう・反はん撃げきが可能な人物や勢力を釣つり上あげ、そこへ大戦力を投入して潰つぶして回った。

　そのはずじゃなかったのか。

　どうしてそこで『自分の手を嚙かまれる』なんて言葉が出てくる。

　だとすれば。

「ああ、何か勘かん違ちがいしているかもしれないし、それは腰こしを落ち着けてから話そうとしていたんだけど」

　対して、上かみ里さと翔かけ流るはのんびりした声で答えたものだった。

　最悪の答えを。

「そもそも大熱波とエレメントの出で処どころは同じじゃないんだ。木き原はら唯ゆい一いつがやっているのは大量のエレメントをばら撒まいているだけだ。マイクロ波は関係ない。エレメントは摂せつ氏し四二度を超える環かん境きようから活動が減退し始める。この辺りは鑑かん識しきの絵エ恋レンが調べてくれたから間ま違ちがいない」

「あ？」

　言われた事の意味が分からなかった。

　だからその先の言葉を抑おさえつける事さえ忘れていた。




「むしろその動きを食い止めるために、ぼく達たちが上から押おさえつけているんだよ。街中に大量のマイクロ波を浴びせてね」




　　　　２




「おっ、大将。そのガキやっと目を覚ましたんだ」

　そんな乱暴な少女の声が響ひびいたのは、屋内のフードコートだった。壁かべの両面に沿って、クレープ、お茶ちや漬づけ、ラーメン、焼きそば、タコ焼き、どんぶり、ハンバーガーなどジャンクな店が軒のきを連ねているが、今はもう暖簾のれんは関係ないらしい。ざく切り髪がみでキツネ耳みたいになった少女が勝手に厨ちゆう房ぼうに入ってパンケーキを焼いている。ちなみに格好は白いビキニ。カウンター越ごしなので全身を眺ながめる事はできないが、どうやら腰こし回まわりに赤いパレオを巻いているようだった。ガス台が動いているという事は、この辺りは都市ガスではなくタンク式のプロパンらしい。……降り注ぐマイクロ波さえ上う手まく集められれば、ソーラークッカーみたいに火種いらずで焼けそうでもあるが。

　いや、ひょっとしたらそうやって電気を得ているのかもしれない。例えば屋上に自作パラボラの花畑でも広げて。

「それより暮クレ亞アのヤツを何とかしてやってくれよ。あいつこの大熱波とほんとに相あい性しよう悪いみたいでさあ。何だかあちこち茶色くなっちまってんだよ。あれ枯かれてんのかな？　やっぱり温暖化って怖こわいよなー」

　フライ返しで指された方を見れば、フードコートの隅すみの方でぶかぶか白衣を引きずる小こ柄がらな少女がオモチャのジョウロを手にしていた。白衣の下はツーピースのヒラヒラ水着。そして床ゆかではしなしなになったメガネの葉っぱ水着が頭から水を浴びている。

「ふ、ふぎゅう……。もっと、もっとれふう……」

「今他ほかのみんなが家庭菜園コーナー漁あさっているさかい、もうちょっとだけ我が慢まんしなはれや。確かテレビで、旅行中に観葉植物へオートで水やりしてくれる点てん滴てきのお仲間みたいなアイデアグッズがあったはずなんどすけど、具体的な名前が頭に出てこなくてなあ……」

　そんな彼かの女じよ達たちとは別に、何か漁師の網あみにかかった巨きよ大だいクラゲみたいなのがあった。それは半はん透とう明めいのレインコートであった。フードコートのテーブルに突つっ伏ぷしていた影かげが、のそりと身を起こす。長い銀ぎん髪ぱつを頭の左右でアンモナイトみたいにまとめた褐かつ色しよく肌はだの少女であった。

　絶ぜつ滅めつ犯はん、去鳴サロメ。

　上かみ里さと翔かけ流るの義理の妹。

　彼かの女じよは不快な寝ね起おきの時のような、気だるげな声を上かみ条じように投げかける。

「……おう」

「その調子だと、無事にボディは作り直したのか……」

　そして絶ぜつ滅めつ犯はんはトレードマークのレインコートの前を開けていた。

　しかも何でか下には白いスクール水着を纏まとっている。

「お前ー、水着になった方が重ね着になるってどうなんだ、人として」

「うっさいな。こっちも色々あるっしょ」

「どうせバトル用の簡略化したボディとかで『隠かくす所』は作つくり込こんでいないって話なのに何でまた……」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「おい絶ぜつ滅めつ犯はん、何で意味深に長々と黙だまり込こむ？　えっ、あ、まさかそれガチモード等身大ボディなの!?　ていう事は、ついて、る？　やっ、やだ！　去鳴サロメさん、俺おれはそのう女子の水着には明るくないんだが……胸元にボタン付きの内ポケットが二つある事はないですよね？　だとすると一体何が内側から……」

「ほんとにうっさいな!!　ていうか何で学校の水着なのにこんなに凹だの凸だの浮うき出でるんだ!?　学園都市のテクノロジーを信じていたのにい!!」

　ババッ!!　と慌あわててテーブルに突つっ伏ぷし直し、主に薄うすい胸部周辺をべたりと天板に押おし付つけて必死のガードを図はかる小麦色の少女。

　ちなみに答えはきっと夢とロマンの産物だからだろうが、これについては黙だまっておく。絶ぜつ滅めつ犯はんなんて怒おこらせてこちらが得する事は何もない。

　何となく密度の高い会話を交かわしたからか、上かみ条じようは同じテーブルに着いてしまった。上かみ里さとは上かみ里さとでやや遠い席を一いち瞥べつしたが、何か観念するような格好で追従する。

　そして兄は妹に言った。

「当て布の問題じゃない。そもそも水着のサイズが小さいんじゃないか？　ぴっちぴちなんだよ、それ」

「いっ、いいや普ふ通つうに入るし？　無理はしてないし？　わっ私がそんなウェスト周りが大ピンチだとでも言うのかねクソ馬ば鹿かお兄ちゃん!!」

「そもそも自作サイボーグの去鳴サロメに太る瘦やせるなんて概がい念ねんはないだろうに。しょっちゅう肩かた紐ひもを手で伸のばしてパチンパチン鳴らしたり、お尻しりの方に指伸のばしているのって、なんか色々食くい込こむからじゃないの？」

「そのデリカシーのどの辺が平へい凡ぼんだコラ？　いらん所ばっかり観察しやがってこのーっ!!」

　顔を真っ赤にして嚙かみ付つくように叫さけぶ絶ぜつ滅めつ犯はんに、特とく徴ちようのない少年は手をひらひら振ふって鬱うつ陶とうしそうにやり過ごす。

　こういう所はありふれているのに、少年の右手には切断された別の女の手首が繫つなげてあって、しかも同じテーブルにいるのは絶ぜつ滅めつ犯はんであった。もう鬱うつ々うつとしたパワーはシェイクスピアを超こえてドストエフスキーの領域に突とつ入にゆうしている。ありふれた高校生って何だ？　という根本的な疑問に突つき進すすんでいくかのようだった。

「それじゃあ一番大切な事を教えてくれ。常盤ときわ台だい中ちゆう学がくにいた女の子達たちはどうなった？　あの子こ達たちは無事なのか!?」

「順調にハーレム街かい道どうを突つき進すすんでいるようで何より。だけどそれは当事者に聞いてくれ。実働部隊は去鳴サロメだ」

「んあっ？」

　微び妙みように暑さでぼーっとしている褐かつ色しよく少しよう女じよは、頭を小さく左右にふらふら振ふりながら、

「あそこにいたギャラリーなら何とかしたよ。つか、厳密には木き原はら唯ゆい一いつを食いそびれたっていう方が正しいっしょ。アンタ達たちが『水すい晶しようの塔とう』をのこのこ壊こわしに行けば、そこをつついてくるのは目に見えていたんだ。あの女が常盤ときわ台だいに集中してくれれば横っ腹に嚙かみ付つくのも簡単……と思っていたんだけど、現実はまあ甘あまくはなかった」

「ちょっと待て……」

　ごくりと喉のどを鳴らして、信じられないものを見る目で、上かみ条じようは兄妹きようだいを交こう互ごに眺ながめた。

「最初から、知っていた？　このまま突つき進すすめば御み坂さか達たちが木き原はら唯ゆい一いつから襲しゆう撃げきを受けると分かっていて、見送っていたっていうのか!?　ふざけるな!!」

　そんなのは『助けた』とは言わない。

　現金輸送車のＧＰＳ信号を強ごう盗とう団だんに流して、黒こく煙えんを吐はく車の運転席から運転手を引きずり出しても、それは『助けた』事にはならない。

　上かみ条じようは倒とう壊かいした見張り台の鉄骨に足を挟はさまれていた少女の事を思い出す。彼かの女じよは確実に足を折っていた。それでも苦痛を押おして上かみ条じよう達たちに真実を伝えようとしていた。これ以上の犠ぎ牲せいを増やさないように、託たくして、そして意識を失った。そういう努力を、本気を、真しん剣けんさを、全部否定されたような気分だった。

　対して、上かみ里さとは特に顔色を変えなかった。

　絶ぜつ滅めつ犯はんの方が、親に叱しかられた不良少女みたいに唇くちびるを尖とがらせ、わずかに目を逸そらしていた。

「……悪かったよ」

「許すかどうかはこれから決める。それで？　その茶番劇はどうなった？　まさかと思うが死人が出るまで待っていたんじゃないだろうな!!」

「だっ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　私だって絶ぜつ滅めつ犯はんなんだ、むしろアンタみたいなパンピーより人の死にはこだわりってものがあるっしょ。へへん、殺す時は真しん剣けんに一級で楽しむもんだ、そんな土の中の自じ然ねん薯じよを途と中ちゆうで折っちまうような雑な抜ぬき方かたするかっての」

「去鳴サロメッッッ!!」

「ごめんなさい冗じよう談だんは控ひかえます！」

　ビクーン！　と座すわったまま数センチ浮ふ上じようしかけたりしなかったり。

「でっ、でもでもほんとに大だい丈じよう夫ぶなんだ。木き原はら唯ゆい一いつには逃にげられたが、周りに侍はべっていたエレメントは食くい潰つぶしてる。向こうも自分が張った罠わなに自分でかかっているような間ま抜ぬけぶりだ、目標の整備場ハンガーはぶっ壊こわしたみたいだし、木き原はら唯ゆい一いつが変に執しゆう着ちやくしているA.A.A.は一通り失われているんだ。もう常盤ときわ台だいには近づかないっしょ。……なっ、なあ、お兄ちゃんからも何とか言ってやってくれよう今日のこいつちょっと怖こわいよう!!」

　褐かつ色しよくの絶ぜつ滅めつ犯はんはわたわたと両手を振ふって、それから何な故ぜか上かみ里さとの腕うでをくいくい引っ張り始めた。対して水着の上かみ里さとは呆あきれたように髪かみに（女の）手をやっている。

「……何できみの方がぼくよりこの子のお兄ちゃんをこなしているんだ。ぼくだって去鳴サロメをこんなに聞き分け良くできないぞ。今なら苦手なピーマン克こく服ふくできるんじゃないか？」

「寝ね言ごとは後で聞く。去鳴サロメ、お前は御み坂さか美み琴ことの顔と名前を知っているはずだ。あの子はどうなった？　知らないって言うのは許さない」

「……むしろすげー嚙かみ付つかれたわ。木き原はら唯ゆい一いつを逃にがした原因の半分はあいつにあるんじゃないのってくらい。あんだけバカスカ砲ほう弾だん撃うち込こむ余よ裕ゆうがあるならまだまだ大だい丈じよう夫ぶっしょ」

「去鳴サロメ？」

「わーかった!!　もうお嬢じよう様さま方がたを悪くは言いません!!　みんな御ご無ぶ事じでございます！　アンタほんとに自分以外の女の子が絡からむとおっかないな、私のお兄ちゃんか!?」

　その場で両手を挙げた褐かつ色しよく少しよう女じよの目元にはうっすら涙なみださえ浮うかんでいた。

　そこまで耳にして、ようやく上かみ条じようは腹の真ん中に溜ためていた力をわずかに弛し緩かんした。

　生きていた。

　死し屍し累るい々るいの瓦が礫れきの中から上かみ条じようだけ引っ張り上げられて、ここまで連れてこられた訳ではなかった。それだけ分かっただけでも大きい。

（……でも上かみ里さと達たちは俺おれを常盤ときわ台だいには預けておかなかった。美み琴ことのA.A.A.とやらなら大空も飛べるはずなのに、俺おれを抱かかえて逃にげる上かみ里さと達たちを追おい駆かけてきている様子もない）

　被ひ害がいの程度は不明だ。命があるだけマシ、くらいには常盤ときわ台だいの設備や施し設せつも破は壊かいされているのかもしれない。

　上かみ条じようの学校に続いて、常盤ときわ台だいの方も気になってきた。因果はないが、これではまるで死神か貧びん乏ぼう神がみだ。彼かれの立ち寄った場所が次々に瓦が解かいしていく。

（いいや、違ちがうか……。俺おれが見ているのがこれだけで、ほんとはどこもかしこもギリギリなんだ。同じように、今この瞬しゆん間かんにも瓦が解かいしている学校や避ひ難なん所じよだってあるかもしれないんだ）

　去鳴サロメは何だか居い心ごこ地ちが悪そうな顔で目を逸そらし、何かしら気を紛まぎらわせるため白いスクール水着の両りよう肩かた、肩かた紐ひもの内側に親指を通してパチンパチン鳴らしていた。謝あやまっても謝あやまっても一向に許してくれない親の前で不ふ貞て腐くされる小さな子供みたいだ。……上かみ条じよう自じ身しんに自覚はないのだが、そんなにおっかない顔をしていたんだろうか？

　ゆっくりと息を吸って、吐はいて、そして上かみ条じようは改めて切り出す。

「……あれからどれくらい経たった？　正直こっちは『水すい晶しようの塔とう』でおしまいだと思っていた。これ以上大熱波が続くと点と点で孤こ立りつしている学校が崩ほう壊かいしかねない」

「窓がないから分かりにくいかもしれないけど、今は夜中の三時。きみを拾ったのは夕方の六時前くらいかな。つまり九時間経過だ。何日も眠ねむっていた訳ではないのでご安心を」

「ここまで言っても分からないのかトリ頭？　お前達が仕掛けている大熱波、マイクロ波とやらを今すぐ何とかしろって言っているんだけどよ……」

　ぴくん、と静かに場の空気が動く。

　上かみ条じようの低い声に反応したのは、むしろ上かみ里さと本ほん人にんではなく周りの少しよう女じよ達たちだった。いくつもの鋭するどい刃は物もののような視線を向けられて、しかし上かみ条じようもまた目を外さない。ただただ中心人物の上かみ里さと翔かけ流るを捉とらえ続つづける。

　上かみ里さとは自分の口で言った。

　木き原はら唯ゆい一いつが放っているのはエレメントだけで、大熱波は自じ分ぶん達たちが起こしていると。

　冗じよう談だんでも許されない発言だった。バリケードで覆おおわれたあの薄うす暗ぐらい校舎の中なら、その場で公こう開かい処しよ刑けいが始まってもおかしくないほどの。

「だから全部説明するって言っているのに、自分で勝手に進めて煮に詰つまって、怒いかりの矛ほこ先さきだけこっちに向けるとかはやめてほしいんだけどね……」

「説明されて理解できるようなものなんだろうな」

「当然」

　上かみ里さとは肩かたをすくめて、

「まず大前提として、この大熱波、学園都市全域に降り注ぐマイクロ波はうちの府フ蘭ランがやっている事だ。彼かの女じよは自じ称しようＵＦＯ少女でね。首にインプラントを埋うめ込こんだり、巨きよ大だい風ふう船せんで空を飛んだり、世界中の無線電波を蒐しゆう集しゆうしたり、まあ手広く活動している。こいつはその離はなれ業わざ、完全お手製の宇宙ステーションが起こしている事だと考えてくれれば良い」

「……、」

　上かみ条じようは思わずへばっている褐かつ色しよく少しよう女じよの方へ目をやっていた。まただ。彼かの女じよは彼かの女じよで、学園都市とは関係なく完全独学で自分の体を人工物と置おき換かえたお手製サイボーグだったはず。

「なっ、何だよ、もう私を叩たたいても何にも出ないぞ……っ!?　私は美お味いしくないからな！」

　何だか追おい詰つめられた小動物みたいに両手を頭の上に置いてビクビク震ふるえている絶ぜつ滅めつ犯はんに、上かみ条じようは息を吐はいてから視線を上かみ里さとの方へと戻もどしていく。

「で？　つまりは府フ蘭ランとかいうのがスイッチを切れば済む話なんだろう。何でそれができない!?　街中で何が起きているか分からないとでも言うのか!!」

「……エレメントに対する有効策を絵エ恋レンが見つけ出したと言っただろう。逆に聞くけど、それを切ったら何が起こると思う？」

「何って……」

　上かみ条じようはむしろ首を傾かしげてしまった。

　こいつは一体何を言っているのだ。手前勝手な大熱波が収まれば苦しめられている二三〇万人が解放される。水や食しよく糧りようを巡めぐっての争そう奪だつ戦せんもなくなる。熱ねつ中ちゆう症しようや脱だつ水すい症しよう状じようで命の危機にさらされる事だって。

　世の中みんながみんな上かみ条じよう達たちのようにアクティブに動ける訳じゃない。水や食しよく糧りようを確保できる訳じゃない。例えば力のない小学校なんかは今いま頃ごろどうなっている？　中学校や高校に比べて備び蓄ちく面めんで優ゆう遇ぐうされているという話だったけど、それに気づけないほど追おい詰つめられているとしたら？

　だけど首しゆ謀ぼう者しやはこう言い放った。

　一秒の躊ちゆう躇ちよもなく。




「学園都市全すべてを埋うめ尽つくすんだよ、木き原はら唯ゆい一いつのエレメントが。今まで粗そ雑ざつなバリケードだけで本当にヤツらを押おさえ込こめていたとでも思っているのか、トリ頭」
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　思考が、空白に塗ぬり潰つぶされた。

　そう、そうだ。確かにおかしい事ではあった。計画的に防衛体制を構築していた常盤ときわ台だい中ちゆう学がくならまだしも、上かみ条じよう達たちの高校は場当たり的に机や椅い子すを動かし、目に見える窓や扉とびらを片かたっ端ぱしから塞ふさいでいただけだ。本当にいざエレメントが嗅かぎつけて攻せめ込こんできたら、最低レベルのクラス１、三メートル程度のものでも簡単に突とつ破ぱされていただろう。ましてクラス６の一〇〇メートル級が自由に暴れ回ったら街の形すら留とどめない。

　でも実際にはそうなっていない。

　何な故ぜだか上かみ条じよう達たちは生かされていた。

　そして思い出す。エレメントは冷所暗所を好んで潜ひそむ性質がある。てっきり黒幕が大熱波で生せい活かつ圏けんを奪うばい、隙すき間まを埋うめるようにエレメントを放って避ひ難なん所じよを襲おそっているのかと思っていた。でも、大熱波とエレメントでそれぞれ首しゆ謀ぼう者しやが別べつ枠わくだとしたら？　そこに『計画性』はなくなる。エレメントは本当に暑さを避さけるため、冷所暗所に閉じこもっていただけ、という可能性もある。

　つまり、致ち命めい傷しようにはならないが、大熱波はあのエレメントの動きさえ阻そ害がいしていた。

　あの死神のような大熱波が、上かみ条じよう達たちを守ってくれていた……？

　上かみ条じようは思わずぶんぶんと頭を横に振ふっていた。脳のう裏りにそんな可能性がよぎる事さえ、何か尊いものを冒ぼう瀆とくしているような、そんな気分にさせられた。

　信じられないという気持ちと、信じたくないという想おもいが拮きつ抗こうしているようだった。

「もしも大熱波がなくて、木き原はら唯ゆい一いつが放ったエレメントが万ばん全ぜんで機能していたとしたら、彼かれらの勢いは五〇倍から六〇倍に膨ふくらんでいたはずだ。学園都市は半日も保もたずに制圧されていただろうね」

　だから、そんな答え合わせを進めたのは上かみ里さとだった。

　いつまでも同じ場所で立ち止まり続ける上かみ条じように、一〇歩も二〇歩も先を行く少年が残ざん酷こくにこう続ける。上かみ条じよう達たちの努力を茶番劇に塗ぬり替かえていく。

「そんな世界に慈じ悲ひはない。彼かの女じよの鬼おにごっこ、いやかくれんぼかな。標的はもちろんぼくになるけど、見つからなければ見つかりやすいようにするまでだろう。例えば標的が人の海に隠かくれているなら、全すべての人を取とり払はらってでも目的を果たす。街中で何が起きているか？　子供や老人、妊にん婦ぷや病人はどうなったか？　ぼく達たちだって気にしているに決まっているだろう。気にしていて、なおこうするしかなかったから続けている。手をこまねいていたら、その全員が押おし寄よせるエレメントの大群に貪むさぼり食くわれていたのは明白だったからね」

「……、」

　上かみ条じようは、上かみ里さとではなく去鳴サロメの方へ目をやった。

　地じ肌はだレインコート改め白スク水レインコート（もうてんこ盛り過ぎて訳が分からないが）の絶ぜつ滅めつ犯はんは肩かたをすくめて、

「お兄ちゃんが言ってる事にブラフはないっしょ、ムカつくけどね。でもって上かみ条じようちゃん、その右手はエレメントに対して無敵の性能を誇ほこるけど、でも同時に集しゆう団だん戦せん闘とうには向かないはず。二三全部の学区で同時多発的にエレメントが溢あふれ返ったら……さて実際、何人救えたと思う？」

「木き原はら唯ゆい一いつは……学園都市の人間のはずだ」

　震ふるえる声で、いいや呼吸困難気味に、上かみ条じようは何とか言葉を絞しぼり出だした。

「あいつが『大人おとな達たち』の都合で動いているとしたら、そこまでするか？　できるか？　だって万ばん事じ順じゆん調ちように進んでいたら学園都市は血の海と瓦が礫れきの山で埋うまっていたはずなんだろ!?」

「知るか」

　吐はき捨すてるように上かみ里さとは言った。

「そもそもぼくの右手を切り取って自分の体に取とり込こむような異常者だ。あの忌いま々いましい理想送りワールドリジエクターのためにそこまでできる人間だぞ。学園都市の体制がどれだけ強固か知らないけど……制せい御ぎよできるのか、あんなバケモノ。ひょっとしたら向こうの上層部だって今いま頃ごろ頭を抱かかえているかもしれない。檻おりの外に出してしまった事をさ」

　そこまでなのか。

　もう、状じよう況きようはそこまで制せい御ぎよ不ふ能のうになっているのか。

　最初の頃ころ、上かみ条じよう達たちはただただ耐たえれば良いと思っていた。当座の飲料水を確保して、同じ避ひ難なん所じよに身を寄せる人間同士のいざこざを回かい避ひすれば、後は『大人おとな達たち』が対処してくれる、バトンタッチしてくれる、と。

　だけど上かみ里さとの言い分が正しければ、事情はまるで変わってくる。

『大人おとな達たち』は何もできなかった。問題発生時点で上かみ里さと達たちがカウンターを決めなければ学園都市は血の海と瓦が礫れきの山に変じていた。そしてこのままいくら待ち続けても救済の手は差さし伸のべられない。雲の上は存在せず、『大人おとな達たち』も同じように干ひからびかけ、命の危機に震ふるえている。

　自じ分ぶん達たちでやるしかない。

　そうしなければ終わらない。

　だから上かみ里さとは非情な決断を下したのだ。その上かみ里さとを諫いさめようとしていた去鳴サロメだって、犠ぎ牲せいを許容してでも木き原はら唯ゆい一いつを最短最速で仕留めようとしていたのだ。誰だれかが終わらせなければこの地じ獄ごくは永遠に続くと分かっていたから。大熱波、膨ぼう大だいなマイクロ波を切ればエレメントが溢あふれ返り、切らなくてもやがては高温で街のみんなが倒たおれていく。その二つに重なったリミットがやってくる前に、地じ獄ごくに終しゆう止し符ふを打つために。

　上かみ条じようは疲つかれ切きった体を椅い子すの背もたれに預け、天てん井じようを見上げていた。

　頭がくらくらする。ここ数日で立て続けに常識や前提がくるくると覆くつがえり、何度も何度も入いれ替かわって、頭の中がぐちゃぐちゃに搔かき回まわされたような気分だった。

　それでも絞しぼり出だすように彼かれは言った。

「……済まなかった」

「別に謝罪は求めていないさ」

　あっさりと上かみ里さとはそう答えた。

「絵エ恋レンがエレメントは高温に弱い、って条件を見つけてくれたのは僥ぎよう倖こうだった。これが強酸の霧きりに弱いとか光化学スモッグに弱いとかだったらと思うとこっちだって穏おだやかじゃないからさ」

　言いながら、上かみ里さとは何枚かの写真をテーブルの上に放ほうり投なげた。デジカメのデータを専用の印刷紙にプリントし直したものではないだろう。おそらく複雑な電子部品を使っていないインスタントカメラのものだ。

　場所は……どこかの地下だろうか。無ぶ骨こつな柱の並ぶコンクリートで一面を覆おおい尽つくされたトンネルのような場所。足元に線路が走っているので、ひょっとすると地下鉄関係かもしれない。

　そしてメインで写っているのはクラス１、三メートル大のエレメントだった。木の枝に擬ぎ態たいするナナフシに似ている。

　写真は何枚かあった。

　一いつ緒しよに写うつり込こんでいる（時にはカメラ目線でピースサインなどをしている）のは、主にぶかぶか白衣と長い黒くろ髪かみを引きずる絵エ恋レンだった。

　遠くから金属製の大おお型がた水みず鉄でつ砲ぽうみたいなデザインのお手て製せい火か炎えん放ほう射しや器きを浴びせているもの。ちょっと威い力りよくを落として火か炎えん瓶びんを投なげ込こんでいるもの。さらに弱くして鍋なべの熱湯をかけているもの。複数の石油ストーブで取り囲んでいるもの。

　最初の一体を速すみやかに撃げき破はせず、生殺しのまま色々な方法を試ためし、スケールも落として、どこまでやれば動きが止まるのか、その最低コストを冷静に分ぶん析せきしているようにも見えた。

　冷静だが、怖こわい。

　死しにもの狂ぐるいでエレメントに殴なぐりかかるのとはまた違ちがう。常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのお嬢じよう様さま達たちも倒たおしたエレメントの残ざん骸がいを台車で運はこび込こんでいたが、それとも違ちがう。生きたまま虫の脚あしや羽を一つずつもいでいくような、そんな得え体たいの知れなさがあった。

「……ちなみに、どの時点で気づいたんだ」

「少なくとも、きみよりは早く」

　正直に言うと、上かみ条じようとしては今でも受け入れがたい。あの大熱波が、多くの人を苦しめた凶きよう事じが、今の今まで学園都市のみんなの命を守り続けてきただなんて。でもそんな固定観念に縛しばられている場合ではないのだ。与あたえられた時間は少ない。『水すい晶しようの塔とう』の先があるなんて誰だれも想定していなかった。だからもう、受け入れやすいか受け入れがたいか、そんな所で議論している暇ひまはないのだ。一秒でも一いつ瞬しゆんでも効率を求めて、少しでも早く問題を解決しなければ、追い着かれる。二三〇万人全ぜん滅めつという最悪のリミットに。

　だから吞のみ込こめ。

　喉のど越ごしがコンクリートブロックみたいな違い和わ感かんの塊かたまりだろうが、構わず吞のみ込こめ。

　えずいている暇ひまなんかない。まして吐はき出だすなんて時間の無む駄だだ。

　天てん井じように向けていた視線を再び正面に戻もどす。最強最悪の兄妹きようだいに向けて、改めて上かみ条じようは切り出す。

「……俺おれは何をすれば良い。みんなを助けるために」
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「言うまでもないけど、問題の核かくにいるのは木き原はら唯ゆい一いつだ。だけどこいつがどこに隠かくれているか分かれば誰だれも苦労はしない」

　聞き届けた上かみ里さとはそう答えた。

「だからぼく達たちはこれみよがしな『水すい晶しようの塔とう』に着目した。あれはカウンター用の疑ぎ似じ餌えだ。超ちよう音おん波ぱでも電磁波でもなく、わざわざ可視光線の信号をこれみよがしにピカピカ点てん滅めつさせている、ね。嚙かみ付ついた者は逆に木き原はら唯ゆい一いつからマークされる。数日待ったけど実際にアタックできそうな力を蓄たくわえて、なおかつ罠わなの可能性を疑わなかったのは常盤ときわ台だい中ちゆう学がく、つまりきみがお世話になっていたあの名門校だけだった」

「……、」

「睨にらむなよ。実際、彼かの女じよ達たちは良くやってくれた。常盤ときわ台だいが動かなければ、木き原はら唯ゆい一いつの尻尾しつぽを摑つかむ事もできなかったのは事実なんだ」

　そして、と上かみ里さと翔かけ流るはさらに深く切きり込こんでいく。

「木き原はら唯ゆい一いつは取とり逃にがした。だけどいったん顔を出したなら、それは重大なヒントになる。やってきた方角、出現場所、見失うまでの時間、逃とう走そう方ほう向こう、その先にある重じゆう要よう施し設せつ……。そういうのを辿たどっていけば、自然と候補はいくつかに絞しぼり込こめる。何より木き原はら唯ゆい一いつにとってエレメントはチェスの駒こまだ。キングである自分を取られないように周辺を多くの駒こまで囲っているはず。狂きよう人じんが相手だからって思考を投げる必要はない。こういうのは素す直なおに一番まともな道を選べば良いんだ。その先にある最も居い心ごこ地ちの良いい場所に木き原はら唯ゆい一いつは身を潜ひそめている」

「それはどこだ？　こっちにはもう時間がない」

「最も強固で、最も堅けん牢ろうで、最も確実で、最も安全」

　上かみ里さとは歌うように言った。

　そして結論を出した。




「学園都市第七学区、通つう称しようは『窓のないビル』。その直下が一番怪あやしいだろうさ」




『窓のないビル』。

　その直下、つまりは地下空間。

　……上かみ条じようにはイメージできない世界の話だった。核かくにも耐たえると噂うわさされる『窓のないビル』については不死の少女フロイライン＝クロイトゥーネを救出する際に壁かべに穴を空けているが、あれはあくまでも地上の表面にある外がい壁へきであって、地下には及およんでいない。かつ、二度も三度も同じ手が通用するとも思えない。

「……その話が事実だとして、どうやって入る？　近づく事さえできないかもしれないぞ」

「まあ悩なやみ所どころだからこうして足あし踏ぶみしている最中なんだけど、現に木き原はら唯ゆい一いつは出入りしている。あれだけ巨きよ大だいなエレメントをぞろぞろ引き連れてね。だとすると何かしらの方法があるんだろう。完全な密閉空間で空間移動テレポート系能力者に頼たよっている、なんてオチでもない限りはね」

「じゃあ答えが出るまで待機か？　時間はあの女に味方している。根こん競くらべをやっていたらこっちは干ひからびてしまう！」

「それも当然分かってる。木き原はら唯ゆい一いつ自身が一番メリットに熟知しているだろうしね」

　上かみ里さとは息を吐はいて、

「……幸い、ヤツは完全な唯ゆい我が独どく尊そんってほど心が完成している訳じゃない。つまり、ある程度は周りの出方を窺うかがっている。そうでもなければ『水すい晶しようの塔とう』なんて罠わなを張って誰だれが出てくるかを待ち構えたりしないからね。ここまで優位に立っても忘れられないのさ、敗北の可能性、いや恐きよう怖ふを。あいつは慢まん心しんしない。ある日突とつ然ぜん一〇〇億円を手に入れてもいつもと同じサイクルで卵かけご飯を食べられる人間だ。ある意味では恐おそろしく、でもそこに付け入る隙すきがある」

「つまり？」

「こっちに扉とびらの開け方が分からないなら、向こうに開けさせれば良い。死の恐きよう怖ふ、敗北の可能性。そんなのをちらつかせる『何か』があれば、ヤツは一ヵ所に留とどまってはいられない。……何しろ、逃にげ出だすためには内側から扉とびらを開ける必要があるだろう？　出発まで一時間もない。結末を人任せにしたくないから、きみも覚かく悟ごを決めろ」
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　決行予定は朝の四時。

　夜明け前だとすると暗所を好むエレメントが活発に動き回っている時間帯だが、できるだけ解決は早い方が良いいし、上かみ条じよう達たちの標的はエレメントではなく木き原はら唯ゆい一いつだ。彼かの女じよが朝起きて夜眠ねむるような真っ当なサイクルで日々を過ごしているかは謎なぞだが、襲しゆう撃げきは夜よ討うち朝あさ駆がけが基本（？）らしい。

　となると、少しだけ時間は余る。上かみ条じようとしては短くても仮か眠みんを取るか、今からでも十分にストレッチをして体をほぐしておくべきか、判断に迷う。

　というか、

「……こうして見ると、やっぱり多いな」

　広いショッピングモールの中で海パンの上かみ条じようは思わず呟つぶやいていた。

　こうしている今も、あちこちで黄色い声が飛とび交かっている。

「ええー？　琉ル華カのヤツがさっきゴミ出ししていなかったっけえ？」

「だから！　あれはゴミじゃないよ雑誌のバックナンバーは貴重な資源でえ……ッ!!」

「つか冥メイ亞アは死んで幽ゆう霊れいになってまでナニにこだわってるの。読み切りマンガ？」

「完全に間ま違ちがってるダイエット方法を自信満々に宣伝している自じ称しようファッションリーダーの黒歴史を嘲あざけってくすくす笑うのが人生の楽しみなのお!!　ネットの記事はすぐに消されてなかった事にされちゃうから紙かみ媒ばい体たいは貴重な資料なのよ。そんな訳で琉ル華カあ！　私の宝物をどこやった!?　くくくキサマがいくら博識ぶった所で私はちゃんと分かってるんだからね的な優ゆう越えつ感かんを奪うばうんじゃなーい!!」

　客らしい客も従業員らしい従業員もいないのに、ガランとした雰ふん囲い気きは全くない。深夜というのに、寝ね静しずまる感じもない。まるで学校行事の旅行の夜だ。消灯時間になっても熱気が冷めない。上かみ里さと勢せい力りよく、総勢一〇〇名前後。さっきまでいた常盤ときわ台だい中ちゆう学がくが二〇〇人前後だった事から考えれば、およそ学校の半分くらいが一人の少年に付き従っている事になる。ＳＮＳのコメント欄らんの端はしにつく数字とは違ちがう。実際に一つの場所にこれだけ多くの人間が集まるというのは、それだけで十分な『圧』を生む。

　上かみ里さと翔かけ流るの世界。

　彼かれが見てきた極ごく彩さい色しき、そのもの。

　ショッピングモールは食品売り場といわずブティックやＣＤショップといわず、とにかくどこも子供の遊び場に変へん貌ぼうしていた。資し材ざい搬はん入にゆう用ようの手て押おしワゴンに複数の女の子達たちが乗っかったり、止まったままのエスカレーターの手すりにお尻しりを乗せてそのまま下まで滑すべり降おりたり、通路に子供用のビニールプールを引っ張り出したりしている。アメリカ辺りのコメディ映画の世界にでも迷まよい込こんだようだった。

　上かみ条じようは廊ろう下かの真ん中でふと気づいたように天てん井じよう近ちかくを見上げ、

「おっ、スポットクーラー」

　太いダクトのような配管が一部枝分かれし、こっちに口を開けていた。部屋全体を冷やすのではなく、一部分にのみ冷風を当てる機材だ。鉱山や工場の他ほか、最近ではラーメン屋さんの厨ちゆう房ぼうなんかでも普ふ通つうに見られる。

　大熱波の正体はマイクロ波という話だし、いくつか条件を整えれば機材は使えるんだろうか。何にしても、今の今まで摂せつ氏し六〇度近い地じ獄ごくの熱気の中を泳ぐように歩き続けてきたのだ。人工の冷風を浴びるともうその場から動けなくなる。

　と、

「ん！」

　なんか横合いから抗こう議ぎの声が上がった。

　見れば子供用のビニールプールに小さなお尻しりをつけ、はみ出してしまった手足をプールの外へ投げ出している小こ柄がらなおかっぱ少女が一人。スウェット生き地じのピンクパーカーの前を開き、下にビキニを纏まとっている。左胸のウサギ模様に歪みがない事から分かる通り、哀しいくらい起伏はない。やはり私物なのか、プールの外にはあちこちから得え体たいの知れないアンテナが飛び出し、パンパンに詰つまったグレーのリュックも置いてあった。

　どうやらフードの頭にウサギみたいなアンテナをつけた彼かの女じよが先客だったらしい。

　上かみ条じようは慌あわててその場をどきながら、

「悪い悪い」

「……分かればよしです」

　まだ柔やわらかそうなほっぺたは膨ふくらんだままだが、そのままウサギアンテナの少女はお尻しりの位置をずらして、リクライニングするように頭の方を水の中へ倒たおしていく。口を使ってぶくぶくと水面を泡あわ立だてているのは、何だか小さな子供がストローで突つき刺さしたソーダ相手にやるイタズラみたいな光景だった。

　上かみ条じようは息を吐はいてそこから立ち去ろうとして……しかし、気づいた。

　子供用のビニールプールの傍かたわらに、濡ぬれないように置いてあったパンパンのリュック。

　その側面に、小さな名札がついていたのを。

　それが苗みよう字じなのか名前なのかは、上かみ条じようにはぴんと来ない。ただ、丸っこいひらがなで三文字だけ書かれていたからだ。

　そこにはこうあった。

　ふらん、と。

「……ふらん？」

「ん？」

「アンタが上かみ里さとの言っていた『府フ蘭ラン』、なのか？　マイクロ波を使って大熱波を生み出しているステーションの持ち主の……ッ!?」

　ピンク色のスウェットパーカーにビキニの少女はイエスともノーとも言わなかった。

　というか、パーカー紐を留めるにんじん型のストッパーを指先でいじくり、滑らかな頰ほおをわずかに赤らめて目を逸そらしながら、全然別の所を気にしていた。

「やっ、やだ、上かみ里さとちゃんが言っていたです？　やっぱり大事に注目されているのかな、私。ふふふ」

「そっちじゃねえよお前らのなめくじみたいな舐なめ合あいなんてどうでも良いいわ！　何だ、あれだけの大だい騒そう動どうをこんな感じで上かみ里さとの野や郎ろうにお願いされてもじもじしながら実行したんじゃないだろうな!?」

　やっぱり返事はなかった。

　ストローを使ってソーダにやるイタズラみたいに水面をぶくぶく。

　こんなヤツから明確な答えが返ってきちゃうのもそれはそれでおっかない気がした。

　あの野や郎ろうは冗じよう談だん抜ぬきで世界を滅ほろぼせるかもしれない。それも一生のお願いとかそんなフレーズ一つでだ。

　一方、中ちゆう途と半はん端ぱに口だけ沈しずめていた小こ柄がらなウサギアンテナ少女は、もう一度お尻しりの位置をずらして水から唇くちびるを離はなす。ビニールプールからはみ出た裸足はだしの脚あしをパタパタと振ふりながら、

「何だです」

「え、いや……」
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　そういえば、特定してどうするつもりだったんだろう？　と上かみ条じようは自問自答する。なんか良くも悪くも有名人に出会ったような気がして、何も考えずに確かく認にんを迫せまってしまった。

　インデックスや吹ふき寄よせを散々苦しめてきた大熱波は、間ま違ちがいなくこのウサギアンテナ野や郎ろうのせいだった。だけど、上かみ里さとの話によると府フ蘭ランの広こう範はん囲いマイクロ波は攻こう撃げきで上から押おさえつけなければ、今いま頃ごろ学園都市は無数のエレメントで溢あふれ返っていたらしい。

　上かみ条じよう自じ身しん、エレメントには何度も何度も打ちのめされている。

　そして理解もしている。エレメントに勝てないのは、準備が足りないからではない。大熱波なしで万ばん全ぜんの状態で挑いどんだって勝てるかどうかは分からない。まして、街のあちこちで同時多発的に大だい惨さん事じが勃ぼつ発ぱつしたら、上かみ条じよう一人の手ではどうにもならない。どう足あ搔がいたって彼かれの体は一つしかないのだから当然だ。

　命の恩人……だとは思う。

　だけど素す直なおに諸もろ手てを上げて感謝の声も出せない。

　複雑な気分だった。何だか臓器売買のディーラーにでも会ったような。確かに救われる命もあるんだが、一歩離はなれて全景を眺ながめてみるとやっぱり悪の部分の方が際きわ立だつというか……。

「ふん」

　府フ蘭ランはそんな上かみ条じようの目線が気に喰くわなかったのか、単純に待ち時間に飽あきたのか、小さなお尻しりの位置をずらして再びビニールプールに頭を倒たおしていく。そして口元で水をぶくぶく。

　不ふ貞て腐くされたようにウサギアンテナの少女は言った。

「……良いいですもん。私は上かみ里さとちゃんにさえ理解してもらえれば、それで」

　これもまた、上かみ里さと翔かけ流るの世界を象しよう徴ちようする言葉か。

　一〇〇人の人間が集まっていても、人間関係はシンプルだ。少しよう女じよ達たちは蜘く蛛もの巣すのように縦横自在に繫つながっている訳ではない。全部縦糸。上かみ里さとという中心・個人とは連結しているが、横との繫つながりは薄うすい。平たく言えば『共通の友人のいる他人同士の集まり』に近いのかもしれない。

「でもわざわざ口に出して言う辺り……」

「っ」

「やっぱり周りの目を気にしている小心者のような、冷てっ！　足で水ばしゃばしゃするな！　ていうかスポットクーラー浴びせ続けるとこんなに水冷たくなるのか、このブルジョワジーめ!!」

「んっんっ!!」

　この状じよう況きようでは冷たい水は何にも勝まさる宝だが、さんざん茹ゆだって暑さに慣れた体にいきなり浴びるのも毒だと思い知らされる。これは当然ながら都市伝説レベルの未み確かく認にん情じよう報ほうだが、確か目め隠かくししたまま裸はだかの胸むな板いたにソフトクリームをぶつけると人間はショック死するんだったか。変な胸のドキドキを考えるとあながち間ま違ちがってもいないような、と上かみ条じようは思ってしまう。

　逃にげるように退散しようとしたツンツン頭だったが、そこで彼かれの足が真横に滑すべった。

　当然ながら上かみ条じようは剣けん道どうにあるようなすり足を会え得とくしている訳ではない。

　府フ蘭ランが撒まき散ちらした床ゆかの水に足を取られたのだ。

　視界がぐるんと回る。

　ヤバいと思った時には、もう手て遅おくれだった。




　ずむ！　と上かみ条じよう当とう麻まは顔から子供用のビニールプールの真ん中に突つっ込こむ。

　もしくは、ほぼ大の字で横たわっていた小こ柄がらなウサギアンテナ少女のど真ん中へ。
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　錆さび止どめスプレー。パチンコ玉の詰つめ合あわせと靴くつ下した。災害用ストロボ点てん滅めつライト。釘くぎ抜ぬき。カッターナイフ。瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいとプラスチックの下した敷じき。化か学がく繊せん維いのロープと缶かん詰づめ……。

「また色々詰つめ込こんでいるな」

　上かみ条じよう当とう麻まが話しかけると、モールの商しよう品ひん棚だなから大き目のトートバッグへ次々と物資を放ほうり込こんでいる上かみ里さとが怪け訝げんな目でこっちを見た。

「そういうきみこそ、丸まる腰ごしでアレに立ち向かうって言うのかい？」

「変に武器を持つと自分の足を刺さしそうで怖こわいんだよ」

「……そんなもんかね。まあ、ぼくと違ちがって味方の枠わくを区切らずに、敵対者をも取とり込こむスタンスだとすると、高い殺傷力はかえって邪じや魔まになるかもしれないけど」

　簡単に言いながら上かみ里さとはトートバッグを片手で摑つかんで持ち上げる。傍はた目めに見てもずしりと重たい感じが伝わってきた。

「それ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ああ、縫ぬい方かたは雑だけど、暮クレ亞アの仕事だからね。結構しっかり繫つながってくれているよ」

　上かみ里さとはトートバッグを摑つかむ自分の手首を軽くひねって、

「それに、どうせ手首が落ちたとしても、ぼくのものじゃない。木き原はら唯ゆい一いつはぼくの『理想送りワールドリジエクター』を奪うばって好き放題している。だったらこっちもレンタル料をもらうまでさ」

　小さな子供がお腹なかの破れたぬいぐるみを無理矢理に縫ぬい合あわせたような、その右手首。

　明らかに肌はだの質感も違ちがう、ほっそりとした、爪つめに鮮あざやかなマニキュアの残る女性の手先。

「……しゃべる犬と出会った」

「？」

　唐とう突とつに出てきた言葉に、上かみ条じようは要領を得ない顔になった。

　上かみ里さとも上かみ里さとで、特に理解してもらおうとは思っていないらしい。自分の口から音として出す事に意味を見み出いだしているのだろう。

「前に、きみとやり合った後にさ。A.A.A.……Anti Art Attachmentだったかな、とんでもない兵器の群れをしこたま抱かかえた変な犬だった。もちろんボコボコにしたよ、やらなきゃやられる状じよう況きようだったから。おそらくそこが『発ほつ端たん』だろう。ものの価値は人それぞれだし、何のために世界を天てん秤びんに載のせるかもまた変わってくる。でも、付き合う義理もない。向こうが好き勝手に世界を皿の上に置くなら、こっちも同じ理り屈くつでやらせてもらうさ」

「なあ」

　つい、上かみ条じようは質問してしまった。

「お前、木き原はら唯ゆい一いつと決着をつけた後はどうするんだ？　……その、右手の事とか」

　これまで散々『理想送りワールドリジエクター』を疎うとましく思っていたはずだ。木き原はら唯ゆい一いつに悪用されるのは防ぐとして、その後は？　また右手を付け直して、極大の力と付き合っていくつもりか。あるいはこのまま、木き原はら唯ゆい一いつの右手と共に生きていくのか。

「逆に質問したい。きみはぼくより特とく殊しゆな右手との付き合いは長かったはずだ。……なら、その右手はどこからきて、どこへ行くものかは分かっているのかい」

「……、どこへ？」

「率そつ直ちよくに言って、ぼくはもう『理想送りワールドリジエクター』に興味はない。例えば木き原はら唯ゆい一いつが死んだ時に一いつ緒しよになくなってしまうなら、それでも構わないと思っている」

　物ぶつ騒そうな言葉が平へい凡ぼんな高校生の口から洩もれた。

　あるいは思春期の少年なら死ね殺せなんて当たり前に出てくるもので、そこに真っ当な重みを感じている上かみ条じようの方が普ふ通つうではないのか。

「だけど、あれは人から人へ、あるいは物から物へと移っていくものらしいじゃないか。だとすると、木き原はら唯ゆい一いつの消しよう滅めつだけじゃ話は終わらない。きみも知っている通り、『理想送りワールドリジエクター』の力はいっそ邪じや悪あくと呼べるほどに極大だ。あんなものが世界の誰だれに渡わたるか分からない状態になんかできない。木き原はら唯ゆい一いつ以上にイカれた人間が手に入れたらろくな事にならないし、考えなしのバカが手に入れて場当たり的に振ふり回まわすだけでも相当の被ひ害がいが出る」

　そう、と彼かれは呟つぶやいて、

「……ぼくの時がそうだったようにね」

「……、」

　上かみ条じようは、しばらく言葉を繫つなげなかった。

　自分の次。死んだ後の事。……正直に言って、今の今まで全くイメージしてこなかった。一〇代の少年なんだから当たり前なのかもしれない。だけど、確かに、目を逸そらしてもいられない。上かみ里さとの『理想送りワールドリジエクター』ほど直接的な破は壊かい力りよくは持たないが、上かみ条じようの『幻想殺しイマジンブレイカー』だって使い方次し第だいでは科学サイドと魔ま術じゆつサイド、双そう方ほうに甚じん大だいな影えい響きようを及およぼすかもしれないのだ。例えば、どこそこにある秘密の封ふう印いんを壊こわしてしまうとか、何とか。所しよ詮せんは日本の高校生が状じよう況きように流されながら使ってきたから『この程度』で済んだのかもしれない。だけど、次の持ち主が悪あく魔まのような頭脳を持つ邪じや悪あくな何者かだったら？　何がどうなるのか、そこにどんな責任が発生するのか……きちんと考えてきたか。

「あの力を消しよう滅めつさせたい」

　上かみ里さと翔かけ流るは明確に、そう言った。

「ひょっとしたらきみの方に心当たりがあるかとも思ったけど、その顔を見るとそういう訳でもないらしい。となると、当面はあの右手を抱かかえながら世界を旅する事になるのかな」

「お前……」

「当然、復ふく讐しゆう一本からブレ始めているぼくが、あの右手に触ふれても消し飛ばされずに済むのなら、だけどね。……ほんと、『魔ま神じん』からもらった力を完全否定してこそ復ふく讐しゆうは成じよう就じゆされる、と一本化されていれば良いんだけど、ぼくはぼくの心の中を覗のぞけないからなあ」

　どうだろう、と上かみ条じようは思う。

　上かみ里さと翔かけ流るは感情の起き伏ふくが乏とぼしい……というよりも、声を荒あらげる人種ではないのでいまいち伝わりにくい部分もある。だけど、本当に今の上かみ里さとは、『魔ま神じん』に対する復ふく讐しゆう心しんの塊かたまりなんだろうか。例えば一五センチになったオティヌスを見せて、まだひねり潰つぶしたいと考えるのだろうか。上かみ条じようには自信がなかった。イエスともノーとも言えない。

　上かみ里さとは上かみ里さとで、明確な答えを他人に求めていないようだった。

「時間だ。そろそろ始めよう」

「あ、ああ」

　重たそうなトートバッグを片手に提さげた上かみ里さとの隣となりに立ち、上かみ条じようもまたモールの通路を歩く。

「……ぼくはさ、今まで自分の周りに多くの人が集まってくれたのは、全部あの右手のせいだって考えてきた」

「……、」

「でもそうじゃなかった。失ってみて初めて分かったんだ。きみが言っていた理り屈くつを、あの子こ達たちが行動で証明してくれた。特別な右手なんかなくたって、ぼくの世界は壊こわれたりしないんだってね」

「上かみ里さと？」

「感謝はしている。早過ぎたのか遅過ぎたのかは判断しかねるけど」

　行動は夜明けに始まった。

　まずショッピングセンターの真上、立りつ体たい駐ちゆう車しや場じようとして活用しているスペースのさらに屋上から、寝ね巻まきにも使えそうなピンクのスウェット生き地じのパーカーの下に白いビキニを纏まとう小こ柄がらな少女がＵＦＯに似た巨大風船を摑つかむ。フードの頭についたウサギの耳のようなアンテナを振り、同じく丸いポッドも付けたお尻を浮かせるように、そのままふわりと爪つま先さきを地面から離はなしていく。

　これだけの強大なマイクロ波の中でも、天空からの声は上かみ里さとに届いているらしい。

「予定通りに」

『うんです、予定通りに』

　頭上をゆっくりと流れていくパーカービキニでしこたまアンテナを詰めたリュックを背負うウサギアンテナのおかっぱ少女を目で追って、それから上かみ条じようは視線を地上へ戻もどした。ここはショッピングセンターの外だ。上かみ里さとを中心に数十、いや一〇〇に届く少しよう女じよ達たちが集まっていた。

　上かみ里さとは上かみ里さとでこう切り出した。

「『観測』は上の府フ蘭ランが担当する。ぼく達たちはできるだけ木き原はら唯ゆい一いつを揺ゆさぶらなくちゃならない。安全で予定通りのシェルターの中に隠かくれているだけじゃダメだってくらいにね。だからできるだけ派手に行こう」

「ほんとに逃にげられちゃ敵かなわないぞ」

「それも分かってる。これ以上あいつに時間っていう武器を使わせるな」

　燃えるような夜明けの中、彼かれらの進軍が始まった。

『窓のないビル』があるのは、上かみ条じようの学校や学がく生せい寮りようのある第七学区南部だ。途と中ちゆうの道も馴な染じみがある。上かみ里さと勢せい力りよくが一〇〇人単位で歩道も車道も関係なく埋うめ尽つくしていくのはなかなかに異世界めいていて、風景と人物のアンバランスさに上かみ条じようは頭がくらくらしていた。

　見た所、エレメントなどが闊かつ歩ぽしている様子はない。

　本当に『水すい晶しようの塔とう』の一件で全すべてが終わってしまったかのように、一番小さなクラス１、三メートルサイズのものさえ見当たらない。

　かさりという物音に振ふり返かえってみれば、路地の方から中学生くらいの男女がおっかなびっくりこっちの様子を窺うかがっている所と出くわした。エレメントがいれば即そく死し圏けんの地上だ。おそらく連中がいないのを不思議がって、様子を見に来たのだろう。

　一見して平へい穏おんが戻もどってきたようだが、実は何も終わっていない。

　木き原はら唯ゆい一いつは何度でもエレメントの大群をけしかけられる。彼かの女じよに一度狙ねらわれたら、学校だろうが避ひ難なん所じよだろうがお構いなしに蹂じゆう躙りんされる。高レベル能力者を集めた名門の常盤ときわ台だいや『学まなび舎やの園その』ですら、為なす術すべもなかったように。

　あんな真ま似ねはもうさせない。

　そのためには『平常運転』では困るのだ。『あの』木き原はら唯ゆい一いつから、余よ裕ゆうや遊びを奪うばう。慌あわてふためかせて墓ぼ穴けつを掘ほらせる。散々手玉に取られた上かみ条じようには想像もつかない話だが、今ならそんな領域にも手が届く。

　上かみ里さと翔かけ流るは理想送りワールドリジエクターを失っても、まだジョーカーを一〇〇枚も保有しているのだから。

「……まずはこの辺りから切きり崩くずすか」

「？」

　ぼそりと呟つぶやいた上かみ里さとの言葉に、上かみ条じようが眉まゆをひそめた時だった。

　上かみ里さとの手が唐とう突とつに動いた。

　あの、木き原はら唯ゆい一いつの細ほそ腕うでを強ごう引いんに縫ほう合ごうした右手だ。まるで水平に振ふるうような素す早ばやい動きだった。そしてその人差し指と中指の間には、キラキラと光る米こめ粒つぶより小さい何かが挟はさまっていた。

「芸が細かいと言うか、シンプルに姑こ息そくとでも言ってやるべきか」

「何だ、それ……？」

　上かみ条じようは目を疑っていた。

　正体が分からなかったからではない。分かってしまったから、彼かれは疑問を放っていた。

　そう、上かみ里さとの、あるいは唯ゆい一いつの指先に挟はさまれているのは、

「……薄うす暗ぐらい地下に閉じこもっている木き原はら唯ゆい一いつが、どうやって外の情報を摑つかんでいるのか。最低でも『水すい晶しようの塔とう』の様子を観察して、そこに辿たどり着つける者が誰だれかを知ったのか。疑問ではあった。府フ蘭ランがばら撒まく高出力のマイクロ波は並の電子機器なら簡単に破は壊かいし、無線電波にも強力なジャミング効果を与あたえる。シールドされた密室ならともかく、外とのコミュニケーションには不向きなんだ」

「あれ……？」

「ちなみに木き原はら唯ゆい一いつ本人が自由に街を闊かつ歩ぽしている、は成立しない。ヤツはチェスのキングだ。便利ではあっても自分だけ突とつ出しゆつして敵てき陣じんに顔を出す事はしない。それじゃあ何のために安全な地下を確保しているのか分からなくなるし、何より、彼かの女じよ一人の目や耳じゃ学園都市の全域はカバーできない」

「だとすると、それが代わりの目や耳だっていうのか……？」

　ごくりと喉のどを鳴らして、上かみ条じようは改めて上かみ里さとが捕とらえたモノへ目をやる。

　米こめ粒つぶほどの塊かたまりには、小さな羽と六本の脚あしがついていた。

「一番小さなエレメント。きみ達たちの数え方なら、クラス０とでも呼んでやるべきかね」

「こんなものが、街中に……？」

「あるいはきみ達たちが安全だと思っていた、椅い子すや机を積み上げた内側にもいたかもしれない」

「……、」

「でも不思議だな。たとえこの米こめ粒つぶの五感が情報を集めていたとしても、どうやって木き原はら唯ゆい一いつの下まで伝達するんだ。無線電波は府フ蘭ランのマイクロ波に搔かき回まわされて判読不能になるはずなのに」

　どこか楽しそうに、あるいはいたぶるように、上かみ里さとはそんな風に呟つぶやいていた。

「あるいは単純に一定量データを蓄ちく積せきしたら巣に帰るのか。それともアリやハチみたいに他ほかの個体と触しよつ角かくで触ふれ合あったりダンスを踊おどったりして、バケツリレーや伝言ゲームのように情報を細かく渡わたして運んでいくのか」

　チキッ、と小さな音が響ひびく。

　上かみ里さとが指を離はなした直後、米こめ粒つぶの尻しりから細く鋭するどい針が飛び出した。だが上かみ里さとは気に留とめない。デコピンでもするように空中の米こめ粒つぶを弾はじき飛とばすと、よそへ手を伸のばし、別の個体を再び摘つまみ上げる。

　今度は背から羽を摑つかみ、尻しりから針を出されても問題ないように気を配りながら。

「それとも、いや、羽自体がセミのような発音器官になっているのか。だとすると伝でん達たつ媒ばい体たいは超ちよう音おん波ぱ。……マイクロ波の中でもかき乱されずに進むけど、代わりに距きよ離りは大した事ない」

　指の中でもがく米こめ粒つぶを眺ながめてから、上かみ里さとはぐるりと周囲を見回した。

　びたりと視線を固定させたのは、地上よりもやや上。少し離はなれた所にある、三枚羽の風力発電プロペラだ。その柱のてっぺんには、やはり、良く見ないと見落としてしまうような『何か』があった。ボールペン二本分くらいの長さの、半はん透とう明めいの氷柱つららのようなものだった。あの『水すい晶しようの塔とう』のミニチュアのようにも見えるし、あちこちにある携けい帯たい電でん話わの地ち上じよう中ちゆう継けいアンテナのようにも見える。

「間ま違ちがっていないさ」

　上かみ条じようの印象の話に、上かみ里さとは簡単に答えた。

「どこにでも潜もぐり込こむ米こめ粒つぶが周囲の情報を見聞きして、それを人には聞こえない超ちよう音おん波ぱの形で発はつ振しんする。それをエリア一帯をカバーする基地局で拾ってから、まとめて大ボスの下まで運んでいくんだろう。だとすると、あのアンテナの根元もクサい。マイクロ波対策を講じていて、超ちよう音おん波ぱでもないとしたら……まあ、有線が怪あやしいかな。エレメントの神しん経けい網もうでも利用した有ゆう線せん情じよう報ほう網もうを地下に張はり巡めぐらせて、大ボス専用の高速回線を敷しいている訳だ。だとすると、これを辿たどっていくだけで唯ゆい一いつの隠かくれ家がまで案内してもらえる。いいやひょっとしたら、壁かべの穴や、神しん経けい網もうが侵しん蝕しよくしたおかげで脆もろくなっている箇か所しよなんかにもそのまま……」

　彼かれの言葉は最後まで続かなかった。




　ドゴァッッッ!!!!!!　と。

　上かみ条じよう達たちの行く手を阻はばむように、巨きよ大だい極きわまるエレメントが顔を出したからだ。




　クラス６、全長は一〇〇メートル前後。

　半はん透とう明めいの壁かべのような巨きよ体たいを大きくさらすのは、首くび長なが竜りゆうのようなシルエットだった。流石さすがに上かみ条じようの知識では何が何だか追い着かない。

「何だっ、恐きよう竜りゆう系けいまでありなのかよ!?」

「そんな訳がないだろう。スタモファグマナミシャク。ハワイ諸島にいる尺しやく取とり虫むし、つまり蛾がの幼虫だ。本来のサイズは五センチ未満。ただ、きみの言う『首』を伸のばして空中にいる獲え物ものを捕とらえるのに必要な時間は〇・一秒程度だったかな。巨きよ体たいに惑まどわされていると、殺人クレーンに首を持っていかれるぞ」

「……冗じよう談だんだろ、ハワイは行った事あるけど、ちくしょう、ヒゲの破は天てん荒こう大統領の顔くらいしか思い出せねえ！」

　縦に長い『首』とは別に、地上部に置き去りにされた胴どうの真ん中では人ひと魂だまが揺ゆらめいていた。色は赤。つまりは火のエレメントだろう。

　あれだけの巨きよ体たいとなれば、上空からこちらを睥へい睨げいしながら炎ほのおをばら撒まくだけで地上は阿あ鼻び叫きよう喚かんとなるはずだ。消防のはしご車が大量の水の代わりにガソリンをばら撒まいてくるものだと考えると分かりやすいかもしれない。

　だが上かみ里さと翔かけ流るは動じなかった。

　どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生とやらは、いっそため息すらついていた。

「どれだけ規模が大きかろうが、過去の使い回しとは舐なめているのか？」

　それだけだった。

　指を鳴らす素そ振ぶりさえ見せなかった。

　上かみ条じようの周囲で空気が弾はじけるような、爆ばく音おんじみた何かがいくつも炸さく裂れつする。それが周囲に侍はべる少しよう女じよ達たちが焼けた大地を蹴ける音だと上かみ条じようがようやく気づいた途と端たん、一方的な猛もう攻こうが始まった。

　御み坂さか美み琴ことが高度と距きよ離りを利用した一方的な撃うち下ろし、爆ばく撃げき機きやガンシップからの安全な空くう爆ばくだとしたら、上かみ里さと勢せい力りよくの少しよう女じよ達たちはそれとは全くの真逆。正反対。

　たとえるなら敵機の極ごく至し近きんまで迫せまる戦せん闘とう機きの格かく闘とう戦せん。いいや、いっそ戦せん闘とう機きの主しゆ翼よくから切きり離はなされて空気を引ひき裂さくミサイルそのものといった方が近いかもしれない。そこにあるのは圧あつ倒とう的てきな速度と機動性。あるいは海かい賊ぞくの帽ぼう子しを被かぶったビキニの少女が、あるいは何本もの剣けんや槍やりや斧おのを差した全ぜん身しん甲かつ冑ちゆうの少女が、あるいは白いスクール水着にレインコートの絶ぜつ滅めつ犯はんが、地を蹴けり、ガードレールに飛び乗り、三枚羽の風力発電の柱やビルの側そく壁へきさえ足場にして、鋭えい角かくな変化球じみた挙動で次々に首くび長なが竜りゆうめいた怪かい物ぶつへ飛びかかっていく。

　当然、反はん撃げきはある。

　その爪つめや嘴くちばしが唸うなり、一面に重油火災じみた粘ねばり気けのある炎ほのおが撒まき散ちらされる。

　だが当たらない。距きよ離りを取っているのでも高度を稼かせいでいるのでもなく。むしろ自分の方から巨きよ大だいな怪かい物ぶつへギリギリまで肉にく薄はくする事で、かえって怪かい物ぶつ自身の行動を阻そ害がいし、しかも肉にく食しよく尺しやく取とり虫むし自身の巨きよ体たいがヤツの視界を遮さえぎって死角を作ってしまう。少しよう女じよ達たちは時に地面を嚙かむ脚あしと脚あしの間を潜くぐり抜ぬけ、背後に回まわり込こみ、エレメント自身さえ足場にして駆かけ上あがって、次から次へと刃やいばを通していく。

　全長一〇〇メートルの巨きよ体たいにとって、人間が摑つかんで振ふり回まわせる刃やいばなんぞ爪つま楊よう枝じにも満たなかっただろう。

　だが確実に亀き裂れつが入る。そして広がり、走り回る。

　一体どんな力学の妙みようなのか。猛もう毒どくも電流も吸血も使わず、ただただ巨きよ体たいをバラバラに分解する事での撃げき破はが成なし遂とげられる。体格差五〇倍超ちようの大物を、腕わん力りよく頼だのみで。自然界の掟おきてを完全に無視した結果であった。

　ガラガラと音を立てて崩くずれる半はん透とう明めいの残ざん骸がいと、一面の残り火がもたらす蜃しん気き楼ろうじみた揺ゆらぎを背景に、何人もの少女だけが屹きつ立りつしていた。

　水着のお尻しりの食くい込こみを指で直したり、手て持もち無ぶ沙さ汰たに肩かた紐ひもの内側に親指を通してパチンパチン鳴らしたり。そんな人にん間げん臭くさい仕草と目の前の凄せい惨さんな結果のギャップに、上かみ条じようの頭がくらくらする。

「彼かの女じよ達たちは一人で一つの世界を持ってる。木き原はら唯ゆい一いつ、きみがどれだけ虎とらの子こを持ってこようが、きみを含ふくめた全すべての手札を切らない限り彼かの女じよ達たちは負けない」

　あまりにも圧あつ倒とう的てき。

　全すべてにおいて完かん璧ぺき。

　その直後。




　ぶわりっ!!　と。

　そんな去鳴サロメ達たちを取り囲むように、同規模のエレメント達たちが数十規模で風景から浮うかび上あがる。




　半はん透とう明めいの材質に擬ぎ態たいを得意とする性質。

　一〇〇メートル規模、ビルとビルの間から頭が突つき出だすほどの威い容よう。

　一体彼かれらがどこをどう通って学園都市のあちこちで活動するのか。もっと言えばそれだけの巨きよ体たいを引き連れて木き原はら唯ゆい一いつは誰だれにも見つからず『奇き襲しゆう』なんて行えるのか。疑問に思っていたが、答えはとてもシンプルだったのだ。

　首くび長なが竜りゆうめいた肉にく食しよく尺しやく取とり虫むし達たちは最初からそこにいた。

　ただ唯ゆい一いつが命じるまで、じっと風景の中に溶とけ込こんで。

　上かみ条じよう達たちは大熱波とエレメントが溢あふれ返って早々、地上は危険だと判断していた。だからビルの屋上から屋上へ金属ワイヤーを通し、限られたルートを辿たどる形で学園都市のあちこちを探たん索さくしていた。

　もしかしたら。

　ひょっとしたら。

　自じ分ぶん達たちがビルの屋上から学園都市の景色を見み渡わたしていた時、すぐ隣となりにヤツは立っていたのかもしれない。いつでも爪つめや牙きばを伸のばせる位置からじっとこちらを見ていたのかもしれない。吞のん気きにワイヤーを伝って安全を確保していると思おもい込こんでいる間も、その股またの下でも潜くぐっていた可能性すらゼロではない。上かみ条じよう達たちは『道』を作って行こう動どう範はん囲いを広げるために、少しでも余よ裕ゆうがあればビルからビルへ金属ワイヤーを投じていた。もしも、あそこで、空中で不自然にワイヤーの先せん端たんにくくりつけた錘おもりが弾はじかれていたら……？　想像するだけで恐おそろしい、背せ筋すじの凍こおるイメージであった。

　ともあれ、そんな怪かい物ぶつどもが突とつ出しゆつした去鳴サロメ達たちを取り囲む格好で浮うかび上あがった。

　わざと手前に誘さそい込こみ、退路と補給の線を断たち、孤こ立りつさせてから一いつ斉せいに殺しにかかる。

　そんな『統とう率そつ者しや』の意志を感じさせる邪じや悪あくさで。

「サロ……ッ!!」

　上かみ条じようがとっさに叫さけぼうとした時だった。

　もう終わっていた。




「だから、その程度でぼく達たちの何を押おし留とどめられると？」




　上かみ里さと翔かけ流るの一言だった。

　そしてあろう事か、特別な右手の力もない、一発もらったらおしまいのはずのキングが、自みずからの足で前へ踏ふみ出だす。一〇〇メートル大のいっそ怪かい獣じゆうじみたエレメント達たちの包ほう囲い網もうを切きり崩くずし、窮きゆう地ちに立った女の子達たちを助けようとするかのように。

「くっ、クソ馬ば鹿かお兄ちゃ……ッ!!」

　自みずからの命の心配すら忘れて、包囲の中の去鳴サロメが叫さけんでいた。

　だが上かみ里さとは気に留とめない。彼かれは涼すずしい顔でこう告げる。

「巻まき込こまれないように注意するんだ」

「っ？」

　超ちよう能のう力りよくも魔ま術じゆつも使えない、どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生。

　彼かれが取った行動はシンプルだった。手にした重たいトートバッグの中に手を突つっ込こむと、大きな金きん属ぞく缶かんを取り出して、アンダースローで灼しやく熱ねつのアスファルトの上へ放ほうり投なげたのだ。

　そう、高層ビルに匹ひつ敵てきする巨きよ体たいの足元へ。

　地を這はうアリのように踏ふみ潰つぶされる直前、上かみ条じようは金きん属ぞく缶かんのラベルを目もく撃げきしていた。

（錆さび止どめ、スプレー？）

　直後に結果が出た。




　ぐるんっっっ!!!!!!　と。




　あれだけびくともしなかった山のようなエレメントが、氷の上で派手に転ぶような格好で勢い良く回転した。首くび長なが竜りゆうめいた特とく徴ちよう的てきな体のせいで、重心がやけに高かったのも災わざわいしたのだろう。

　暴風が唸うなり、エレメントが倒たおれる。近くのビルをいくつか薙なぎ倒たおすほどの勢いで。

「うわあああああっ!!」

　凄すさまじい粉ふん塵じんとちょっとしたバスより巨きよ大だいなコンクリートの塊かたまりが雨のように降り注ぎ、上かみ条じようは慌あわててその場を離はなれる。

「どれだけの巨きよ体たいだろうが完全に物理法則を排はいしている訳じゃない。いいや、その重量が大きければ大きいほど自重に振ふり回まわされやすくなるのがエレメントのサガだ」

　上かみ里さとは身じろぎ一つしなかった。

　その口はこう言っていた。

「ようは、バナナの皮を踏ふんだ程度で使い物にならなくなるって事。実際、アメリカ辺りじゃ特とく殊しゆなジェルグレネードを開発しているらしい。獲え物ものの足元に撃うち込こんで地面をつるつるにさせて、歩兵や戦車を完全に無力化するんだとさ。スタングレネードよりも安くて人ひと質じちの目や耳を潰つぶさず安全に制圧できるとかで」

　ぎぎぎぎぎ、と倒たおれたはずの巨きよ体たいが再び起き上がろうとする。

　だが上かみ里さとはその隙すきを与あたえない。

　続いて、トートバッグの中から束ねた化か学がく繊せん維いのロープのようなものを取り出した。先せん端たんには缶かん詰づめが結びつけてあり、錘おもりの役目を負っているらしい。モーニングスターのように適当な長さでぐるぐると振ふり回まわすと、倒たおれたエレメントの首目がけて投げ放つ。

　そしてもう片方の端はしはまともに直立する別のエレメントの脚あしへ。

　引ひっ掛かけ、しかし些さ末まつな抵てい抗こうなど気に留とめず、一〇〇メートル大の肉にく食しよく尺しやく取とり虫むしが大きく脚あしを振ふりかぶった直後だった。




　ぶちんっっっ!!!!!!　と。

　嫌いやな音と共に、倒たおれていた怪かい獣じゆうサイズのエレメントの首が、もげる。




「ぼく達たちにできない大仕事でも、エレメント自身の力を借りられればその限りじゃない」

　上かみ里さとは吐はき捨すてるように言った。

「そして彼かれらは大きい。全長比は五〇倍超ちよう。ぼく達たちにとっては親指よりも太いロープに見えても、彼かれらにとってはピアノ線より細くて頑がん丈じように映るはずなんだ。力の掛かけ方さえ気を配れば、ご覧の通り。エレメントは切り倒せる」

　ようやっと、あらゆる異形の怪かい物ぶつ達たちの視線が別へ向いた。

　包囲の中の少しよう女じよ達たちから、より危険な一人の少年へ。

　大地を揺ゆさぶる格好で、一〇〇メートル大の巨きよ体たいがいくつも迫せまる。

　その足元を潜くぐり抜ぬける格好で、クラス１、三メートル大の、やけに平べったい虫が群れで襲おそいかかる。大小兼かね備そなえた波は状じよう攻こう撃げきだ。

「キノハダカマキリ、か」

　だがやはり、上かみ里さと翔かけ流るは動じない。

　彼かれはトートバッグの中からプラスチックの下した敷じきを何枚も取り出すと、表面に瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいをたっぷりと塗ぬり付つけて、それから真上へ放ほうり投なげた。回転をつける事によってまるでフライングディスクのように飛ひ距きよ離りと高度を稼かせぐその下した敷じきの行く先は、上空を羽ばたいていたスカシバガ……あまりにも巨きよ大だいな蛾がのエレメントの巨きよ大だいな羽だった。

　蝶ちようや蛾がの羽は渦うずを巻くような独特の気流を生み、サイズを合わせて考えると一いつ般ぱんの飛行機やヘリコプターよりもはるかに大きな揚よう力りよくを生み出す事で知られている。

　だがそれも、自し然ぜん淘とう汰たの中で研とぎに研といだ、寸分の狂くるいも許されない最適の羽の形状があってこそ。

　複数の下した敷じきが張り付き、あちこちに乱雑な突とつ起きを生み出し、羽の表面をなぞる空気の流れがわずかでも乱れて……いいや、『剝はがれて』しまえば、もう奇き跡せきの揚よう力りよくは維い持じできない。

　失速し、錐きり揉もみし、そして落ちる。

　砂さ糖とう菓が子しに群がるような格好で上かみ里さと翔かけ流るへ迫せまり来る、大量のキノハダカマキリ達たちの真上に。

　ドッガシャアッッッ!!!???　と。

　水すい晶しようが砕くだけるような、甲かん高だかい音が混ざり合った。まるで巨きよ大だいなシャンデリアが落下したような轟ごう音おんの渦うずだった。

「誰だれだって考える」

　上かみ里さと翔かけ流るは顔色を変えずに呟つぶやいていた。

　地面に墜つい落らくしてぐしゃぐしゃに破は壊かいされ、透とう明めいな残ざん骸がいの丘おかに足を掛かけて。

　自みずから一〇〇メートル大のエレメントへ踏ふみ出だすようにして。

「もしも学校に武装したテロリストが入ってきたら？　もしも貯金箱を抱かかえた小さな子供が泣きながらお父さんの冤えん罪ざいを晴らしてと頼たのんできたら？　もしも次の電子投票で一位を取れなかったらグループの脱だつ退たいを迫せまられるアイドルと一いつ緒しよに最後のＳＮＳ戦争を挑いどむとしたら？　ああしたいこうしたい、ぼくだったらこうする俺おれだったらそっちに行く。……それくらいなら珍めずらしい事じゃない。どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生なら、誰だれだって一度くらいは考えてみるものだ」

　トートバッグの中へ片手を突つっ込こみ。

　新たな武器を取り出して。

「だけどぼくには、たまたま『夢を摑つかむ力』があった」

　ゴォア!!　と頭上で首くび長なが竜りゆうのエレメントが吼ほえる。

　その胸に赤い光が宿る。半はん透とう明めいの首が持ち上がる。火のコア。ひとたび炎ほのおが吐はき出だされれば、ここにいる人間全員が綿わた埃ぼこりのように吹ふき飛とばされかねない絶対の窮きゆう地ち。

「だから怖こわかったんだ。右手の力じゃない、あの子こ達たちの笑え顔がおが。何でも口に出せば頷うなずいてくれる集団が。いつかぼくの力じゃ何をやっても止められなくなって、その責任だけを負わされる日が来るんじゃないかってさ」

　だが上かみ里さとは動じない。

　残ざん骸がいの丘おかを乗のり越こえ、自みずからの足で強敵に向かう。

「でも、もう逃にげない」

　女の子達たちの陰かげに隠かくれるのではなく。

　彼かの女じよ達たちを守れる、盾たてとなる位置へ立つために。




「覚かく悟ごしろ、一発屋ゲテモノ。どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生の自由度ってものを見せてやる」




　圧あつ倒とう的てきだった。

　上かみ条じようは加勢する事も忘れていた。

　肉にく食しよく尺しやく取とり虫むしのエレメントが首くび長なが竜りゆうめいた捕ほ食しよく口こうに全すべての力を注入する一いつ瞬しゆん前まえに、上かみ里さとは手にした透とう明めいな一いつ升しよう瓶びんを放ほうり投なげる。それは一〇〇メートル大の巨きよ体たいの内、一番地面に近い足の爪つめの先へと当たって砕くだけ散ちる。

　どろりとした液体が溢あふれた途と端たん、白い化学性の煙けむりと共にフライパンでベーコンを焼くような音が炸さく裂れつする。

「どれだけ異形だろうがぼく達たちと同じ炭素ベースの有機ボディであるのは変わらない。つまり塩酸や硫りゆう酸さんで普ふ通つうに腐ふ食しよくする。モールには業務用の洗せん剤ざいなんていくらでもあったよ。ぼくはただ、それらを煮に詰つめて濃のう縮しゆくするだけで良かった」

　全体の体積からすれば、一〇〇分の一、いや二〇〇分の一にも届かない損害だっただろう。だけど逆に言えば、たったそれだけの爪つま先さきで高層ビルに匹ひつ敵てきする巨きよ体たいを支え続けてきたのだ。言ってみれば、ピンヒールの踵かかとを不意打ちでへし折るようなもの。

　ほんの些さ細さいな、欠片かけらのような破は壊かい。

　それだけで、怪かい獣じゆうじみた巨きよ体たいが呆あつ気けなくバランスを崩くずし、近くのビルを巻まき込こむ格好で倒とう壊かいしていく。

「去鳴サロメ、琉ル華カ。トドメを」

「っ、はいよ！　クソ馬ば鹿かお兄ちゃん!!」

「ヤバいヤバい、気をしっかり持たないと見み惚とれちゃいそうだよ、ぶるるっ!!」

　我に返ったように、今度は絶ぜつ滅めつ犯はんや海かい賊ぞく少しよう女じよといった面々が倒たおれ込こんだクラス６のエレメントへ群がっていく。

　呆あつ気けに取とられているのは、上かみ条じようだってそうだった。

　初めて遭そう遇ぐうした時、上かみ里さとはここまでやれたか？　夜の学がく生せい寮りようを襲しゆう撃げきしてきた上かみ里さととは取っ組み合いになっていたはずだったが、あの頃ころはまだケンカの素人しろうとだったはずだ。対してクラス６になれば、常盤ときわ台だいのお嬢じよう様さまが束になっても蹴け散ちらされるレベルの強敵。それを、こうまであっさりと……？

「思う『だけ』なら誰だれでもできる」

　上かみ里さとはトートバッグの中からＬ字に曲がった釘くぎ抜ぬきを取り出しながら、

「後はそれを形にできるかどうかだ。ぼくはそのチャンスに恵めぐまれていた」

「……これが、」

　ごくりと喉のどを鳴らして、上かみ条じようは呟つぶやく。

「どこにでもいる、平へい凡ぼんな高校生？」

　対して。

　釘くぎ抜ぬきを肩かたで担かつぐ上かみ里さとは、振ふり返かえって何の気なしにこう返答した。

「それが何か？」




　　　　６




　その後も徹てつ底てい的てきに上かみ里さと翔かけ流ると周囲の少しよう女じよ達たちはエレメントを叩たたき潰つぶして前へ進んだ。

　あるいは幽ゆう霊れい少しよう女じよが、あるいはコスプレ少しよう女じよが、あるいはトロンボーン少女が。

　先に前へ出た近接組の海かい賊ぞく少しよう女じよや甲かつ冑ちゆう少しよう女じよとは全く異なるアプローチ。

　遠えん距きよ離りからの圧あつ倒とう的てきな弾だん幕まくで特大のエレメントを削けずり殺ころす。

　……起きた結果を視覚で受け止めてから、しかし彼かれの思考が後追いでそれを拒こばんだ。何な故ぜならそれは、常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのお嬢じよう様さま達たちにもできない事じゃなかったか？　『水』の大トカゲを力ちから業わざですり潰つぶすまでに超ちよう高こう水すい圧あつのカッターでどれだけ犠ぎ牲せいが出るか分からない。だから上かみ条じようが囮おとり役やくを買って出たんじゃなかったか？

　ごくりと喉のどを鳴らす。

　目の前で広がっているのは、あるいは今も上かみ条じようの周囲を取り囲んでいる少しよう女じよ達たちは。

　常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの精せい鋭えい高火力組『全体』に、……競せり勝かっている？？？

「エレメントのガワは還かん元げん生せい命めいと呼ばれるモノだ。いくつか中身を『開けて』調べたから大体の事は分かっている」

　上かみ里さとは平へい淡たんな、だからこそ見下した印象を与あたえる言葉でそう言い放った。

「あらゆる動植物の死し骸がいが長い時間をかけて石油となっていくのとは逆に、石油からあらゆる動植物へ分化させる事はできないか。万ばん能のう細さい胞ぼうとは真逆の、異い端たんの学問とでも言った所かな。だけど、どれだけの巨きよ体たいで膨ぼう大だいな運動エネルギーを振ふり回まわそうが、出来上がるのは既き存そんの動植物からの借り物に過ぎない。動かせる関節の向きや筋肉の伸のびには一定の法則がある。クセさえ分かれば可動領域や安全地帯を読むのはそう難しい事じゃない」

「……、」

「後は火水風土のコアか。結局、最後の最後に魔ま術じゆつ的てきな元素に頼たよってしまう辺り、還かん元げん生せい命めいではガワだけでしか作れず、魂たましいや生命に類する何かには到とう達たつできなかったらしい。だけどこれも組み合わせの問題に過ぎない。せめてその『光の色』くらい擬ぎ態たいできてしまえば良かったものを。それじゃ無意味に予告ホームランを連発しているのと同じだよ。大おお振ぶりで、分かりやすく、そして変化球で仕留めやすい」

　魔ま術じゆつと科学のハイブリッド。

　常盤ときわ台だい中ちゆう学がくでは撃げき破はしたエレメントの残ざん骸がいを回収していたが、ここまで深くは切きり込こめなかった。一〇万三〇〇〇冊の魔ま道どう書しよを完かん全ぜん記き憶おくするインデックスも、エレメントのコアについては言げん及きゆうしていなかった。

　上かみ里さと翔かけ流るはどこに立っている？

　無数の少しよう女じよ達たちに背中を押おされた『普ふ通つうの感性』は、今どこを見ている？

　思うだけなら誰だれでもできる、と上かみ里さとは言っていた。

『夢を摑つかむ力』……具体的な技術や根こん拠きよを支えるソースを完全に手に入れた『どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生』は、ここまで化けるとでも言うのか。

　自分の体を、自分で思った通りに動かす。

　当たり前のように聞こえるかもしれない。だけど命のかかった場面でそれがどれだけ難しいかは、上かみ条じようだって何度も経験してきたから良く分かる。上かみ里さとにはその辺りの減げん衰すい率りつみたいなものがない。常に均一、できる事を最大の範はん囲いの中から自由に選び取って動き回っている。

　あるいは。

　周囲に侍はべる極ごく彩さい色しきの一〇〇人の少女よりも、なお異質に。

「……正直に言うと、『この光景』が怖こわかった」

　その張本人は、乱みだれ咲さく閃せん光こうの連続に目をやりながら、ポツリと呟つぶやいていた。

「ありふれた道を歩くありふれた彼かの女じよ達たちを決定的に脱だつ線せんさせてしまったんじゃないかって。その頂にぼくみたいな何の特とく徴ちようもない人間がいるのはおかしくて、全部右手が王おう冠かん代がわりになっているだけじゃないかって。もしもこの右手を奪うばわれたら、『この光景』がババ抜ぬきのカードみたいにあっさり別の誰だれかにスライドするんじゃないかって。ずっとずっと脅おびえていた」

「お前……」

「だけど、実際に失ってみて分かった」

　上かみ里さとは、止まらない。

　少しよう女じよ達たちが切きり拓ひらいた道を、一歩一歩自分の足で進んでいく。

「特とく殊しゆな右手なんて失っても、世界ってヤツは案外そのまま回っていくものなんだって。あの子こ達たちは右手の有う無むで付き従ってきた訳じゃない。自分の意志をきちんと持っていたんだって。それだけの事をさ」

　木き原はら唯ゆい一いつにとっては虎とらの子ことなる規格外のエレメント達たちも、次々と撃げき破はされていった。

　上かみ条じよう達たちはすでに『窓のないビル』の間近まで接近していた。

　だけど今回は、辿たどり着つけばおしまいという訳ではない。木き原はら唯ゆい一いつを焦あせらせ、どこにあるのかも分からない秘密の出入口を内側から開けさせなければならない。つまり、何事もなく辿たどり着ついてしまったらそれはそれで失敗なのだ。まさか屹きつ立りつするビルを中心に同じ所を延々ぐるぐると回り続ける訳にもいかないだろうし。

「……本当に木き原はら唯ゆい一いつは勇み足をすると思うか？」

「するさ」

　即そく答とうだった。

「ハッタリの基本は膨ぼう大だいなデータではなくむしろ欠落だ。人間はコマ割りのフィルムを連続で見せれば止まっている画像が歩いているように捉とらえてしまう風に、足りない部分を自分の頭で補おうとする生き物だ。つまり、舞ぶ台たい演えん劇げきを端はしから端はしまでこなす必要はない。点と点の必要なファクターだけ集めておけば、後は向こうが勝手にラインを引いて最悪の想像をしてくれる」

「？」

「一つ」

　上かみ里さとは借り物の女の指を立てて、

「ぼく達たちは常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの一件に介かい入にゆうしている。木き原はら唯ゆい一いつが、どこを、何を、特に重点的に破は壊かいしていったのかを見ている。傍はたから見れば暴ぼう虐ぎやくの象しよう徴ちようだったかもしれないけど、その執しつ拗ようさは恐きよう怖ふの裏返しだ。素す直なおにピックアップすれば良い」

　常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの中でも対エレメント戦において撃げき墜つい王おうを支えていたモノ。

　御み坂さか美み琴ことの整備場ハンガー。

　その中で醸じよう成せいされていたのは、何だったか。

「二つ。ぼく達たちは木き原はら唯ゆい一いつを取とり逃にがしたものの、常盤ときわ台だい中ちゆう学がくから別のものを拾い上げている。つまりは上かみ条じよう当とう麻ま、きみの事だ。……実際にきみがどれほどの知識を吸収しているかはどうでも良いい。ただ、常盤ときわ台だい中ちゆう学がくからのバトンをぼく達たちが受け取ったと判断させられれば」

　それは、言ってみれば技術者の亡命みたいなものか。

　その技術者の実際の腕うでは関係ない。ただ、秘密の研究所にいた誰だれかがよその国に渡わたってしまった、という事実だけで、すでに外交カードを一枚手に入れた事になる。我々は新兵器を作れると。『奪うばわれた側』からすれば怪あやしい怪あやしいとは分かっていても、それが完全にブラフであるという証しよう拠こを摑つかむのは至難だ。

「そして三つ。ぼく達たち上かみ里さと勢せい力りよくは、言ってはなんだが異い端たんの集まりだ。学園都市全体に甚じん大だいなマイクロ波をばら撒まく府フ蘭ランの発電ステーションに、自力でサイボーグ手術を完かん遂すいさせた去鳴サロメ。これもまたブラックボックスの一つさ。もしかしたら、ひょっとしたら。そんな小さな疑念を生ませる事さえできれば良い」

　つまり。




「A.A.A.。夜明けの空に悪あく魔まの像が浮うかび上あがれば、流石さすがの木き原はら唯ゆい一いつだって平静ではいられないだろうさ」




　ゴッ!!　と。

　何かが上かみ条じよう達たちの頭上を追おい抜ぬいた。

　手足を覆おおう特とく殊しゆな装そう甲こうに、背中から無数に生えた大小無数の砲ほう。腰こし回まわりにある二つのブースターの力を借りて大空を切きり裂さくその鋼こう翼よくを持つシルエットを見て、上かみ条じようは思わず呟つぶやく。無事なら良いいと、そんな希望的観測もあったのかもしれない。

「何だ、あれ。御み坂さかのヤツ、か」

　でも違ちがう。

　あれは。あの少女は……、

「暮クレ亞ア……？　植物少女の!!」

「彼かの女じよは元々全身の細さい胞ぼうがほとんど植物に近い性質に変じている。そして接合を利用して金属だろうが何だろうが何でも取とり込こみ、植物性のチェーンソーでも追つい尾びミサイルでもお構いなしに量産する」

「まさか……？」

　金属を取とり込こむ。

　そして先ほど上かみ里さとは常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの整備場ハンガーについて言げん及きゆうしていなかったか。

　上かみ条じようの意識が途と切ぎれている間に何があった。

　もしかしたら、ひょっとしたら。

　瓦が礫れきの中から掘ほり起おこした『何か』を、暮クレ亞アに喰わせていたとでも……ッ!?

「……だから、そう思わせられれば良いのさ。いいや、あのしゃべる犬に関連するのか、木き原はら唯ゆい一いつが何かしらA.A.A.に執しゆう着ちやくしているのを知って、誤解を生むようにぼくが暮クレ亞アに頼たのみ込こんだ」

「あ」

「実際にはいくら暮クレ亞アでも一いつ朝ちよう一いつ夕せきにそこまで上う手まくはやれない。潰つぶれた整備場ハンガーの中にあったスペアパーツのなれの果てを地面に並べて大体の完成予想図、大おお雑ざつ把ぱなシルエットを思おもい浮うかべるのが精せい一いつ杯ぱいだ。空を飛んでいるのは植物性エタノールを揮発させて爆ばく発はつさせているだけだし、背中の砲ほうなんか竹や葦あしのお仲間で、全く動かない。今が夜明け前の薄うす暗ぐらい時間帯だから何とか影かげ絵えは成立しているけど、明るい昼間だったらすぐにでも違い和わ感かんに気づかれていただろうね。……そもそも、『アレ』の本質は科学兵器ではなく何かしらの触しよく媒ばいのようなんだけどさ」

　でも。

　だけど。

「木き原はら唯ゆい一いつには、それが分からない」

「……、」

「いいや、十じつ中ちゆう八はつ九く、張はり子この虎とらだとは計算できている。できていてなお、自分で出した答えに自分で一〇〇％の納なつ得とくを得られない。もしかしたら、ひょっとしたら。上里勢力は潰れた整備場の中からスペアパーツの残骸を拾い集め、さらに内情に詳しい人物をさらって具体的な組み立て方を聞き出しているのかもしれない、と。彼かの女じよはただでさえ本来の鬼おにごっこやかくれんぼに必要のない常盤ときわ台だい中ちゆう学がくへ寄り道して、御み坂さか美み琴ことを仕留め損そこね、そして横よこ槍やりを入れてきたぼく達たちはもう学園都市、科学サイドの住人ですらない。このままぼく達たちが行ゆく方えを晦くらまして、外の世界へ『完成結果』をばら撒まいたら、A.A.A.の粗そ雑ざつな亜あ種しゆがどれだけ拡散するか把は握あくしきれなくなる。……木き原はら唯ゆい一いつは、本来の目的から脱だつ線せんしてでもA.A.A.の影を追い求めている。ルアーフィッシングだよ、必ずしも本物である必要はないんだ。わざと見けん当とう違ちがいなデッドコピーが目の前をちらちら横切れば、デカい魚だって絶対に喰くいついてくる」

　だから。

　だから。

　だから。




「出てこいよ、木き原はら唯ゆい一いつ。留とどまるか逃にげるかの二に択たくしかなかったきみに、全く予想外の三つ目を与あたえてあげよう。これがきみにとっての最初で最後のチャンスだ。リスクの計算なんかしている場合じゃない、今すぐ戦わなければ取り返しがつかなくなるってね」




　ガコォォォン!!　という重苦しい金属音が学園都市に響ひびき渡わたった。

　煙けむりのような、湯気のような、何かが地面から立たち昇のぼっている。一ヵ所だけではない。『窓のないビル』を中心に東西南北に一つずつ。等とう間かん隔かくで。途と中ちゆうの道路が切り取られ、一辺一〇メートル以上の正確な正方形の穴が空いていた。

「さて行くか」

　例えば振ふり込こめ詐さ欺ぎでは様々な『言い訳』が並べられる。交通事故を起こした、見知らぬ女性を妊にん娠しんさせた、会社の金を横領してしまった、などなど。後から話だけ聞けば薄うすっぺらい、そして非現実めいたエピソードである事も多いのだが、実は盗ぬすむ側がわにとってはそれで正解なのだ。

　彼かれらの劇場ではリアリティは求められていない。むしろ中ちゆう途と半はん端ぱにリアルだと、それが現実的に起こり得るのか否いなかを冷静に分ぶん析せきされてしまう。日々の経験をモノサシにできないような事態を突つき付つける事で、判断基準を潰つぶして頭を真っ白にさせてしまうのが第一なのだ。振ふり込こんでしまってからやっぱりおかしいと分ぶん析せきが追い着いた所で、犯人側は何も困らない。

　上かみ里さと翔かけ流るが木き原はら唯ゆい一いつに叩たたき込こんだのは、つまりそういう類たぐいのものだった。

　イエスかノーか。袋ふくろ小路こうじに陥おちいった相手に、全く新しい第三の選せん択たく肢しを突つき付つける。

　……上かみ条じよう自じ身しん、何度もやってきた事だ。

　ただし使い道は一八〇度違ちがう。追おい詰つめられた魔ま術じゆつ師しや能力者に生き残る道、迂う回かい路ろを提示してきた上かみ条じようと違ちがって、上かみ里さとのそれは退路を断たち、さらに押おし潰つぶし、間ま違ちがった選せん択たくをさせるために機能する。

　こいつはつくづく違ちがう。

　頭の中で考えている内容をその通りに表へ出す事は、必ずしもポジティブな積み重ねに繫がるとは限らない。いいや、上里は上里なりの目線で何かを積み上げているのかもしれないが、上条からはそれが何なのか、影も形もさっぱり把握できない。だが、それこそが彼が選ばれた理由になるのだろうか。

　どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生。

　特とく殊しゆな右手を失う事で我を取とり戻もどしたはずの誰だれか。

　そこまで考えて、上かみ条じよう当とう麻まはふと思い出していた。そう、上かみ里さと翔かけ流るのもう一つのアイデンティティはと言えば……。

（『魔ま神じん』に対する……復ふく讐しゆう者しや）

　ごくりと喉のどを鳴らす。目の前で悲劇が起きたからといって、必ずしもその全員が復ふく讐しゆうを誓ちかう訳ではない。悲ひ嘆たんして自分自身を傷つけてしまう者、新しい生活を必死で築いて忘れようとする者、何も始める気が起きなくて無気力になる者、同じ悲劇を繰くり返かえさせないよう慈じ善ぜんに邁まい進しんする者。そこから先だって千せん差さ万ばん別べつなのだ。

　つまり、上かみ里さと翔かけ流るには適性みたいなものがあった。

　見た目はどこにでもいる平へい凡ぼんな高校生でありながら、しかし多くの山札の中から迷わずその一枚を引ひき抜ぬいてしまうような、適性が。

　同時に、復ふく讐しゆうを考える程度なら、さして珍めずらしくないのかもしれない。

　クラス一同が悲劇に見み舞まわれた時、その中の誰だれか一人くらいは決意するかもしれない。

　だけどやはり、それを決行の時まで維い持じできる者は少ない。単純に準備が追い着かなかったり、今ある生活を捨てきれなかったり、罪悪感がぶり返したり、復ふく讐しゆう心しんが支えになるあまり無事成功して『終わって』しまっては困るようになったり。

　上かみ里さと翔かけ流るは、その二つ目のハードルすらも超こえていた。

　特とく殊しゆな右手が人を決めるのではない。人の行いが人を決めるのだ。その上かみ条じようの持論が正しいのだとしたら、上かみ里さと翔かけ流るは『自分で選んで』多くの『魔ま神じん』達たちを躊ちゆう躇ちよなく撃げき滅めつしてきた事になるのだから。

　それが途と方ほうもなく大きな敵なら、罪悪感なんて抱いだいている暇ひまはなかったかもしれない。とにかくがむしゃらに、ある意味では相手の胸を借りるくらいの感覚で、全力全開で『魔ま神じん』に挑いどみかかっていたかもしれない。

　だけど、もしも一発で決着がつくと事前に分かっていたら。軽く腕うでを振ふるっただけで『魔ま神じん』が奇き麗れいサッパリ跡あと形かたもなくなるとしたら？　そんな力、上かみ条じようだったら使えるか？　最初の一回くらいは勝手が分からなくて、やってしまうかもしれない。だけど二回三回と『魔ま神じん』達たちを追おい詰つめ、叩たたき潰つぶす事ができるか？　天敵の頭から『絶対』の冠かんむりが外れた時、そこに猛もう烈れつな罪悪感は湧わかないのか？

「お前……」

「うん？」

「……大だい丈じよう夫ぶ、なんだよな？」

　何に対しての質問か、上かみ条じよう自じ身しんにも理解できていなかった。

　上かみ里さと翔かけ流るは笑って答えた。

　それこそ、どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生のように。




「そいつが自分で分かれば、ぼくだって苦労しないさ」








行間　四









　昔から、何を考えているか分からないヤツって言われてきた。




　別にそれは構わない。というより、正解かもしれない。ぼくはご大層に人へ語って聞かせるほど独創的で歴史を変えるような事を思おもい浮うかべてきたのか、全く自信はないからね。

　授業中に窓の外へ目をやりながら考える事なんて、たかが知れている。

　今日のご飯は何かなとか、中間テストが近づいてきたからそろそろ集中的に勉強しないとまずそうだなとか、料りよう理り下べ手たのくせにそう言われるのを誰だれよりも嫌いやがる妹の去鳴サロメが新しいフードプロセッサーを欲ほしがっていたっけとか。

　将来の夢？

　そこまで想像は追い着かなかったかな。この先どこへ行くかよりも、今あるものがいつまでも続いてほしかったっていうか。

『魔ま神じん』はそれを壊こわした。

　平へい凡ぼんでどうしようもないぼくなんかに、自じ分ぶん達たちの都合でおかしな右手を与あたえた事で。

　……実際にはどうだったんだろう。ぼくの周りにたくさんの人が集まっているのは、『右手』のせいじゃなかったのかもしれない。ある少年が提唱して、具体的には彼かの女じよ達たちがそれを証明してくれた。『右手』を失った後の惨みじめなぼくにもついてきてくれた事で。

　はは、ブレてきたのかもしれないな。

　今、ぼくが『理想送りワールドリジエクター』を取とり戻もどしたら、自分の能力で自分を消し飛ばすかもしれない。

　とはいえ、あの右手は放置できない。

　あんなものは欲ほしくない。だけどあんなものの破は壊かい力りよくは誰だれよりも理解している、つもりだ。そして木き原はら唯ゆい一いつはおそらくぼく以上に使用を躊躇ためらわない。何しろぼくに復ふく讐しゆうするというだけで街中に大量のエレメントを解き放つような、頭のキレた人間だ。敵地に乗のり込こんで蹂じゆう躙りんする訳でもない、昨日まで自分が笑って生活していたホームの街で、二三〇万人もの住じゆう人にん達たちもお構いなしに。ただただ平へい凡ぼんな日々を取とり戻もどすために『魔ま神じん』達たちをまとめて敵に回したぼくには到とう底てい理解のできない考えだった。ホームでさえこれだけの被ひ害がいを出すのなら、アウェイではどこまでやる？　学校にテロリストが入ってきたらとか巨きよ大だい隕いん石せきで文明が崩ほう壊かいしたらとか、そんな取り留めのない事くらいしか頭に浮うかべられないぼくなんかじゃ想像さえ追い着かない。

　木き原はら唯ゆい一いつ。

　あいつを突つき動うごかす『発ほつ端たん』は……おそらく、あのしゃべる犬の存在だろう。

　A.A.A.。唯ゆい一いつは本来ぼくを見つけて殺すだけなら不要な小道具へ必要以上に執しゆう着ちやくし、最短最適な道のりから自みずから脱だつ線せんしてでも徹てつ底てい的てきに破は壊かいしようとする素そ振ぶりがあった。そしてA.A.A.の本来の持ち主は、あの奇き妙みように大人びたゴールデンレトリバーだった。

　ぼくにとっては倒たおすべき敵の一つ、それも『魔ま神じん』そのものではなく、学園都市側が勝手に嚙かみ付ついてきた『いらないハードル』に過ぎなかった。

　だけど木き原はら唯ゆい一いつにとっては違ちがったんだろう。それこそ世界を沸ふつ騰とうさせるに至る、彼かの女じよの人生の全すべてだった。

　誰だれにとって何が大切かは、人によって違ちがう。

　ぼく自身が良く分かっている。

　だからきっと、ぼくは木き原はら唯ゆい一いつの復ふく讐しゆうに付き合う義務がある。彼かの女じよの大切なものを、自分の都合で奪うばった者として。

　ただし、まあ、やるなら全力だ。黙だまって殺されるのは流りゆう儀ぎに反する。復ふく讐しゆうなんて今の法律と照らし合わせれば非合理的だ。ぼくや唯ゆい一いつの心の中にあるのは、近代法が成立する前から人の心に根付いている仇あだ討うちの精神だろう。

　古い時代の仇あだ討うちには、いくつかのルールがあった。一つ、正当性を証明できた仇あだ討うちによる殺さつ害がい行こう為いは罪に問われない事。一つ、自分の手で仇あだを討うち取とらなくては故人の名めい誉よは取とり戻もどせない事。そしてもう一つ、故人の仇かたきとされた人物が自分の身を守るため、逆に向かってくる相手を殺してしまった場合も罪には問われない事。

　いわゆる返かえり討うち。

　因果応報、自じ業ごう自じ得とくだけを追求するならこんな仕組みはいらなかったはずだ。仇かたきはただ追おい詰つめられて殺されれば良かったはずだ。にも拘かかわらず、逃にげ道みちとも言える仕組みが広く受け入れられてきたのは、何もルールを決める特権階級が保身に走ったからではないと思う。

　そうしないと盛り上がらないからだ。

　仇あだ討うちは普ふ通つうの死罪とは違ちがう。全力で戦いはっきりとした手て応ごたえを感じて恨うらみを晴らす。言ってみれば死んだ魚を捌さばいて刺さし身みにするのと、生きている魚を捌さばいて活いけ造づくりにするかの違ちがい。

　だとすれば、乗ってやらなければならない。

　……実を言うと、そろそろぼくは『理由』を失いつつある。ぼくのせいで歪ゆがんでしまった彼かの女じよ達たちを、元のクラスの風景へ帰す事。だけど『歪ゆがみ』の原因が特とく殊しゆな右手じゃないとすれば、ぼく自身の有う無むなんて実は関係なかった可能性もあるんだから。

　絵エ恋レン、暮クレ亞ア、獲冴エルザ……大勢の少しよう女じよ達たち。慕したってもらえるのは素す直なおに嬉うれしいけど、そう言えるようになってきたけど、でも、彼かの女じよ達たちはもう一人でやっていける。妹の去鳴サロメだって、上かみ条じよう当とう麻まと出会って角が取れたように思える。あの子もそろそろ絶ぜつ滅めつ犯はんを卒業するかもしれない。

　彼かの女じよ達たちと共にありたい。

　いつまでも一いつ緒しよにいたい。

　だけど、ぼくの存在が彼かの女じよ達たちを縛しばるのであれば、別の道を行く事も辞さない。ぼくの最優先はぼくの幸せじゃない。宇宙へ向かう途と中ちゆうで切きり離はなされるロケットのように、後ろから彼かの女じよ達たちの背中を押おすだけの存在であっても構わない。

　だから、終わりにしよう。

　引きずらせはしない。ぼくにかかった仇あだはぼくが一人で吞のみ込こむ。あのしゃべる犬を始末したのは、ぼく一人だ。女の子達たちには頼たのんでいない。責任は取る。だからどんな形になろうとも、無関係な彼かの女じよ達たちへ繫つながる悪あく縁えんは切らせてもらう。

　これは因果応報にして自じ業ごう自じ得とく。だからぼくはきみの狂きよう気きに付き合う事には躊躇ためらわないぞ、木き原はら唯ゆい一いつ。存分に恨うらみをぶつけてくると良いい。

　ぼくはここで死ぬかもしれない。

　だけど最高に活いきの良いい仇あだ討うちを見せてやるため、逆にそっちが命を落としたとしても、その時は恨うらみっこはナシだ。




　さあ、人生を謳おう歌かしよう。

　仇あだ討うちの刃やいばは奇き麗れいに研とぎ終おえたか、ご同類。返かえり討うちの刃やいばはすでに耳を揃そろえてここにある。











第四章　破は滅めつを伝える急転直下　Operation_Right_Hand.
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『窓のないビル』の東西南北、地面に直接等とう間かん隔かくに空いた四角い穴から、上かみ条じようや上かみ里さとはその地下へと踏ふみ込こむ。特とく殊しゆなコンクリートでできた内部は常に一定の角度を保つ下りのスロープだった。明かりのようなものはない。最低限、非常口の方向を示す小さなランプが等とう間かん隔かくで並んでいるだけだった。

　大熱波を形作る府フ蘭ランのマイクロ波が遮しや断だんされるためか、水着の上かみ条じようはぶるりと背せ筋すじを震ふるわせていた。この暗くら闇やみには、久しぶりに真冬の寒さがぶり返してきている。

　最初の内は、資し材ざい搬はん入にゆう用ようの、トラックごと行き来できる大型通路だと思っていた。

　でも違ちがう。

　それは実際にスロープを最後まで下りきってから分かってきた。

「……何だ、これ？」

　とてつもなく広大な空間が広がっていた。この手の『見る者をわくわくさせる地ち下か施し設せつ』としては、戦隊モノの秘密基地のロケ地などでも知られる、集しゆう中ちゆう豪ごう雨うの際に大量の水を地下へ誘ゆう導どうするための巨きよ大だいプールなども挙げられるが、あれよりもさらに広大で、しかも、これほどの空間にも拘かかわらず地じ盤ばんを支える柱のようなものが一つもない。ドーム球場のように空気の力で膨ふくらませて支えられる訳でもなし、既き存そんの建築技術で実現可能なものなのか、そこからもう上かみ条じようには判断がつかなかった。一体どんな重量分散方法を採っているというのだ。

　そしてこの地下空間一番の異形さは、平面的な広さよりもむしろ高さの方にあった。

　より正しくは天てん井じよう。

　まるで氷柱つららや鍾しよう乳にゆう洞どうのように、巨きよ大だいな金属、人工物の円えん筒とうが何本も何本もぶら下がっていた。ラッパの口のように下か端たんが広がるそれらを見ても、最初上かみ条じようはイメージが追い着かなかった。まるで金属でできた得え体たいのしれない植物園だ、なんて間ま違ちがった飛ひ躍やくをしていたくらいだ。

　だけど。

　自分が今まで延々と下ってきたスロープを思い出し、天てん井じようの異物と重ね合わせて、ようやく上かみ条じようのピントが合ってきた。

　そう、頭の中に浮うかんできたのは、

「冗じよう談だん、だろ……。あの天てん井じようからぶら下がっているの、ロケットエンジンの群れみたいに見えるんだけど……」

「間ま違ちがっていないかもしれない。ロケットエンジンはスタート時に自分の熱で自分のパーツを傷つけないよう大量の水を噴ふきかけるって話だし、ぼく達たちが下りてきたスロープはテイクオフ時に大量噴ふん射しやする水蒸気を外へ放出するためのダクトだったのかもしれないね」

　部分部分を見れば、そんな空想もできるかもしれない。

　だけど、この場の立地を考えると恐おそるべき解答に結びついていく。

「じゃあ、待て。つまり、何だ？　ここは『窓のないビル』の直下だぞ。それだとあのビルそのものが地球を脱出するために造られている事になっちまうじゃないか!!」

「聞いた話じゃ核かくの直ちよく撃げきにも耐たえる構造なんだろう。高温にも放射線にも強いって訳だ。中がどうなっているかは知らないが、循じゆん環かん環かん境きようが整っていればもはや人じん工こう第だい三さん惑わく星せいだな。太陽系だって銀河系だって自由に脱だつ出しゆつできる。まだ飛び立っていない所を見ると、その辺りの準備中かもしれないけど」

「……、」

　途と方ほうもない話だった。

　学園都市は……何のために造られた街なんだ？　そんな、根本的な疑問にぶち当たってしまうほど。

　対して、この街の住人ではないからか、かえって上かみ里さとは気楽なものだった。

「これだって点と点から思おもい浮うかべた想像の話に過ぎない。そして今はこの地下構造の由来についてとやかく言っている場合じゃない。本質を見失うなよ、上かみ条じよう当とう麻ま。ぼく達たちの目的は『あの野や郎ろう』の撃げき破はだ。きみはエレメントを全ぜん滅めつさせて平和な日々を取とり戻もどすため、ぼくはあの忌いま々いましい右手を第三者の手で悪用されないようにするため」

　謳うたうような口くち振ぶりで、他人の右手を縫ほう合ごうした少年はゆっくりと並べていく。

　応じるように周囲で変化があった。

　芒ぼう、と。

　ほとんど光源のないその広大な空間に、明確な火が点ともる。まるでお化け屋や敷しきの分かりやすい人ひと魂だまのように、それでいて港の灯台よりも大規模に。赤、青、黄、緑。四つの光源は見上げるほどに高く、こちらを睥へい睨げいし、そして一帯を不気味に照らし出す。

　エレメント、クラス６、一〇〇メートル級。

　巨きよ大だいなワニや肉にく食しよく尺しやく取とり虫むしの群れ。

　あのダクトは一辺一〇メートル前後だった。これだけの巨きよ体たいは行き来できない。だとするとボトルシップのようにこの空間内に材料を持ち寄って組み上げられたのか。

　そしてそれを為なし得えた狂きよう気きの科学者が、空間中央、光の下で待っていた。

「……木き原はら、唯ゆい一いつ」

「やあやあ」

　上かみ条じようが掠かすれた声で呟つぶやくと、その女は笑って片手を上げた。

　前に見た時とは格好が違ちがう。流石さすがの彼かの女じよも高出力のマイクロ波による大熱波は堪こたえたのか、それとも単純に状じよう況きようを満まん喫きつしていたのか。赤いビキニの上から白衣を羽織っている。むしろマイクロ波の遮しや断だんされたこの区画なら冬の寒さがぶり返しているというのに、彼かの女じよの全身はまるで火ほ照てっているかのように健康的だった。

　いいや。

　彼かの女じよも彼かの女じよで、全身をたぎらせる『理由』を眼前にしているからか。

　気楽に振ふる右手は、手首の辺りでぬいぐるみを修しゆう繕ぜんするような格好で乱暴に縫ほう合ごうしてあった。そして指先は細くはあるが、明らかに女性のものとは質感が違ちがう。奪うばった手首を縫ぬいつけている事が、否いや応おうなく伝わってくる。

　上かみ里さと翔かけ流るの右手。

　理想送りワールドリジエクター。

「しょーじきに言って、上かみ条じよう当とう麻ま君くん、私はあなたにはさして興味がありません。用件があるのは上かみ里さと翔かけ流るの方。ですから今から回れ右をすれば黙だまって見み逃のがしてあげますけど、提案を聞いていただく事はできますか？」

「ふざけるな」

「大熱波を解除すれば私のエレメントが学園都市を覆おおい尽つくすという話を気にしているのかにゃ？　……だけどあなたは根本的な事が分かっていない。私の目的は上かみ里さと翔かけ流るであり、エレメントはそのための駒こまに過ぎない。A.A.A.の摘つみ取とりは寄り道ですが、こちらもあまり看過をするつもりはない。上かみ里さと勢力がまとめて倒たおれれば、上から浴びせられるマイクロ波も自然と止まる。つまり、この戦いが最後なんです。そして一方で、上かみ里さと翔かけ流るが私を殺せばエレメントの動きは止まり、大熱波を続ける理由もなくなる。言ってしまえば、どっちが勝っても二つの問題は終わるんですよ。学園都市は勝手に元に戻もどります。あなたが気張る必要はありません」

　少しだけ上かみ条じようは考えた。

　確かに現実的な部分で、上かみ条じようは中心にいない。これは上かみ里さと翔かけ流ると木き原はら唯ゆい一いつ、互たがいの右手を交こう換かんし合った二人の因いん縁ねん。巨きよ大だいエレメント撃げき破はに上かみ条じようの右手を必要としていない上かみ里さと勢せい力りよくの女の子達たちさえいれば、勝ちにしても負けにしても、勝負は成立する。上かみ条じようが死しにもの狂ぐるいで右手を振ふり回まわしたって、大きな結果を揺ゆるがす事はできないだろう。

　全部分かった上で。

　しかし、上かみ条じようはもう一度言い放った。

「ふざけるな」

「……おやまあ」

「お前が放ったエレメントは、水道局で危あやうく青あお髪がみピアスや吹ふき寄よせを死なせる所だった。常盤ときわ台だい中ちゆう学がくもボロボロになって、御み坂さかやお嬢じよう様さま達たちもただじゃ済まなかった。他ほかにも俺おれが知らないだけで、いろんな悲劇があっただろう。それが全部、勝手に終わる？　黙だまって見ていろ？　できる訳あるか、そんな事!!　お前はこれだけの事ができるって自分から証明した。今はスイッチを切るけどいつでもどこでも好きなように同じ問題を起こせるって!!　最低でもそんな可能性だけはここで潰つぶさせてもらうぞ、木き原はら唯ゆい一いつ!!」

　上かみ条じよう当とう麻まは一つの所に留とどまらず、様々な学校や避ひ難なん所じよを転々とした。

　取とり扱あつかっている施し設せつや設備、見えている世界や問題、抱かかえている事情はそれぞれ違ちがったけど、でもみんな本当に心の底から望んでいた。

　早く元の日々に戻もどりたい。

　何の悩なやみもなく安心して暮らしたい。

　命の危機に脅おびやかされる時間から解放されたい。

　……見えているものや手が届くものが違ちがっているからって、例えば御み坂さか美み琴ことには青あお髪がみピアスや吹ふき寄よせ制せい理りの決死の努力は笑えなかったはずだ。同じように、上かみ里さとだって御み坂さかを馬ば鹿かにする権利はない。まして元げん凶きようだった木き原はら唯ゆい一いつに、学園都市で必死に命を繫つないできたみんなの想おもいを、声を、一方的に遮しや断だんして打ち切る資格なんかある訳がない。

　これは学園都市でもがき苦しんだ人間にしか担になえない事だ。

　上かみ里さと翔かけ流るや周囲に侍はべる女の子達たちには特別な力があって、頭も切れて、現実問題として木き原はら唯ゆい一いつと激げき突とつするには相応ふさわしいのかもしれない。

　でも足りない。

　みんなの声を届けるには、その圧を理解させるには、最初から裏方で全すべてを知って備えていた上かみ里さと達たちでは痛みが薄うすい、苦しみが足りない。こいつらは形や書類の上でしか分かっていない。大熱波で蒸むし焼やきにされ、エレメントに追おい駆かけ回されて、明日をも知れない中でわずかな水や食しよく糧りようを巡めぐって命を投げ出してきたこの街の人々の想おもいなんて、本当の意味で分かるはずもない。分かる分かる気持ちは分かると軽々しく口に出されるのがもう腹立たしい。

　豪ごう華か客きやく船せんの撃げき沈ちん計けい画かくをあらかじめ事前に知って救きゆう命めい胴どう衣いやボートを用意していたような連中に、実際にいきなり冷たい海へ投げ出されてズタボロになった自じ分ぶん達たちの苦労なんか分かってたまるか。木の板一枚、ポリタンク一つの浮ふ力りよくがどれだけ心強いか、それを得るためどんなに苦しめられてきたか、実感なんかされてたまるか。

「効率じゃない。合理性なんかどうでも良いい!!　俺おれにはみんなに報告しなくちゃならない。ちゃんと問題は終わって、もうあんな事は二度と起こらないって。学校のバリケードを解いて表に出よう、家に帰ろうって言わなくちゃこの『恐きよう怖ふ』を終わらせられない!!　実際に大熱波が収まるかどうか、エレメントが引ひっ込こむかどうかとは別の次元だ。こんな悪夢、絶対に引きずらせないぞ。そのために必要なのは真実だ。その最後の鍵かぎを、訳知り顔のお前まえ達たちだけに独どく占せんされてブラックボックスに放ほうり込こまれるなんざ真っ平なんだよッッッ!!!!!!」

　対して。

　水着の上から白衣を羽織った木き原はら唯ゆい一いつは、くすりと小さく笑っていた。

　笑ったまま、あまりにもあっさりと彼かの女じよは言い切った。




「なら、一いつ緒しよにまとめて死にやがれ。私は『先生』ほど善ぜん悪あく好こう悪おを気にしない」




　ゴッッッ!!!!!!　と、暴風が唸うなった。

　空間を支配する四つの巨きよ大だいエレメントが同時に動いたため、辺り一面の空気が攪かく拌はんされたからだった。

　対して、上かみ里さと翔かけ流るは眉まゆ一ひとつ動かさなかった。

　死神の鎌かまのように肩かたに担かついでいたＬ字の釘くぎ抜ぬきを、そっと肩かたから離はなす。

　すでにクラス６は地上でいくつも撃げき破はしている。上かみ里さと勢せい力りよくの少しよう女じよ達たちなら個々を撃げき破はするのは不可能な話ではない。後は広大であっても密閉されたこの空間がどう作用するか。それくらいの気持ちしかないのかもしれない。

　だけど、次に起きた事は上かみ条じようの予想の範はん囲いから完全に超こえていた。

「な……？」

　一〇〇メートル規模のエレメント達たちは、上かみ条じようや上かみ里さとに向けて襲おそいかかった訳ではなかった。周りの女の子達たちから削けずり取とる訳でもなかった。

　むしろ。

　逆に。

　全ての支配者たる木原唯一に向けて一斉に殺到していく……ッッッ!!!???

「捕ほ食しよく」

　バグンッ!!　という、壮そう絶ぜつな音が炸さく裂れつした。

　いつの間にか、エレメントの一角が消えていた。一体何がどうなったのか、上かみ条じようの目では追おい駆かけられなかった。

　ただただ、木き原はら唯ゆい一いつの左ひだり腕うでから、くちゃくちゃぺちゃぺちゃと粘ねん質しつな音が響ひびき続つづけるだけ。

「捕ほ食しよく、あは、捕ほ食しよく捕ほ食しよく」

　てっきり、異質なのは奪うばい取とった『右手』の方だと思っていた。

　でも違ちがう。

　おかしな音を立てて内側から不自然に蠕ぜん動どうする『左手』が、おかしい。その指先から、半はん透とう明めいな刃やいばにも似た爪つめが飛び出す。

「あははあはははははあはあはあはは!!　捕ほ食しよく、捕ほ食しよく、ほら捕ほ食しよくぅううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう!!」

　立て続けに腕うでが振ふるわれるたびに、彼かの女じよにとっての最大の戦力であったはずのエレメントが消失していく。そのたびにボコボコボコボコと水着や白衣で彩いろどられた美しいボディラインが本来あるべき筋肉や骨格を無視した蠕ぜん動どうや脈動を繰くり返かえす。

　いいや、上かみ条じよう達たちの見方の方こそが間ま違ちがっていたのか。

　エレメントは木き原はら唯ゆい一いつが生み出したオモチャだったが、直接的に攻こう撃げきを仕し掛かけるためのものではなかった。その使い道は……、

「私の、エサ」

　ぞくりと見る者の背せ筋すじを震ふるわせる声で、木き原はら唯ゆい一いつはそっと囁ささやく。

　その白衣の背中が爆ばく発はつする。水すい晶しようじみた鋭するどい突とつ起きをいくつも生やし、巨きよ大だいな翼つばさのようなものを顕けん現げんさせていく。あるいは眼球、あるいは爪つめや牙きばに似た突とつ起きを伸のばして。

「放し飼い、放牧させたエサを地下の連中に与えて育てた方が身は締しまると思っていたんですが、まあこの際養よう殖しよくでも構いません。そして御み坂さか美み琴ことは不ふ遜そんであるものの、前ぜん哨しよう戦せんにはうってつけだった。オリジナルの、先生のA.A.A.を撃げき破はした上かみ里さと翔かけ流るとやり合うんです。あれくらい苦も無く倒たおせるくらいでなければ話にならない」

　バギギンッ!!　という甲かん高だかい音と共に、その両足をも半はん透とう明めいの装そう甲こうが覆おおい尽つくしていく。どこまでも冷たく、しかし生物的な流線形。その特とく殊しゆ性せいを維い持じするためか、右手と左手のみフリーの状態を保っていたが、全体のシルエットには見覚えがあった。

　ごくりと喉のどを鳴らして上かみ条じようは言う。




「これもまた……A.A.A.……？」




　ニィ……と、異形の研究者は嗤わらう。

「先生とは異なるアプローチで、あの忌いま々いましいアレイスターの手も借りず、全部自分の力で構築した、ね？」

　借り物の右手で鉄てつ砲ぽうのジェスチャーを作り、自分のこめかみに人差し指を突つき付つける格好で木き原はら唯ゆい一いつは言い放つ。

　すぐにでも、背面にある細長い二つのブースターが勢い良く真っ赤に噴ふん射しやする。

「では楽しみましょう、上かみ里さと翔かけ流る。あなたにとっての第二幕を！　今度は理想送りワールドリジエクターはない、仮にあったとしても私はブレない!!　反はん則そく技わざのない世界で、先生とは異なる道を歩んだA.A.A.を前にあなたがどこまで足あ搔がけるのか。本来先生がA.A.A.でやるべきだった嬲なぶり殺ごろしを、存分に楽しませてもらいましょうか!!」



















　　　　２




　上かみ里さと翔かけ流るが。

　というより、その両りよう隣どなりに控ひかえていた少しよう女じよ達たちの方が、砲ほう弾だんのように跳とんだ。

　白い水着にレインコートの絶ぜつ滅めつ犯はん・去鳴サロメに、海かい賊ぞく帽ぼう子しとビキニを纏まとう海かい賊ぞく少しよう女じよ。共に近接組としてあのクラス６のエレメントへ自分から肉にく薄はくして切きり崩くずしていく怪かい物ぶつ達たちだ。

　しかし木き原はら唯ゆい一いつは動じない。

「くす」

　小さな笑えみと共に。

　ドカドカドカドカドカドカドカドカッッッ!!!!!!　と無数の砲ほうが火を噴ふいた。

　極限まで身を低く落とし、戦せん艦かんに突とつ撃げきする対たい艦かんミサイルのような格好で少しよう女じよ達たちは真正面から唯ゆい一いつへと迫せまる。だが最初から当てるつもりもなかったのだ。身を低く落とさせる、相手の自由度を押おさえ込こみ、一本道の先で本命の一いち撃げきで迎むかえ撃うつ。そのための下した拵ごしらえに過ぎなかった。

「あ」

　先に声を上げたのは海かい賊ぞく少しよう女じよ。

　彼かの女じよの前で木き原はら唯ゆい一いつは、長大極きわまる対たい特とく殊しゆ鋼こうチェーンソーを真上に振ふり上あげている。

「……チッ!!」

　真横に並へい走そうしていた白いスクール水着にレインコートの去鳴サロメがそんな海かい賊ぞく少しよう女じよの横っ腹を蹴け飛とばす。軌き道どうをわずかに逸そらす。

　直後に身みの丈たけの二倍を超こえるチェーンソーが落ちた。

　武器を、というより腕うでを交差して頭を庇かばう去鳴サロメが、切られるというよりもバーベルで殴なぐられたように床ゆかへ潰つぶれる。千ち切ぎれた褐かつ色しよくの腕うでが舞まい飛び、上かみ条じようの顔のすぐ横を突つき抜ぬける。

　ガリガリゴリゴリ!!　と硬かたい物を嚙かみ砕くだく音と共に壊こわれていく。あのままではすぐにでも人工物の腕うではもう片方も失われ、そのまま顔も胴どう体たいも縦に真っ二つにされるだろう。そうなれば、さしもの自作サイボーグでも無事では済まないはずだ。

　とっさに上かみ条じようは叫さけんだ。

「脂肪の代わりだ、上かみ里さとォ!!」

「ふ」

　トートバッグからプラスチックのボトルを二つ取り出した少年は、その片方を上かみ条じように向かって軽く放ほうり投なげる。

　デパートの文ぶん房ぼう具ぐコーナーに並んでいそうな、液えき体たい糊のりのボトルだった。

　そして二人同時に、別々の角度から木き原はら唯ゆい一いつに向けて放ほうり投なげる。

　より正確には、チェーンソーのブレードに。

　接せつ触しよくした途と端たん、爆ばく発はつしたように爆はぜた。そんなもので高速回転するブレードを止められるはずもなかった。

　だが異変は起きる。

　今もなお両りよう腕うでをクロスして自分の顔や胴どう体たいを守る去鳴サロメへ、ブレードはそれ以上深く沈しずみ込こまない。高速回転は続けているが、切れていない。

「大昔にあった処しよ刑けい用ようの斧おのは人の血や脂し肪ぼうでダメになるらしい！　切れ味抜ばつ群ぐんの日本刀だって乱戦になれば一〇人二〇人とスパスパ切れるもんじゃない、鋼はがねの重さで撲ぼく殺さつしていた方が正しかったんだとさ!!」

　木き原はら唯ゆい一いつは軽く小首を傾かしげ、爪つめのような装そう甲こうの突とつ起きを鳴らし、そしてニタリと笑って、

「にゃるほど」

「がっ!?」

　切れないチェーンソーをそのまま力任せに真下へ振ふり下ろした。切るというより叩たたき潰つぶすような格好で、去鳴サロメのボディを床ゆかへ叩たたきつける。

　あれだけ学園都市を引ひっ搔かき回まわした絶ぜつ滅めつ犯はんでさえ、この有り様。

　さらに唯ゆい一いつがチェーンソーを押おし込こむ前に、やはり上かみ里さと側がわが動く。幽ゆう霊れい少しよう女じょにコスプレ少女。高火力の砲ほう撃げきを行う彼かの女じよ達たちの弾だん幕まくが面となって唯ゆい一いつへ浴びせかけられる。

「くす」

　やはり、その笑えみだった。

　その笑えみのまま、すう……と木き原はら唯ゆい一いつの全身が、身に纏まとうA.A.A.ごと消失してしまう。

　上かみ条じようは思わず目を剝むいた。

「半はん透とう明めいに擬ぎ態たい、エレメントの性質はそのままか!?」

　叫さけびが終わる前には、すでに次の動きがあった。

　鼻先。

　上かみ里さとの真正面に、複数の砲ほうや装そう甲こうに隠かくれて景色に溶とけた木き原はら唯ゆい一いつが迫せまっている。その対たい特とく殊しゆ鋼こうチェーンソーを袈け裟さ懸がけに振ふり下おろす格好で。

　切れるか切れないかはこの際関係ない。

　あの去鳴サロメですら、為なす術すべもなく押おし潰つぶされた。

　自作サイボーグのボディがなければあれで死んでいたはずだ。

　たとえ切れ味がなくなっても重さや硬かたさは否定できない。他ほかの少しよう女じよ達たちでも流石さすがに受け止めるのは不可能だ。そして特とく殊しゆな右手を失ってただの高校生に戻もどった上かみ里さと翔かけ流るは言わずもがな。今の彼かれでは受けるも避さけるもできないだろう。

　だけど。

　もしも、木き原はら唯ゆい一いつのA.A.A.がエレメントとしての基本的な性質を引きずっているのなら、

「あ、ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　上かみ条じようが吼ほえた。

　吼ほえて、割わり込こんだ。

　チェーンソーの唸うなりが生み出す本能的な恐きよう怖ふを叫さけびで押おし潰つぶし、その前へ出る。右手を振ふり回まわす。半はん透とう明めいのブレードと接せつ触しよくした途と端たん、その高速回転する刃やいば付つきの自転車チェーンのような部品が勢い良く破断した。それ自体がのたうつ蛇へびのように暴れ回り、上かみ条じようの耳を危あやうく吹ふき飛とばしそうになる。

「確かに還かん元げん生せい命めいを魔ま術じゆつの元素で支えるエレメントは、疑ぎ似じ生せい命めいのサガとしてその右手に弱い」

　だけどいちいち自分の耳に手を当てて確かめている暇ひまもない。

　上かみ条じようと唯ゆい一いつは、すでに至近で目を合わせている。

「ですがあなたの右手もまた、私の右手に弱い。違ちがいますか？」

「……ッッッ!!!???」

　ぶわり、と。

　木き原はら唯ゆい一いつの、無理矢理に縫ほう合ごうした右手が振ふり上あげられる。より正確にはその影かげが躍おどる。

　幻想殺しイマジンブレイカーと理想送りワールドリジエクターがかち合えば、上かみ条じようの方が負ける。

　しかも右手を失えば、何が起こるか彼かれ自じ身しんにも分からない。木き原はら唯ゆい一いつを食い殺してしまうのか、翻ひるがえって自分自身が絶命するのか、あるいは無関係な周りの女の子達たちが血の海に沈しずむのか。分かっているのはこの予測不能の箱には希望の一粒など混じっていないという事だけだ。

　体感的な時間の感覚さえあやふやになる中、木き原はら唯ゆい一いつの右手が奇き妙みようなほどにゆっくりと動く。その手の影かげが、必死に身をひねろうとする上かみ条じようの全身へと重なろうとしていく。

　ロックオンが終わる。

　そして彼かの女じよは躊ちゆう躇ちよなく言った。




「新たな天地を望むか？」




　時間が戻もどる。

　だけど全身から気味の悪い汗あせを噴ふき出だす上かみ条じようは、まだこの世界で生きていた。

　理由は単純。

　上かみ里さと翔かけ流るだった。彼かれはトートバッグの中から取り出したワンタッチ式の折おり畳たたみ傘がさを親指一つで勢い良く開き、上かみ条じようの上半身を覆おおい隠かくすように前へかざしたのだ。

　木き原はら唯ゆい一いつの右手。その影かげがツンツン頭の上半身から折りたたみ傘がさの表面に移る。

　ボゴン!!　という鈍にぶい音と共に、化か学がく繊せん維いの布地が身代わりとなる。

「『理想送りワールドリジエクター』は条件さえ揃そろえばあらゆるものを駆く逐ちくするが、あくまでも照準は右手の影かげに依い存ぞんする。つまり、影かげを移せば身代わりだって用意できる」

　涼すずしい顔で間近の上かみ里さとは囁ささやいた。

「やっぱりきみは、戦う前に準備をした方が良いい」

「っ」

　あの『魔ま神じん』をダース単位で殲せん滅めつする極大の右手の力を、こうもあっさり。

　やはり理想送りワールドリジエクターとの付き合いに関しては、この男の右に出る者はいないのか。

　ボロボロになった傘かさを放ほうり捨すて、上かみ里さとは短く呼ぶ。

「冥メイ亞ア、織雛オリビア」

　声に、左右で控ひかえる幽ゆう霊れい少しよう女じよとコスプレ少女が同時に動く。本来ならば遠えん距きよ離り砲ほう撃げきを得意とする二人だが、ゼロ距きよ離りからでも撃うち込こむ構えなのか。思わずといった調子で木き原はら唯ゆい一いつが後ろへ下がろうとした時、




「そして去鳴サロメ」

「ッ!?」




　真後ろから。

　先ほどのチェーンソーの意い趣しゆ返がえしと言わんばかりに、片かた腕うでを失った絶ぜつ滅めつ犯はんが木き原はら唯ゆい一いつへと飛びかかっていった。そしてA.A.A.の背面は武器の森。鋼こう翼よくを広げる悪あく魔まを形作るその全すべてが、去鳴サロメにとってはご馳ち走そうだ。

「私がっ、自分の手で破は壊かいした武器を神に捧ささげて力を得る魔ま術じゆつ師しでもあるっていうのを！　忘れているんじゃないでしょうね!!　ああ『生命』としてのエレメントは喰くえなかったけど、さて『兵装』としてのA.A.A.とやらならどうなのかなっとお!!」

　その力を奪うばい取とられてしまえば、木き原はら唯ゆい一いつとしてはせっかくの虎とらの子このアドバンテージを失う羽は目めになる。そうでなかったとしても、単純に兵器を毟むしり取とられるだけで彼かの女じよの手札は数を減らしていく。

　バギゴギガギリゴリゴリッッッ!!!!!!　と立て続けに木き原はら唯ゆい一いつの背中から異音が鳴なり響ひびく。

「このっ……」

　唯ゆい一いつがうぞうぞと背面の武器の群れを蠢うごめかそうとした、その時だった。

　とんっ、と。

　上かみ里さと翔かけ流るの右手が、何の気なしに上かみ条じよう当とう麻まの背中を押おした。

　前へ。

　意を汲くんだ上かみ条じようもまた、右みぎ拳こぶしを固く握にぎり締しめて吼ほえる。

「やらせる、かっ!!」

「さあどうする。前門の竜りゆうに後門の虎とら。どっちにせよエレメント素材のA.A.A.を貪むさぼり尽つくすには良いい相手だが？」

　顔中に汗あせをびっしょりと浮うかばせ、だが好戦的に木き原はら唯ゆい一いつは笑う。

「ハハッ、上等ォ!!」

　彼かの女じよは前も後ろも、どちらにも集中しなかった。

　眼球や爪つめのような突とつ起きが軋きしみ、全すべての砲ほうが一いつ斉せいに唸うなる。

　爆ばく音おんと衝しよう撃げき波はが密閉空間全体を埋うめた。冗じよう談だん抜ぬきに、上かみ条じようは鼓こ膜まくではなく腹の真ん中から鈍にぶい痛みを感じていた。びくんっ!!　と駆かけ出だそうとした足が床ゆかに縫ぬい付つけられる。もはやそういう音の壁かべ、いいや音おん響きよう兵へい器きとでも呼ぶべきか。木き原はら唯ゆい一いつが、狙ねらいも定めずに背面の砲ほうを一いつ斉せい射しや撃げきしたのだ。砲ほう弾だんやレーザービームではなく、去鳴サロメの方も例外ではなかったらしい。その衝しよう撃げき波はや輻ふく射しや熱ねつに全身を叩たたかれるような格好で、白い水着にレインコートを纏まとう小麦色の少女が浮うかぶ。投げ出される。

　背に残ったのは結局半分程度。

　それだけの武装が軋きしみを上げて、宙を漂ただよう去鳴サロメ目がけて正確に追い駆かける。

　彼かの女じよが地に足を着けるより先に、無数のレーダーやセンサーに補助された唯ゆい一いつの対たい空くう砲ほう火かが唸うなりを上げるだろう。そうなれば為なす術すべもない。去鳴サロメは二度と地に足を着ける事なくそのまま天まで飛んでいくかもしれない。

　だから、なのか。




　ずいっ、と。

　何の力も持たないはずの上かみ里さと翔かけ流るが、全すべてを押おしのけて木き原はら唯ゆい一いつの前へ出る。




　上かみ条じようの喉のどが干ひ上あがるかと思った。

　続いて腹の辺りに重たい衝しよう撃げき。見れば、彼かれが今まで己おのれの命を託たくしてきた大きなトートバッグがそこにあった。投げつけられたのだと気づくのに、一いつ瞬しゆんの間が必要だった。

　丸まる腰ごし。

『絶ぜつ滅めつ犯はん』とはいえ妹の命を繫つなぐため、徒と手しゆ空くう拳けんで上かみ里さと翔かけ流るが躍おどり出でる。

「マジか、……おい……っ!!」

　痙けい攣れんする喉のどを無理矢理に絞しぼるように、上かみ条じようは言葉を吐はき出だす。

　当然、武装を毟むしり取とられても木き原はら唯ゆい一いつは木き原はら唯ゆい一いつだ。A.A.A.の破は壊かい力りよくは並なみ大たい抵ていのものではないし、上かみ条じようは以前にも彼かの女じよとやり合っている。体内の血液を泡あわ立だたせる特とく殊しゆな体術に、サンジェルマンウィルスやサンプル＝ショゴスさえ弱毒化して手玉に取るその選せん択たく肢しの多さ。幻想殺しイマジンブレイカーを持つ上かみ条じようでも全く歯が立たなかった。まして力を失った上かみ里さとにどうこうできるとは思えない。

　事実。

　一秒後には血の華はなが咲さいた。紛まぎれもなく上かみ里さと翔かけ流るのものだった。唯ゆい一いつは全すべての砲ほうを空中後方の去鳴サロメに向けていたため、背中に手を伸のばして未練がましく張り付いていた水すい晶しようのような残ざん骸がいを毟むしり取とり、それを勢い良く投げ放ったのだ。鉛えん筆ぴつの二倍くらいの長さの、鋭するどい破は片へんを。

　対する上かみ里さとは、何の力も持たない右手を正面にかざしていた。

　そう。

　強ごう引いんに針と糸で縫ぬいつけた、木き原はら唯ゆい一いつの右手を。

「あっ、な……ッ!!」

「流石さすがの『木き原はら』さん家ちの誰だれかさんでも傷つくかな？」

　実際、ものの見事に掌てのひらを貫かん通つうしていた。ほっそりとした女性の手から、とめどなく赤い血が流れていた。

「自分の体が壊れていくのを目の当たりにするのはさ」

「っ」

　木き原はら唯ゆい一いつの頰ほおがわずかに、注意深く見ていなければ分からないほど小さく、強こわ張ばる。彼かの女じよはさらに両手を後ろへ伸のばし、使い物にならなくなった兵装の残ざん骸がいを毟むしり取とっては至近から投げ放つ。何度も、何度も。だけど『上かみ里さと』までには届かない。その手前、彼かれがかざした『唯ゆい一いつ』の掌てのひらが裂さけ、指が折れ曲がり、美しい掌てのひら全体が壊こわれていくだけだ。

　実際に血を流して激痛に苛さいなまれているのは上かみ里さとのはずなのに、全身脂あぶら汗あせにまみれた彼かれの顔は蒼そう白はくながらも笑っていた。

　逆に危害を加えているはずの唯ゆい一いつの方が、吞のまれかかっている。

　あの『木き原はら』が、どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生に。

　どさり、という音が響ひびいた。

　宙に投げ出されていた去鳴サロメが地面に落ちた音だった。

　対たい空くう砲ほう火かのチャンスは失われた。

　ガシャガシャガシャシャ!!　と今まで上空後方を狙ねらっていた全すべての砲ほうが、それで解き放たれた。改めて最大の障しよう壁へきである上かみ里さと翔かけ流るを撃げき破はするべく、虫メガネで太陽光を集めるが如ごとき集中的な照準を重ねていく。全すべての砲ほうがちっぽけな少年に向けられていく。

　ボロボロの右手を軽く振ふる少年は、笑えみすら浮うかべてこう告げた。

「獲冴エルザ」

　直後の出来事だった。

　A.A.A.に守られた木き原はら唯ゆい一いつの横っ腹に、何か巨きよ大だいなものが激げき突とつした。それは人間だった。一人の少女だった。茶色くて長い髪かみをざく切りにして、キツネの耳のようにした一人の少女。

　ただし様子がおかしい。

　その飛びかかり方は人間のそれというより、まるで四よん足そく獣じゆう。

　かつ、木き原はら唯ゆい一いつのA.A.A.は無数のエレメントを食くい潰つぶして獲かく得とくした最新兵装だ。直接的な破は壊かい力りよくはもちろん、それらを運用するため、正確に狙ねらいをつけたり衝しよう撃げきを逃にがしたり、様々なオプションも備えている事だろう。つまり、去鳴サロメのような絶ぜつ滅めつ犯はんでもない限り、不意打ちの奇き襲しゆうが奇き麗れいに決まる方が珍めずらしいはずなのだ。

　それができるとしたら、唯ゆい一いつよりもA.A.A.に詳くわしい者でなければならない。

　そして彼かの女じよの脳のう裏りには一つの名前がちらついてはいないか。

　黄こ金がね色いろに輝かがやく一頭の大型犬。

　葉巻とロマンをこよなく愛する、永遠に不ふ可か侵しんの研究者。

「獲冴エルザはこっくりさん『のようなもの』を管理運用する魔ま術じゆつ師しだ。そして科学者には分からないかな、こいつには狐と狗と狸の字があてられる事にさ」

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、うそだ」

「教えてくれよ、あの野の良ら犬いぬの事を。行く末次し第だいでは、彼かの女じよの一〇円玉で呼び出せるかもしれないな」

「うそだァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　あ、と上かみ条じようは声を出す所だった。

　魂たましいのどこを引っかかれたかは知らないが、木き原はら唯ゆい一いつはまともな状じよう況きようではない。そして『何か』を知っていた上かみ里さとは、そうなると分かっていて傷きず跡あとを引っかいた。彼かれは自分で言っていたではないか、獲冴エルザはこっくりさん『のようなもの』を取とり扱あつかうと。つまり、そのものではない。そこにキツネだのイヌだのタヌキだのの字をあてたところで、所しよ詮せんは『のようなもの』。逆立ちしたって特定の動物を指定して呼び出す事などできないのだ。

　だが関係ない。

　上かみ里さとは言っていた、ハッタリの基本は情報の欠けつ如じよで、点と点を与あたえて勝手に最悪のラインを連想させる事だと。

　術中の檻おりは完成した。

　見えないケージに突つき飛とばされた後の木き原はら唯ゆい一いつは、いっそ惨みじめなものだった。

　上かみ里さとが名前を呼ぶだけで、複数の少しよう女じよ達たちが殺さつ到とうする。A.A.A.を備えた木き原はら唯ゆい一いつは為なす術すべもなく兵装ごと押おし倒たおされ、蟻ありの群がる砂さ糖とう菓が子しの人形のように半はん透とう明めいの部品を次々と毟むしり取とられていく。目玉や爪つめのような意匠を組み込む装そう甲こうに、各種の砲ほう、翼つばさを作る太いアームまで。

　上かみ里さと勢せい力りよくの少しよう女じよ達たちは皆みな、自分の芯しんを持って少年に従っている。故ゆえに『願望の重複』は起こらないため、奪うばったはずの理想送りワールドリジエクターも通用しない。

　あらゆる武装を取とり押おさえられ、砕くだかれ、取り除かれて。それでも羽は交がい締じめにされたまま、木き原はら唯ゆい一いつは首を前へ伸のばして上かみ里さと翔かけ流るへ嚙かみ付つくような仕草を繰くり返かえす。

　対する上かみ里さとの反応はシンプルだった。

　自みずからの手首に縫ぬい付つけた、ボロボロの女の手。それをしっかり握にぎって血まみれの拳こぶしの形を作ると、




「返すよ」




　ゴッッッ!!　と鈍にぶい音が炸さく裂れつした。

　反動で手の中のどの骨が砕くだけようがお構いなし。思い切り振ふり抜ぬいた少年の拳こぶしが、バケモノの顎あごを打うち抜ぬいた大だい音おん響きようであった。

「がは……あッッッ!!!???」

　装備を奪うばわれ、ついに衝しよう撃げきは木き原はら唯ゆい一いつの肉体にまで及およぶ。

　脳を揺ゆさぶられ、研究者としての、文明人としての、精神までもが白はく濁だくする。

　喘あえぐように荒あらい呼吸を繰くり返かえし、必死に意識を繫つなぎ止とめようとする狂きよう気きの研究者を見下ろし、借り物の右手を軽く振ふりながら上かみ里さとは告げる。

「……木き原はら唯ゆい一いつ。きみは一つ根本的な勘かん違ちがいをしている」

　上かみ里さと翔かけ流るはろくに身動きも取れない唯ゆい一いつを見下ろしながら、静かに告げた。

「ぼくは単にその右手、理想送りワールドリジエクターの扱あつかい方だけで先せん達だつな訳じゃない。……きみの経歴は知らないけど、復ふく讐しゆう者しやとしてもぼくの方が先せん輩ぱいだ。だから同じ人種が何を考えてどう動くかは手に取るように分かるんだよ」

「はっ……、はっ……っっっ!!」

「そして日が浅いのが災わざわいしたな。ぼくに野の良ら犬いぬの事を悪く言われて頭に血が上ったか？　でもそれは間ま違ちがいだ。ならば逆にぼくが涙なみだを浮うかべて謝罪していれば怒いかりは収まったか。そんな訳がないだろう。ぼくだったらあの『魔ま神じん』どもが命いのち乞ごいしようが心を入いれ替かえると言おうが関係なく消し飛ばす。復ふく讐しゆうっていうのはさ、そうでなくちゃ成じよう就じゆしないんだ。もしかしたら相手も心を痛めているかもしれない。何か優やさしい一言が出てくるかもしれない。そんな風に思った時点で、きみの復ふく讐しゆうはもう失敗していた」

「……、」

「それじゃあ返してもらうぞ、その右手。そいつはぼくの元にあり、それを与あたえた『魔ま神じん』どもに振ふりかざしてこそ意味のある力だ。第三者のきみの手で、いらぬ犠ぎ牲せいを出しても良いものじゃない」

「はっ、はああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　叫さけびと共に。

　カッチン、という小さな音が響ひびいた。

　木き原はら唯ゆい一いつの口の中、奥おく歯ばの辺りからだった。

　同時に、何か低くて重たい震しん動どうじみたものが上かみ条じよう達たちを揺ゆさぶりにかかる。

「……何な故ぜこの場所を選んだと思います、先せん輩ぱい？　そしてこれが私の復ふく讐しゆうの流りゆう儀ぎだ」

「───、……」

　上かみ条じようは、思わず黙だまって真上へ目をやっていた。

　高い高い天てん井じようの先。大量の氷柱つららや鍾しよう乳にゆう洞どうを思わせる、無数の金きん属ぞく円えん筒とう。下か端たんがラッパの口のように広がったそれらは、確か『窓のないビル』をロケットに見立てて宇宙まで発射するための、ブースターの群れではなかったか……？

「今から逃にげてももう遅おそい」

　木き原はら唯ゆい一いつは、嗤わらう。

　毟むしり取とられたまま、最後の最後まで。

「そして復ふく讐しゆう者しやの私には分かる事があります。先せん輩ぱい、あなた、ブレましたね？　本当にただただ復ふく讐しゆうを望む『だけ』なら、遊びの道具を奪うばわれる憤いきどおりこそあれ、周りへの被ひ害がいなんて考えない！　あなたはもう復ふく讐しゆうを遂とげるだけの機械とは別の軸じくを持ち始めている!!　あなたはすでに『理想送りワールドリジエクター』の保有者とはなりえない。最悪、右手に接せつ触しよくすると同時にあなた自身が消し飛ばされない位置にいるんですからねえ!!」

　強弱のブレが極きわめて激しい声こわ色いろで、しかしその時、木き原はら唯ゆい一いつは極きわめて穏おだやかに告げた。

「あなたと違ちがい、私には復ふく讐しゆう『しか』ない」

　それは直後に破は綻たんする。

　メーターの振ふり切きれた哄こう笑しようと化す。

「なので私自身を巻まき込こむ事にも躊ちゆう躇ちよしない!!　非常口やシェルターも存在しない！　復ふく讐しゆうは、叶かなえるだけならそう難しい事ではありません。あなたのように余計なものを背せ負おい込こもうとしなければ、ねえ？」

　上かみ里さと翔かけ流るの表情は変わらなかった。

　変わらないまま、もう一度『奪うばった右みぎ拳こぶし』を笑い続ける唯ゆい一いつの顎あごに叩たたき込こむ。派手な音と共に、スイッチでも切ったように狂きよう気きの復ふく讐しゆう者しやは床ゆかへ転がった。

　すぐにでもブースターは点火する。そうすれば広大な空間全体が火か葬そう場ばの炉ろよりも凄すさまじい高温にさらされる。今から急いで離はなれようにも時間が足りない。上かみ条じようや上かみ里さとが降りてきた長い長いスロープは、爆ばく発はつ的てきに体積を増ぞう幅ふくさせる大量の水蒸気を逃にがすためのものだ。つまりこの広い空間を出ただけでは安心できない。絶対にスロープを抜ぬけ出だすより早く一〇〇度に沸ふつ騰とうした蒸気が突つき抜ぬけ、茹ゆでた人肉の群れが転がる地じ獄ごく絵え図ずが完成する。

　もはや明確な地じ響ひびきのような唸うなりに包まれたその場所で、上かみ里さと翔かけ流るは静かに沈ちん黙もくしていた。

　そして彼かれは言った。

「……暮クレ亞ア、は陽動のハリボテA.A.A.を纏まとってまだ上か。なら他ほかの誰だれでも良いい。誰だれかこいつの右手を切り落として、ぼくの右手に繫つなげてくれ」

「で、でもお兄ちゃん!!」

　慌あわてて口を挟はさんだのは片かた腕うでを失った去鳴サロメだ。

　彼かの女じよは学園都市に頼たよらず自前で全身を人工物に置おき換かえた奇き人じん変へん人じんだ。その技術を応用すれば腕うでを繫つなげるくらいできるかもしれないが、

「さっきも木き原はら唯ゆい一いつのヤツが言っていたっしょ！　今のお兄ちゃんが理想送りワールドリジエクターと接せつ触しよくしたら、それだけで吹ふき飛とばされかねないって!!」

「でも上のブースターを何とかするにはそれしかない。ぼくの力で消し飛ばすしか」

「壊こわすだけなら他ほかにも！」

「壊こわすだけだと大だい爆ばく発はつを起こす。『消さなくちゃ』ならないんだ」

「……え？　ちょっと待ってよ、それって、え？？？」

　あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな絶ぜつ滅めつ犯はんが、絶対幸せだと思っていた家の中で親の離り婚こん話ばなしを聞いてしまったような顔になっていた。

　ふう、と上かみ里さとは息を吐はいて。

「上かみ条じよう当とう麻ま、ぼくのトートバッグを」

「あ、ああ？」

　思わず差し出してしまってから、後こう悔かいした。

　彼かれはその中に手を入れると、取り出したスプレーの噴ふき出だし口を躊ちゆう躇ちよなく妹に突つき付つけたのだ。

　表面にはこうある。[image: CO2]アイシングスプレー。

「クソ馬ば鹿かお兄ちゃ……ッッッ!!!???」

　慌あわてたような言葉は、最後まで続かなかった。

　ばしゅしゅっ!!　という音が響ひびいた時間は短かった。

「きみを物理的な衝しよう撃げきで気絶させるのは相当難しい。でも脳を生かす以上は酸素と二酸化炭素の循じゆん環かんは必ひつ須す。さて、高こう濃のう度どの炭酸ガスを浴びせたら呼吸は維い持じできるかな、と」

「あ、かっ……」

　密閉した水すい槽そうの中でもない限り、そうそう簡単に酸さん素そ濃のう度どを極きよく端たんに変える事はできないだろう。だが間が悪い事に、小麦色の絶ぜつ滅めつ犯はんは水着の上からレインコートを纏まとっていた。頭をすっぽりと覆おおうフードの存在が、逃にげ場ばの少ない半密閉空間を演出してしまう。

「酸さん素そ濃のう度どの激変は、首を絞しめるのとは勝手が違ちがう。意識を奪うばうだけならこっちの方が手っ取り早い。とはいえ、加減を間ま違ちがうと脳に深刻な後こう遺い症しようを残す羽は目めになるんだけどさ」

　ものの十数秒で、くわんと絶ぜつ滅めつ犯はんの頭が揺ゆれる。そのままバランスを維い持じできず、あれだけ恐おそるべき力を振ふるった小麦色の少女はその場でへたり込こんでしまう。

「こういう方法できみを止めるのは絶対にやめようって、こっそり誓ちかっていたはずだったんだけどね。ダメな兄貴で済まない」

「……やめ、お兄ちゃ……」

「やめないよ」

　一方の上かみ里さとの表情は変わらない。

　彼かれはぐるりと辺りを見回して、協力者が誰だれも名乗り出ないのを確かく認にんすると、自分でぐったりした唯ゆい一いつの腕うでを摑つかんだ。もう片方の手には、借り物の掌てのひらに突つき刺ささったままの水すい晶しよう片へんのような刃やいばが握にぎり込こまれていた。

　切れ味は微び妙みようだろうが、縫ほう合ごうされた糸を切り取るくらいはできると判断したのか。

「なら良いい。ぼくが自分でやる」

　誰だれにも止められない。

　周りには一〇〇人近い少しよう女じよ達たちがいる。上かみ里さとが死ねと言えば命を差し出すくらいの信しん頼らいを重ねた少しよう女じよ達たちが。だけど上かみ里さとの動きを拘こう束そくしたって、すぐさま天てん井じようからロケットブースターの猛もう威いが噴ふき付つけられるだけだ。つまり、食い止めても、食い止めなくても、どっちみち上かみ里さと翔かけ流るはここでおしまい。だからこそどちらも選べずにハングアップしている。

　少しよう女じよ達たちは動けない。去鳴サロメも短時間だが意識を混こん濁だくさせられている。

　あと、動けるのは。

　この場にいるのは。

「……のむ、」

　のろのろと。

　へたり込こんだまま、ろくに手足も動かせず、しかし去鳴サロメはすがるような目を向けていた。

　上かみ里さとに、ではない。

　もう一人の少年に。

「たのむ、よ。その大おお馬ば鹿か野や郎ろうを今すぐぶん殴なぐって、全部取り上げてくれ。じゃないとあいつは、私のお兄ちゃんは、ほんとうに……」

　今にも泣き出しそうな声だった。

　知らない街で、小さな女の子が家族から手を離はなされてしまうような。

「……、」

　訳もなく話の矛ほこ先さきを突つき付つけられて、上かみ条じようは自分が何な故ぜここにいるのかを思い知らされたような気分になった。

　別に上かみ里さと翔かけ流るやその周りの女の子達たちと殊こと更さら仲良くなったつもりはない。彼かれらの言う『魔ま神じん』への復ふく讐しゆうにオティヌスを差し出すなんて真っ平だ。

　でも。だけど。

　最後の最後、このタイミングで上かみ里さとの『ブレ』が関かかわってくるなんて思ってもいなかった。それはつまり、上かみ条じよう達たちが投げかけた言葉や優やさしさが上かみ里さとの心の中に少しずつ蓄ちく積せきし、それが翻ひるがえって木き原はら唯ゆい一いつの復ふく讐しゆうへ手を貸してしまった事を意味しているのだ。

　言いたい事は山ほどある。

　知ったような口で語るんじゃないと。本当は誰だれだって消しよう滅めつの憂うき目めになんか遭あいたくないに決まっているだろうと。今ここに集まった女の子達たちは特とく殊しゆな右手じゃなくて上かみ里さと本人のために立ち上がり、手を貸した。そんな彼かの女じよ達たちがお前の消しよう滅めつした世界を望むとでも思っているのかと。

　でも、言えない。

　絶対に言えない。

　だって、そうしたら、そんな上かみ条じようの言葉が上かみ里さとに響ひびいてしまったら、そこから亀き裂れつが広がってしまう。上かみ里さとの中でもっともっと『ブレ』が大きくなり、より一層『理想送りワールドリジエクター』に拒きよ絶ぜつされ消し飛ばされてしまうリスクが増してしまう。

　助けるつもりが殺してしまう。

　だから、吞のみ込こむしかない。胸の内どころかもう喉のど元もとまで迫せまっている言葉の数々を全部押おし留とどめて、死地へ向かう上かみ里さとのチャンスを一ミリでも一いつ滴てきでも残してやるくらいしかできない。

「全部」

　考えすぎかもしれない。

　だけど上かみ条じようは、思わず目に見えない何かを呪のろってしまいそうになった。

「……全部、俺おれのせいだっていうのか。お前を苦しめているものは、全部……」

「ははっ、そいつは違ちがうな」

　ぶちり、という音が響ひびいた。

　自分と他人、二つ分の手首に刃やいばを通していく音だった。

　誰だれがどう見たって共感はできない行動を繰くり返かえしながら、でも、返り血で頰ほおを濡ぬらす上かみ里さと翔かけ流るはこの上なく普ふ通つうで真っ当な笑えみを浮うかべていた。

「確かにきみは戦いの決定打にはならなかった。役には立ったけど、別の駒こまでも話はそのまま進んだかもしれなかった。だとしたら、きみの役割は『そこ』じゃなかったんだ。きっと、こんな一言を聞き届けるために今も立ち続けているんだろうさ」

「何を……」

「簡単な事だよ」

　言って。

　誰だれよりもその破は壊かい力りよくを熟知しているはずの少年は、躊ちゆう躇ちよなく切り落とした手首を摑つかむ。すでにその時点で『追放』は始まっていたのかもしれない。だが駄だ目め押おしするように、強ごう引いんにでも切断面と切断面を押おし当あてていく。

　決定的な破は壊かいがもたらされる一いつ瞬しゆん前まえに、彼かれはこんな呪のろいを残していた。

[image: ]




「この子こ達たちを頼たのむ。大だい丈じよう夫ぶ、きみならいつもやってきた事だろう？」




　そうして、最後の一いち撃げきが振ふるわれた。

　そこには火か葬そう場ばを超こえる猛もう烈れつな灼しやく熱ねつ地じ獄ごくもなければ、中ちゆう途と半はん端ぱに破は壊かいしてブースターが大だい爆ばく発はつを起こす阿あ鼻び叫きよう喚かんもなく。

　ただただ真冬のような凍こごえる静せい寂じやくだけが待っていた。
















　この瞬しゆん間かん。

　一人の少年が、世界から『消失』した。








終章　災さい厄やくを超こえる模も範はん解かい答とう　Nightmare_by_Lost_Boy.









　その頃ころ。

　ピンクのスウェット生き地じのパジャマパーカーの下にビキニを纏まとっていたＵＦＯ少女の府フ蘭ランは、巨きよ大だいな風船を片手で摑つかんで『窓のないビル』の周辺上空をゆっくりと回っていた。ウサギの耳のようなアンテナを振り、腰の後ろにつけた丸いポッドも意識する。背中のリュックはいわずもがな。おかっぱ少女に任されていたのは動どう揺ようした木き原はら唯ゆい一いつがどこから秘密の出入口を開放するかを観測する事だったので、戦いが始まってからは基本的に後方待機を続けていた訳だ。

　同じように驚おどかし役やくとして、様々な植物を使ってシルエットだけA.A.A.に似せていた植物少女のメガネ、アルコール燃料のブースターで浮うかぶ暮クレ亞アが話しかけてくる。

「もー。いつになったら上かみ里さとさんは出てくるんですかー」

「知らないです。私に聞かれても」

「……後もう敵も味方も地下に大集結しているんだから、表の大熱波は切って良くないですか？　ていうか摂せつ氏し五五度とか枯かれる!?　干ひからびる!!　いっそ私をドライフルーツにでもするつもりなんですかあなたは!!」

「文句は上かみ里さとちゃんに言ってです」

　にべもない感じのウサギアンテナ少女府フ蘭ランだったが、そこで彼かの女じよは見つけた。

『窓のないビル』の周辺、東西南北に空いた四角い穴。そこから誰だれかが飛び出してきたのを。

「上かみ里さとさん!!　……じゃないな、誰だれでしたっけ、名前？」

「上かみ条じよう当とう麻ま」

　言って、パーカー紐ひものにんじんストッパーを揺ゆらしながら、府フ蘭ランは風船のガスを少しだけ抜ぬく。重力を思い出してふんわりとツンツン頭の目の前に降下していく。

「どうしたです？」

「うわっ！　うわあっっっ!!!???」

　軽く声を掛かけただけなのに、その少年はびっくりして飛び上がり、そのまま後ろへ転がって、枯かれ果てた植うえ込こみに背中から突つっ込こんでしまった。

　アンテナだらけのリュックを背負う府フ蘭ランは小首を傾かしげる。

　そう、出てきた時から様子がおかしかった。木き原はら唯ゆい一いつを倒たおして意い気き揚よう々よう、というよりも、まるで何かから必死に逃にげているような慌あわてふためく様子。それも想定していた敵から計画的に逃にげているのでもない。予想外の、考えてもいなかった、まるで亡ぼう霊れいや怨おん霊りようでも目もく撃げきしたかのような、身も世もない逃にげ方かた。

「上かみ里さとちゃんは？　他ほかのみんなは？　何で一人だけ出てきたのです？」

「お、まえは……」

　ごくりと喉のどを鳴らして。

　植うえ込こみから出てくる事さえ忘れて、恐おそる恐おそるといった調子で上かみ条じようは尋たずねてくる。

「……まだ、『まとも』なままなのか……？」

「？」

　ウサギアンテナ少女は質問の意図を摑つかみかけた。たまに上かみ里さと勢せい力りよくにいるとその心しん酔すいぶりからそんな言葉を投げかけられる事はあるが、これは質が違ちがうように思える。

　と、その時だった。

　上かみ条じよう当とう麻まの肩かたがびくりと震ふるえる。彼かれはお尻しりの丸いポッドを小さく揺ゆらす府フ蘭ランではなく、明確に別のものを見ている。小こ柄がらな少女が振ふり返かえると、それは少年自身が飛び出してきた出入口の方だった。そちらから複数の足音が聞こえてきた。エレメントのものとは違ちがう。だとすると、単独犯の木き原はら唯ゆい一いつとも思えない。やはり上かみ里さと勢せい力りよくはみんなみんな無事だったのだ。

　そう思っていた。

　だが次の瞬しゆん間かん、ツンツン頭はこう提案してきた。

「『まとも』だったら聞いてくれ、このままじゃヤバい！　今はとにかく逃にげるんだ、一いつ緒しよに行ゆく方えを晦くらまそう!!」

「どういう事です？」

「所属が変わっちまったんだよ!!　上里勢力の女の子達は、みんな木原唯一についちまったんだ!!」







　その直前。

『窓のないビル』の直下、広大な地下空間での事だった。

「……終わった？」

　ポツリと上かみ条じようは呟つぶやいていた。

　そう、終わった。木き原はら唯ゆい一いつが仕し掛かけておいた最後の花火、膨ぼう大だいな数のブースターは点火してなかった。それどころか片かたっ端ぱしから『理想送りワールドリジエクター』に喰くわれて、新たな天地とやらに吹ふき飛とばされてしまった。だから、みんな生きている。誰だれも火か葬そう場ばよりもひどい炎ほのおに焼やき焦こがされずに済んでいる。

　上かみ里さと翔かけ流る。

　たった一人の少年だけがどこにもいなかった。

　ただただその右手の手首から先だけが、ぽとりと床ゆかに残っていた。

「あ、あああ、あああああああああああああああ……」

　白い水着にレインコートの少女が、へたり込こんで呻うめき声を漏もらしていた。

　改めて上かみ条じようは思う。

　終わった。終わってしまった。もうこれで、万に一つも手出しは無用なのか？　終わってしまった話には当事者でも口を挟はさむ権利は存在しないのか？　だって、こんなのは、あんまりだ。上かみ里さと翔かけ流るが『消えた』という事は、彼かれは復ふく讐しゆうだけの人間ではなくなった。全く別の、もっと優やさしい、彼かれを慕したう友人知人と一いつ緒しよに笑い合うだけの日々があったかもしれないのに、そんなにも眩まぶしい可能性こそが上かみ里さと翔かけ流るの首をじわじわと締しめ、世界から永遠に『追放』してしまっただなんて……。

「ふ、ふふ」

　そんな中。

　一つだけ場ば違ちがいな、『笑えみ』があった。

「あはは。あはははははは！　あはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

　木き原はら唯ゆい一いつ。

　押おし倒たおされ、虎とらの子このA.A.A.も大半を毟むしり取とられて、無残ななれの果てをさらけ出すだけだった、水着に白衣の女。その欠けた手首から、ビュルン！　という粘ねん質しつな音が響ひびき渡わたった。そこから液体のような、糸のような、何かが飛び出す。確かに上かみ里さと翔かけ流るが取とり戻もどしたはずの、そしてまたもや宙ぶらりんとなっていたその手首と、繫つなぐ。引き寄せ、瞬またたく間まに縫ほう合ごうされてしまう。

　五指をくねらせながら彼かの女じよは笑う。

「ああ、ああ。今のはなかなか面おも白しろかった。善悪で言えば善で、でも好こう悪おで言えば悪。なかなかお目にかかれる組み合わせではありません！　上かみ里さと翔かけ流るの力でもって上かみ里さと翔かけ流るを吹ふき飛とばす。まあ多少流れは変わりましたが、最終的な結果が同じであれば目を瞑つぶりましょう。私の復ふく讐しゆうは成じよう就じゆした!!」

「こ、の……っ、お兄ちゃんの右手を返せっ!!」

「おっと良いいんですかねそんな事を言って」

　思わず獣けもののように跳とびかかろうとした絶ぜつ滅めつ犯はんに、身を起こしながら木き原はら唯ゆい一いつは右手の掌てのひらをかざしていた。

　上かみ里さと勢せい力りよくの少しよう女じよ達たちには理想送りワールドリジエクターは効かない。

　だが唯ゆい一いつも唯ゆい一いつで、そんな話をしているのではない。

『木き原はら』の邪じや悪あくなインスピレーションは、そんな程度では許さない。

「忘れているんじゃないですか？　上かみ里さと翔かけ流るはこの右手で吹ふき飛とばした。二度と会えない、戻もどれない、永遠の追放。でも、その鍵かぎは確かに『この右手』にあるんです」

「あ」

「私をミンチにしたとして、その鍵かぎも一いつ緒しよに失う事になるかもしれませんが、それでも良いいのかにゃーって話をしているんですけど？　元々万に一つ、億に一つ、絶対に戻もどって来こられないというお墨すみ付つきです。でもそれを覆くつがえせるかもしれない最後の鍵かぎを。……それってつまり、あなたの手で断たち切きるって事ですよねえ？　上かみ里さと翔かけ流るの最後の命いのち綱づなを」

「ああああああああああああああああああああ!!　ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　誰だれかの妹は絶ぜつ叫きようしていた。

　叫さけび、咆ほう哮こうし、慟どう哭こくしながらも、手を伸のばせば届く位置にいる宿敵に、指一本触ふれる事もできなかった。

「他ほかのみんなもちゅうもーく。上かみ里さと翔かけ流るを諦あきらめたくなければ、鍵かぎを収める私には逆らわない事です。今は絶対に無理でも、技術が進歩すればいつの日か上かみ里さと翔かけ流るは連つれ戻もどせるかもしれない。でもその日が来るまでに『右手』を腐くさらせちゃったらどうにもなりませんしねえ？」

　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　ひっくり返る、とはまさにこの事だった。

　くだらないスピーチは、正味一分間もあったかどうか。だけどたったそれだけのちっぽけな情報が、少しよう女じよ達たちの心臓を見えない薔ば薇らの蔦つたでもって雁がん字じ搦がらめに縛しばり付つける結果になった。

　絶望で埋うめ尽つくされた中で、中心に立つ木き原はら唯ゆい一いつだけが嗤わらっていた。

　右手を簒さん奪だつする者が少しよう女じよ達たちを統すべる王となる。

　上かみ里さと翔かけ流るがずっとずっと抱いだいていた、でもようやく否定する事のできた、そんなどうしようもない悪夢を実現させる格好で。

　それもまた、復ふく讐しゆうの延長に値あたいするのか。

「さ・て」

「ッ!!」

　まさに一人。

　孤こ独どく。

　場の空気に吞のみ込こまれなかったのは、上かみ里さと勢せい力りよくから離はなれた位置にいるツンツン頭の少年、上かみ条じよう当とう麻まだけだった。

「すでにチャンスは与あたえました。あなたは逃にげないという道を選せん択たくした。であればこれからもたらされる残ざん虐ぎやくな結果もまた、あなたが一人で背負ってください」

「くそ……」

「そのガキを殺せ、メスども。道具の忠誠心を測ってやる」

「くそったれがァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」







　そこから先は思い出したくもない。

　まさに地じ獄ごくの逃とう避ひ行こうだった。一人一人が全く系統の異なる特とく殊しゆ技術や魔ま術じゆつや能力を振ふりかざす少しよう女じよ達たちが、地じ獄ごくの軍勢となって哀あわれな獲え物ものを追おい駆かけ回まわす、極ごく彩さい色しきの人にん間げん狩がり。こうして生きて地上まで出られた事が奇き跡せきのようだった。

　当然、少しよう女じよ達たちにも『まだ』逡しゆん巡じゆんはあるのだろう。それが生き残る糧かてとなったのだろう。

　だけど、最終的には天てん秤びんは傾かたむく。見知らぬ上かみ条じよう当とう麻まではなく、消えてしまった上かみ里さと翔かけ流るへと。比ひ較かく的てき染まっていないように見えていた絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメさえ、唇くちびるを嚙かんで、どうしようもない顔で、瞳ひとみをぐらぐら揺ゆらしながらも、攻こう撃げきの手を止める事はできないようだった。

　責められない。

　少しよう女じよ達たちのやっている事は間ま違ちがっているけど、でも、あそこまで追おい詰つめられた少しよう女じよ達たちを上かみ条じようには責められない。だってあそこには上かみ条じよう自じ身しんもいた。もう少し何かが違ちがっていれば、上かみ里さとは失わずに済んだかもしれなかった。彼かれの犠ぎ牲せいで自分がここに立っているのなら、その恩おん恵けいが何を意味するか考えるべきだ。

　故意か偶ぐう発はつかは関係ない。

　上かみ条じよう当とう麻まが投げかけた言葉が上かみ里さと翔かけ流るに蓄ちく積せきし、それが最後の最後で牙きばを剝むいたのは事実なんだから。

　その上で、やるべき事を考えろ。

　上かみ里さと翔かけ流るはなんと言っていた？　あいつのためにできる事は何だ!?

「……頼たのむって」

「？」

「あの子こ達たちを頼たのむって、上かみ里さと翔かけ流るは最後に笑って言っていた。俺おれは絶対に無む下げにはしないぞ!!　上かみ里さと勢せい力りよくのみんなを木き原はら唯ゆい一いつのオモチャになんかされてたまるか!!」

　右手の所有者が少しよう女じよ達たちの王になる。

　木き原はら唯ゆい一いつは知ってか知らずか、上かみ里さと翔かけ流るが一番恐おそれていた悪夢を実現した。

　こんなのは最大の冒ぼう瀆とくだ。

　絶対に解放しなくてはならない。人の心はもっと優やさしくて強いもので結び付けられているのだと証明しなくてはならない。ずっとずっと悩なやみ続つづけた彼かれに命を救われた上かみ条じようにはその義務がある。

　と、その時だった。

　真上から全く別の声が飛んできた。

「……そうですか、上かみ里さとさんが」

「暮クレ亞ア？」

　上かみ条じようが思わず顔を上げる。

　彼かの女じよも陽動としてハリボテのA.A.A.を纏まとってアルコールブースターで上空待機していたため、地下にはやってこなかった。となると、『あの衝しよう撃げき』を直接受けた訳ではない。『あの呪のろい』に直接縛しばられた訳ではない。大きなリュックを背負う府フ蘭ラン同様に話が通じるかもしれない。

「良かった。今は少しでも仲間は多い方が良いい。お前も一いつ緒しよに……ッ！」

「ええ、そうですよね。だとしたら、上かみ里さとさんのためになにができるかをいちばんにかんがえなくちゃ」

「えと？」

「───、」

　困こん惑わくする上かみ条じように、しかしウサギアンテナの府フ蘭ランが先に目を細めた。

　直後の出来事だった。




　ガカァッッッ!!!!!!　と。

　落らく雷らいよりも恐おそろしい、いっそ溶よう接せつじみた爆ばく光こうが植物少女へ襲おそいかかった。




　間近の閃せん光こうに上かみ条じようは目をやられた。

　絶ぜつ叫きようしてのた打ち回りそうになる彼かれの腕うでを、ぐいと摑つかむ小さな手がある。

　おそらく府フ蘭ランのものだろうが、極ごく至し近きんの少女の顔さえ今は見えない。

　囁ささやくようにパジャマパーカーにビキニの少女は言った。

「……とにかくついてきてです。暮クレ亞アは無限再生するからあんな程度じゃ死なない」

「なん、だ？　今のは!?」

「お陽ひ様さまと虫メガネみたいなものです。街中に降り注いでいるマイクロ波を、一いつ瞬しゆんだけ一点に絞しぼって加熱したの。溶よう接せつに見えたのはマイクロ波じゃなくて、熱せられた部分がフィラメントみたいに光を放っただけです」

　とんでもない話だった。

　それともこんなものを持ち出しても決着がつかないほどタフな植物少女の方を賞賛すべきか。

　いっそ視覚が封ふうじられた方が、間近に迫せまる絶望を見ないで済む。手を引かれて進む事に心ここ地ち良よささえ感じる。改めて思う、上かみ里さと勢せい力りよくはみんなみんな木き原はら唯ゆい一いつに鞍くら替がえしてしまったけど、このウサギアンテナのＵＦＯ少女だけはまだ大だい丈じよう夫ぶだ。一いつ緒しよに戦ってくれる。

「いくつか確かく認にんさせてです」

「ああ！」

「木き原はら唯ゆい一いつはどうなったです？　エレメントはまだ健在？」

「あれは木き原はら唯ゆい一いつが自分のA.A.A.を組み上げるためのエサだったって。完成はしたけど結局ぶっ壊こわした！　でも多分一から作り直す事はないと思う。何しろあいつは、A.A.A.よりもっと面おも白しろいオモチャを山ほど手に入れちまったんだから!!」

「となると、エレメントを押おさえ込こむための大熱波はもういらないか……。じゃあ次、私のお仲間はどれくらい木き原はら唯ゆい一いつについているです？」

「ほぼ全員!!　去鳴サロメとかはまだ逡しゆん巡じゆんしているみたいだけど、上かみ里さと生せい還かんの可能性をちらつかせられるとどうにもならないみたいだった。ああ、自分で言っていて改めて背せ筋すじがゾクゾクする。これから俺おれ達たちは常盤ときわ台だい中ちゆう学がく丸ごと全部と戦ってでも力ちから押おしできちまうような上かみ里さと勢せい力りよく全員に立ち向かわなくちゃならねえってんだからな!!」

「なら最後にです。具体的に、どうやって話を収めるつもりなの？」

「具体的、ってのは難しいな。でもゴールは一つしかない」

「例えばです？」

「木き原はら唯ゆい一いつが上かみ里さと勢せい力りよくのみんなを脅おどして従わせられるのは、上かみ里さと翔かけ流るが理想送りワールドリジエクターの力で新たな天地とやらにぶっ飛ばされちまったからだ。上かみ里さと自じ身しん、一度使ったら絶対に何があっても再会はできないって言っていたけど、唯ゆい一いつはわざと可能性をちらつかせている。鍵かぎでもある右手を失ったら万に一つも生せい還かんの目はない。だからその可能性のために従え、ってさ」

　まだまだ痛む眼球を押おして、無理矢理にでも瞼まぶたをこじ開ける。

　新しい世界。

　全く予想もしていなかった戦場の中、ただ一人残った運命共同体の少女、頭にウサギアンテナをつけてお尻しりの丸いポッドを小さく揺ゆらす府フ蘭ランの顔を見み据すえて彼かれは言う。

　つまり。

　つまり。

　つまり。




「上かみ里さと翔かけ流るを連つれ戻もどす、俺おれ達たちの手で」




「……、」

「それしかあの子こ達たちを『呪じゆ縛ばく』から解き放つ方法はない！　上かみ里さと翔かけ流るが一番に恐おそれていた悪夢も終わらない!!　具体的な方法なんて知った事か、世界中にある全すべてのものをかき集めて、なんとしても帳ちよう尻じりを合わせてやる!!　そうしないと報むくわれないんだよ、命を賭として大切な女の子達たちを守まもり抜ぬいたあいつの魂たましいがッッッ!!!!!!」

　一番最初の前提条件さえ間ま違ちがっている、絶対不可能な願い。

　だが押おし通とおす。そうしなければならない。

　何な故ぜならば、

「俺おれは見送った」

　自みずからの罪を、上かみ条じようは告白した。

　消えた少年を最も慕したっていたであろう少しよう女じよ達たちの、その一人に。

「ああ!!　十じつ中ちゆう八はつ九く上かみ里さとの野や郎ろうが消しよう滅めつするって分かっていながら黙だまって見送った!!　言葉で引き止める事も、ぶん殴なぐって取とり押おさえる事もしなかった！　そうしないとあいつが一番大切にしていた女の子達たちが丸焼けになるって、そういう風に考えて、お利口さんになって、手を差さし伸のべる事を躊ちゆう躇ちよした！　考える事を放ほう棄きして、任せた!!　あの野や郎ろうはそんな卑ひ怯きよう者ものの俺おれを見ても糾きゆう弾だんの一つもしないで、自分で決めた役割を全うして、みんなを守って、そしてたった一人で消えていった!!　……こんなのが許せるか。上かみ里さと翔かけ流るがじゃない。こんな惨みじめな上かみ条じよう当とう麻まなんか許せるかあ!!!!!!」

　他ほかに選せん択たく肢しなんてなかったのかもしれない。

　深く考える時間も、迂う回かいする余よ裕ゆうだって。

　あの時、とっさに上かみ条じようが上かみ里さとをぶん殴なぐって止めていれば、ロケットブースターがその場にいた全員を焼き殺しておしまいだったのかもしれない。

　でも。

　だけど。

　どうしても。

「もう遠えん慮りよなんかしないぞ……」

　吐はき捨すてるように、自分で自分を刺さすように、少年は口の中で呟つぶやいた。

　見送った。見捨てた。見殺しにした。

　その罪を、絶対になかった事にはしないために。あの時、あの瞬しゆん間かんに。間に合わなかった、吞のみ込こんでしまった言葉を全すべて吐はき出だす。

「何があいつのためだ、どこがリスクを減らすために黙だまっていただ、ふざけんな!!　今ならはっきり言ってやる。本当は消えたくなんかなかっただろ!!　自分のためにここまでついてきてくれた仲なか間ま達たちと一いつ緒しよにいたかっただろ!!　誰だれにも渡わたしたくなかっただろ、独どく占せんしたいって思っただろ！　俺おれ達たちは生まれてたかだか二〇年も経たっていないクソガキなんだ、いちいち一〇〇年生きて世界を全部見回してきましたみたいな死生観を匂におわせて悟さとったような顔してんじゃねえよ！　イライラする!!　知ったような目で語って命も人生も全部投げ出して、満足そうな表情浮うかべてんじゃねえ!!　ちっとはみっともないトコ見せろよ馬ば鹿か野や郎ろう！　人間なんかそれくらいでちょうど良かったんだ！　最善以外のドロドロした感情を認めたって!!　あるんだよ、未来は。摑つかみ取とる事の何がいけない！　あの右手を使う素質や資格があるからって、死にたくないって泣いて叫さけんですがりついても誰だれもお前を咎とがめなかった!!　それなのに、どう見たって失敗だろ、あんな結末。自じ己こ犠ぎ牲せいだ？　木き原はら唯ゆい一いつに踊おどらされて全力で行き止まりに正しよう面めん衝しよう突とつしただけだろうが！　だから全部ぶっ壊こわすぞ。お前がどれだけ格かつ好こうつけて最高の結末を装よそおった所で、俺おれが片かたっ端ぱしからご破算にしてテメェを地じ獄ごくの底から引きずり上げてやる!!　不可能を可能にして、終わった結末の先を見せて！　揃そろいも揃そろった女の子達たちの前へ気まずそうな顔したテメェを突つき出だして、みっともなく出で戻もどりさせてやる!!　首を洗って土ど下げ座ざの準備でもしていやがれ!!」

　有う象ぞう無む象ぞうの少しよう女じよ達たちに追い回されて。

　中心に立つ木き原はら唯ゆい一いつは想おもいの全すべてを利用して。

　歪いびつな暴走をやめられない少しよう女じよ達たちを支えていた上かみ里さと翔かけ流るはどこにもいなくて。

　そんな絶望の中。

『どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生』は、見えない何かに挑いどみかかるようにこう叫さけんだ。




「ふざけるんじゃねえぞ!!　待ってろよ上かみ里さと。らしくないのはもう終わりだ、ここから巻き返す！　こんなくそったれな世界に上条当麻を見せてやる!!　お前まえ達たちが突つき付つけた誰だれも幸せにしない幻げん想そうなんざ、欠片かけらも残さずぶっ殺してやるからなあッッッ!!!!!!」








あとがき









　一冊ずつのあなたはお久しぶり、まとめ買いのあなたは初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　新約も一六冊目!!　旧番だとアックア辺りとかち合っていた頃ころですね。向こうを上回る大きなうねりをお見せできていればよいのですが、今回のお話はいかがでしたでしょうか。

　インデックスシリーズでは完成された学園都市の中に異物として魔ま術じゆつ師しや能力者が攻せめ込こんでくる話が基本形で、今回のエレメントのように数の暴力で街全体を制圧してしまう話は何気に珍めずらしかったりします。

　エレメントについては半はん透とう明めい水すい晶しようと擬ぎ態たい生せい物ぶつの組み合わせ、という漫まん画がやアニメじゃ滅めつ法ぽう大変そうな『見えない』組み合わせで。ただ、調べてみるとこの擬ぎ態たい、人間の目からはそう見えるだけで実際の昆こん虫ちゆう同士の狩かりでは役に立たなかったり、逆に人間の目にはそうとは見えないんだけど虫同士だとシグナルとして意味を持つものも結構あったりするみたいなんですよね。またまた調べ物をしている内に奥おくの深い世界と出会ったものだなあと思っていました。

　その対処の仕方も章ごとに様々で、屋上伝いにひたすら逃にげ回まわる事もあれば、大火力で葬ほうむり去さってしまう事もあります。一応、同じ学園都市でありながら章ごとに学校や避ひ難なん所じよを切きり替かえて、階段状に問題・課題を提示する事で、様々な街の顔をお見せする事はできないか……と考えていたのですが、皆みな様さまにとってはどの章の学校・避ひ難なん所じよが一番ぐっときたでしょうか？

　ラストについては上かみ里さと登場時からずっと語られてきた『右手の所有者が少しよう女じよ達たちの王となる』問題がいよいよ本格的に芽め吹ぶいてきます。

　そして対する上かみ条じようの解答ももちろんこちら。

　新約九についても似たような事が言えますが、具体的な実現性のあるなしなんて関係なく、こういう場面でこういう一言を断言できる胆たん力りよくの強さこそが、上かみ条じよう当とう麻まを主人公に据すえるべき意味や理由に繫つながっていくのかなあ、などと考えながら執しつ筆ぴつしていました。こんなくそったれな世界に上かみ条じよう当とう麻まを見せてやる。こちら、一冊目ではなかなか言えない決めの台詞せりふかなと思うのですが、さて、いかがでしたでしょうか。







　イラストのはいむらさんと編集の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさん、そして前巻に続いてA.A.A.デザインの葛か西さい心しんさんには感謝を。兎とにも角かくにもエレメント！　バリケードやワイヤーだらけの街並み!!　でもって後は女の子水着とA.A.A.のバリエーション!!　とイラスト的にも難関だらけだったのではないでしょうか。今回もムチャブリに付き合っていただいて本当にありがとうございました。

　そして読者の皆みな様さまにも感謝を。今回はキャラクターとシチュエーション（実はロケーションにあらず）が半々くらいのイメージのお話でしたが、いかがでしたでしょうか？　ここまでお読みいただいてありがとうございます。




　それでは、今回はここで本を閉じていただいて。

　次回も手に取っていただける事を願いつつ。

　この辺りで筆を置かせていただきます。




　……うーむ、やはり揺ゆらぐ復ふく讐しゆう者しやは『消える』サダメなのか


鎌かま池ち和かず馬ま　


















　完かん璧ぺきな箱はこ庭にわとは、跡あと形かたもなく壊こわすためにある。

　世界に横たわる至上難問は一つ。さあ、上かみ里さと翔かけ流るの救済に挑いどめ。
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